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【電子書籍版をお読みになる前にご確認ください】





　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。また、ご覧になる機種により、表示の差が認められる場合があります。

　本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、インターネット上に掲載する事、有償無償に関わらずデータを第三者に譲渡する事を禁じます。なお、個人利用の目的であっても、コピーガードを解除しての複製は、法律で禁じられています。

　あらかじめご了承ください。
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　この場所には空がない。

　それどころか大地さえも失われて、真っ黒な虚無がぽっかりと穴を開けている。

　真ま島じま孝たか弘ひろの能力で生み出された内面世界。サルビアはひとり高校の校門前で佇んでいた。

　ほうと息を吐く。どうしようもなく、そこには痛ましいものが含まれていた。

　少年の力がこの場所を作り出した時点で、すでに世界は傷付いてボロボロだった。それからも、ことあるごとに世界は欠け落ちていった。

　……今回もまた。

　転移させられた異界の迷宮のなか、世界の安定を守るために敵に回った聖堂騎士団団長ハリスン＝アディントンとの戦いで、少年は大事なものを守るために、自身を費やした。その結果がこれだ。残されたのは、ついに高校ひとつぶんの敷地のみだった。

　致命的な破は綻たんまで、あと半歩。しかし、変化はそれだけではなかった。

　普段からこの場所にいるサルビアだからこそ、感じ取ることができるものがあったのだ。

「また、深くなった……かしら？」

　真島孝弘はここが灯火の世界であった頃から、ここに来ることを『深いところに沈んでいく』ように感じていた。そして、サルビアもまた。少年の能力が深まるたびに『この世界そのものがより深いところに沈んでいる』ように感じていたのだった。

　これまでも薄々と感じていたのだが、今回は少しそれが顕けん著ちよだった。

　ただ、それがなにを意味するのかまではわからない。そもそも、錯さつ覚かくかもしれない。あくまで感覚的なものに過ぎないし、定量的に説明することができるわけでもなかったからだ。

「けれど、もしもこれが正しいのだとすれば……」

　心と心を繋ぐパスそのものである世界。沈んだ先には、なにがあるのか。

　そして、考えるべきことはもうひとつあった。

「……あれは、誰だったのか」

　脳裏に過よぎるのは、契約者の少年とともに二度、顔を合わせた奇妙な侵入者だった。

　一度目は帝都到着の直後。二度目は『世界の礎そ石せき』によって創り出された異界で。契約者の少年の意識がこの世界にやってきたとき、焦げ茶色の髪をした青年に遭遇した。結局、あれがなんだったのかはわからずじまいだが、サルビアには少し気になることがあった。

「なんだか少し、見覚えがある……ような」

　覚おぼ束つかない口調でつぶやく。

　一度目はなんとも思わなかったのだが、二度目に会ったときにふと引っ掛かったのだ。まるで記憶を隠すヴェールが一枚剥はがれたように、見覚えがあるような気がした。

　ただ、それがなんらかの確信に至ることはない。仕方のないことだった。世界を長い時間彷徨さまよってきた『霧きりの仮宿』は、様々な人間に出会っては別れてきた。いまの契約者たちや甲殻竜マルヴィナの一族を例外として、基本的に彼らはただすれ違うだけの人々であり、長い時間が経ってしまったために顔を覚えている者はほとんどいない。見覚えがあるような気がしたところで、それはなんら手掛かりには結びつかなかった。

「会話ができたら、なにか思い出したのかしらね……」

　しかし、何者なのかと契約者の少年が尋ねたとき、青年はまともな答えを返さなかった。というより、会話が成り立たなかった。青年はなにをするでもなく、ただこの世界に侵入してきただけで――。

「いえ。あれは、侵入してきたというより、むしろ……」

　思慮深くサルビアがつぶやいた、そのときだった。

「あら」

　彼女のスカートの裾すそを、小さな手が掴んだのだ。

　気付いた彼女の顔に、優しい微笑ほほえみが浮かんだ。

「どうしたの？」

　スカートの裾を掴んでいたのは、小さな少女だった。10歳に届かないくらいだろう。鮮やかな緑色の髪を腰ほどまでに伸ばして、シンプルな白いワンピースを着ていた。

　サルビアを見上げる目は、血のように赤い。ぷっくりとした唇が開いた。

「……」

　けれど、声が発されることはなかった。

　少女は唇を幼く尖とがらせると、不ふ貞て腐くされたようにサルビアの脚に抱き付いた。

「あらあら。そう拗すねないの」

　サルビアは微笑みを深めると、手を伸ばして少女の背中を叩いた。なにか言いたげに見上げてくる少女に、彼女は首を横に振ってみせる。

「ああ、ちょっと待ってね。わたしはまだやることがあるから」

　自分が答えの出ない疑問に耽ふけっていたことに気付いて、サルビアは思考を打ち切ると、やるべきことを済ませてしまうことにした。

　基本的に真島孝弘の内面世界に引きこもっている彼女だが、ただ無む為いに時間を過ごしているわけではない。片手では緑の少女をあやしながら、もう片方の手を、ぽっかりと虚ろに欠けた少年の世界に向けた。

　そこから、虚ろに黒く欠損した世界を満たす白い霧が生み出された。埒らち外がいの魔法たる『霧の仮宿』の真価。ありえない願望を現実にする力が、欠けていた少年の世界をほんの少しだけ修復していく。ひびは埋められ、昏くらい欠落の淵ふちがじわりと実体を取り戻す。

　とはいえ、全体の欠落と比べれば、修復はごくわずかに過ぎない。

　サルビアは痛ましさに眉根を寄せた。

　己の特異な力を使って世界を修繕はしたものの、それさえも追い付かない。この世界は少年の記憶そのもの。もはや彼が覚えているものは幾いくばくもないだろう。それが、どれだけの恐怖であるものか。

　大切なものを守ろうとする少年の覚悟は並外れたものだが、その感性はあくまで当たり前の少年のものだ。怖いものは怖い。むしろ失うことを恐れる気持ちは、彼だからこそ大きいかもしれない。その恐怖に、覚悟と想いを支えにして堪たえている。

　少年を苦しめているだろう寒々しい喪失感を思うと、サルビアは胸に鋭い痛みを覚えずにはいられない。抱き締めて、守ってあげたいという想いが込み上げる。

　そう思う気持ちは恋ではない。

　サルビアが契約者の少年に向ける気持ちに、恋の甘やかさはなかった。

　そこにはただ、暖かなものだけがあった。

　寄り添い合って、守り合う存在。けなげにお互いを想い合う、愛おしい子たち。

　長い、長い間、世界の傍観者でしかあれなかった彼女がずっと得られなかったもの。

　契約者の少年と、彼の眷けん属ぞくたちは、サルビアにとって家族だった。

　姉が弟を思うような。あるいはそれこそ、親が子を思うような。

　魔法そのものである自分には過ぎた感情であることは自覚しているので彼に告げたことはないけれど、サルビアが抱いているのはそうした感情だった。だから――。

「守らないとね」

「……」

　誓いの言葉を聞いていた幼い少女は頷うなずくと、小さく「サマ」と相あい槌づちを打った。
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「これは、どういう……？」

　ゴードンさんの低く嗄しやがれた声が、呆然と室内の空気を揺らした。

　場所は、王城の一室。探索隊の二つ名持ち『妖精の輪』島しま津づ結ゆ衣いが借りている部屋だった。

　おれたちは、聖堂騎士団副長のゴードンさんとその部下を送るために、島津さんの瞬間移動の固有能力で再び帝都に訪れたところで、その異常事態に直面していた。

　窓から見える聖堂教会の本拠地『大聖堂』。大きなドーム状の本堂と、その周りを囲む六つの尖せん塔とうを備えた大建造物は大きく損壊していた。６本あったはずの尖塔はへし折られて４本に減り、白亜の壁面はところどころが崩れている。おれたちが帝都から強制的に移動させられたのは２日前のことだが、そのときには、あんなふうではなかったはずだ。

　ゴードンさんと部下の騎士たちは、窓の外を見て唖あ然ぜんとしていた。彼らにしてみれば、空が落ちてきたような光景に違いない。この世界を守る最大の戦力と権威を併あわせ持つのが聖堂教会という組織なのだ。その本拠地であり象徴でもある建造物があれほど深刻に損壊していることは、事実以上の意味がある。それこそ、世界を揺るがしかねないほどの。

　護衛として同行していた『韋駄天』飯いい野の優ゆ奈なたち転移者組も、思わぬ光景を前に固まってしまっていた。だから、おれが巡らせた視線に気付いたのは、リリィやシランだけだった。

　頷うなずき合って、口を開く。

「……ここでこうしていても仕方ありません」

　声をかけると、ゴードンさんと部下の騎士たちの時間が動き出した。飯野たちも我に返った様子でこちらを見る。全員が正常な思考を取り戻すのを待って、口を開いた。

「ゴードンさん。おれたちは、予定通りにこの場を離れます。なにがあったのかわかりませんが、いまの聖堂教会がおれにとって敵であることは変わりません。のこのこ顔を出しに行くわけにもいきませんから」

「そう、ですか」

「ゴードンさんたちはどうしますか」

「我々は……我々も、予定通りに動きます」

　その目に力が戻った。さすが。短い時間で動揺を抑えることに成功したようだ。

「教会に戻ります。なにがあったのか確かめなければなりません」

「あれは尋じん常じような事態ではありません。危険かもしれませんが」

「承知の上です」

「……わかりました。ただ、無駄死にはしてほしくありません。遠距離通信の魔法道具を渡しておきますから、身の危険を感じたときには連絡を入れてください」

　幹みき彦ひこが団長さんと連絡を取り合うのに使っていたものだった。

「よろしいのですか。わたしもあなたの命を狙ったハリスン様と同じ、聖堂騎士団のひとりですが」

「おれは別に、聖堂騎士団に潰れてほしいわけじゃありません」

　言いながら、魔法道具を差し出した。

「というより、潰れてもらっては困ります。世界を守るという点については、おれたちの利害は一致していますから」

「……冷静なのですな」

　ゴードンさんは少し笑って、魔法道具を受け取った。

「ありがとうございます」

「代わりと言ってはなんですが、なにがあったかわかったら教えてください。教えられる範囲でかまいませんので」

「わかりました。必ず」

　頷うなずくゴードンさんから、おれは視線を移した。

「すいません、島津さん。妙なことになっていますが、予定通りにしばらくおれと一緒にいてもらえますか。場合によっては、ゴードンさんを迎えに行く必要があるかもしれません」

「ん。いいよ」

　水を向けると、島津さんはすぐに答えた。

「教会のほうは気になるけど、まだわたしも体が万全じゃないし。わたしが行っても足手纏まといになりそうだからね」

「ありがとうございます。飯野はどうする？」

「わたしは……」

　飯野は少し言いよどんだ。

「わたしはリーダーに相談を……」

　言いかけて、首を横に振った。

「いえ。そうじゃない。あんたと一緒にいるわ。あんたたちを守る。そう約束したもの」

「……そうか」

　飯野の口調は、どこか不安定なものを感じさせた。

　元探索隊の仲間たちと異界で敵対したことが、精神的に堪こたえているのかもしれない。

　いや。その前から少し様子がおかしいところはあったか。

「大丈夫か」

「なにが」

　とはいえ、気遣いの言葉をかけてみても、飯野はいつものように不機嫌そうな返答をするだけだった。

　まあ、飯野には探索隊の仲間がいる。島津さんや、それこそリーダーの中嶋さんあたりならうまく慰なぐさめもするだろう。おれがしゃしゃり出るようなことではなかった。

「それでは、ゴードンさん。ご無事で」

　頭を切り替えて、おれはゴードンさんを送り出すと、島津さんに帰還の準備を頼んだ。




◆　◆　◆




　予想だにしないものを目の当たりにして、おれたちは慌ただしく帝都から転移した。

　そして、予想外だったことは、もうひとつあった。

　もともと、おれたちは帝都にゴードンさんたちを送り届けたら、島津さんの『妖精の輪』で移動するために必要な魔力の溜めの時間に、探索隊のメンバーがこちらに気付いて様子を見に来るだろうと予想していた。現状、裏で動かせる戦力が壊滅した聖堂教会勢力に関して、脅きよう威いが生まれうるとしたら、下手なことを探索隊に吹き込まれてしまうことだ。そうならないように、ここでリーダーである中なか嶋じま小こ次じ郎ろうに接触するか、言こと伝づてを頼もうと思っていた。

　しかし、おれたちが帝都を転移で離れるまでの間に、彼らが顔を出すことはなかった。

　どうやら全員が出払っていたらしい。ただ、考えてみれば不思議なことではなかった。

「あんなふうに大聖堂が損壊するような事件が起きたんだ。正義感の強い探索隊のやつらなら、そっちに向かうだろうな」

　おれが言うと、リリィは肩をすくめた。

「まあでも、ひとつ安心ではあるんじゃない？　もしもそうだとすれば、ゴードンさんに関しては安心できるだろうし」

「だな」

　なにせ探索隊は60名ほどのチート持ちから成る集団だ。武力でどうにかなることなら、解決できないことはない。というか、彼らに解決できない問題は、誰にもどうしようもない。

「ゴードンさんにも言った通り、聖堂教会の存在は世界の安定を保つために必要不可欠だ。探索隊だったら、たとえ聖堂教会になにがあっても、どうとでも解決してくれるだろう……」

　……そのはずだ。

　なのに、なんとなく落ち着かないのはなぜだろうか。




　嫌な胸騒ぎがした。




◆　◆　◆




　状況が変わったのは、帝都から戻ってきてから数時間後のことだった。

　そのとき、おれたちは、今後のことについて相談を行っていた。

　いつまでも荒野で時間を潰していても仕方がない。探索隊と接触できなかった以上、早々にアケルに帰還することでおよそ話は纏まとまっていた。

　この世界の真実について知ったおれの目的のひとつとして『世界の礎石』への接触がある。認識によって成るこの世界の『世界観』を変更させて、自分たちを許容しても問題ないようにするためには、世界の維持と管理を担う『世界の礎石』の入手は必ひつ須すの条件だ。

　ただし、これは聖堂教会が管理する魔法道具であり、そう簡単には接触できない。この世界を守ることを最優先するハリスンが許可しなかった以上、借り受けることは不可能だ。強引に接触しようとするなら聖堂教会に押し入るしかない。そのときは今度こそ、聖堂騎士団全軍が敵に回るだろう。下手をすれば、探索隊まで敵に回る可能性もある。そんなことは、さすがにできない。

　なら手詰まりかといえば、そうでもなかった。ひとつだけ、心当たりがあったからだ。

　聖堂教会に集められていた『世界の礎石』だが、例外があるのだ。

　それが、竜りゆう淵えんの里の存在である。

　長い間、竜淵の里を守ってきた『霧きりの結界』は、『霧の仮宿』サルビアから譲渡された『世界の礎石』によって維持されてきた。残念ながら、竜淵の里は転移者に滅ぼされてしまい、あとで一度戻ったエラさんからは、里に安置されていた『世界の礎石』は行方不明になったと報告を受けているが、他にもまだ心当たりがないわけではない。

　里が所持していた『世界の礎石』はふたつあった。

　おれはそれを見たことがある。

　里の『探し人』であったサディアスだ。

　おれを里に導いたあの青年は、異界を展開可能な場所を探すという役目から『世界の礎石』を所有していた。彼に接触することができれば『世界の礎石』に触れることができる。必要な『世界観』の書き換えについても研究できるだろう。

　また、『妖精の輪』と『韋駄天』のふたりがこちらに付いている以上、おれたちはすぐにアケルに戻ることができるが、聖堂教会側はそうはいかない。通常であれば移動に４ヶ月かかる距離が時間を稼かせいでくれるはずだった。ハリスン子こ飼がいの部下が壊滅した以上、その立て直しにも時間がかかるし、研究の時間は十分に取れるだろう。

　そして、肝心のサディアスとの接触についてだが、彼には、別れたときに連絡を取る手段を教えてもらってあった。この方法は連絡が届くまで時間がかかるし、実際に竜淵の里が壊滅した際にその報しらせを伝えたときには、帝都に向かうまでの１ヶ月と少しの間で、連絡は返ってこなかったが、あれから時間も経ったし、さすがに伝わっている頃合いだ。アケルの王宮には、半数以上の竜淵の里の住人たちを残してあるから、今頃はそちらに接触しているだろう。うまくすれば、アケルに帰ったそのときには『世界の礎石』を手にすることができるかもしれない。そんなふうに算段を立てていた。

　なにもなければ、この通りに動いていただろう。

　状況を変えたのは、帝都に戻ったゴードンさんからの連絡だった。

「……え？　死んだ？」

　呆然とおれは訊きき返した。

　それは、帝都を襲った大事件のあらましと、到底看かん過かすることなどできない世界の危機を告げる報せだった。
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　時間は少し遡さかのぼる。

　ハリスンが異界に閉じ込めた者たちを解放したとき、工く藤どう陸りくもまた、一緒にいた鐘かね木き幹みき彦ひこや島津結衣とともに異界から弾き出されていた。

「王よ。あやめによれば、真島孝弘は無事なようです」

「そうですか。それはよかった」

　さいわいなことに、一緒にいたベルタが、パスで繋がっているあやめから真島孝弘の安否を聞き出していた。そうなれば、このようなところにいる理由はない。

「行かれるのですか」

　去ろうとする彼の足をとめたのは、ベルタの呼び掛けだった。

　振り返った先、彼女の顔をした少女が切ない目でこちらを見ていた。無論、彼女ではない。彼女の下半身は双頭の狼ではなかったし、自分をこんな目では見なかった。

　なにかを言いたげな目。なにを言いたいのかはわかっていた。一緒についてきたいのだ。求める気持ちを、素そ朴ぼくなベルタは偽いつわることができない。いつだって。

「……先輩の護衛をしなさい。危険のすべてが去ったわけではありません」

　一瞬の沈黙のあと、王たる少年はそう命じた。迷いはなかった。そのはずだ。




◆　◆　◆




　そうして彼は、すぐに移動を開始した。

　同行者がドーラしかいないために徒歩での移動となったが、間もなく、主が戻ってきたことに気付いたアントンの分体が、ファイア・ファングを連れてやってきた。もっとも、化け物と化したトラヴィスとの戦闘中、完全に片腕を砕かれてしまった現在の工藤陸は、単独での騎乗が難しい。これがベルタであれば触手で落ちないようにできるのだが、彼女は真島孝弘のもとに残してある。結局、ドーラに補助されるかたちで、狼に乗って移動することになった。

　やがて目的の場所に辿り着いた。

　荒野にいくつかある、ぽつんと取り残された小さな森だった。樹海の切れ端である『昏くらき森』ではない、ただの森だ。もっとも、現在はただの森とは到底言えない魔境と化していた。

　工藤陸が森に足を踏み入れると、影を固めたような巨体のモンスターと、恐ろしい気配をまとった屈強な獣が出迎えた。ドッペル・クイーンのアントンと、高たか屋や純じゆんの残ざん骸がいたる『狂獣』エーミールだった。背後には、更に配下のモンスターが付き従っている。

　その光景を見る者が他にいれば、目を瞠みはったに違いない。種類も様々なおびただしい数のモンスターの群れが、森の暗がりのなかに潜ひそんでいた。

　工藤陸が連れてきた配下だった。その数は、いまや１０００体を超えている。世界最大の戦力を保持する帝都とさえやりあえるだろう、世界を滅ぼしかねない魔王の軍勢だった。

　ただ、これは奇妙な状況でもあった。

　工藤陸は20日ほど真島孝弘に先行するかたちでアケルを出て、この地にやってきた。真島孝弘は『妖精の輪』で移動したため、その移動時間を加えても、工藤陸が移動に使えた時間はせいぜい１ヶ月程度の計算になる。それだけの時間では、足の速いモンスターだけならともかく、種族を選ばない様々なモンスターをこれだけの数連れてくることは難しい。

　――そのための特別な方法がなければ。

「ご苦労でした。誰にも気付かれていませんね」

「無論、隠おん密みつな行動を心掛けました。『ハインリッヒ』も『イーダ』も動いてはおりません」

「けっこう。あれらは憎しみが強い。下手をすると、暴走しかねない存在ですからね」

　十じゆう文もん字じ達たつ也やの姿を取ったアントンの分体が答えると、工藤陸は満足げに頷うなずいた。

　その目前で、森が蠢うごめいた。

　いいや。正確には、外から見えない森の奥地を押し潰して隠れていたモノが、動いたのだ。あたかも森が動いたかのように見えるほどの、巨大な怪物だった。

「ァ……アァア……」

　身の毛のよだつ呪いの鳴き声が、森を震わせる。ゆっくりともたげられたのは、巨大な竜の頭部だった。ただし、その眼がん窩かは虚うつろな空くう洞どうであり、肉体からは生の息い吹ぶきが失われている。

　大事な子供たちを守るために、あえて狂気と憎悪に落ちた１匹の竜の成れの果て。

　魔王により９番目に名前を与えられた彼女の名前はイーダ。

　元の名前を、甲殻竜マルヴィナといった。

　頑がん丈じような甲殻は砕け、肉は腐り果ててなお、憎悪に突き動かされるアンデッド・モンスターと成り果てた、竜淵の里の長だった。50メートルを超える巨体を誇り、空を飛ぶ彼女の存在こそが、工藤陸が１０００体を超えるモンスターを連れて、アケルからここまで１ヶ月そこそこで移動できた理由だった。

　その脇わきには、首を失ったひとまわり小さな、それでも20メートルを超える巨竜のゾンビがうずくまっている。こちらに与えられた名はハインリッヒ。かつての竜淵の里の『守り人』レックスの亡なき骸がらがアンデッドと化したモンスターだった。転移者によって惨殺された親子は、いまや世界に仇あだ為なす魔王の軍勢の一角として付き従っていた。

「おとなしくしていたようですね」

　工藤陸が声をかけると、イーダは腐り果てた口腔に覗く凶悪な牙きばの間から呻うめき声を漏らした。無論、彼女には生前の理性はない。いまの呻き声は、ただただ、その身を動かす憎しみと恨みが漏れただけに過ぎなかった。

　背筋を凍らせる怨えん嗟さの声を聞いてなお、工藤陸の微笑ほほえみは崩れなかった。

「安心なさい。ぼくに従ってさえいれば、あなたたちの望みは叶かなえましょう」

　その言葉を聞いて、イーダが呻き声を収めた。同時に、傍かたわらにいた『狂獣』エーミールがぴくりと肩を揺らした。それが、かつて彼に投げかけられたのと同じ言葉だったからだろう。

　憎悪に身を焦がす屍竜と、ひとりの少女に執着した狂った獣。その望みを叶えると、かつて少年は言った。口にした言葉がどこまで本気なのか、貼り付いたような笑みからはうかがい知ることはできない。

　真意をすべて笑顔の下に隠して、少年が命じた。

「急いで移動の準備を整えなさい。もう一波乱あるかもしれません」

　この言葉を真島孝弘たちが聞いたなら、不審に思ったことだろう。なにを知っていれば、そのような予言めいたことが言えるのか。その言葉には確信めいたものさえ宿っていた。

「王よ、戦いですか？」

「ええ。とても大きな……」

　ドーラが尋ねると、工藤陸は笑みを深めた。

「それこそ、これまでのすべてを賭すに足りるほどの」

　凄せい絶ぜつな笑みが、口許を歪ゆがめる。絶望の果てで燃え尽きるまでとまることのない、どす黒い感情の炎が垣かい間ま見みえる。それは、世界を焼く瞋しん恚いの炎だ。魔王の命令に従い、その気になれば帝都さえも滅ぼすに足る恐るべきモンスターの群れが、呪いを吐く竜の背中に移動を開始する。

　そうした同どう胞ほうの動きを見ていたドーラが、ふと口を開いた。

「王よ。これから大きな戦いがあるというのに、ベルタを連れてこなかったですが、よろしいのですか」

「あれは先輩のもとに残すのでよいでしょう」

　答える工藤陸の口調に迷いはなかった。

「今回の件で確信しました。あれはやはり出来損ないです。連れていくわけにはいきません」

「……」

　ドーラは口を噤つぐんだ。ただ、その目だけがなにかもの言いたげに主を見詰めていた。

「なんですか。言いたいことがあるなら言いなさい」

　気付いた工藤陸が問い掛けた。

「なにかぼくの行動に異議でもありますか」

「まさか！　王の意見に異議を差し挟むなどとは！」

　ドーラは即答した。そこに迷いなど欠片かけらもなかった。

　彼女の主に対する感情は『狂信』だ。王としての工藤陸を絶対のものと信しん奉ぽうしている。だから、その判断に異議を唱えることなどありえない。いいや。そうでなくても、魔王の配下として従えられたものたちに抗命はありえないのだ。たった１匹の例外を除いては。

　ただ、王を正しいと思うがゆえに、正しい王の考えを知りたいと思うことはありえた。

「不出来なこの身をお許しください。王がベルタを遠ざけるのは、わたしにはわからない理由がおありなのでしょう。では、その理由とはなんなのでしょうか」

　ドーラは疑問を口にした。

「王が言うからには、ベルタは出来損ないなのでしょう。しかし、２番目に王に従った眷けん属ぞくとして、相応ふさわしい力を備えているのも事実です。わたしよりも、あれは強い。強くなり続けています。王の最強の配下は、ベルタです」

　彼女は少しだけ悔しそうに認めた。

「使い捨ての駒として扱うのであれば、あれは十分に使い物になるでしょう。当人も喜んでそのように振る舞うはずです」

「……」

「王もそれはわかっていらっしゃるはずです。それなのに、どうして……」

「それくらいにしておけ」

　ただ素直な疑問を投げ掛けるドーラに対して、口を挟んだのはアントンだった。

　自分の子ともいえる存在を制しておいて、代わりに彼女たちの王に頭を下げる。

「失礼をいたしました」

　王たる少年は小さく吐と息いきをついた。

「……ぼくは少し休みます。アントンは、全軍がいつでも出撃できるようにしておくとともに、分体を使って帝都の情報収集をしておくように。それと、分体を派遣してベルタからも必要な情報を得ておきなさい」

「かしこまりました」

「ドーラは異界での出来事について、アントンに状況を説明しておくように」

「承知しました」

　命令を残すと、工藤陸はエーミールを引き連れて森の奥に移動していった。

　その背中を見送って、アントンはドーラに向き直った。

「それでは、現状について聞かせてもらおうか」

「わかりました、母よ」

　ドーラは素直にその言葉に従った。離れている間にあったことを説明する。

「なるほどな」

　すべてを聞き終えると、アントンは頷うなずいた。

「お前は真島孝弘と行動をともにしていたというわけか」

「はい」

「なるほど、理解した。……それでお前は、珍しく王に行動の理由などを尋ねたのだな」

「は？」

　ドーラが怪け訝げんそうな声をあげた。その顔を見て、アントンは淡々と言う。

「いや。自覚がないのであればそれでいい」

「よくわかりませんが……それでは、母は知っているのですか。なぜ王があれほどまでに、ベルタを遠ざけるのかを。わたしはそれを知りたいのです」

　不思議そうにしつつ、ドーラは尋ねる。そうした『疑問に思う』という思考がこれまで自分には備わっていなかったものであることを、彼女は自覚していない。

　変化しつつあることに気付けない。

　アントンもまた、そこを指摘するような真似はしない。そのような無駄な機能は、感情を持たない自分には付いていないとでもいうように、ただ子とも呼べる存在を窘たしなめた。

「弁わきまえろ、ドーラ。王の心中を測るのは配下の分を逸いつ脱だつする。我々はただ王の命令に従っていればいいのだ」

　そこで一度言葉を切り、続ける。

「それに、ベルタのことは、お前には言ってもわからないことだ」

「……わかりました」

　やや不承不承ながらも、ドーラは頷いた。

　ただ、珍しいことに、話はここで終わらなかった。アントンが付け加えたからだ。

「ついでに言えば、お前はひとつ間違っている」

「間違い？　なんのことでしょうか？」

「ベルタのことを『２番目に王に従った眷けん属ぞく』と言っただろう」

「はい。そうですが……」

　それがどうしたのかと不思議そうにするドーラに、アントンは告げた。

「あれは２番目ではない」

　ドーラが呆気にとられた顔をした。それも無理のないことだった。

「……Ｂベルタなのに、ですか」

　工藤陸は配下に名前を付ける際に、元いた世界のフォネティック・コードに従った名前を付けている。

　ドッペル・クイーンのＡアントン。

　スキュラのＢベルタ。

　ダーティ・スラッジのＣツエーザー。

　ナイトメア・ストーカーのＤドーラ。

　自我を失った狂獣Ｅエーミール。

　エレメンタル・ドラゴンフライのＦフリードリヒ。

　トリップ・ドリルの群体たるＧグスタフ。

　首なしのドラゴン・ゾンビＨハインリツヒ。

　かつての勇者の眷属たる甲殻竜の成れの果てＩイーダ。

　それぞれ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｉの順番に名付けられた配下たちだ。

　最初期の配下たるアントンとベルタが隷れい属ぞくしたときのことに関しては、当然、ドーラは直接知らない。だが、順番はそのままなのだろうと思っていた。もちろん、誰が王にそう強制できるわけもないが、あえてその順番が崩されることもなかったからだ。

「最初は順番が違ったということですか」

「いや……」

　アントンは首を横に振った。

「名前を授さずかったのは、わたしが最初だ。だからこそのアントンの名だ。そこは間違っていない。しかし、必ずしもそれが配下として隷属した順番と同じとは限らないだろう」

「……あ」

　気付いた様子を見せたドーラに、アントンは頷うなずいてみせた。

「名前を与えられるのは『蟲こ毒どく』で残ったあとのことだ。お前やエーミールなど、最初から力を持っていれば別だが、王の配下となった順番と、名付けは前後しうる。実際、わたしより先に王に支配されていた配下などいくらでもいた」

　たとえば、真島孝弘の場合、名前を付けた順番と眷属に加わった順番は同じだ。しかし、工藤陸の配下は違う。ほとんどは箸にも棒にもかからないノーマル・モンスター。そのなかから這はい上がったものだけが、名前を授かる。そういう仕組みになっている。ドーラが気付かなかったのは、突然変異である彼女自身が生まれた瞬間に名付けられたことと、彼女以降にこの方式で名付けられたのがフリードリヒしかいなかったからだろう。

「確かに勘違いをしていました。あくまでベルタは２番目に名前を受けただけ。母と同じく、王にはそれ以前にもたくさんの配下がいたはずですね」

　ドーラは納得の吐と息いきを漏らした。わずかに眉根を寄せるようにしたのは、自分の浅せん慮りよを恥はじていたからだ。王の配下として相応ふさわしいように、注意深くあらねばと自省していた。

「……」

　だから、彼女は気付かなかった。

　納得した自分の言葉に、アントンが相あい槌づちを打たなかったことに。

　そして、いまのが、『どうして王がベルタを遠ざけるのか』という彼女の質問に対するヒントであったことにも。

　アントンは知っている。彼女たちの王のことを。そして、哀れな１匹の狼のことも。

　これまでベルタは何度か内情を吐と露ろすることがあった。たとえば、かつてあやめに対して、彼女が告げた言葉がある。

　――まだ名前もなかった頃の、失敗の記憶だ。思い出すたびに、後悔する。どうしてわたしはアントンであれなかったのだろう。どうしてベルタなのだろう、と。

　彼女は『自分はアントンであれなかった』と言った。そのことをひどく悔いていた。

　また、リリィに対しても似たようなことを言っていた。

　――スライムよ、貴様の話は聞いている。貴様こそが、我らが王と似て非なる彼を救ったのだろう？　もしも貴様が我らの王と巡り合っていれば、なにかが違っていたのかもしれないな。

　――だが、王の始まりに、貴様はいなかった。その代わりに、そこにいたのは……。

　――あるいは、わたしがベルタではなく、アントンであったなら、なにかが変わっていたのかもしれないが。

　そこにあるのはやはり悔かい恨こんだった。

　それでは『アントンである』というのは、どういうことなのか？

　そして『アントンであれなかった』というのは、なにを意味しているのか？

「……」

　実際にアントンの名を与えられた怪物は、それ以上を語らない。それが当然。機械にも似た感情を持たない彼女は、ただ自分のすべきことをするだけの存在なのだから。少なくとも、彼女自身は自分をそう定義している。だから、いまも必要な話にすぐに移った。

「そんなことよりも、状況はわかったが、まだひとつ聞いていないことがある。王は『もう一波乱あるかもしれない』とおっしゃった。なにを以て、そう判断されたのだ」

「ああ。そうですね。申し訳ありません。話をしていませんでした」

　ドーラはバツの悪い顔をして、問い掛けに答えた。

「とはいえ、わたしもよくわからないのです。ただ、王は鐘木幹彦とお話をされまして、それでなにかに気付いたご様子でした」

「というと？」

「『岡おか崎ざき琢たく磨まの死体を見た』と、王はおっしゃいました」

　飛ばされた異界で、工藤陸は真島孝弘とともに岡崎琢磨の遺体を発見している。

　岡崎琢磨こそが『妖精の輪』の転移能力を『万能の器』で模も倣ほうすることで、真島孝弘一行を連れ去った張本人だった。ただし、この際、本家本元の『妖精の輪』島津結衣を含めた抵抗に遭ったため、転移は失敗したうえに、張本人は大打撃を受ける結果に終わっていた。そのために、岡崎琢磨はひどく弱っていたはずであり、モンスターが跋ばつ扈こするあの場所にひとりでいては、死んでいてもおかしくはなかった。そのうえ、真島孝弘はあの直後に、怪物と成り果てたトラヴィスに遭っていたため、そちらに殺されたのかと、ごく自然に納得していた。状況の推移がそのように思わせたのだった。

　しかし、実のところ、それはあくまで推測でしかない。実際、工藤陸が見たものは違っていた。岡崎琢磨の死体を検分した彼だけが、それに気付けたのだった。

「『岡崎琢磨を殺したのかどうか』と、王は鐘木幹彦に尋ねました。そして、これはあとでわたしに教えてくださったのですが『岡崎琢磨は斬殺されていた』とおっしゃったのです」

　少なくとも、怪物トラヴィスに襲われたのであれば、斬り殺されたような怪我けがが残っているのは不自然だ。斬殺という手段からすると、モンスターではなく誰かが岡崎琢磨を殺したと考えられる。その一番の候補は鐘木幹彦だ。なぜなら彼は、親友の真島孝弘のために、ハリスンの勢力を全力で妨害していたからだ。

　だから工藤陸も、鐘木幹彦に問い掛けたのだろう。しかし、その可能性も――

「それで、鐘木幹彦の返答は？」

「『自分は殺していない』というものでした」

　――当人の口から否定された。

　アントンの分体が、十文字達也の姿で、少し思案する様子を見せた。

「それ以外にあの場にいた者といえば聖堂教会だが……彼らが岡崎琢磨を殺したという可能性は低いだろうな。そんなことをする理由がない」

「はい。その通りだと思います」

「もちろん、はぐれていた真島孝弘の眷けん属ぞくが殺したという線もない。もしもそうなら、岡崎琢磨の殺害現場近くで、そいつと真島孝弘は合流できていたはずだからだ」

　とすると、ひとつの可能性が浮上する。アントンは淡々と、その可能性を口にした。

「つまりは、こういうことか。その場に、聖堂教会側でも真島孝弘側でもない『なんらかの思おも惑わくを持った者』がいて、岡崎琢磨を――」
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　――異界にまつわる事件が起こった直後のことだ。

　真島孝弘が滞在中の部屋から異界へと強制転移させられた頃、異界の一角に、床をのたうち回って苦しむ少年の姿があった。

「ぐっ、げぇ！　げぇええ……！」

　通路の床に、びしゃびしゃと吐と瀉しや物ぶつが撒まき散ちらされた。

「うげぇ……ああああ。な、なんで、こんな。し、死ぬ……死ぬぅううう……！」

　探索隊の『万能の器』岡崎琢磨。聖堂教会に味方し、真島孝弘をこの異界に連れ込んだ犯人である少年は、自分の吐瀉物にまみれながら涙を流して悲鳴をあげていた。強制転移の失敗の反動が、肉体と魂たましいを痛めつけているのだ。泣きわめいて苦しむ惨みじめな姿には、普段の勇者然とした振る舞いはかけらもない。長く続く苦しみに堪たえきれず、泣き声をあげ続けていた。

　この場所にはモンスターが多く徘はい徊かいしている。こんなふうに悠ゆう長ちように苦しんでいるのは非常に危険だった。しかし、そんなことは、苦痛の前にあっさり頭から吹き飛んでしまっていた。

　痛みを堪こらえるような根性はない。そもそも、これまでこの世界に来てから、強者である彼はまともに怪我けがをしたことがなかった。ほとんど痛みを忘れかけていたところでの痛撃は、少年の心をへし折っていた。

「なんで……なんで、ぼくがこんな目に……」

　まともな状況判断を下せるような余裕はない。ただ自分に降りかかる不条理への恨みを並べ立てるだけだ。

「よくも、よくも、よくも、よくも……」

　それが実際には強制転移を仕掛けた彼の自業自得だとしても、そう認めるような思考回路は持ち合わせていない。

「真島ぁ……」

　至り着いた思考は、完全なる八つ当たりだった。ただ、彼自身だけはそう考えない。

「どれだけ、ぼくを貶おとしめるつもりだ……」

　彼の脳裏には、探索隊と真島孝弘との間にあった顔合わせでの記憶が蘇よみがえっていた。

　あの場で自分は真島孝弘によって、竜淵の里を襲った犯人というレッテルを貼られてしまった――と、本人は思っているのだった。

「ぼくは嵌はめられたんだ。それを、あいつら、あんな……あんなふうな目で見られるような筋合いなんてない……！」

　岡崎琢磨のなかでは、竜淵の里の存在自体が嘘うそだということになっていた。自己弁護と自己防衛の働きによるものだ。ただし、彼なりにそう考えるに至る理由はあった。

「あれが、人の住んでいた場所だったって？　そんなわけあるか。ぼくはそんなこと聞いてない……！」

　嘘うそではなかった。

　これは、竜淵の里襲しゆう撃げきに参加した転移者たちが三様に分かれたことに起因している。

　――帝国の貴族領でドラゴンたちの討とう伐ばつ依頼を受けた転移者たち。

　――最後に合流した、岡崎琢磨。

　――そして、彼らを結び付けた、神じん宮ぐう司じ智とも也やと彼の仲間たち。

　三者は竜淵の里襲撃において、ある程度、役割分担をしていた。おおまかには、最初に里に侵入して『霧きりの結界』の基点である『世界の礎石』の機能を失わせるとともに、里に先制攻撃をかけた先行部隊と、後続の本隊だ。

　竜淵の里がただのモンスターの巣そう窟くつではないことに疑問を抱けたとしたら、最初に魔法で里を吹き飛ばしてしまい、住人たちがドラゴンの本性をさらけ出す前……襲撃の最初期の段階しかなかった。岡崎琢磨は後続の本隊にいたので、この段階には関わっていなかった。

　顔合わせの場でエラたちと口論になり「知らない」とわめき散らすばかりだった岡崎琢磨を見て、彼が最初の襲撃班には参加していなかったものと真島孝弘一行は判断していたが、それは正しかったことになる。

　ただ、自己弁護ばかりで話にならなかった岡崎琢磨から、彼らが聞き出しそびれていた事実がひとつだけあった。

「……全部嘘だ。ぼくは真島に嵌はめられたんだ。だって、最初に竜淵の里に突入した神宮司たちは、なにも言ってなかった」

　竜淵の里に最初に襲撃を掛けたのは、神宮司智也とその仲間たちだった。

　これは当然の流れで、そもそも、ドラゴンのみを通す霧の結界を前に手を出しあぐねていた現地の転移者の前に現れて、自身の『ドラゴンに変化する力』によって霧の結界を突破することを可能にしたのは彼だったからだ。

　ただ、もっと思慮深い者がこのあたりの事情を知れば、違和感に気付けたかもしれない。

　たとえば、うまく転がしさえすれば大きな戦力になる『万能の器』岡崎琢磨を引き入れたのも神宮司智也だったこと。

　そして、あの場では翻ほん訳やくの魔石が使用されていなかったため、竜淵の里の住人たちは自己弁護さえできなかった。しかし、竜変化の能力を活用して単独で世界を渡り歩いていた神宮司智也は、翻訳の魔石を所持していたし、使えたはずなのだ。にもかかわらず、実際には知っての通り、襲撃者たちが里の真実に気付くこともなければ、里のドラゴンたちが弁明をすることもできずに惨劇は起こってしまった。

　これはすべて偶然だったのだろうか。

　もちろん、神宮司智也一行は、里に辿り着くと同時に攻撃を仕掛けたために、そこが単なるモンスターの巣窟ではないことに気付かなかったということはありえるだろう。だが、それはつまり、討とう伐ばつ対象の全容を把は握あくしなかったということであり、取り逃がしてしまう可能性さえも考慮しないくらい考えなしに強襲をかけたということになる。

　神宮司智也という人間は、そこまで迂う闊かつだったのだろうか。それとも……。

「悪いのは真島だ。ぼくは悪くない」

　もっとも、そのあたりの事情がどうだったところで、竜淵の里に住む理性あるドラゴン――半分は人間である住人たちを岡崎琢磨が殺したことは変わらない。

「悪くない。悪くな……うっぷ、うげぇええええ」

　自身の罪を認めさえしないで、ただ自身に降りかかった災難を嘆なげき、真島孝弘を呪う言葉を口にする。

　そのときだった。口元を拭ぬぐった岡崎琢磨は、ふと気付いたように振り返った。

　足音が近付いてきていたのだ。

「お前は……」

　のろのろと萎なえた動作で視線を向けて、岡崎琢磨は目を見開いた。

　次の瞬間、骸むくろがひとつ、斬り捨てられて地面に転がった。
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　自分が夢破れた日のことを、ハリスンはよく覚えている。

「これが、世界の真実だ」

　聖堂騎士団の団長となった自分に、当時すでに大神官の地位にあったゲルト＝キューゲラーは、隠されていたすべての事実を明かした。

　それは『勇者の代わりにすべてを守る』ために研けん鑽さんを続けてきたハリスンにとっての夢の終わりであり、残酷な現実と向き合って魂たましいを削る人生の始まりでもあった。

　表向き、聖堂教会の歴史は勇者を支えるものだ。

　しかし、裏側の歴史は、絶対のはずの勇者を世界のシステムの一部として捉とらえている。

　これは良い悪いではない。為い政せい者しやとして、必要不可欠な視点だった。

　たとえば、現れた勇者が悪人であったらどうするのか？

　堕だ落らくしてしまったら？

　横暴を働いたらどうすればいい？

　勇者の存在は、あまりにも世界に影響を及ぼし過ぎるのだ。万が一のことがあれば、世界が混乱に陥おちいることは間違いなく――それどころか『世界観』をも同時に損そこなう結果となれば、世界そのものを破滅させる『大破局』さえ引き起こしかねない。

　そうならないように、真実を知る者には転移者を勇者として正しく導く義務がある。

　……場合によっては秘ひ密みつ裏りに彼らを処理する必要も。

　嫌な仕事だ。だが、誰かがやらなければ、世界は容易に不安定なものとなりうる。

　その点でいえば、この時代の勇者降こう臨りんはあまりにも条件が悪過ぎた。

　ハリスンの視点からすると、ほぼ状況は悪夢の連続と言ってよかった。

　過去ありえない規模で現れた転移者たちは、すでに聖堂教会が安全に制御可能な範はん疇ちゆうを超えていた。そのうえ、よりにもよって、帝都から最も遠い辺境の地に現れたことで、即時の対応すら不可能だった。叶かなう限りの速度でハリスン自らエベヌス砦とりでに着いたときには、確認された転移者たちはすでに半数が世界に飛び出していた。

　慣れない世界で勇者がトラブルを起こすことは、様々な意味であってはならない。本来であれば、そのような事態を避けるために、転移者たちは速すみやかに保護されなければいけないのだ。それが60名以上、世界に解き放たれてしまった。

　ハリスンは頭を抱えたが、事態の悪化はまだ終わりではなかった。

　絶望的な追跡に手を付けようとしたところで、人類の最大の要害のひとつであるチリア砦が、元の世界に帰ることを願う転移者の暴走によって落とされたという報告が飛び込んできたのだ。加えて、モンスター使いという世界にとっての危険分子がふたり現れたことが判明した。情報操作と後始末に明け暮れている間にも、各地で転移者たちが失敗を犯し、それが偽勇者騒動へと拡大していった。転移者の起こす様々な問題に関する対応に追われ続けて、まともに身動きが取れない状況では、打ち出せる方策は手間がかからず即座に効果があげられるようなもの――見方を変えれば、短たん絡らく的てきなものにならざるをえなかった。

　あるいは、現れた転移者が真島孝弘ひとりだったなら、たとえ彼がモンスター使いだったとしても、もっと穏当な手段も取れたかもしれない。だが、現実はハリスンにそんな余裕を与えなかった。

「すまなかったな」

　一度だけ、ゲルトがハリスンに言ったことがあった。

　ゲルトはハリスン以上の『世界の守護者』、『世界の管理者』と呼べる存在だ。移ろいやすい世界の天てん秤びんを見定める目に温度はない。世界を守るためであれば、文字通りに、どのようなことでもする。だが、その人柄が冷酷ということは決してなかった。

「お前の性質は、こうした仕事に向いたものではないのだろう。だが、この世界はあまりにも揺らぎやすい。お前以外にこの仕事ができる者はいないのだ」

　ハリスンの心が自身の行いを悪と感じ、苦しみを覚えていることを、ゲルトは正確に把は握あくしていた。

　世界を守るために必要な自分たちの行いが間違っているとは、ハリスンは思わない。ただ、間違ってはいなくても、その行為は悪だと感じていた。言ってしまえば、必要悪だ。世界にとっての正解は、人としての悪となりうる。正義のなんたるかを体現せんとした騎士、騎士のなかの騎士と呼ばれたハリスンにとって、この矛む盾じゆんは堪たえがたいものだった。

　けれど、投げ出すことはしなかった。自身の為なすべきことを為し続けた。そうしなければ、世界を守ることはできなかったからだ。

　この世界は脆もろく、不安定だ。誰かが守らなければいけない。これからもハリスンは、己の為すべきことを為し続けるだろう。

　根本的なところに多くの問題を抱えているにせよ、この世界には多くの人々が懸命に生きている。互いを想い合い、手を取り合って、過酷な現実に立ち向かっているのだ。そんな彼らが世界の崩ほう壊かいに巻き込まれて死に絶えるなど、あってはならないことだ。絶対に守り抜かなければならなかった。
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「……ここまで追い詰められるとはな」

　異界から『世界の礎石』を使って戻ってきたハリスンは、途端に膝ひざを突いた。

　加か藤とう真ま菜なの『醜みにくい怪物』によって、体に刻まれた怪我けがは深刻なものだった。

　それだけ、彼女の想いが強かったということだ。

「大したものだ」

　敵であるかどうかとはまた別の価値基準で、ハリスンは自分をここまで追い詰めた彼女の在り方に敬意を覚える。同時に胸に生じた暗あん澹たんたる想いには、義務感で蓋ふたをした。

「為すべきことを、為さなければ……」

　世界を守る。そのためには『ハリスン＝アディントン』は要らない。

　ここにいるのは聖堂騎士団団長。世界を守護する者だ。

「ハリスンさん！」

　そこで声をあげたのは、同じく異界からこの場に現れた少年だった。

　河こう津づ朝あさ日ひ。聖堂教会に身を寄せる元探索隊の少年だった。

　異界から異物を弾き出したときに、ハリスンの『世界の礎石』の操作技量では敵味方の区別ができず、全員を強制退出させることになったのだが、河津朝日だけは偶然うまく異界に残留させることに成功していたのだ。お陰で彼だけは、こうしてハリスンに同行できていた。

「け、怪我を早く……安静にしないと！」

　帝都に連れてこられて手厚いケアを受けたことで、精神的に回復した河津朝日は、聖堂教会に大きな恩を抱いている。いまも純粋に、重体のハリスンを心配しているようだった。

「落ち着かれてください、河津様」

　気遣いはありがたいが、甘えてしまうわけにもいかない。作戦は失敗し、損害は大きい。大怪我けがをした自分自身、治療は必要にしても、休んでばかりもいられない立場だった。

「もたもたしては、いられません……」

　激痛を訴うつたえかける全身にハリスンは活かつを入れる。まずは部下に指示を出すところから――

「……？」

　――異変に気付いたのは、その直後だった。

　ハリスンがいるのは、『世界の礎石』で構築された異界から続く、重要機密区画だった。異界から外に続く出入り口はいくつかあるが、異界の存在を知っている者にさえ、この出入り口は秘ひ匿とくされている。

　そうしなければならない『理由』があるからだ。

　そのため、裏の事情を知っている部下が、常に警備として詰めていた。

　しかし、その騎士の姿が見当たらない。それこそ、こんなふうにハリスンが傷付いているのを見れば、河津朝日のように泡を食って駆け寄ってきてもおかしくないはずなのにだ。

　人の気配がない。不吉なほどに。

　空間が死に絶えている。

　ハリスンはただでさえ血を失って蒼あお褪ざめた顔から、血の気が引いていくのを感じた。

「……なにがあった？」

　口から漏れた問いは虚しく、誰もいない空間に響いて消えた。
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　それは、ハリスンが真島孝弘との戦いに敗れ、『世界の礎石』で異界から戻ってくる前の出来事だった。

　異界を抜けた機密区画の通路を、駆ける人影があった。

　頭からフードをかぶった不審な男だった。片手には、血の滴したたる剣を握っている。

　この場所に来るまでの間に、男はすでに何度か警備の騎士と遭そう遇ぐうしていた。そして、そのすべてで騎士を殺害して、強引に突破してきたのだった。

　普段なら、突破にはもっと手こずっただろう。しかし、現在は状況が違っていた。

　ここは異界から通じる機密区画であり、警備に当てられる人員は限られている。現在はその大半が、真島孝弘襲しゆう撃げきの計画のために出払っていた。まさかそのようなタイミングで、ここ何百年と襲撃のなかった場所に侵入者が現れるとは想定の範囲外だったのだ。

　とはいえ、もちろん、多少手薄になったところで、警備は厳重と言っていいものだ。並みの手て練だれであれば、こうも奥深くまで潜り込むことはできない。

　警備に当たっていたのは、間違いなく世界最高峰の騎士たち。かつての『樹海北域最高の騎士』シランさえも上回る――精霊を抜きにすればの話だが――力量の持ち主ばかりだった。それどころか、精霊の補助ありでの『樹海北域最高の騎士』とも伍ごすほどの使い手すら配備されていた。

「待て！」

　駆ける不審者に立ち向かったのは、騎士鎧よろいが窮きゆう屈くつに見える大柄な男だった。

　胸まで垂れる髭ひげを生やしており、頬ほおには独特の入いれ墨ずみをしている。

「我が名はザクソン！　『草原の猛牛騎士』である！」

　両手持ちの大斧を振りかぶり、高らかに名乗りをあげる男から、魔力が立ちのぼった。

　この世界の人間としては異様なほどに強い魔力だった。

　世界規模で見ればごく稀まれに、まったくの一般人からも、このような傑けつ出しゆつした戦士は生まれうる。確かな信念を胸に、弛たゆまぬ研けん鑽さんを積み、いくつもの死線を越えてきたのだろう。堂々とかまえた騎士は、不審者を見据えて――。

「一族のために、わしはここに……」

「うるせえよ」

　吐き捨てるような言葉が、男の声を切り捨てた。

　次の瞬間、すさまじい激突音が通路に鳴り響く。突然、不自然なまでに速度を増した不審者が、勢いのまま騎士に突とつ貫かんしたのだ。

「ぐっ……!?」

　不意を打たれた大柄な騎士は、かろうじて斧で一撃を受け止めることしかできない。

　なにが起こったのか目を瞠る騎士は、敵対する男の背中から飛び出したモノを目撃した。

「こ、これは……!?」

　大きく広がる竜の翼。

　恐るべきは、世界の救済さえ可能とする莫ばく大だいなまでの魔力量。

　騎士にとって不幸だったのは、相手の素性に気付いてしまったことだった。

「勇者様……!?」

　この世界で絶対の存在である勇者から攻撃を受けた事実は、信仰厚い騎士の心に大きな衝撃を与えた。そして、そうして生まれた致命的な隙すきを、容よう赦しやなく不審者は突いた。

　翻ひるがえった剣の切っ先が、鎧よろいに包まれた騎士の体を斜めに切り上げて深い傷を負わせる。続けて振り下ろされた一撃は、騎士の片腕を落とした。苦痛の声。それでも、なお非凡な騎士は片腕で大斧を振るって抗った。だが、三合打ち合ったところで限界がきた。

　斬り捨てられた騎士が声もなく背後に倒れ、不審者はあとも見ずにその脇をすり抜ける。

　更に先へ。血塗られた道を踏破していく。邪魔をする者が現れれば、再びその剣は容赦なく振るわれるだろう。

　薄暗い通路を、男は全速力で駆け抜けて――

「ごぁ!?」

　――悲鳴をあげて、真逆に吹き飛んだ。

　前傾になっていた頭部が、ピンポン球のように背後にのけぞった。まるで全力疾走をしていて、透明な壁に突っ込んだかのような光景だった。

　仮面の男も、さすがに体勢を崩して尻しり餅もちを突いた。

「な……んだ？」

　首の骨を折っていてもおかしくないくらいの勢いだったが、男はすぐに立ち上がった。

　ただ、頭からかぶっていたフードは、いまの衝撃で外れていた。現れた顔は、目元を覆おおう仮面に隠されている。縫ぬい付けられた無数の羽の飾かざりが、後頭部までを覆っていた。

　仮面の怪人だった。ただ、先程の不可解な激突のため、顔を覆い隠す仮面には無数のひびが入っていた。

　怪人が仮面を押さえると、その正面に歩み出る者があった。

　ぴんと背筋の張った細身の老人だった。仮面の怪人が目を見開いた。

「……大神官ゲルト＝キューゲラー」

「残念ですが、ここを通すわけにはいきません」

　静かな声で、ゲルトは告げた。

「お引き取り願えますか。『竜人』神宮司智也様」

「……」

　その言葉に、ぴたりと仮面の怪人は動きをとめた。奇くしくも、そこで仮面が限界を迎えて崩れ落ちる。

　その下から現れたのは、冷たく凍った少年の双そう眸ぼうだった。
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　もはや用を為さなくなった仮面とフードを神宮司智也は取り払った。

　そんな彼の姿を眺めて、ゲルトは大きく嘆たん息そくした。たとえ悪事を働いていなくとも罪の意識を覚えるくらい、いかにも悲しげな仕草だった。

「おやめください、神宮司様。あなた様とは良い関係を築けていたはずではありませんか。どうしてこのような暴挙に出られたのですか？」

　聖堂教会と『竜人』は密ひそかに協力関係にあった。聖堂教会に手を貸す代わりに、元の世界に戻る手て筈はずを与えられるという約束を交わしていたのだ。竜淵の里襲しゆう撃げきの一件しかり。今回の対真島孝弘戦に手を貸したのも、その一環だった。

　それなのに、いまはひたすら目に付いた聖堂騎士を斬るような真似をしている。いまの彼の行いは、暴走しているようにしか見えなかった。

「なにがあったのかわかりませんが、どうか落ち着いてください」

　ゲルトは訴えかけた。まさに聖職者に相応ふさわしい、穏やかで献けん身しん的てきな口調だった。

「我々に争う理由はないはずです」

「……白しら々じらしいこと言ってんじゃねえよ」

　けれど、その訴えは届かない。白い眉を寄せるゲルトに、神宮司智也は吐き捨てた。

「良い関係だと？　都合の良い関係の間違いだろう？」

　本来は気さくなはずの少年の声は、ひどくざらついたものを感じさせた。

「元の世界に戻るための手段を提供するってのが協力の報ほう酬しゆうだったな。だけど、本当に報酬を用意するつもりなんてなかっただろう？　追い詰められて都合の良い夢を信じるようになった、頭のおかしい子供。利用するには丁度良い。そんなことを考えてたはずだ」

「……あなたは」

　ゲルトが口を噤つぐんだのは、およそ神宮司智也の言い分が正しいものだったからだ。

　転移者が元の世界に戻る手段はない。それが、この世界の常識である。

　世界の裏の事情を知っている聖堂教会でも、その点では変わらない。

　神宮司智也は、生き残った転移者全員で元の世界に帰るという妄もう執しゆうに取り憑つかれている。もはや世界にとっては害にしかならない。だったら、うまく使って、真島孝弘の暗殺に役立てる。冷酷に徹てつして、そのように計画を立てていたのだった。

「お生憎あいにく様だ。おれにはおれの目的がある」

　しかし、そのような思おも惑わくすべてを見通した嘲あざけりの表情で、神宮司智也は口の端を吊り上げてみせた。

「行かせてもらうぜ。この先に『世界の礎石』があるんだろ？」

「……なっ!?」

　ゲルトの目が大きく見開かれた。それは、様々な意味でありえない問い掛けだった。

「なぜそれを……？」

　神宮司智也の指摘は正しかった。

　ハリスンが使用していた『世界の礎石』は、聖堂教会が集めたうちのひとつであり、それ以外は厳重に保管されている。その保管場所というのが、この通路の先にあるのだった。

　位置的には聖堂教会の大聖堂の地下に当たる。出入り口は、異界にしかない。そのうえ、異界の存在を知っている者のなかでさえ、保管場所のことを知っているのはごく少数だった。

　だからゲルトは、この場に神宮司智也が現れたことを『不安定な精神状態にある彼がなんらかの理由で暴走して偶然この場所に辿り着いた』と判断していた。だが、そうではなかったのだ。皺しわに覆おおわれた顔を驚きよう愕がくに歪ゆがませる老神官を見て、少年はひどく獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

「その反応からすると、本当にここにあるんだな。少なからず疑ってたんだが、あの野郎の言い分は正しかったってわけだ」

　牙きばを剥むく竜種を思わせる笑みだった。

「わかってるぜ。そもそも、おれに竜淵の里を襲わせたのは、かつて帝都から持ち出された『世界の礎石』を取り返すためだったんだろ？　『霧きりの結界を発生させている魔法道具を回収してほしい』なんてことを言ってたっけか。まあ、その作戦は失敗したわけだが……」

　そう言って、神宮司智也は懐ふところからなにかを取り出した。これみよがしに見せ付けられたのは、宝玉――『霧の結界』を発生させていた『世界の礎石』のひとつだった。

「ああいや、違うな。失敗したってことにしたんだったか」

「……回収していたのですか」

　表面上、驚きを抑えたゲルトだったが、胸中では大きな驚きと疑念が渦うず巻まいていた。

　どうやら神宮司智也は、何者かから『世界の礎石』の情報を得たらしい。情報の真偽を疑っていたあたり、情報提供者との関係は良いものではないらしいが……いまの反応から確証を得てしまったようだった。

　迂う闊かつだったとゲルトは思い、すぐに思い直した。

　疑いがあってもなくても、神宮司智也はどうせ直接事実を確認するつもりだっただろう。ここで事実だとわかろうがわかるまいが、行動はなにも変わらない。だから重要なのはそこではなくて、このような手段に出てまで押し入ってきた神宮司智也の目的のほうだった。

「この場所に来たのは『世界の礎石』を狙ってのことだったと……？」

　疑問はいくつもあった。

　まず神宮司智也は『世界の礎石』が世界を維持・管理する魔法道具であると知っているのかどうか。知っているとして、なぜ接触を図ろうとしているのか。また、限られた者以外は知るはずもない『世界の礎石』の保管場所を、いったい、誰が教えたのか。

　知っていた者が口を滑らせたのなら、まだいい。

　だが、そうでないのであれば……非常にまずい。

　それは、ゲルトだけが認識している『とある可能性』を示し唆さするものだからだ。

　もしもそうだとすれば、早急に対策を立てる必要があった。

　そのためにも、まずは目前の脅きよう威いを退けなければならない。

「……行かせるとお思いですか」

　聞く者の背筋を凍らせるような、怒りを込めた声が通路に響いた。

　ゲルトの表情から一切の感情が消えた。人々を救い導く聖職者ではなく、必要とあれば非道な行いさえも厭いとわない世界の守護者たる一面が現れる。

　次の瞬間、戦いとはまるで縁がないように見えた枯れ木のような体から、強い魔力が噴き上がった。対たい峙じする神宮司智也が、かすかに目を見開いた。

「これは……『壁』か？」

　行く手を遮さえぎるように、ほとんど目に見えない『壁』が現れていたのだ。

　先程、全力疾走をしていた神宮司智也を弾き飛ばしたものの正体だった。

　その向こう側で、ゲルトが口を開いた。

「『献身結界』と言います。たとえ勇者様の攻撃でも、これは貫つらぬけませんよ」

「……お前も恩おん寵ちようの血族だったのかよ。非戦闘員だと思っていたんだがな」

　言いながら、不意打ちに神宮司智也は剣を抜き打った。

　戦闘向きの能力持ちの、全力の一撃だ。すさまじい激突音が通路に響き渡った。

「……ちっ」

　しかし、透明な壁はびくともしない。それどころか、傷ひとつ付かなかった。無理な力を掛けられた剣のほうが大きく曲がってしまい、神宮司智也は舌打ちした。

「貫つらぬけないと言ったでしょう」

　落ち着いた口調でゲルトは言った。

「あなたの言う通り、わたしは戦闘員ではありません。わたしにできるのは、ただこうして壁を作ることだけです。そして、それだけで十分なのです」

　ゲルト＝キューゲラーという人間は、聖堂教会の大神官という要職に就ついている。だが、彼自身は、自分の本質は別のところにあると認識していた。

　世界の根源に誰も触れないように守るための、生きた防衛機構。固有能力である『献身結界』は――それを操る人間は、そのために存在する。初代勇者からほどなくして興おこったゲルトの一族は、ずっとそうやって世界を守ってきたし、彼も自身をそういうものだと定義していた。

　世界を守るためであれば、人道にもとる非情な手段を取ることも厭わない。

　必要とあれば、理想と希望に満ちたひとりの騎士をこちら側に引き込みもする。

　自分はきっと、死後に勇者様がいらっしゃる場所にはいけないだろう。大神官という立場にあり、この世界で最も敬けい虔けんな信徒のひとりでありながら、ゲルトはそう思い定めていた。

　見方を変えれば、彼の人生は、ある種の奴ど隷れいにも近かったかもしれない。それでも、彼は彼自身の意志で、世界を守るのだと決めていた。だから、断固として告げた。

「ここは通しません」

　神宮司智也がなにを考えて『世界の礎石』に接触しようとしているのかはわからない。

　だが、なんにしても為すべきことは変わらない。

　この場を守るのだ。絶対に先には行かせない。

　ゲルトは魔法道具でハリスンの現状を把は握あくしており、彼が『世界の礎石』を利用して真島孝弘を攻撃したものの、思わぬ抵抗を受けて手こずっているところまでを確認していた。即時の援軍は期待できない。だから、神宮司智也が諦あきらめて撤退するまで堪たえることを覚悟した。

　床を踏み締めて一歩も退かぬ老人は、まさに世界を守る意思の具現だった。

　その姿を見て、少年はなにを思ったのか。

「……なるほど」

　深い溜め息が、通路の空気を震わせた。

「確かにこいつは『このおれ』には抜けそうにないな」

　行く手を遮さえぎる結界と、立ち塞がる老人を眺めて、言い分を認めるような言葉を口にする。

　諦あきらめたということだろうか。

　いや。そんなはずがなかった。

「なら仕方ない。こちらも本気で行かせてもらう」

　折れ曲がった剣を放り投げると、神宮司智也はあっさりと言ったのだ。

　その口ぶりに不吉なものを感じる暇もあればこそ。少年の体から恐ろしく強大な魔力が放たれた。

「おれは『世界の礎石』を破壊する。そうして、元の世界に戻るんだ」

「……なっ!?」

　信じられない言葉を聞いて、ゲルトは目を剥むいた。

　この世界を維持する『世界の礎石』の破壊。

　そんなことをされては、確実に世界は崩ほう壊かいしてしまう。それだけでも考えられないことだった。そして、そうする理由が『元の世界に戻ること』だというのがまた、意味がわからない。そんなことをしても、元の世界には戻れないからだ。

　だが、神宮司智也は真剣だった。

「なりふりかまってる暇ひまはねえ。おれはとまるわけにはいかねえんだ」

　その背中に、魔力で形成された竜の翼が広がった。先の強烈な剣の一撃などは、ただの手遊びのようなものに過ぎない。その身に宿った固有能力こそが、本来の彼の全力だった。

「後悔するなよ」

「待っ……!?」

　少年がなにをしようとしているのか、気付いたゲルトが叫ぶが、遅い。大きく開かれた神宮司智也の口から、破壊をもたらす竜の吐と息いき――魔力の奔ほん流りゆうが吐き出された。

　魔力の奔流は『献身結界』にまず激突すると、少年が首を巡らせるのに従って、絶大な威力で地下通路の壁面を破壊し、ついには突き抜けた。
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「……なんということを」

　ゲルトは呆然とした声をあげた。

　あの光線を撃ち放たれながらも、彼の身は無事だった。堅牢な『献身結界』の防御力は、竜の攻撃を堪たえきっていたからだ。しかし、地下通路のほうは、そうはいかなかった。

　先の一撃は、地下の壁と天井を破壊し、地盤を貫つらぬいて、地上へと抜けていた。

　地下通路はドーム状の聖堂の下にある。そこから飛び出した破壊の奔ほん流りゆうは、聖堂の一部を吹き飛ばして、いくつかの尖塔を損壊させていた。

　第五階かい梯ていの究極魔法にも迫る威力。それを、たったの一息で成し遂げてみせたのだ。

　しかし、それすらも前準備に過ぎなかった。

「う、ああ……」

　破壊されて拡張された空間に、巨大なドラゴンの姿があった。ゲルトの枯かれた顔を冷や汗が濡らした。先程の攻撃は、あくまでドラゴンの姿を取る空間を確保するためのものに過ぎなかった。今度こそは中途半端な人間の姿ではなく、ドラゴンの姿での一撃が来る。

「消えろ」

　静かに死を告げるドラゴンの口こう蓋がいから、先に倍する魔力の奔流が吐き出された。

「ぐっ、うおぉおおおお!?」

　指向性を持った破壊の一撃が『献身結界』に激突する。たまらず結界が軋きしみをあげた。

「こ、これほどまでとは……!?」

　想定していたなかでも、ほぼ最悪のケース。

　神宮司智也の固有能力は、世界を救う勇者の力として間違いなく超一級品だった。望みの強度と純度が、群を抜いているのだ。もはや狂気と紙一重なくらいに。

「だが……！」

　そうとわかって、ゲルトは奥歯を噛み締めた。

「負けぬ！　負けるわけにはいかないのだ！」

　彼が守っているのは、この世界そのものだ。無む謀ぼうだとわかっていても、致命的な攻撃に正面から対抗するほかない。

　当然、バキバキと音を立てて『献身結界』にひびが入った。

「ごふ……っ」

　途端にゲルトのしなびた体は傷付き、内側から血液が噴き出した。

　彼の『献身結界』は、逸いつ脱だつ者しやたる勇者の攻撃さえ跳ね返すほどの非常に強固な壁を作り出す能力だ。だが、破壊されたときにはダメージが能力者本人にフィードバックする性質がある。自分の身を守る防御の術ではなく、前衛として身を挺ていして他者を守る壁役としての力なのだ。

　老人の全身から、血が噴き出して神官服を赤黒く染めていく。痛みで少しでも集中が途切れれば、結界はあっという間に吹き散らされるだろう。だが、『献身結界』は崩れなかった。

「わたしは世界を守る……！」

　しゃがれた声で叫び、ゲルトは死力を振り絞って――

「うるせえよ」

　――次の瞬間、破滅的な音がした。

「がっ……!?」

　それは、世界を守る壁の砕ける音。ゲルトは大きく目を見開いた。

　ドラゴンの吐き出す破壊の奔ほん流りゆうが、更に一段、出力を増していた。

「世界を守る？　それがどうした」

　少年の声が響いた。

「おれはみんなを守るんだ。だって、あいつがそうしてって頼んだんだから」

　狂気と紙一重の強きよう靭じんで純粋な意志。いいや。これはもはや、その域ですらなくて……。

「そうだ。みんなを守ってって、あいつが言ったんだ。だから、おれはみんなを……だけど、違う、おれが守りたかったのは……なのに、どうして、死んで、だから、あいつが、言ったことだから、だから、だから！」

　支し離り滅めつ裂れつな言葉は、そのまま彼の内面の表れだった。

　大切な者を失った心の傷が、能力を次の段階に進ませる。

　あるいは、戻ってこられない暗い闇の底に堕おとす。

　神宮司智也が力を得たのは、恋人を守るためだった。なのに、彼は愛しい彼女から手を放してしまった。間違いに気付いたのは、失ったあとのこと。もう二度と取り返しはつかない。

　だからもう彼には、定められた方向に進むしかほかに方法がなかった。亡くした恋人が、彼に願ったこと。みんなを守って、元の世界に戻ること。それだけ。ただ、それだけ。

　目的を果たすために必要な力さえあれば、それ以外の機能は要らない。

　元の姿に戻る機能は要らない。人間らしい意識や感情だって要らない。

　……苦しいのも、悲しいのも、もうたくさんだから。

「能力の暴走……!?」

　状況を理解して叫んだゲルトが、次の瞬間、ごぼりと血の塊かたまりを吐き出した。

　攻撃を仕掛けるドラゴンの体が一回り大きくなり、吐き出される魔力の奔流が勢いを増したのだ。そのさまは、まさに世界を脅おびやかす悪竜というに相応ふさわしい。さしもの『献身結界』であっても、防ぎきることはできなかった。致命的な軋きしみとともに、亀裂が全体に広がっていく。

「あ、ぐ……」

　その瞬間、ゲルトには選択肢があった。

　ドラゴンの吐き出す魔力の奔ほん流りゆうから身を逃がして、最小化した結界で自分の身だけを守れば、半死半生でも生き延びることはできたのだ。

　だが、彼は侵入者に道を明け渡すことをよしとしなかった。そのうしろにあるものの価値が、毎日聖堂を訪れて平穏を祈る人々の姿が、彼を突き動かしていた。

「おおおおおおおおおおお！」

　雄お叫たけびをあげて、ゲルトは正面から魔力の奔流に立ち向かった。

　数秒としないうちに、結界の全体に亀裂が走った。同時に、枯れ木を思わせる老人の体が大きく痙けい攣れんした。能力の反動。結界は彼の存在そのものだ。砕かれては、ただでは済まない。

　全身に骨まで届く傷が開く。流れ出した鮮血が、老人の姿を真っ赤に染めあげた。

　致ち命めい傷しようだった。本物の枯れ木のように、老人の体が頼りなく揺れて――

「まだ、だ……！」

　――その光景を目の当たりにして、悪竜でさえも目を見開いた。

　血溜まりを踏みしめた足が、よろめいた体を支える。強烈な意志力が、途絶しかけた意識を繋ぐ。いますぐにでも絶命してもおかしくない傷を負ってなお、ゲルトは倒れることを拒絶したのだ。桁けた外はずれの精神力がなければなせるようなことではなかった。

　間違いなく、彼は世界の守護者だった。

　最後の瞬間まで、世界を守り抜いた。

　そうして数秒。悪竜に全力での魔力行使による多大な消しよう耗もうを強いて、結界が砕け散った。
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　短くも苛か烈れつな激突が終わり、静けさが戻ってくる。

　爆心地にゲルトの姿はなく、ぐるぐると喉のどを鳴らすドラゴンの姿だけがあった。

「お。倒したのか」

　そこに顔を出したのは、転移者の少年たちだった。神宮司智也が声を掛けて集めた、彼の賛同者たちである。人数は５名しかいないが、全員が元探索隊のウォーリアだった。

「派手にやったな」

　そのうちのひとりが、ドラゴンの姿のままの神宮司智也に笑いかける。

　しかし、返事はない。彼は怪け訝げんそうな顔をした。

「ん。神宮司？　どうかしたか？」

「……いや」

　神宮司智也は疲ひ弊へいしたように言葉少なく返すと、ドラゴンの首を振った。そして、大きな体をかがめると、鋭い爪を備えた手で地面をさらった。

　そこにあったのは――『世界の礎石』だった。

「さっきのは……」

　神宮司智也は、先程の戦闘の最後を思い出す。結界を破られ、破壊の奔ほん流りゆうに消し去られようとしたゲルトのもとに、駆け付けた人影があったのだ。

　聖堂騎士団団長ハリスン＝アディントンと、離脱組の河津朝日だった。

　彼らがゲルトを庇かばって攻撃に巻き込まれるのを見て、神宮司智也は最後の瞬間に攻撃をとめた。ハリスンはともかくとして、河津朝日は彼が守ると決めた転移者のひとりだからだ。大怪我けがは免まぬがれないだろうが、ふたりとも生きているだろう。

　落ちていた『世界の礎石』は、魔力の奔流に巻き込まれたハリスンが落としたものだった。

　ハリスンの失敗のように思えるが、ある面では幸運でもある。

　というのも、『世界の礎石』はお互いに共鳴する性質がある。先程、ゲルトに見せたように、神宮司智也は竜淵の里から持ち出した『世界の礎石』を所持しており、そのためにハリスンの持つ『世界の礎石』をこうして見付けることができた。もしもいまもハリスンが『世界の礎石』を手放していなければ、ついでに見付かって殺されていただろう。

「なあ、おい。どうかしたのか。というか、なんでまだドラゴンの姿のままだよ？」

「……」

　仲間が明るい声で尋ねてくるのを、神宮司智也はうろんな目で見下ろした。

　説明をしてもよいのだが、それがひどく億おつ劫くうに感じられていた。頭のなかに、靄もやがかかっている。感情は分厚い布を挟んだように曖あい昧まいだった。目的以外のことに向ける意思力が、力と引き換えに欠け落ちてしまっていた。

　そして、それだけでなく、かなりの疲労を覚えてもいた。最後の瞬間まで道を阻はばみ続けたゲルトを排除するために、あまりに多くの魔力を使ってしまったためだった。

「……別に、なんでもない」

　結局、返事は短く内容の欠けたものとなった。

　どうせゲルトは致ち命めい傷しようだし、ハリスンも出てこないあたり、瓦が礫れきの下で気を失ってしまっているのだろう。道を遮さえぎられるのでなければ、あえて掘り出してとどめを刺す理由もない。だったら、そのことについて話すのは時間の無駄だ。そう考えたし、そうとしか感じられない。

　仲間と会話をしようなどという気持ちは、枯こ渇かつしてしまっていた。

　だけど、それでいいのだ。

　余分なものは要らない。目的以外のものは、もはやなにも――……。

「なら行こう」

　そう声をかけたのは、最後にその場に現れた人物だった。

　先程までの神宮司智也と同じように仮面で顔を隠し、片手には異様な形状の黒い大剣を下げている。仮面の下から向けられる目は、まるで神宮司智也の現状を察しているかのように、注意深く細められていた。

「もたもたしている暇はない。だろう？」

「……ああ」

　促うながされる内容は自身の願いに沿そうもので、従うのに否はない。

　疲労を噛み殺して、神宮司智也は竜の巨体を前に進めた。

　先程の一撃でえぐれた通路の先に、目的のものがある。

　それは、一枚の扉。

　この世界を成立させる『世界の礎石』の保管場所に続く扉だった。
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　そんな彼らを瓦礫の下から、じっと息を殺して見詰める二対の瞳ひとみがあった。

「ハ、ハリスンさん、あいつらが行ってしまいます」

　河津朝日が焦った様子で囁ささやいた。

「おれならいけます。必要があれば、刺し違えてでも……」

　本物の意思がそこにはあった。かつての薄っぺらい正義感ではなく、彼は自身の強い意志で命を懸けようとしていた。

　だが、ハリスンは逸はやる河津朝日をとめた。

「あの全員を相手にしては無駄死にするだけです。いえ。神宮司智也はあなたを殺せないかもしれませんが、いずれにしてもひとりでは無理です。この場は、生き延びなければ……」

　冷静に言うものの、その心中には怒りも焦りもあるのだろう。奥歯を強く噛み締めるハリスンの腕のなかには、すでに事切れたゲルトの遺体があった。神宮司智也の攻撃から救いこそしたものの、能力を破壊されてしまった反動は致命的なものだったのだ。

　だが、最後の最後までゲルトは抗った。

　死に至るまでのわずかな間に、彼はふたりに言葉を遺のこしていたのだ。

　誰かが神宮司智也に『世界の礎石』の情報を与えたこと。

　神宮司智也が『世界の礎石』の破壊を目もく論ろんでいること。

　そして……。

「まだ希望はあります」

　ただでさえ重傷だったところに、神宮司智也の攻撃を受けて更に傷を深めながらも、ハリスンは断固として言葉を紡つむいだ。

「このままでは世界は滅びます。もはや、この世界に生きる誰もが無関係ではいられません。ゆえに、伝えなければ。世界を救う『鍵かぎ』と『羅ら針しん盤ばん』を持つ者に」
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　遠距離通信用の魔法道具を通じて、ゴードンさんから伝えられた情報は、にわかには信じがたいものだった。

　おれはすぐに仲間たちに集まってもらい、話し合いの場を設もうけた。

「……神宮司智也とやらが裏切って、聖堂教会最深部に侵入したと？　狙いは『世界の礎石』の破壊？」

　話を伝えると、ガーベラが目を見開いた。

「それはまことの話なのか？」

「ゴードンさんは、このような性質たちの悪い嘘うそを言う人間ではないでしょう」

　加藤さんが冷静に言う。ガーベラはふむと鼻を鳴らした。

「それもそうか。しかし、もしもそれが本当の話で、襲しゆう撃げきとやらがあったのだとすれば、このように連絡があってからでは手遅れなのではないかの」

「いや。手遅れだったら、こうして話もできてないでしょ」

　リリィが突っ込んだ。

「『世界の礎石』が破壊されたら、この世界は遠からず消滅しちゃうんだから」

「なるほど、道理だ。しかし、それでは……どういうことだ？」

　首を傾げてもっともな問いかけをするガーベラに、おれは答えた。

「厳密には、大聖堂の地下に秘ひ匿とくされていたのは『世界の礎石』の保管所に繋つながる扉らしい」

「うむ？　扉とな？」

　ガーベラはますます首を傾げた。

「よくわからんのだが、なにが違うのだ？　扉の先には部屋があろう」

「それが違うんだ。そこにあるのは、あくまで扉だけ……『異界の扉』って魔法道具だったんだそうだ。その先は、保管場所に直通していない。おれたちが飛ばされたのとは、また別の異界に通じているらしい。『世界の礎石』の保管場所には、異界を抜けなければ辿り着けない」

「まだ備えがあったということか。厳重なことだな。いや。世界の存亡にかかわる備えとしては、当然のことか」

「正規の手段で入れば、扉の先はすぐに保管場所らしいけどな。そうでない場合、危険な異界に繋がるんだ。たとえ勇者でも踏破するには３日はかかるという話だった。もっとも、これは勇者が単独で攻略したときの話で、神宮司は何人か他に転移者と一緒だったそうだから、もっと早いだろう。下手をすると、今日中にも辿り着いてしまうかもしれない」

「猶ゆう予よはなさそうだの」

　頷うなずいてみせて、おれは続けた。

「世界の真実を知っていたのは、聖堂教会でもハリスンの他には大神官のゲルトだけだ。だが、ゲルトは神宮司智也を阻もうとして戦死した。ゲルトを救おうとしたハリスンも、ただでさえ大怪我けがをしていたところに攻撃を受けたらしい。神宮司の不在に気付いた河津朝日が同行していて、すぐに聖堂教会に担かつぎ込んで一命は取りとめたそうだが、まともには動けない」

「……なんと」

　状況のまずさを理解したらしく、ガーベラは苦にが虫むしを噛み潰したような顔をした。

「それでは、群れの統率さえままならぬではないか」

　その通りだった。

　大聖堂が破壊され、住民たちにも少なからぬ被害が出たために、帝都は未み曽ぞ有うの混乱に陥っている。大神官筆頭であったゲルトの死亡と、聖堂騎士団団長の負傷は、あまりにも痛い。

　とはいえ、彼らが犠ぎ牲せいになったお陰で、神宮司の目的がこうして伝わったという一面もある。そうでなければ、まさか『世界の礎石』を壊そうとしているなどとは思わないし、対応が遅れた可能性は大いにあった。文字通りの世界存亡の危機だとわかったからこそ、ハリスンもなり振りかまわず、おれに連絡を寄よ越こしたのだ。

　もっとも、腑ふに落ちない点もあるのだが。

「いまは病床からハリスンがゴードンさんに指示を与えているらしくてな。神宮司智也の件については、探索隊に限定的に情報を公開して、協力を頼んだらしい」

「探索隊にすでに協力を要請しているのですか」

　ローズが疑問の声をあげた。その表情は訝いぶかしげなものだ。

「いまひとつ、ハリスンの考えていることがわかりません。探索隊が協力しているのでしたら、戦力は足りているのではありませんか。わざわざ我々に協力を要請する必要などないように思われるのですが」

「そこはおれも疑問に思っていた」

　ローズの意見はもっともなものだ。

　おれたちはこの世界で力を蓄たくわえたが、さすがに探索隊とは比べられない。彼らに力を借りる算段がついているなら、敵対しているところをあえて助けを乞こうほどの戦力ではないのだ。

　ただ、どうやらハリスンは本気であるらしいこともわかっていた。

「そのあたりの話も聞き出さないとな……」

　と言ったところで、変化が起きた。おれが目を向ける先で、独特の魔力のうねりが生まれる。そろそろお馴染みになってきた『妖精の輪』の転移の気配だった。

「ただいま」

　魔力がうねり、空間が歪ゆがみ、現れた島津さんが微笑ほほえむ。

　とはいえ、その表情はわずかに硬い。状況をきちんと理解しているからだろう。

　島津さんは３人の人物を連れていた。

　ひとりは禿とく頭とうの大男、聖堂騎士団副長ゴードン＝カヴィル。

　ひとりは端整な顔立ちをした青年、探索隊のリーダー中嶋小次郎。

　そして、最後のひとり。車椅子に体を預けた満まん身しん創そう痍いの男に、おれは声をかけた。

「これほど早く顔を合わせるとは思ってなかったな」

「わたしもだ」

　聖堂騎士団団長ハリスン＝アディントンが、血の気配がする掠れた声で応えた。




◆　◆　◆




　昨日は殺し合った相手だ。リリィたちが緊張を張り巡らせて、各々身構える。

　とはいえ、これは無用の警戒というべきだろう。どう見ても、ハリスンは戦える状態ではなかった。

　昨日、おれが最後に顔を合わせたときにはすでに満身創痍だったが、その後の神宮司との遭そう遇ぐうが致命的だったのだろう。出歩けるような体ではないことは間違いない。ひどくやつれた顔は土気色をしていて、目の下には隈くまが浮き出て死相さえ見て取れた。

　屈強だった体は、車椅子のうえで身じろぎさえできずにいる。いまなら苦もなく倒せてしまうだろう。それだけに、ハリスンが本気で協力を求めていることが窺うかがえた。

　厳げん粛しゆくな眼光だけは前に会ったときと変わらずに、こちらを見据えている。

　緊張感が場を支配しかけるが、そこで中嶋さんが口を開いた。

「２日ぶりだな、真島」

　聞くだけで気持ちが楽になるような、明るい声だった。

「元気そうでなによりだ」

　朗ほがらかに笑いかけてくる。相変わらず、好意的な笑みだった。

「中嶋さんは話を聞いているんですよね」

「ああ。だからここに来た。ことがことだからな」

　ハリスンが限定的に世界の真実について明かした相手が、この中嶋さんだった。

　世界の真実については、ことの重要性からなるべく人に知られるわけにはいかない。だが、神宮司を追跡する人間が誰もなにも知らなければ、それはそれで問題も出てきてしまう。

　たとえば、追い付いたところで神宮司の口から話が漏れる可能性もある。それが事前に聞いていた話と違ってくれば、動揺も起きるだろう。場合によっては、そこから作戦が失敗する可能性も出てきかねない。少なくとも、ひとりは探索隊のなかで事情を知っている人間が、うまく口裏を合わせる必要があった。その点、リーダーである中嶋さん以上に適役はない。ハリスンの判断は正しいものに思われた。

　結果論ではあるが、これはこちらにとっても好都合だった。

　おれたちと聖堂教会との間にある事情を知る者が探索隊にいれば、今後も適当なことを吹き込むことはできなくなるからだ。飯野と島津さんがこちらについている以上、探索隊が敵に回る可能性は高くないが、今後のことを考えれば保険ができたのは良いことだった。

　逆に言えば、そうまでしたからこそ、こちらとしてはハリスンが本気で協力を求めているのだと判断できたところもある。事態はそこまで逼ひつ迫ぱくしたものなのだと理解できたからだ。

　危難を前にして、事情を知った中嶋さんは真剣な眼まな差ざしを見せていた。

「世界の危機と聞いちゃあ、うだうだ言ってる場合じゃねえからな。それに、これはおれの仲間のしでかしたことだ。なにがどうなって世界を滅ぼすような真似をしかけてんのかわからねえが、放っとけはしねえよ。神宮司のやつはおれがとめてやる」

　力強い言葉だった。

　隔かく絶ぜつしたその実力は、顔合わせの席で一度だけ見たことがある。あの『竜人』をとめてみせるという、彼の言葉を疑う余地はない。輝ける最強の剣を携えた勇者。この状況で動き出すのに、これほど相応ふさわしい人物も他にいないだろう。とはいえ、そう感じればこそ、その協力を得たハリスンがわざわざおれたちに連絡を寄越したことが不思議にもなってくるのだが……。

　おれが視線を向けると、ハリスンは口を開いた。

「早速だが、時間がない。本題に入らせてもらいたい」

「ああ。そうだな」

　世間話をするような間柄でもない。単刀直入に疑問をぶつけることにする。

「どうしておれに連絡をしてきたんだ？」

「神宮司智也の行動をとめるために、必要なことだったからだ」

「そこがわからない。探索隊がいるんだろう？　戦力は足りているはずだ」

　その疑問に答えたのは、探索隊のリーダーである中嶋さんだった。

「おれたちにできるのは戦うことだけだからな」

「中嶋さん？」

「島津みたいなのもいるけど、あいつは例外だ。勇者なんて呼ばれちゃいても、基本、おれたちはただの戦闘屋だよ」

　自分を卑ひ下げするような言葉を、軽い口調で言う。

　それでいて中嶋さんは自然体だった。つまるところ、あれだけ強い力を持っていながらも、彼にとって芯しんになるものは別のところにあるのだろう。なにげないやりとりのなかでも、強さだけに頼るウォーリアなどとは根本的に違うのだと感じられた。

「話を戦いだけに限定しなければ、できることの幅はばは真島たちのほうが広いだろ」

「おれたちにしかできないことがあるということですか？」

「察しが早いな。その通りだ」

　中嶋さんは頷うなずき、視線で促うながされたハリスンが説明を始めた。

「神宮司智也は『世界の礎石』の保管場所に続く『異界の扉』を強奪して飛び去ったのだ」

「『異界の扉』が持ち去られた……？」

　奇妙な話に眉を顰ひそめかけて、ふと気付いた。扉は本来なら部屋に繋がるもので、単体で持ち去っても意味がない。だが、『異界の扉』はあくまで魔法道具だ。持ち去ることができる。

「……いや。ちょっと待て。おれはてっきり『異界の扉』の先にある異界へ、神宮司を追い掛けようって話だと思っていたんだが、そもそも、その『異界の扉』がここにないのか？」

「そうだ。まず我々は持ち去られた『異界の扉』を探さなければならない。せめて『世界の礎石』があれば、共鳴する『羅針盤』として用いることで『異界の扉』の所在を見付けることができるのだが、現在、聖堂教会に『世界の礎石』は残っていない」

「おい。それじゃあ、行方はわからないってことじゃないか」

「加えていえば、異界は『世界の礎石』を『鍵』としているため、持っていなければ入ることさえできない」

「……『羅針盤』もなければ『鍵』もない？　それでどうしようって言うんだ？」

　思っていた以上に、状況は最悪を極めている。そもそも、神宮司を追おうにも、これでは追跡すらできない。せめて陸路を行ってくれていれば、リリィやあやめの鼻を使って追えたかもしれないが、ドラゴンと化した神宮司が空を飛んでいったのならお手上げだ。

「いや。まだ可能性は残っている」

　ハリスンは首を横に振った。ヘイゼルの瞳ひとみが、こちらを真っ直ぐに見詰めてくる。

「真島孝弘。お前の存在だ」

「……おれが？」

　ハリスンは深く頷うなずいてみせた。

「お前は『世界の礎石』に干渉できる。そのようなことができる人間は、他にはいない」

「……まあ、そうだろうな」

　世界を創り出すという『世界の礎石』の機能と同種の力――特異極まる『霧きりの仮宿』の契約者であるおれだけが『世界の礎石』に干渉できる。そこに、ハリスンはなにか可能性を見いだしているらしい。

「ゲルト様の遺言だ。あの方はいまわの際に、お前が『世界の礎石』の代わりに『羅針盤』と『鍵』になれると言い残された」

「おれが『羅針盤』と『鍵』に？」

　唐突な指摘に、戸と惑まどいしか覚えない。

　だが、ハリスンは確信しているようだった。それだけゲルトを信頼しているということだろうし、それしか頼るものがないというのもあるのだろう。尋ねてくる。

「心当たりはないか」

「……と、言われてもな」

　ぱっと思い当たることはない。しかし、思わぬところで声があがった。

　傍かたわらのリリィが「あ」と声をあげて、裾を引いてきたのだ。

「そういえば、ご主人様。帝都に着いたばかりの頃に、魔法道具の気配に反応していたよね」

「そうだったか？」

「だよー。わたし、話をしたもん。覚えてるよ」

　そこまで言われてみれば……そんなこともあったかもしれない。

　そうだ。思い出した。リリィと、こんなやりとりをしたのだった。

　――どうしたの、ご主人様。

　――いや。魔力の気配がすごいなと思って。

　――ああ、そういうこと。確かにね。ちょっと驚いちゃった。さすがは聖堂教会だね。そこかしこに魔法道具があるんだもの。

　確か『妖精の輪』で帝都にやってきた直後のことだ。案内をされて移動しているとき、尖塔から大聖堂を見下ろして、引っ掛かりを覚えたのだ。あのときは、聖堂教会が大量に所持している祭具の魔法道具に反応したのだろうと、あまり気にすることもなかったが。

「あれ、反応していたのはご主人様だけだったよね」

「それは……」

　確かにそうだ。単純な魔力の感知なら、他にも鋭い仲間はいるのに。

　そして、強奪された『異界の扉』は、大聖堂の地下にあったのだという。

　あのときに感じた引っ掛かりが、その存在を感知してのことだったのだとしたら？

　……可能性はあるかもしれない。少なくとも、試してみる価値はあった。

「サルビア」

「はい、旦だん那な様さま」

　おれが呼び掛けると、霧きりが展開してサルビアがふわりと姿を現した。

「力を貸してくれるか」

「もちろん」

　あのときも大聖堂まで距離があったが、今回はその比ではない。はるか遠くに運び去られたものを感知するには、サルビアの助力は必要不可欠なものだった。

　おれが瞼まぶたを落とすと同時に、サルビアが背中から肩越しに腕を回してきた。おれの感覚は、サルビアとの契約によって得た『霧の仮宿』の能力によるものだ。魔法的に非常に相性が良かったおれたちの感覚の共有はスムーズで、お互いがお互いの感覚を増強させることができる。

　ほうと中嶋さんが吐と息いきをつくのを聞きながら、感覚を研ぎ澄ませた。

　さほど時間はかからなかった。

「……あっちか」

　感じたままに指先を向ける。方角を確認したハリスンが小さく息をついた。

「神宮司智也が飛び去ったのと同じ方角だ。見付けることは不可能ではなさそうだな」

　口にされた言葉には、わずかな安あん堵どが感じられた。

　中嶋さんが進み出てきて、手を差し出してきた。

「真島。おれたちは世界を守るために、神宮司を追うつもりだ。この世界を守るために、お前にも作戦に参加してほしい」

「もしもわたしが許せないというのなら」

　ハリスンが口を開いた。

「この首を差し出す準備はある」

「……」

　本気の口調だった。それだけ、この状況は切せつ羽ぱ詰つまったものなのだ。おれは眉を顰ひそめた。

「お前の首なんて要らない。一時休戦だ。世界の存亡を前に、争ってる場合じゃないだろう」

　加えて言えば、現状、探索隊リーダーである中嶋さんを巻き込んだことで、ハリスンの危険度は激減している。裏で動かせる手勢が壊滅状態にある以上、懸け念ねんがあるとすれば、探索隊をいいように利用してけしかけられることくらいだったが、それもここで中嶋さんが正しい知識を得たため、まず不可能になった。こうなってしまえば、ハリスンがいることの危険よりも、いなくなることによって起こる世界の混乱のほうが、自分たちにとっても不利益が大きい。

　また、ここで無抵抗のハリスンを弾だん劾がいすることはできるが、それは単なる自己満足にしかならない。なにせハリスンには、おれたちに対して酷ひどいことをしているという自覚はあるのだ。すべてわかっていて、それでも絶対に守らなければならないものがあったから敵対した。

　なにより彼がそうしなければならなくなったのは、彼自身の過失によるものではない。この世界の危うい真実という背景に、大量の転移者の流入という対処不能の大事件、更には彼らが起こした数々の問題が重なったことが原因だ。ある意味では被害者とも言える。

　無論、最大の被害者であった幹彦などにしてみれば、話は別だろう。実際、顔を見たら殴りたくなると言って、この場に同席すらしていない。

　逆に言えば、幹彦はこの非常事態に際して、どうしても感情的になってしまう自分が同席することで下手に話がこじれるようなことがないようにしてくれたのだ。その気遣いを無にすることはできなかった。

「それより、早く動き出しましょう」

　こうしているいまも、神宮司たちは世界の礎石へと着々と近付いているはずだった。

　おれは中嶋さんの手を取った。

「よし。決まりだな」

　中嶋さんは朗ほがらかに笑いかけてきた。対等の協力者に向ける笑みだった。

「世界を救うぞ、真島」
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　出発までの準備は、慌ただしいものとなった。

　おれたちはまず帝都に移動し、短い打ち合わせを済ませた。

　速度が求められる作戦の都合上、おれと一緒に神宮司の追跡部隊に加わるのは、リリィ、シラン、ロビビア、あやめ、ベルタということになった。

　もっとも、彼女たちはあくまで追跡の補助と、おれの護衛だ。神宮司一行と直接戦うのは、探索隊の仕事となる。こちらは、中嶋さんが40名ほどを選抜していた。

　ただし、彼らは『世界の礎石』の詳細までは知らされていない。『錯さく乱らんした神宮司が非常に危険な魔法道具を狙っている』とだけ説明したということだった。詳細を気にする者も出るだろうと思っていたのだが、そこは中嶋さんがうまく手綱を握ったようだ。さすがは、我の強いチート持ちの集団を１年近くの間、纏まとめてきただけはあるということだろう。

　相手は神宮司を合わせても転移者が５人なので、これだけの人数がいれば、追い付きさえすればどうにでもなる。

　もっとも、追い付けるかどうかはまた別の話だが。

　固有の能力で空路を使った神宮司に追い付くのは難しい。

　そこで、選定されたメンバーは、竜淵の里のドラゴンたちが運ぶことになった。

「無事を祈っています、エラ殿」

「はい。フィリップ様。行ってまいります」

　アケルの第二王子フィリップ＝ケンドールの言葉に、竜淵の里の長姉エラが応える。

　探索隊に対する竜淵の里のドラゴンたちの心証は、里の襲しゆう撃げき者のひとりだった『万能の器』岡崎琢磨のせいで非常に悪いものになっている。しかし、同時に彼らは、それがあくまでも岡崎個人の責任であることも理解していた。心理的に割り切れないところもあるのだろうが、そこは『里の防備を掻かい潜った襲撃の主犯である神宮司が危険な魔法道具を奪取しようとしている』という危機感が上回ったようだった。

　エラをはじめとした里の住人たちを連れて、おれたちは集合場所に移動した。

　出発場所は、大聖堂近くの広場が指定された。

　おれたちが着いたときには、作戦に参加するうち半数ほどが顔を揃えていた。準備のために集まった人間も含めると、１００人以上が集まることになるので、それなりに騒がしい。全員が集まるまでにはまだ少し時間があり、おれはここに残るメンバーと言葉を交わしていた。

「気を付けてくださいね、先輩」

　そう言って、加藤さんが正面から抱き付いてくる。

　異界での追跡には速度が重要なため、彼女は帝都で留守番だ。万が一に備えて、ローズやガーベラもこちらに残ることになっている。

「ご武運をお祈りしております」

「気を付けて、無事に帰ってくるのだぞ」

　ローズとガーベラも口々に言って、軽く抱ほう擁ようを交わした。

「もちろんだ。今回は戦力も充実してるしな」

「確かに、味方になってみれば、これほど頼りになるものもなかろうがの」

「探索隊のリーダーが、ご主人様を評価しているのは間違いないようですからね」

　そんなやりとりをしている間も、周囲から視線を感じた。

　今回の作戦を遂行するに当たって中嶋さんは、おれたちのことについて仲間たちによく言い聞かせておくと言っていた。実際に悪感情は感じられない。やはり探索隊リーダーの影響力というのは絶大なもののようだ。

　とはいえ、珍しいものを見るような目だけはとめられるものではないようだ。これが平時であれば、おれも気にしただろう。だが、いまは心配している仲間のほうが優先だった。

　唇くちびるを頬ほおに押し当ててきたガーベラが離れたところで、加藤さんが口を開いた。

「先輩。わたしは聖堂教会を完かん璧ぺきには信頼していません」

　はっきりと宣言する。声の届く距離にはハリスンがいるのだが、気にした様子もなく――というより、これはあえて牽けん制せいしているのだろう。加藤さんは、くすくすと軽やかに笑った。

「ですから、わたしがここに残ることには意味があります。なにせ、わたしは先輩がいてくれるお陰で、かろうじて人の姿を保っていますからね。言ってしまえば、爆弾みたいなものです。それも、遠えん隔かく式しきのボタンが付いた。先輩に万が一のことがあれば、即座に帝都で『醜い怪物』が暴れ回ることになるでしょう」

「……そのように釘を刺さずとも、真島孝弘は無事に帰すつもりだ」

　微笑ほほえみを向けられて、車椅子に身を預けたハリスンは表情を硬くしていた。本物の危機感がそこにはあった。

　なんだかんだで、おれは『醜い怪物』が暴れた現場を見ていない。ただ、被害をあとから見ただけでも、ぞっとする惨さん状じようだったのは確かだった。直面した人間にしてみれば、危機感はひとしおなのかもしれない。ハリスンは傍らに立つ少年に視線を向けた。

「わたしは追跡に参加できません。くれぐれもよろしくお願いします」

「わかりました」

　応えたのは河津朝日だった。東の貴族領で、仲間を失い集落ひとつを壊滅させかける大失敗をしでかし、偽勇者の噂話の原因となった人物である。精神を病んでしまい、現在では帝都で保護されているという話を聞いていたが、復調していたらしい。

　先の戦いでは、ハリスンとともに敵に回っていたのだが、今回は追跡部隊の一員として肩を並べることになった。同じ境きよう遇ぐうの転移者が３名、今回の作戦に参加することになっている。

　それに加えて、探索隊からの離脱組で独自に帝都に招かれていた学生たちが５名いる。合計で８名を数える彼らはあくまで探索隊としてではなく、聖堂教会に身を寄せる勇者として作戦に参加することになっていた。

「真島！」

　そこで、おれは声をかけられた。

　見れば、こちらに飯野が歩いてきていた。ただ、いつものように颯さつ爽そうと長い黒髪をなびかせて歩く彼女の姿はそこにはない。ぎこちなく脚を引きずっていた。

　神宮司智也と交戦した際に、彼女は片足を大怪我けがしている。どうやら厄やつ介かいな毒を使われたらしく、回復魔法でも快かい癒ゆするまでに時間がかかるものと診断されていた。不自由そうに足を引きずりながら、彼女はおれに詰め寄ろうとして、近くにいた河津に気付いたようだった。

「あ、河津くん……」

「それでは、おれはこれで」

　河津はハリスンに頭を下げた。

　そして、飯野のほうに足を向けた。気まずい空気が流れた。ふたりはかつて同じ探索隊にいたが、異界での戦いでは剣を交えていた。

　飯野はなにか言おうとしたようだが、言葉が見付からなかったのか口を噤つぐんだ。

「この間はごめんな、飯野」

　逆に、河津は迷わず声をかけた。彼のほうは、すでに心を決めていたらしかった。

「だけど、おれはもう進む道を決めたんだ」

　口にされたのは、決別の言葉だった。

　それだけを告げると、河津は託たくされた仕事を成し遂げるために、その場を去っていった。

　その間、飯野は立ち尽くしていた。大きなショックを受けた様子だった。

　異界での戦いのことは、ひょっとしたらなにかの間違いなのではないかと思っていたところもあったのかもしれない。けれど、河津は自分のしたことを認めたし、それが自分の強い意志による行動であることを示しもした。

　飯野は探索隊のメンバーに、強い仲間意識を持っている。しかし、恐らくいまの河津にとっては、聖堂教会こそが自分の居場所なのだろう。飯野の横顔が泣きそうになっているのに気付いて、おれはどきりとした。しかし、彼女は寸前で堪こらえて、こちらを向いた。

「……話があるわ、真島」

「連れて行けって話なら聞けないぞ」

　先んじて釘くぎを刺さすと、ぐっと飯野が息を詰まらせた。

　やはりそういう話だったようだ。ただ、ひどくバツの悪そうな顔をしているところを見ると、考えなしというわけではなくて、無理を言っている自覚はきちんとあるらしかった。

「追跡作戦に脚を怪我してる人間を連れていけるわけがないだろう」

「そ、それはそうだけど、わたしは……」

　飯野はきちんとわかっている。それでも、気持ちを抑えることはできなかったのだろう。

「わたしは……」

　焦しよう燥そうに焼かれるような顔をしていた。







[image: ]







　連れていくことができるわけないと判断していても、少し迷いを覚えるくらいだった。

　飯野の脚を傷付けたのは神宮司なのだという。

　その彼は飯野にとっては探索隊での戦友であり、探索隊を出てからも接触の機会があったと聞いている。それどころか、神宮司は元の世界にみんなで戻れる手段を探すという活動に、飯野を誘いもしたというのだから、それなり以上の信頼関係で結ばれていたのだろう。

　だからこそ、飯野は責任を感じている。おおかた、自分には神宮司の凶行をとめられたのではないかと考えているのだろう。責任感の強い彼女らしい話ではあった。

　いまの飯野を見ていると、きちんと本人が納得しなければ、あとあとまで尾を引き摺ずりそうなふうがあった。だが、どのように説得すれば納得するだろうか。おれが声をかけあぐねていると、先んじて、横から話し掛けられた。

「それくらいにしておけって」

「リーダー……」

　通りがかった中嶋さんだった。どうやら困っているおれに助け舟を出してくれたらしい。

「あいつのことはおれに任せとけ。それとも、おれじゃあ信頼できないか」

　言い聞かせるような口調を聞くと、飯野はしばし黙り込んだ。

「……いえ。そんなことはないです。リーダーになら、任せられます」

「ああ。だったらよかった」

　中嶋さんは、爽さわやかな笑みを浮かべた。

　あっさりと飯野の意見を退しりぞけてしまった。おれではこうはいかなかっただろう。

　飯野は頭を下げると、気落ちした様子で言った。

「わかりました。リーダーの言う通りです。真島も、ごめんなさい。邪魔になるといけないので、わたしはこれで失礼するわ」

「ああ」

「神宮司くんのこと、お願いね」

　飯野は背中を向けると、痛々しく足を引きずって去っていった。

　その背中を見送り、おれは少しだけ眉を顰ひそめた。

　確かに、問答を切り上げることはできた。しかし、いまのはあくまでも信頼を持ち出して、意見を封殺しただけだ。飯野は納得したわけではない。しこりは残るだろう。

　思わず視線を向けると、中嶋さんは肩をすくめた。

「わかってるよ、あまりいまのはよくねえってんだろ。だけど、いまは非常事態だ」

「……そうですね」

　正論ではあった。最初から非難するつもりもなかったが、飯野の仲間である中嶋さんにこう言われてしまえば、これ以上はなにか言うことはできない。

「真島は優しいんだな」

　中嶋さんは好意的に笑った。

「なに、大丈夫だ。おれたちが神宮司のやつをとめてやればいいんだ。そうすれば、いくらだってフォローの機会はある」

　それも、言う通りだった。

　神宮司さえとめられれば、飯野の自責の念もこれ以上は深まらない。逆に、とめられなければ、世界は滅ぶ。飯野の精神状態云うん々ぬんを心配することさえできなくなるのだ。

「期待してるぜ、真島」

　そう言って、中嶋さんは肩を叩いてきた。

「おれたちで世界を救うんだ」

　気持ちよい笑みが向けられる。対等の共闘相手に向ける笑みだった。

　そこで、作戦に参加する人間が全員集まったことが告げられた。

　おれたちはドラゴンの背に乗って、神宮司の追跡を開始したのだった。
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　空の追つい跡せき行こうが始まった。

　おれは先頭のドラゴンに乗り込んで、必要に応じて方角を指示することになった。もっとも、そうそう頻ひん繁ぱんに方角を示す必要はない。ほとんどの時間は待機のようなものだった。

　そうして、もう２時間ほどは経っただろうか。荒野を越えて、眼下の景色は森に変わっていた。強奪された『異界の扉』まではまだ距離がある。しばらくはかかりそうだった。

「……しかし、揺れるな」

　おれは辟へき易えきした気持ちでつぶやいた。

　ドラゴンの背中に乗って空の旅をするのは、これで２回目だ。だが、１回目に比べて慣れたかと言われれば、そんなことはなかった。

　飛行機などとは違い、ドラゴンの背中の上は剥むき出しで座席もない。風は直撃。視界は死の危険を感じるほど無防備に高い。加えて、羽ばたきの上下動がすさまじい。前のときより酷ひどいかもしれない。たまに数メートルほど自由落下する感覚さえあって、そのたびに、すっと血の気が引いた。いま思えば、あのとき乗せてくれたサディアスは、深ふか津つ明あけ虎とらと同行していたために、人を乗せて飛ぶのに慣れていたのかもしれない。

「顔が強こわ張ばってるよー、ご主人様」

「……こればっかりはな」

　万が一にも落ちることがないように、うしろからぴったりと体を押し付けるように支えてくれているリリィが、顔を覗き込んできた。やわらかい感触が少し気持ちを落ち着けてくれる。

「気分は悪くない？　休憩が必要だったら言ってね？」

「大丈夫だ」

　空の旅に慣れない探索隊からも、乗り物酔いや疲れを訴える者がいたので、すでに一度休憩を取っている。無理は禁物だが、ある程度の我が慢まんは必要だ。そうしたこちらの考えを読み取ったのか、リリィはそれ以上勧すすめることなく、ふと視線を他所よそに向けた。

「ベルタも大丈夫？」

「……無論だ」

　返ってきたのは、ひどく硬い声だった。

　狼の顔には表情が掴みづらいが、明らかに元気がない。

「ご主人様もそうだけど、ベルタは『駄目なほう』だね」

「……そんなことはない」

「尻尾しつぽが股またに入っちゃってるけど」

　ある点においては人の表情以上に感情豊かな部分を指摘されて、ベルタは視線を逸そらした。

「……地を駆かける獣に大空は相性が悪い」

「あやめはけっこう楽しそうだけど」

「あれは……例外だろう。なんでも楽しむ子だからな」

　あやめは、いまは手すきのシランが面倒を見ていた。胸元に抱きかかえられて、向かい風に目を細めている。頭に登ろうともぞもぞしては、たまに注意されているあたり、まったく怖がる気配がない。そんな彼女を見て、ベルタがふっと息をついた。

「ある意味で無敵だな」

　声に笑いの気配があった。話をすることで、少し気が紛まぎれたのかもしれない。

「そういえば」

　と、続けてベルタは話題を振ってきた。

「気になっていたのだが、今回の件、神宮司智也はなにを考えて『世界の礎石』を破壊しようとしているのだ？」

　出発前にはあまり時間がなかったこともあり、今回の神宮司の不可解な行動については、落ち着いて話をする場を持てていなかった。

「率直に言って、理解に苦しむ。『世界の礎石』を壊したところで、元の世界に戻れるわけではない。やってることが支し離り滅めつ裂れつではないか」

　ぺたりと耳を寝かせて、唸うなるような声で言う。気持ちはわかった。

「確かにそうだな。ただ、そうでもない可能性もある」

「どういうことだ？」

「ちらっとだけど、加藤さんと話をしたんだがな。神宮司は騙だまされているのかもしれない」

　まだ加藤さんのなかでも考えは固まっていないようだったが、出発の前に思い付いたことは聞いていた。

「ゲルトが伝えた話では、神宮司には『世界の礎石』の保管場所の情報を伝えた何者かがいたらしい。『世界の礎石』破壊に関しては、そいつに吹き込まれたんじゃないかってことだ」

　加藤さんは神宮司当人よりも、そちらのほうを気にしていたふうさえあった。

「いや待て。その何者かは『世界の礎石』について正しい事実を知っていたのだろう。それを神宮司智也に正しく伝えてもいたはずだ。なぜ一部だけ嘘うそをつく必要がある？」

「それは逆だ」

「逆？」

「他人に嘘をつくときに一番効果的なのは、嘘に真実を混ぜることだからな」

　ベルタは数秒考えこんでから、理解できたのか毛を逆立てた。

「荒こう唐とう無む稽けいな世界の真実をあえて正しく語ることで、そのなかに嘘の劇げき薬やくを混ぜ込むことが目的だったと？」

「そういうことだな」

「……人とは恐ろしいことを考えるものだな」

　低い声でつぶやく。相変わらず、魔王の配下とは思えない感性だった。

　その素そ朴ぼくさに好ましいものを感じて緩んだ唇を、おれは引き締め直した。

「おれは感覚的に『世界の礎石』が本当に世界を創りえるものだと確信が持てる。だが、神宮司にとっては違う。『世界の礎石』に関わる世界の真実の話は、荒唐無稽な出で鱈たら目めだと思えたはずだ。だけど、それは真実だとわかった。だったら……」

「同じように『元の世界への戻り方』も正しいものだろうと？」

「それらしい理屈を付けられたら否定できないだろう」

　だから、今回の件については『どうして神宮司が今回のような滅茶苦茶をしたのか』よりむしろ、『情報提供者』と『そのように唆そそのかした意図』のほうに注目すべきだ――というのが、加藤さんの意見だった。そして、そこが最大の疑問点でもあった。

　同じことに思い当たったのか、今度はロビビアが口を開いた。

「だけどさ、孝弘。その情報提供者は、いったい、なんのためにそんなことをしたんだ？　『世界の礎石』を破壊したって、この世界が破滅するだけだろ。なんの意味もないじゃねえか」

「……だな」

　そこは、おれも不思議に思っていた。

「なんのメリットもないし、デメリットは致ち命めい的てきだ。不可解なのは間違いない。ただ……」

「ただ？」

　吊り上がった大きな目を瞬またたかせるロビビアに、おれは眉を顰ひそめてみせた。

「こんなことをするやつに、心当たりがないわけでもないんだ」

「心当たり？」

　ロビビアがきょとんとする一方で、なにか気付いたのかベルタは目を見開いていた。

「転移者への情報提供者……胸むな糞くその悪いこの手口……まさか」

　ぴんと尻尾しつぽが伸びて、唸うなる口調で言った。

「ひょっとして、『天からの声』か？」

「ああ。おれも、同じことを考えていた」

　ベルタの言う『天からの声』は、チリア砦とりで襲しゆう撃げき事件に関わっていた転移者だ。正体は不明であり、遠距離通信のテレパシーのような固有能力を持つことだけがわかっている。

「ただ、手口が似てはいても、どうしてこんなことをしたのかはわからないんだが」

　おれは眉を寄せた。

「世界が破滅してしまえば、自分だってただでは済まない。『天からの声』に多分に愉ゆ快かい犯はん的なところがあるにしても、さすがに自分が被害を受けてまでとは……」

「ああいや。それは違うかもしれないぞ」

　ベルタが口を挟んだ。その瞳ひとみには、憂ゆう慮りよの色が浮かんでいた。

「思い出したのだがな、以前に我が王がおっしゃっていたことがあるのだ」

「工藤が？　……ああ、そういえば、工藤は『天からの声』と関わりがあるんだったか」

　おれに最初に『天からの声』に関して、チリア砦でその存在をほのめかしたのは工藤だ。多少なり情報を持っていることに不思議はなかった。

「『天からの声』は我が王に不定期に接触を持っていた。とはいえ、それはかなり一方的なもので、王は情報を餌えさに行動を操作されることを警戒して、ほとんどは適当にあしらい、ごく稀まれに情報の裏を取って動くことで、利用と攪かく乱らんを仕掛けていらっしゃったのだ。偽勇者事件の原因であった転移者たちの失敗などは『天からの声』から情報をうまく抜き出した例だな」

「『天からの声』は、いろいろと動き回っていたってことか」

　おれの知らないところでは、工藤との情報戦もあったのかもしれない。その結果、得られたものの一部を、工藤はベルタに伝えていたということだった。

「偽勇者事件の際に失敗した転移者の一部というのも、ひょっとしたら『天からの声』に唆そそのかされていたのかもしれない。あれを、我が王は『唆す蛇』と呼んでいらっしゃった。『破滅を求める愉快犯』だとも」

「『破滅を求める愉快犯』……」

　口にした言葉が、喉のどの奥に苦くこびりつくかのようだった。

　チリア砦の一件にせよ、高屋純の件にせよ、確かに『天からの声』には愉快犯的なものを感じてはいた。少なくとも、なにか利益を得ていたようには思えない。それに加えて、直接やりとりをしていた工藤は、そこに破滅的なものを感じ取っていたのだという。

　ベルタは自分の主との会話を思い出すように目を細めた。

「『破滅を求める愉快犯』……この場合、破滅というのは自身のものも含めての話だ。自身の破滅に突き進んでいるという意味では、我が王にも似たところはあるが、いささかスタンスは異なるな。目的を持たない『天からの声』の行動には、本質的に意味がない。ただただ悪趣味で、無意味で、破滅的なだけだ」

「なるほどな」

　引き起こされる世界の破滅。恋人を失って、思い詰めたすえに踊おどらされる犯人。そして、それを唆そそのかした何者か……。

「言われてみれば、確かに、この状況は悪趣味で無意味で破滅的か。今回の一件の裏に『天からの声』がいたとしてもおかしくない……」

　そもそも、あんな悪あく辣らつな真似をする人間が、転移者に関係した事件に限定して、何人もいるとは思えない。関与を疑うのは自然なことだった。

　チリア砦とりででもそうだが、おれは高屋純のときにも『天からの声』に痛い目に遭あわされている。思い返してみても、その悪辣さは今回に通じるものがあった。

　苦い顔をしていると、ベルタが気付いた様子で尋ねてきた。

「真島孝弘は『天からの声』と因いん縁ねんがあるのだったな」

「ああ。これまでに二度……いや。神宮司にも関わっているなら、三度になるか」

　神宮司が竜淵の里を襲しゆう撃げきし『世界の礎石』を密ひそかに強奪し、聖堂教会に味方しておれに敵対したうえで、タイミングよく裏切って現状に至った裏に『天からの声』がいるのだとすれば、そういうことになる。ベルタが苛立たしげに触手をうねらせた。

「直接、接触があったわけでもないのに三度か。嫌な偶然もあったものだな」

「……本当に偶然なのかな」

　ぽつりとつぶやきが耳に入った。

　うしろを振り返ると、リリィが難しい顔をしていた。

「リリィ？　というと、なんだ。偶然じゃないとすれば、『天からの声』がおれにわざわざちょっかいを出しているっていうのか」

「高屋純のこととかは、そうとも思えるかなって」

「それはまあ……でも、少なくとも、おれは『天からの声』にわざわざちょっかいを出されるような覚えはないぞ」

　おれが言うと、リリィは眉尻を下げて微笑ほほえんだ。

「うん。考え過ぎかも」

「スライムよ。気持ちはわかるがな、ああいった手合いについて考え過ぎても仕方がない」

　ベルタが言った。主である工藤が接触しているのを見ているだけに『天からの声』の無意味な悪辣さについてはよく知っているのだろう。

「我々はやつの意図を挫くじき、真島孝弘を守り抜くことだけを考えるべきだ」

「だね」

　リリィは頷うなずき、背中からおれの体に回した腕にぎゅっと力を込めた。
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　気が急くばかりの待機の時間ではあったが、思わぬ話を聞くことができた。

　工藤の『天からの声』への見解なんて、ベルタからでなければ聞けなかっただろう。現状では確証はないものの『天からの声』が関与している可能性は頭に置いておいたほうがいい。

　そう結論して、おれは改めてベルタに向き直った。

「それにしても、ベルタには悪いな」

「なんの話だ」

「また、おれたちの事情に巻き込んでしまった」

　守ると言ってくれているが、他の眷けん属ぞくたちとベルタとでは立場が違う。

　もっとも、ベルタは謝るおれに向けて、軽く尻尾しつぽを振るだけだった。

「気にするな。前も言ったが、お前の護衛は我が王の命令であり、わたしの望みでもある」

　ベルタは小さく喉のどを鳴らした。どことなく楽しげな様子だった。

「思えば、わたしもずいぶんと馴な染じんだものだな」

「そうだねえ。最初はつっけんどんだったもの」

　リリィが調子を合わせれば、あやめが「くぅー」っと声をあげた。

　思い返してみれば、いまは仲良しのあやめも、同行を始めた当初はベルタを警戒している様子だったのだ。確かに、いまのベルタの姿は、馴染んだというべきだろう。

「最初は王に捨てられたと思って、ずいぶんと思い悩みもしたものだが……」

　懐かしげに言いかけて、彼女はふと口を噤つぐんだ。

「ベルタ？　どうかしたか？」

「……いや。少し思い出したことがあってな」

　ベルタは苦笑したようだった。

「飯野優奈とな、話をしたのだ」

「飯野と？」

「ああ。異界に飛ばされる直前のことだ」

「……そういえば、帝都で異界に飛ばされた直前には、飯野と一緒にいたって話だったか」

　意外……というわけでもないか。

　勇者の集団である探索隊の主要メンバーと、魔王の配下最強のモンスターといえば不釣り合いにも思えるが、ベルタには秘密がある。本性であるスキュラの上半身は、飯野の親友である轟とどろき美み弥やの姿に瓜二つなのだ。そのあたりが影響をしているのかどうかは定かではないが、どうやらふたりは会話を交わす間あいだ柄がらであるようだった。

「飯野からなにか言われたのか？」

「うむ。帝都にいる間、まさか魔王の配下が探索隊と接触するわけにはいかないからと、わたしはお前の眷けん属ぞくになったということにしているだろう？　それを、飯野優奈はよかったと言って笑ってな。我が王は、わたしには相応ふさわしくなかったからと言ったのだ。少し驚いた。その逆ならば、いつも思っていたのだがな」

　おれは少しひやりとした。飯野は知らないこととはいえ、ベルタの工藤に対する忠誠は変わっていない。そんな彼女に対して、その発言は虎の尾を踏むようなものに思えたのだ。

　しかし、意外とベルタは怒ってはいないようで、落ち着いた口調で語った。

「この話は、お前にしたことがなかったか……王は見込みある配下にのみ、順番に名前を付けている。王の元いた世界で『フォネティック・コード』と呼ばれるものだ。順番にＡアントン、Ｂベルタ、Ｃツエーザー、Ｄドーラと続く」

「初耳だ。とすると、ベルタは２番目か」

「そういうことになるな。しかし、使い捨ての駒こまを求める王にとって、名前を与えられておきながら、わたしにはあまりにも無駄なものが多かった。生まれながらにしてそうだったのだ。だから、自分は王に相応しくない出来損ないだと、そう思っていた。だがな、飯野優奈と話をしていて、それは違うのかもしれないと思ったのだ」

　ベルタはゆっくりと尻尾しつぽを振った。

「いや。それ以前にもお前たちと旅をしている間に、薄々気付いてはいたのだ。どちらがどちらに相応しくないのか。お前たちに近い感性を持つ自分のこの性質が、出来損ないなのかどうかは、捉とらえ方次第なのだと」

　素そ朴ぼくで面倒見がよく、大事な者の幸せを純粋に願うことのできるベルタの性質は、一般的な価値観に照らし合わせれば、美徳と言えるものだ。

　彼女はただ、環境に恵まれていなかった。工藤のもとにいる間は、その事実に気付くことさえできなかった。王の配下であることが彼女のすべてだったからだ。

　だが、いまは違う。奇くしくも、主である工藤が遠ざけたことで、彼女はそれに気付くことができたのだろう。

「だからな、お前たちには感謝しているのだ」

「え？」

　突然の感謝の言葉に戸惑うおれに、ベルタは告げた。

「破滅に突き進み、絶望の終わりに向かおうとしている王に、せめて救いがあってほしい。そう願いながら、わたしにできることは少なかった。王は絶対の主であり、わたしは相応しからぬ出来損ないの駒だ。これはどうしようもない。そう思っていた。だが、違うのだな」

　ベルタは少し恥ずかしそうに、低いところで尻尾しつぽを振って喜びを表現した。

「わたしと王は、在り方が違うだけだ。王が絶対ということはない。だったら、我が王にわたしの在り方を選んでいただくことだって、不可能ではないのではないか。そう思えたのだ。そして、実際、我が王はわたしの姿を受け入れてくださった」

「ベルタ……」

　そういえば、ベルタは工藤とともにエドガールと戦っていたが、そのときには本来のスキュラの姿を現していた。あの姿は工藤が禁じていたもので、無断で破ったベルタをひどく罰するところを以前に見たことがある。それを考えれば、本来の姿で工藤とともに戦っていたあの光景は、いっそ象徴的ですらあるかもしれない。

　ふと、あの異界で行動をしている間に、工藤としたやりとりを思い出した。

　――あれはそんなことを考えていたんですか……。

　――まったく。あれは本当に、出来損ないですね。

　ベルタが『主に幸せになってほしい』と願っていることを、おれは工藤に伝えた。

　初めて配下の想いを聞いた工藤の口から出たのがこの酷ひどい言葉だが、意外なことに、彼は酷薄に吐き捨てるのではなく、本当に困った顔をしていた。

　恐らくは意図したものではない、無防備な表情だった。

　工藤がなにを考えているのかはわからない。ただ、あのときも気になったのだが、あれは少しこれまで工藤とベルタとの関係性に抱いていた印象からは外れた反応だったように思う。

　工藤は本当に、出来損ないのベルタをただ嫌っているのだろうか。

　そこには、なにか事情があるのではないか。

　そう考えてみると、気になるのがベルタのスキュラとしての本性だった。

　コロニー崩ほう壊かいの際に行方不明になって久しい『闇の獣』轟美弥と瓜二つの姿。

　ふたりの因いん縁ねんの中央には、やはり彼女の存在があるのかもしれない。

　そもそも、そのような姿になったのはなぜなのか。ひょっとすると、ベルタの言う『生まれながらにして出来損ないだった』というのも、そのあたりに関係しているのではないか。

「ベルタ、お前は……」

　答えたくないことを無理に言わせようとは思わない。

　だが、口を噤つぐんで見て見ぬふりをして、目の前の狼と、あの虐しいたげられた悲しい魔王のことを切り捨てられるほど、おれはふたりに無感情ではいられなかった。

　けれど、ここでその先を尋ねることはできなかった。その前に、状況が動いたからだ。

「旦那様！」

　おれがそれに気付いたのと、声がしたのが同時だった。

　周囲に霧きりが広がる。

　向かい風に吹き散らされる霧のなかから、サルビアが姿を現した。

「『異界の扉』が近くにあるわ！」










[image: ]




　サルビアが告げた『異界の扉』の存在は、同じ感覚を持つ自分にも感じ取れた。これまで漠ばく然ぜんと方向だけしかわからなかったが、ようやく距離が把は握あくできるくらいに近付いたのだった。

「高度を落としてくれ！」

　大声で指示を叫ぶと、ドラゴンが応じた。

　高度を落として旋せん回かいを始める。後続のドラゴンたちもそれに従った。

　距離があって様子を窺うかがうことはできないが、今頃、やることのない空の旅に飽きかけていた探索隊の面々は、やっと見付かったかと色めき立っていることだろう。

　おれはリリィに支えられながら、ドラゴンの背中から大きく身を乗り出した。

　近くなった地上の景色には、森ばかりしかない。

　だが、確かにある。そう感じられる。だから、おれは口を開いた。

「魔法『霧きりの仮宿』」

　自分に許された唯一の魔法を展開する。

　ゲルトが遺のこした言葉が正しいとすれば、これは『世界の礎石』を除いて唯一の、『異界の扉』を見付ける『羅針盤』であり『鍵』だ。

　爆発的に広がった霧が、飛行機雲のように尾を引いた。霧は薄く広がって、周辺の認識を可能とする。果たして、感覚の網あみに引っ掛かるものはあった。

「見付けた！」

　視線を眼下の森の一角に投げた。

　ここから肉眼では見えないが、確かにあった。それは、枠わくごと引っこ抜かれた扉だった。神宮司に強奪された『異界の扉』は、森の片隅に放置されていた。

　見張りがひとりくらい残っている可能性も考えていたが、どうやらそういうことはなさそうだった。人が足を踏み入れない森の奥深くに、追跡不可能な空路を使って移動した以上、そこまでは必要ないものと判断したのだろう。それは決して迂う闊かつな判断ではない。むしろこれだけ離れた場所まで逃げてから扉をくぐった神宮司の用心深さには辟へき易えきするほどだった。

　だが、その目もく論ろ見みは狂った。死した大神官の執しゆう念ねんと、里を滅ぼされた竜の敵意が一いつ矢し報むくいたのだ。もっとも、扉はただ見付けただけでは意味がない。

「……ここから先は、おれたちの仕事だ」

　多少強引にでも、鍵を突っ込んでこじ開ける必要があった。それはおれたちにしかできないことだ。

「サルビア！」

「ええ。やりましょう、旦那様！」

　呼び掛けに応えたサルビアが、うしろから抱き付いてくる。

　感覚を重ね合い、互いが互いを高め合う。触覚となった霧が扉に触れる。隙間に入り込む。その奥にまで、感覚の指先を伸ばして――

「よし！」

　――扉の奥の異界に『霧の仮宿』が触れた感触があった。

　この土ど壇たん場ばまで一いち抹まつの不安もあったのだが、うまく干渉することができたようだ。

　同時に、抵抗を感じた。扉を無理矢理突き抜けた触覚の指先に、侵入を拒む壁のようなものがあった。

　驚きはない。事前にハリスンから聞かされていたからだ。

　これは異界に備わった防衛機構のようなものらしい。たとえ『世界の礎石』を持っていたとしても、正規の手順を踏まなければ開かないようになっているのだ。そこを無視するなら、無理矢理こじ開けるしかない。

　ましてや、おれは正規の『鍵』である『世界の礎石』さえ持っていない。

　抵抗があるのは予想されたことで――

「……え？」

　――予想外だったのは、思いのほか呆気なく、感覚の手が防壁を突き破ったことだった。

　その呆気なさは、発泡スチロールを殴り付けた感覚に似ていた。

　とはいっても、抵抗が弱かったというわけではない。先の戦いでは、ハリスンと異界の主導権を巡って攻防を繰り広げたことがあるが、あのときに近い抵抗はあった。

　変わっていたのは、こちらのほうだった。

「……驚いたわ、旦那様の干渉力、以前とは段違いじゃない」

　サルビアが声をあげたのも、自然なことだ。おれ自身、戸と惑まどいを隠せなかった。

「どうして……？」

　干渉力が上がっているのは間違いないが、原因に心当たりがなかった。

　以前といま。なにか変わったことがあっただろうか。

　しかし、ハリスンとの戦いからの短い間に、思い当たるふしはない。

　せいぜい、加藤さんとパスを繋つないだことくらいだろうか。

　あのとき初めて、おれは本来あったはずのかたちで能力を発揮した。人間である彼女ともパスを繋げることができたのだ。あれは間違いなく大きな前進であり、変化だった。

　とはいえ、その一方で、それが『霧きりの仮宿』の異界への干渉力を劇的に向上させたとも考えづらかった。心を繋ぐ能力はおれの力だが、異界への干渉力は『霧の仮宿』の力であり、まったく別のものだからだ。あるいは、別の理由があるのかもしれないが……。

「……いや。いまは目の前のことだ」

　残念ながら、あまり考えている暇はなかった。早く神宮寺に追い付かなければならないというのもあったが、もっと直接的な脅きよう威いがあったからだ。

「孝弘殿！　来ました！」

　最初に異変を見付けたのは、シランだった。ある一面ではおれの『霧の仮宿』をも上回る精霊の感知能力を駆使したのだろう。

　森の一角で変化が起きていた。

　半透明の真っ黒い球体が、森に埋うもれるようにして膨ふくれ上がったのだ。

　球体の大きさは木々をはるかに超えて、あっという間に小山ほどになった。おれが扉の存在を感知していた位置だった。もちろん、なにかの偶然などではありえない。

「あれが『異界の扉』……！」

　本来であれば、『世界の礎石』を用いて正しい手順で『異界の扉』を開けた場合は、扉が消失して、その向こう側に異界へ続く黒い壁が現れるらしい。

　しかし、今回はイレギュラーな手順で侵入した。その結果がこれなのだった。

　過去には『大破局』のとき、エルフたちが『世界の礎石』に接触した際に、同様の現象が確認されたらしい。強引に突破したせいで制御が一部崩れた結果、あのような光景が生まれるのだろうというのが、聖堂教会の見解だった。

　もっとも、見た目が違っても性質は変わらない。

　あの球体に飛び込めば、異界へと突入することができるのだ。あれだけ巨大なのだから、このままドラゴンの背中に乗って突っ込むことも不可能ではないだろう。

　ただ、降りて向かうことが事前に決められていた。危険が予測されていたからだ。

「来たな……」

　聞いていた通りの光景に、おれは低くつぶやいた。

　広がった黒い球体の表面から、ぼこぼこと生み出されるものがあったのだ。

「『守護の巨人』……！」

　それは、黒光りする体たい躯くを持つ無機質な巨人だった。

　周囲の木々との比較から、体高は３メートル以上あるだろう。人間でいうところの頭部はなく、体躯の中央に目のような模様が刻まれている。全体的な見た目は、どことなくエルフの使役する精霊に通じるものがあった。もっとも、精霊にあるような愛あい嬌きようはなく、印象は武骨そのもので、非常に剣呑だ。

　それもそのはず。世界を維持する『世界の礎石』の安置場所に続く異界を、正規の手段以外で開こうとする者を排除するために初代勇者が遺した防衛機構こそが『守護の巨人』なのだ。ハリスンから聞いていたのと少し姿は違ったが、まず同じ存在と考えて間違いはないだろう。非常に危険な存在であり、過去、エルフの精鋭１００名ほどが異界に侵入した際には、半数以上が『守護の巨人』との戦いのなかで戦死したと記録が残っている。いまの『守護の巨人』の見た目が精霊のものに近いのは、最後に『世界の礎石』で世界観を書き換えたのがエルフたちであることが影響しているのかもしれない。

　黒い球体のそこかしこから『守護の巨人』は生み出されていた。あれを突破しなければ、異界に足を踏み入れることはできない。

「ありがとう、あとは離れていてくれ」

　木々をへし折りながら地面に降り立ったドラゴンにお礼を言って、おれはみんなと一緒にその背中から降りた。続いて、周りに次々と探索隊のメンバーが降り立っていく。

「全員集まれ！」

　中嶋さんが号令をかける声が聞こえた。探索隊のメンバーと同様に、おれも眷けん属ぞくたちを連れて中嶋さんのもとに急いだ。距離は近かったので合流はすぐにできた。

「お、来たな。お疲れ様」

「はい。ここからはお願いします」

　笑顔で声をかけてくる中嶋さんに返して、全員が揃そろうのを待つ。木々が邪魔で見えないが、おれたちに気付いた『守護の巨人』たちも、こちらに向かってきているようだった。

　かつてはエルフたちの命を奪った『守護の巨人』だが、ひとりひとりが勇者の力を持つ探索隊が統率を保ってことに当たれば、対処は難しくない。

　ここまでは計画通り……と、思ったそのときだった。

「……なんだ？」

　突然、大勢のドラゴンの鳴き声が聞こえた。

　おれたちをここまで連れてきてくれた竜淵の里のドラゴンたちの声だった。すぐに遠ざかるように言っておいたので、その指示に従った彼らの声は、離れたところから響いた。

　まるでなにかを見付けたかのような、驚きよう愕がくと悲痛に満ちた叫び声だった。

　思わずおれたちは空を仰あおぎ――木々の隙すき間まに見える空に、その存在を見付けた。

「……嘘うそだ」

　ぽつりとつぶやいたのは、ロビビアだった。

　体長50メートルにも至らんとする巨大なドラゴンが、大空を飛行していたのだった。

　より正確に言えば、そこにいたのはその骸むくろだった。頑丈な甲殻は砕けてなお全身を覆おおい、その下の肉は腐り果てて、骨まで見えている箇所もある。そんな状態で空を飛ぶことができているのは、すでにその身を突き動かしているのが温かな命ではなく、怨おん念ねんの類であるからだ。

　あの威容を見間違えるはずもない。竜淵の里の長だった甲殻竜マルヴィナ――その変わり果てた姿だった。

　ロビビアや里のドラゴンたちにとっては偉大な母親だ。受けた衝撃は計り知れなかった。

　屍竜はおれたちとは、ほとんど逆側から異界に突入しようとしていた。よく見れば、その広大な背中には軍勢としか呼びようのないモンスターの大群が乗っていた。

「まさか、王……!?」

　ベルタが愕がく然ぜんとした声をあげるのが聞こえた。

　距離があり過ぎて、細身の少年の姿を見付けることはできないが、あれが工藤の支配下にあるモンスターの群れであることは疑いようがなかった。

「どうしてこんなところに、工藤が……？」

　言いかけたところで、ぞっとした。

　いつか工藤が口にしていた望みを思い出したからだ。

　――ぼくのことをこんな目に遭わせる世界なんて、滅びてしまえ。ぼくは、そう願ったんです。

　この状況は、まさにその望みを叶かなえる絶好の機会ではないだろうか。

　昨日の時点で、ベルタ経由で世界の真実は工藤に伝わっていた。その時点では、それはさしたる問題ではなかった。

　しかし、神宮司の行動で状況が変わってしまっていた。世界を維持する『世界の礎石』の保管場所が暴かれ、『異界の扉』が強奪された結果、世界を破壊する道筋ができてしまったのだ。だから工藤は動き出したのではないだろうか。己の最大の目的を果たすために。

　そして、まさにいま異界の扉が開いたことで、侵攻を開始した……。

　直後、背筋を凍らせるような、怨えん嗟さに満ちた咆ほう哮こうが耳じ朶だを打った。

　魔王の軍勢を背に、竜の骸が吠えたのだ。恨みと憎しみ、怒りで狂い果てた屍竜の鳴き声が、体の芯しんまで揺さぶってくる。言葉などなくとも伝わってくるものがあった。

　――許さない。許さない。絶対に許さない。

　――我が子の死を贖あがなえ。

　――我が恨みを、思い知れ。

　子供たちを殺された母の憎しみが『竜人』の二つ名を持つ少年の死を望んで荒れ狂う。

　激情を勢いに換えて、屍竜が『異界の扉』へと突っ込んでいった。

　次の瞬間、『異界の扉』の黒い表面から無数の熱線が照射された。

　黒い球体の表面から現れた『守護の巨人』が、体躯の中央に刻まれた目のような文様から熱線を放射して、突っ込んでくる屍竜を迎撃したのだ。これこそが、おれたちが竜淵の里のドラゴンに乗って突入できなかった理由だった。熱線はひとつひとつが第三階かい梯ていの魔法にも匹敵する威力がある。ドラゴンたちをそのまま突入させていれば、大きな被害が出たことだろう。

　ただ、『異界の扉』出現直後からは、少し状況が変化していた。

　すでに異界の扉は相当数の『守護の巨人』を、おれたちを迎撃するために出している。そのため、時間差で現れた屍竜に対して、対応した巨人の数はある程度少なくなっていた。

　加えて、やはりマルヴィナの巨体と、その身を覆おおう甲殻の防御力は圧倒的だった。すでに死した彼女には痛覚さえもなく、欠片かけらの躊躇ためらいもなく突撃は敢かん行こうされた。

「突っ込んだぞ……！」

　誰かが叫んだ直後、巨体が異界の扉に激突した。

　かなりの数の『守護の巨人』が、その重量と衝撃で破砕されるのが見える。

　そのまま屍竜の巨体は、異界の扉の黒い球体のなかに消えていった。




◆　◆　◆




「……」

　目の前で繰り広げられた光景に、おれは言葉を失っていた。

　屍竜は異界に突入した。その背中に乗った大勢のモンスターとともに。

　魔王の軍勢は、異界へと侵入を果たしたのだった。

「……先を越されたな」

　そのつぶやきを聞いて、おれは我に返った。

　不敵な笑みを浮かべた中嶋さんの姿があった。

「どういうつもりか知らねえが、『魔軍の王』が動いてるのか。これは負けちゃいられねえ」

　悔くやしそうではあるものの、その言葉に暗いものはなかった。むしろ彼は、昂たかぶっているようにさえ見えた。

「とめる相手がひとり増えたぜ！　みんな、気合いを入れろ！」

　困難ならば打破する。理不尽は屈服させる。負けそうならば覆くつがえす。

　不ふ屈くつの意志と無双の力を武器に前に進む。

　なるほど、これが中嶋小次郎。探索隊でリーダーを務める男か。

　唐突な事態に呆気に取られていた探索隊の面々が、表情に輝きを取り戻していった。

　その一方で、おれ自身は別の軸じくで動いていた。

　中嶋小次郎は探索隊の長であって、おれにとってのリーダーではない。自分こそがみんなを率いる主であり、為すべきことがあった。

「ロビビア！　追い掛けるぞ！」

　呆然としているロビビアの両肩を掴んで、その顔を覗き込んだ。

「た、孝弘……」

「マルヴィナがアンデッドになっていることはわかっていたはずだ。工藤の配下になっていたのは驚いたが、やることは変わらない。静かに眠らせてやらなきゃいけない。違うか？」

　思わぬタイミングで遭ってしまったために、驚きもしただろう。無残に変わり果てた姿を目の当たりにした衝撃はどれほどか、想像すると小さな体を抱き締めてやりたくもなる。

　けれど、おれはロビビアの強さを知っている。たとえ幼くとも、彼女には大事なものを守るために戦う心の強さがある。そして、関係をこじらせたままで死に別れてしまっていたとしても、彼女は母親を愛していた。ここで呆然としたままでいるはずなどなかった。

　自分の為すべきことを思い出した少女の目に、強い意志の炎が燃え上がるのを確認して、おれは肩から手を放した。

「工藤の向かう先もおれたちと同じだろう。追い掛けるぞ」

「……ああ。絶対、追い付いてやる」

　頷うなずき合ってから、おれは視線を巡らせた。もうひとり、声をかけておかなければならない者がいたからだ。

「真島孝弘……」

　気の毒になるほど尻尾しつぽを下げて、こちらを見るベルタの姿があった。

「申し訳ないと考えているなら気にするな。あれはお前がやったことじゃない」

「だが……」

「さっき言っていたよな。工藤に自分の在り方を選んでもらいたいって。だったら、こんなところでへこんでいる暇ひまなんてないはずだ」

　良くも悪くも、ベルタを動かすものは工藤の存在だ。

　実直な性格の彼女は、それでも逡しゆん巡じゆんするものがあったようだが、最後には頷いた。

「ありがとう。そして、すまない」

　後半はロビビアに向けたものだったが、彼女は気にするなとばかりに、ばさりと翼つばさを羽ばたかせて鼻を鳴らしてみせた。こちらはこれで大丈夫だろう。そう判断して視線を巡らせると、中嶋さんが笑顔を向けてきた。

「もう大丈夫みたいだな」

「はい。お待たせしました。行きましょう」

「よし。道中の安全は任せろ。まず異界に突入するまでは、手て筈はず通りにおれが真島と先頭に立って、残りは側面と後方を守らせる。河津たちは後方の補助を頼めるな」

「わかりました」

　河津が応えた。あくまで彼を含めた帝都組は、探索隊と別の集団として振る舞っている。

　今回の作戦は、探索隊と、聖堂教会属する帝都組、そして、おれたちの三集団の合同作戦だ。世界の危機を防ぐために、各々が自分の役割を果たすことが重要だった。

「行くぞ！」

　中嶋さんが吠ほえると、探索隊メンバーはすさまじい身体能力で走り出した。

　長期戦を見据えて抑えてはいるのだろうが、それでも、おれの全ぜん力りよく疾しつ走そうに近い。こんなスピードで走っていては、こちらはすぐに息切れしてしまうだろう。この異世界に転移してきた直後を考えれば差は詰まっているものの、やはりまだおれ個人の純粋な戦闘能力では、探索隊には敵わなかった。

　無論、それでかまわないのだ。ここでのおれの仕事は、戦うことではないのだから。

　おれはベルタの背中に跨またがった。

　ロビビアとあやめも一緒だった。探索隊と一緒の作戦という都合上、ベルタはスキュラとしての本性を露あらわにしておらず、戦闘能力が全力より落ちる。それをロビビアとあやめで補助しようというコンセプトだった。

　更に、眷けん属ぞくでも一、二を争う戦闘力のリリィとシランが脇を固めた。これなら、たとえ探索隊クラス数人に襲われても、そう簡単にはやられはしない。

　万全の布陣を敷いたおれたちは、探索隊と帝都組とともに森を抜けて、異界の扉へと近付いていった。

　その進路に何十体もの『守護の巨人』が立ち塞がった。

　彼らは普通のモンスターではない。一体一体が、レア・モンスター……それも、上位の戦闘能力を持っている。なにより脅きよう威い的なのは、先程の熱線攻撃を集団で仕掛けてくることだ。近接戦闘もこなせるし、乱戦であれば同士討ちになる熱線が使えないかと思いきや、お互いには熱線のダメージが通らないので、むしろ乱戦こそが危ない。

　そうした情報を事前に聖堂教会から引き出せたことは、共同作戦の強みではあったが、それもあれだけの数がいるとなると、まともな対処は難しい。正面から戦えば、たとえ探索隊のチート持ちでも足留めを喰らってしまうだろう。

　だが、ここで足はとめない。その必要がなかったからだ。

「ああして真島が仕事をこなしてくれたんだ。おれもきっちり自分の仕事はしねえとな」

　駆ける中嶋さんが獰どう猛もうに笑い、片腕を振り上げた。

　その掌てのひらから、すさまじいまでの魔力が噴き出す。魔力は瞬く間に光の剣に変わった。

　中嶋さんは自信に満ちた声で宣言した。

「『片手剣』だ。吹き飛べ」

　中嶋小次郎の『光の剣』は、文字通りに光属性の剣を生み出す能力だ。ただし、その威力は一律ではなく、剣に魔力を溜めていた時間に比例して変動する。

　溜めなしで使えば『小剣』。１日溜めれば『片手剣』。10日溜めると『大剣』。

　当然だが『小剣』『片手剣』『大剣』の順番に威力が上昇していく。

　そして、ただ振るうだけでもその威力は驚異的だが、最大威力はエネルギーを解き放って振るわれる『最大解放』にある。

「カァアアアアアア――ッ！」

　気合いとともに振るわれた『片手剣』がほどけて、目を焼く光の奔ほん流りゆうに変わった。

　これこそが、まさに勇者の一撃か。

　光が消えたそのときには、粉々に打ち砕かれた瓦が礫れきの山と、薙なぎ倒されて木片となった森の木々が『異界の扉』への道を作っていた。

「……あの数を一撃で」

　事前に聞いてはいたものの、目の前の光景の衝撃は大きい。

　思わずつぶやくと、中嶋さんが気の良い笑いを向けてきた。

「少しは良いところを見せねえとな。ま。これで『一本消費した』わけだけど」

　光剣は無制限に使えるわけではない。普通に使っていても少しずつ消しよう耗もうしていき、『最大解放』では一発で消費してしまう。

　とはいえ、説明された話では『光の剣』はストックが可能なのだという。最大で『片手剣』なら30本、『大剣』は５本まで。つまり、あの攻撃は30発撃てるということだ。そのうえ、数は少ないながらも、より強力な『大剣』による攻撃も控えている。

　……もう割り切れていることなので、普段はあまり思わないのだが、少しだけ羨うらやましい。

　これだけの力があれば、リリィたちを絶対に守ることができるだろうから。

　そんな考えが一瞬過よぎったのを振り払って、おれは近付いてくる黒球を見据えた。いまはやるべきことに集中するべきだった。

　探索隊、帝都組とともに、おれたちは異界に突入した。
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　加藤真菜が動き出したのは、真島孝弘を見送ったあと、部屋に戻ってきてすぐのことだった。

　同行者であるアケルの使節団や同盟騎士団、竜淵の里の居残り組、鐘木幹彦や島津結衣は帝都に来ていないため、部屋にいるのは、ローズ、ガーベラのほかには飯野優奈だけだった。

「いいですか、ガーベラ。くれぐれも壊さないように気を付けるのですよ」

「わかっておるとも」

　ローズはなにやらガーベラの腰に、魔法の道具袋を取り付けてやっていた。

　そうしてふと、彼女は下からガーベラの整った顔をまじまじと覗き込むようにした。実際に眼球で物を見ているわけではないため、本来は不必要な動作だが、いまや彼女の動きは人間と遜そん色しよくない。

「おや。ガーベラ。あなた、少し顔色が悪いですか」

「む？　いや。そのようなことは……」

　言いかけたガーベラが、細い眉を八の字にした。

「……む？　むむむ？　確かに言われてみれば、少し体が変な気が。よくわからぬが」

「なぜわからないのです。というか、言われないとわからないことですか」

「体調不良などなったことがないからの。ううむ。思い返してみれば、あの異界での戦いでも、少し動きづらいなと感じたような気も。はて。病やまいというわけでもなさそうだが」

「ここしばらくは、いろいろありましたからね。あなたが病気に罹かかるとも思えませんが、自分では気付かない疲労があるのかもしれません。わたしと違ってあなたも一応、生身なのですから。少しは体に気を付けるように」

　頑がん丈じよう過ぎてポンコツみたいなことを言い出しているガーベラと、口ではなにかと言いながらも気遣いを見せるローズのやりとりは微笑ほほえましいものだったが、いつまでもこうしてはいられない。少女は口を開いた。

「少しいいですか」

「どうかしましたか、真菜」

　かがめていた腰を上げて疑問の視線を向けてくるローズに、彼女は答えた。

「そろそろ動こうかと思いまして」

「動く……ですか？」

　ローズは怪け訝げんそうに首を傾げた。

「ご主人様たちの帰還まで、こうしてまとまっていようという話ではありませんでしたか」

「もちろん、そこは変わりません」

　この状況で自分たちに危険が迫る可能性は低いと判断しているものの、あえて隙すきを作るつもりはない。

「全員で動きたいと思います。このままただ先輩たちが待っているよりは、できることをすべきですから。ただ、みなさんにはついてきてもらえるよう、お願いをしないとですけど」

「なるほど。わたしはかまいません」

「……ええ、わたしも。護衛だもの」

　ローズに続けて答えたのは飯野優奈だった。彼女は足の怪我けがを押して、これまでに引き続いて護ご衛えいを続けている。真面目な性格の表れとも取れるが、それとは別に、いまの彼女にはなにかをしなければいけないという焦しよう燥そう感のようなものも感じられた。

　もっとも、その申し出自体はありがたいものだ。最大の武器である機動力を失っても、いまだ飯野優奈の戦闘力はウォーリア相当を維持している。探索隊の白兵戦最強は伊達だてではない。

「うむ、妾わらわもかまわんぞ」

　最後に承しよう諾だくしたガーベラが、口元をにんまりと笑みにした。

「それで、加藤殿はまたなにを企たくらんでおるのだ」

「人聞きが悪いことを。わたしのことをどんな目で見ているんですか」

　思わずじとっとした目になりつつ、質問には答える。

「ハリスンのところを訪ねてみようと思うんです。訊ききたいことがありまして」

　聞いていた３人が、揃って驚いた顔になった。

「……意外な名前が出たな。しかし、現状は面めん会かい謝しや絶ぜつなのではないか？」

　世界存亡の危機という緊急事態だけに、先程までは追跡部隊の準備を指揮するために表に出てきていたが、本来であれば彼は死にかけである。面会などできる状態ではないはずと言われれば、その通りだが……。

　加藤真菜は微笑ほほえみを浮かべてみせた。

「わたしがハリスンの体調に気を配る理由が？」

「……う、うむ。そうだの」

　ガーベラが思わず表情を引き攣つらせるくらいに、綺き麗れいな微笑みだった。

「とはいっても、もちろん、用もなく訪ねようというわけではありませんよ。尋ねたいことがあるんです。先輩たちが出発してから少し時間も経ちましたし、騎士団への指示もおおむね出し終えているはずです。あとはゴードンさんに任せて、さすがにいまは休んでいるでしょう。面会謝絶なら邪魔が入りませんから、むしろ好都合かもしれません」

「お、おお。良かった。ただの嫌がらせではないのだな」

「違いますよ。気を配る必要を感じていないだけです。まあ、彼に対して怒りを抱いている事実は否定しませんけれど」

　ふうっと息をついたのは、うちにこもる感情の熱量を吐き出すためだった。

　そんな彼女を見て、ローズが好意的な笑みを零こぼした。尊敬するこの親友が、彼女を恐れている者からすれば意外なくらいに情が深いことを、十分に理解しているからだ。

　もっとも、同時に彼女は、必要とあれば感情と理性とを切り離す度量も備えている。だからこそ、自分の感情は深いところにしまっておいて、こうして必要があればハリスンを訪ねようともしているのだった。

「真菜がそういうのなら、必要なことなのでしょうね。では、すぐにでも動きましょうか」

　善は急げだ。ローズはそう促うながしたが、そこでガーベラがぴくりと眉を寄せた。

　赤い目が扉に向けられる。数秒後にノックの音が響いた。来客だった。

　現れたのは、意外な顔だった。

「葵ちゃん？」

「……こ、こんにちは、真菜ちゃん」

　気まずそうに眉まゆ尻じりを下げながら、探索隊の『剛腕白雪』御手洗みたらい葵あおいは部屋に足を踏み入れた。

　頼りない足取りで部屋のなかほどまで入ってきた彼女に、同行者はいない。どうやら自分を訪ねて来たらしい、と加藤真菜はその仕し草ぐさから察した。これは想定していない展開だった。

　今更なんだろうかと思考を巡らせる。

　御手洗葵と前に顔を合わせたのは、探索隊との対談のときだった。そこで彼女は、真島孝弘の周りの女性の存在を取り上げて非難し、彼が探索隊に合流することに反対した。もっとも、それは嫌がらせのためではなく、あくまで友人である自分のことを想っての行動だった。

　しかし、それはまったく自分の望むところではなかった。想い人の立場を守るためには、ほとんど絶縁状を叩き付けるも同然の拒絶の態度を取らざるをえなかった。我ながら容よう赦しやがない自覚はあったし、そうした一面は元の世界にいた頃には見せたことのないものだった。

　そのときの御手洗葵は、見るからに大きなショックを受けていた。だから、こうしてわざわざ訪問してきたことは意外だったのだ。

「あ、あの……わたし、謝りにきて……」

　おずおずと、彼女は切り出してきた。表情には怯おびえの色があった。

　友達に嫌われるのではないかという恐怖の表れだった。

　こればかりは、転移者として力を得て、どれだけ肉体が強くなったとしても関係ない。ここにやってきたのは、勇者としての御手洗葵ではなかった。ひとりの少女として、勇気を振り絞って、彼女はここに来たのだ。その勇気は認められるべきだった。たとえ、その認識が多少なりずれたものだったとしても。

「真菜ちゃんは、真島先輩のことなんとも思ってないんだよね。なのにわたし、先走って大変なことをしちゃって……」

「……」

「わ、わたし、真菜ちゃんがなにか事件に巻き込まれたって聞いて。喧けん嘩かしたままだったから。すごく後悔して。なんであんなことしちゃったんだろうって。でも、無事でよかった」

　たどたどしく告げられる言葉は、やはりずれていた。

　けれど、少なくとも、真しん摯しであることは間違いなかった。

　彼女は先日の戦いのおり、シランやケイとともに同盟騎士団団長の救出に参加してくれていたのだという。友人である自分に手を貸すためだった。そもそも、真島孝弘を糾きゆう弾だんしたあのときだって、自分のことを真剣に心配していたからこそ、ああした行動を取ったのだ。そして、そんな行動を取るに至った経緯も、元の世界の感覚でいえば、ごく当然のものではあった。

　ずれてしまったのは――変わってしまったのは、自分のほうだと加藤真菜は知っていた。

　だから、目の前の少女を冷たく追い返すことを咄とつ嗟さに躊躇ためらった。そこに、かつての友人に対する感情が働いていたことは否定できなかった。

「……」

　気付けば、視線が自然と別のところに向いていた。

　張り詰めた蒼あおい顔をした飯野優奈を通り過ぎて、更に向こう。

　ことのなりゆきを見守っていたローズが視線に気付いた。

　彼女は作り物とは思えない柔らかな表情で控えめに笑うと、ひとつ頷うなずいた。口に出してなにも言わなかったのは、ここは任せるということだ。そうわかって、ふっと口元が緩ゆるんだ。

　親友から勇気をもらい、少女は改めてかつての友人に向き直った。

「ごめんなさい、真菜ちゃん。わたし……」

「いえ。いいんですよ、葵ちゃん」

　首を横に振った。

「というより、適当なことを言ってしまったと、わたしに謝る必要はありません」

「えっと……？」

「だって、あのときの言葉は嘘うそですから」

　御手洗葵は目を丸めた。

「……へ？」

「わたしは真島先輩が好きだということです」

　理解が追い付かないでいる彼女に、はっきりと宣言する。

　話をしておくべきだと思った。あの少年への想いも、いまの自分についても。

「聞いてください、葵ちゃん。わたしたちの間には、大きな認識の違いがあるんです。葵ちゃんは、気付いてないでしょうけど」

　御手洗葵の行動は、確かにずれていた。けれど、それは彼女が知らなかったからだ。だからまず、そこを正さなければならなかった。たとえそれが、互いの関係をゼロにするとしても。

「学校のみんなと一緒に転移をして、それからもずっとそのなかで暮らしてきた葵ちゃんにとって、ここは高校生活の延長線にあるものなんだと思います。でも、わたしにとっては違います。コロニー崩ほう壊かいのせいで、わたしのすべては一度、ゼロになりました」

「真菜ちゃん……」

「だから、ごめんなさい。わたしにとって、元の世界でのことは、過去のことなんです」

　御手洗葵は少ししてから、なにを言われたか理解できたのか唇を噛んだ。

「過去のこと……わたしのことも？」

「はい」

　最初から、こうして状況をはっきりさせておくべきだったのだ。そうしなかったのは自分の判断ミスであり、弱さの表れでもあった。

　とはいえ、これでふたりの関係はゼロになってしまった。

　だから、すべて終わり。

　……なんてことはなかった。

「そのうえで、葵ちゃんとは改めて仲良くできたら嬉しいとも思っています。その、ムシのいい話ではありますけど」

　過去のことであるというのは、どうでもいいということとイコールではない。

　実際、こんならしくもないミスをしたのは、加藤真菜にとって目の前の少女が大事な友人だったからなのだから。

「……え？　え？　真菜ちゃん、それって、どういうこと？」

「昔の友達と、また仲良くしてはいけないということもないでしょう。わたしは先輩のもとで、葵ちゃんは探索隊で。もちろん、いまのわたしを葵ちゃんが認めてくれたうえで、仲良くしたいと思ってもらえるならの話ですけど」

　下手にこれまで通りの友人だと思うから、ややこしいことになるのだ。たとえば、10年前の友達と会ったとして、環境も境きよう遇ぐうもなにもかも違った場所にいるのだから、価値観だって変わっている。それでも旧友を温めることはできるし、友情を大事にすることはできるはずだ。

「どうでしょうか」

　そう言って、彼女は手を差し出した。

　御手洗葵は、まだ状況をうまく理解できていないようだった。ただ、手を差し伸べられているということだけはわかったらしく、混乱した様子で問い掛けてきた。

「ご、ごめん。真菜ちゃん。わたし頭悪くて。わたしたち、まだ友達だってことでいいの？」

「いいえ」

　首を横に振った。

「また友達になりましょうということです。いまのわたしと、そう望んでくれるなら」

　噛んで含めるように言われたことで、ようやく理解が追い付いてきたのかもしれない。

　御手洗葵の表情に光が戻ってくる。

　彼女は、確かにあまり頭はよくない。だが、どうしようもない馬鹿ではない。失敗もするし、空から回まわるし、迷惑も掛ける。けれど、素直に謝罪をし、反省をして、きちんと言われたことを考えることができた。そんな彼女だからこそ、かつての加藤真菜と親しくもあったのだ。

「……ああ。そっか。なんとなくわかった」

　ぽつりとつぶやいた彼女の声には、納得の色があった。

「真菜ちゃんは、あれからいろいろあったんだね。ゼロになったっていうのは、そういうことで……だけど、真菜ちゃんはここまで来た。真島先輩と一緒に。そのなかで、大事なものができた。そこを認めないで、友達になんてなれるはずなかったんだ」

　最初から、このようにしておけばよかったのだろう。怖こわ々ごわと手を取った御手洗葵は、振りほどかれないことがわかると、両手ですがりつくようにした。

「……真菜ちゃん。ごめんねえ」

　へなへなと情けない笑顔になる。

「わたしこそ、ごめんなさい」

　加藤真菜も、自然と微笑ほほえみを返した。あの懐かしい日々にそうしていたように。

　お互いに立場は違っても、かつてと同じように、少女たちは微笑み合ったのだった。




◆　◆　◆




　温かなものが流れる光景を、ローズとガーベラは並んで見守った。

「これにて一件落着かの」

「ええ」

　断絶を乗り越えて、親友の少女がかつての大事なものを取り戻す姿を、ローズは心の底から嬉しそうな顔で祝福した。こうしてうまく収まることを彼女は確信していた。誰よりも加藤真菜という少女を知っていたからだ。だから、こうも続けた。

「あとは、けじめをつけるだけですね」

「……いまなんと？」

　ガーベラが聞き返した、そのときだった。

「あ」

　加藤真菜が、なにか思い出したような声をあげたのだ。

「へ？」

　なんだろうかと不思議そうな顔をする御手洗葵の手を、彼女は不意に両手で握る。

　ぎゅっと。ぎゅむっと。いいや。がしりというほうが印象には合っているか。

　それはあたかも、相手を逃がさないようにするかのような強引さで。

「ひとつ言い忘れてました」

　綺き麗れいな微笑みは、先程とは意味合いを変えている。

「へ？」

「わたしには謝らなくていいですけど、真島先輩にはちゃんと謝ってくださいね？」
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　それはそれ、これはこれ。

　横で見ていたガーベラが、ひっと悲鳴をあげる。

　やってしまったことには、けじめを付けなければいけない。少女はそういう性質で、想いを寄せる少年のこととなれば尚更だった。御手洗葵は青褪めた。

「すごい怒ってるやつだこれ――ッ!?」

　怯おびえる少女があげた悲鳴が部屋を揺らした。




◆　◆　◆




　御手洗葵と和解をしてすぐに、加藤真菜は動き出した。

「え？　真菜ちゃん、ハリスンさんのとこ行くの？　道中、護ご衛えいがあると嬉しい？　うん、わたしもいくいく。護衛任せて」

　というわけで、同行人がひとり増えた。非常に心強い護衛である。これで『豪腕白雪』は、探索隊でも屈指の戦闘能力の持ち主なのだ。

「ふっふーん。優奈ちゃん先輩が怪我けがしてるぶんも頑張るよ！」

「……ええ。そうね。頼りにしてるわ」

　対照的に、相あい槌づちを打つ飯野優奈は少し元気がない。

「どしたっすか、優奈ちゃん先輩」

「いえ。さっきはなにもできなかったなと思って」

「そんなこと、気にしなくてもいいですよー。あれはわたしの問題でしたから」

「わたしたちの問題ですよ、葵ちゃん。護衛、わたしも頼りにしてます」

　そう加藤真菜が告げると、御手洗葵はいかにも嬉しげに笑った。

「安心して。たとえ神宮司先輩が相手でも、ギッタギタにしてやるんだから」

　神宮司智也は異界に向かったので、ここに来るはずがないのだが、やる気を出しているのなら口を挟むこともないだろう。

　少女たちは部屋を出て、ハリスンのもとへと向かった。

「えええ!?　真菜ちゃん、真島先輩に告こくったの？　え？　本当に？　で、でもローズさんとガーベラさんとも仲良い感じだけど？」

「妾わらわはなにを気にしておるのかがわからん」

「というか、わたしはずっとローズさんの恋を応援していましたし」

「わたしは真菜の恋を応援していました」

「え？　え？　どういうことなの？」

　主である少年への反感からか、これまで御手洗葵はあまり眷けん属ぞくたちとは接触がなかった。だが、心しん境きようの変化があったのだろう。この道中では言葉を交わしていた。

「そういえば、石田くんはいないんですね。珍しい。普段は葵ちゃんと一緒なのに」

「ああ。哲男なら『世界の礎石』のほうに行ったから」

　石いし田だ哲てつ男おは、探索隊の二つ名持ちであり、御手洗葵の幼馴染だ。こんなことを言われる程度には、一緒にいることが多い。

「あれでも『堅忍不抜』の二つ名持ちだし。わたしは真菜ちゃんのことがあったから行かなかったけど」

「わたしと先輩のことばかり言いますけど、そっちのほうはどうなんですか」

「哲男と？　はは。ないない。あいつとは姉弟みたいなもんだもん。お姉さんとして、面倒は見てあげないとだけどね」

「そうですか。……石田くんも可哀かわい想そうに」

「ん？　どういうこと？」

　などと交流を深めつつ、ハリスンの部屋に移動する。

「そういえば、真菜ちゃん。さっき部屋を出る前に騎士の人に頼んで、ハリスンさんに『いまから行きます』って伝えてもらってたあれ、最後に付け足してた『駄目なら暴れますよ』ってなんなの？」

「万が一の保険、もとい、ちょっとした冗談みたいなものですよ。気にしないでください」

　その冗談が通じたからというわけではないだろうが、許可は出ていた。

　部屋に到着すると、警護の騎士が道を開けた。

「じゃあ、いってらっしゃい！」

　世界の真実について聞かされていない御手洗葵は、話し合いには参加できない。

　待たせるのも悪いので帰っていいとも言ったのだが、本人は護衛だからと扉の前で待っていると言い張った。ふんすと気合を入れて扉の前に立ち、同じく扉の前を守る警護の騎士から困惑した視線を向けられていたが、当人が満足そうなのでいいだろう。

　もっとも、そんな緩んだ空気も、部屋に入るまでのことだった。

　ヘイゼルの瞳ひとみが、訪問した少女たちを見据えた。

「……話というのはなんだ」

　ハリスンは包帯まみれの体をベッドに横たわらせていた。神宮司追跡作戦のために無理をしたせいか、顔色が更に悪くなったように見える。目元は落ちくぼんで、死相に近いものさえ浮かんでいる。それでもこうして面会に応じたのは、義務感によるものなのだろう。

「もちろん、『世界の礎石』についての話です」

　空気は重々しいものだったが、加藤真菜は怯ひるまなかった。

「訊ききたいことがあります。答えてもらえますね」

「それが世界を脅かすことであるのなら、否はない」

「でしたら単刀直入に。――訊きたいのは、どうして『世界の礎石』の保管場所が割れていたのか、ということです。心当たりはありますか」

「……やはりそれだったか」

　ハリスンは溜め息をついた。ある程度、話の内容を予想していたらしかった。

「わたしもそこは疑問に思っていた」

「ということは、少なくとも、知られるような状況ではなかったのですね」

「無論だ」

　ハリスンは断言した。確信があるということだった。

「『世界の礎石』の真実を知っているのは、わたしとゲルト様のふたりだけだった。当然、その保管場所もだ」

「警護の騎士たちは？」

「彼らが知っているのは『世界の礎石』が異界を創つくる力があるというところまでだ。保管場所も知らせてはいない。また、自力でその存在を知ることもできない。異界の扉は『世界の礎石』を作用させたときのみ異界への道を開く。なにも知らずに扉を開いたところで、なんの変哲もないただの部屋に繋がるだけだ」

「厳重に秘ひ匿とくされていたということですね」

「そうだ。だから、わたしにも不可解なのだ。どうして、あの場所の情報が漏れたのか……」

　呻うめき声をあげるハリスンに、加藤真菜は尋ねた。

「情報が漏れたわけではない、という可能性はありませんか」

「……なに？」

「誰も知りえない秘密をどこかで聞いたというよりは、別のルートで見付けられてしまったというほうが考えやすいでしょう」

　怪け訝げんそうな顔をしたハリスンに、可能性を提示する。

「現に、真島先輩は感知できていましたよね。もちろん、それは『霧きりの仮宿』サルビアという、別の異界を創り出す存在の契約者であればこそですが」

「『霧の仮宿』と、同等の存在がいたということか？」

「そうとは言いません。サルビアさんは本当に例外的な存在ですから。ただ……別のかたちで世界の真実に辿り着くことができないかどうか知りたいのです」

　そう語る口調はどこまでも真しん摯しだった。

「神宮司智也のことは、探索隊とともに真島先輩が追っています。あの人ならきっと、とめてくれるはずです。ですから、わたしたちは神宮司智也を唆そそのかした存在を……そうでなければ、根本的な問題は解決しません」

「……世界を守るために、か」

　ハリスンは瞑めい目もくした。

「聖堂教会の知識のなかに、そうした存在は本当にありませんか」

「……少なくとも、わたしの知識のなかにはないな」

　しばし考え込んでから、ハリスンは目を開けた。

「だが、ゲルト様なら違うかもしれない」

「大神官ゲルトですか？」

「ああ。わたしに世界の真実を伝えたのはゲルト様だ。あくまでわたしは、自身の職務のために必要な部分を教わっただけ。ゲルト様はそれ以上のこともご存知だった」

「……ですが」

　大神官ゲルトは死んでしまった。その知識は失われてしまったのだ。

「いや」

　口にしなかった部分を読み取ったらしいハリスンは、予想に反して首を横に振った。

「まだ失われたわけではない。万が一に備えて、ゲルト様はその知識を残されていた」

「資料が残っているんですか」

「無論だ。不ふ慮りよの事故で、世界の真実を知る者がいなくなるなどということは、絶対に避けなければならないからな」

　ハリスンは頷うなずいた。

「そもそも、エルフの出現により起きた『大破局』まで、聖堂教会でさえ世界の真実を知らなかったのは、初代勇者様の把は握あくされていた知識が継けい承しようされる途中で失われたからだ。恐らく、まだ聖堂教会が力を持たなかった黎れい明めい期に、モンスターの襲しゆう撃げき等の致命的なトラブルがあって、知識が散さん逸いつしたのだろう。世界の真実に関する現在の聖堂教会の知識は、ここ８００年ほどのうちに再構築されたものなのだ。同じ轍てつを踏ふむわけにはいかない」

「とすると、ゲルトも？」

「ああ。自分の身になにかあったときのことを、生前に言い残されていた。ゲルト様のお屋敷に、世界の真実に関する資料を収めた保管庫があるはずだ。その鍵はわたしが預かっている。保管庫はキューゲラー一族が代々遺してきたもので、ゲルト様が亡くならなければ開かない仕組みになっている。そこに、なんらかの手掛かりが残されている可能性はあるだろう」

　決断は早かった。

「ゲルト様のお屋敷に向かおう。キューゲラー家とは交流がある。こういうときのことは、言い含められているはずだ。遺言書を見せれば問題はないだろう」

「あなた自身が行くんですか」

「無論だ」

　血の気を失った顔ながらも、その表情には決意があった。

「ゲルト様の犠ぎ牲せいを無駄にさせるものか。絶対に」
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　鬨の声をあげる探索隊メンバーとともに、おれたちは、黒い球体と化した『異界の扉』に突入した。

　その先にあったのは岩山だった。見上げれば、曇どん天てんの立ち込める空。足元には、ごろごろとした白っぽい岩が転がっている。

「……ウッソだろ」

　少し離れた場所でつぶやいた顔に見覚えがあった。

　窪くぼ田た陽よう介すけ。『多重存在』の二つ名持ちで、顔合わせのときにも会っている。

　彼は思いがけない光景に唖あ然ぜんとした様子でいた。おれも同じ気持ちだった。

　先程までいた場所とは違う。かといって、転移独特の感覚はない。扉の先にある違う場所。異なる世界。これが異界らしい。先日、おれが転移で放り込まれた異界とはずいぶん様子が違ったので驚かされたが、ここが目的の場所ということで間違いなさそうだった。

　探索隊メンバーも、目の前の光景を見て驚き――次の瞬間には口々に快かい哉さいをあげていた。

「おーっ！　ひっさしぶりに異世界って感じだな！」

「魔法にも、そろそろ慣れてきてたしな、新鮮っつーか」

「テンションあがるな、これ！」

　……緊張感がないというか、なんというか。余裕があるとも見えるが、心こころ許もとなくもある。

　とはいえ、結局のところ、集団の力は率いる者の力量が大きい。どれだけ調子に乗りやすくとも、きちんと統率されているのなら問題はない。未知の世界への好奇心を瞳ひとみに宿しつつも、落ち着いてあたりを見回していた中嶋さんが、こちらに声をかけてきた。

「ここまでは順調だな。異界の把は握あくのほう、いけそうか？」

「やってみます」

　ベルタに跨またがったまま、おれは意識の一部を『霧きりの仮宿』の感覚に向けた。

　意識を異界に繋げる作業は、予想通りに非常にスムーズにいった。異界を侵食し、干渉し、支配権を把握する力が向上していることは、どうやら間違いなさそうだ。

「把握できました。先導できると思います」

「上々だな」

　中嶋さんは、端整な顔立ちに猛たけ々だけしい笑みを浮かべてみせた。そこには、こんなわけのわからない場所に飛んできても、浮き足立つことのない強さがあった。こんな彼だからこそ、探索隊というじゃじゃ馬を御ぎよすことができているのだろう。

　思わず苦笑が零こぼれた。リーダーとして、お互いの間にある覆くつがえしがたい差を感じずにはいられなかったからだ。そんなおれを見て、中嶋さんが不思議そうな顔をした。

「ん？　どうした？」

「いや。大したことでは……」

「そう言われると気になるんだけど」

「……リーダーとして中嶋さんみたいになれたらいいのに、と思っただけです」

　いつだって余裕があって、なにひとつ思い悩むことなく、問題をなんでも解決してくれて、目に映るすべてを救う力のあるリーダー。それは、ある種の理想の姿だ。かつておれが憧れたものでもある。

　そんなふうに思っていたから、虚きよを突かれた。

「そうか？　おれは、お前のほうが羨うらやましいけどな」

「え？」

「言ったろ。おれは、お前のファンだって」

　こちらを見る中嶋さんの顔は真しん摯しで、口にした言葉に嘘うそはないように思えた。

「それに、お前だって口ほど羨ましがっているわけじゃないだろ？　いや。羨ましいとは本気で思ってるんだろうけど、いまの自分に納得もしてるんだ。違うか？」

「それは……」

　確かに、そうだった。

　おれには、ひとりでみんなを守るような力も、カリスマもない。だけど、こんな自分でも認めてくれる仲間の存在がある。それだけで、いまの自分に納得するには十分だった。

　もっとも、中嶋さんくらいに強ければ、その仲間を確実に守れるだろうから、羨ましく思っているというのも本当なのだが。

「リーダー」

　と、そこで口を挟んできたのは、窪田さんだった。

「話はそれくらいにしといてくれ」

「わかったわかった。それで、真島？　道中の危険はどうだ？　おれたちはなにを警戒していればいい？」

　問われて、おれも頭を切り替えた。

　もちろん、先程から話をしている間も、並行して異界の掌しよう握あくには努めていた。

「この異界のなかに、次の『異界の扉』があるようです。三度、異界を越こえれば目的地です。本来なら『世界の礎石』を手掛かりに扉を探す必要があります。……ですが、もう構造は把は握あくしました。最短ルートで進めます。あと、罠の類についても無力化しました」

　中嶋さんは一瞬真顔になると、次の瞬間、噴き出した。

「ははっ。なんだよ。おれのことを羨ましいとか言っておいて、ほとんど異界の攻略をひとりで済ませてんじゃねか！」

　障害の排除という意味では、おおかたそうだ。けれど、全部ではない。

「ただ、『守護の巨人』の無力化は無理でした。あれは異界そのものとは切り離された存在ですから。すいません」

「謝る必要なんてねえよ。おれたちにも仕事は残しておいてもらわねえとな」

「速度が重要ですから、道中の戦闘は探索隊にお願いします。移動は、まずは道なりに。岐き路ろについたら、その都つ度ど伝えます」

「わかった」

　頷うなずくと、中嶋さんは探索隊のメンバーに指示を出し始めた。

「それじゃあ、真島を真ん中にして突撃だ。陽介は真島の護衛をしてくれ。守るのはお前が一番だ。哲男はおれと一緒に正面だ。長なが丁ちよう場ばになるからな、堪たえてくれよ？　あとは適当に各々の判断で。朝日たちはこれまで通りにうしろを頼む」

　頷く者、叫ぶ者、手を挙げて応える者。各々が同意を示した。そうする間にも、異界に散らばる『守護の巨人』たちが集まってくる。その光景を見据えて、中嶋さんが声を張った。

「突破するぞ！」
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　非ひ正せい規きな手段で足を踏み入れたとき、異界は侵入者に牙きばを剥むく。

　とはいえ、完全に攻略不可能な難易度にしてしまっては問題がある。正規な手段が失われたときに、誰も『世界の礎石』にアクセスできなくなってしまっては困るからだ。そこで、恐らくは初代勇者によって、意図して攻略難度が調整されている。

　具体的には、『勇者が大勢の騎士とともに戦えば突破できる程度』だ。突破は不可能ではないが、難しい。転移者と、現地勢力が力を合わせたときに限り、突破は可能となる。ただし、それもこれまでの話だ。こんなものを、初代勇者は予想していなかっただろう。

「はっはー！　こいつを喰らえ！」

「げっ、取られた!?」

「へへー、３体目よ！　わたし、トップじゃない？」

「トップはリーダーだろ」

「あれは例外にしとこーぜ。っと、こっちも３体目だ」

　岩山には、曲がりくねった山道が敷しかれている。道みち幅はばはさほど広いわけではなく、遮しや蔽へい物ぶつである岩もごろごろしている。この異界を守る『守護の巨人』は、地形を活かして道を塞ぎ、岩陰から突然現れて攻撃を仕掛けてくるので、普通なら慎重に歩を進める必要がある。

　しかし、一行はそんなことには頓とん着ちやくしない。襲い掛かってくる巨人たちを、次々に蹴け散ちらしていく。中央部で守られながらも、これほどまでかとおれは息を呑のまずにはいられなかった。

　ウォーリアは『ただ強い』という単純で画一的な能力者であり、応用性には欠ける。だが、その反面で戦闘における汎はん用よう性せいは高い。たとえば、どんな武器であろうと訓練なしで使うことができる。そのぶん、達人の域いきまでは至らない――特になにもしなくても戦えるのにあえて苦しい訓練をする者は少ない――のだが、この場ではその汎用性が猛もう威いを振るっていた。

　聖堂教会からは『守護の巨人』攻略のために、その硬い体を効率よく破壊できる頑丈で重量のある大型の武器を提供されている。これまで使ったことがない者も多かったはずだが、ウォーリアである彼らは全員特になんの問題もなく戦えていた。

　大剣がうなりをあげ、戦せん槌ついが叩き付けられ、大斧が薙なぎ払う。戦いというよりは、ほとんど蹂じゆう躙りんに近い。足をとめることもなく、一定のスピードで行程を消費していく。

「やることないねー」

「そのようですね」

　リリィとシランが言い合う。

　それを聞いて、おれたちの護衛を任されている窪田さんが肩を揺らした。

「はっは。それは当然だ。おれたちがいるんだからな」

　実に奇妙なことに、そう言う彼はふたりいた。

　おれの目がおかしくなったわけではなければ、双ふた子ごというわけでもない。ひとりの人間が、本当にふたりになっているのだった。

　窪田陽介の二つ名は『多重存在』。目の前の現象だけを見ると、ふたつに分裂する能力、ないしは偽者を作る能力に見えるが、それは違う。本当に窪田さんは二重に存在しているのだ。

　当人曰く『当たり判定は二分の一、小数点以下切り捨て』――非常にわかりやすくいえば、ふたり同時に怪我けがを負わせないとダメージが通らない。

　それでは攻撃のときに支し障しようが出そうに思うが、『当たり判定は二分の一、小数点以下切り上げ』らしい。そのうえ、いまはふたりだが、最大で５人まで数を増やすこともできる。

　さすがは、探索隊の二つ名持ちというべきか。出で鱈たら目めだった。複数人になった自分自身が互いにあまり離れることはできないという制約こそあるものの、傷付きづらさ、死にづらさという意味では、探索隊のなかで『多重存在』は突出している。単体で戦っても強いが、まったく自身を顧かえりみる必要なく身を挺して他人を守れるという点は、護衛としても心強い。

「安心して見ててくれよ。ふたりには指一本触れさせやしねえさ」

　リリィとシランに向けて、窪田さんはぐっと拳を握り締めて見せた。下心はなさそうだが、女の子の前で格好を付けているところはあるだろう。やり方をちょっと間違えているが。

「いや。わたしたちは別にいいよー」

「孝弘殿をしっかり守っていただきたい」

「……そ、そっか」

　ウォーリアと単体でやり合えるリリィたちに護衛は必要ない。護衛対象は、あくまでおれだ。この場合、きちんと仕事をすると宣言したほうが、ポイントは高かっただろう。

　それに気付いたのか、しどろもどろに窪田さんは続けた。

「あー、真島は守るよ。ちゃんとさ」

「ありがとうございます」

　付け加えられた言葉には、こちらから礼を言っておいた。顔を潰すことには、百害あって一利ない。ついでに、話題も変えるべきか。さいわい、話をする程度の余裕はあった。

「それにしても、すごいですね。特にあのふたり」

　探索隊は誰もが強いのだが、やはり目を引く存在というのはある。

　最大の激戦区である正面で戦っている中嶋さんと石田のふたりがそれだった。

「ふんっ！」

　石田は大おお槌づちを振り回して、一撃で遠くまで巨人を吹き飛ばしてみせる。巨人は空中で粉々になるか、よくても手足が砕かれて戦闘不能だ。ただ、豪ごう快かいな攻撃面はともかく、防御はあまり得意ではないらしく、たまに攻撃を喰らっていることもあった。

　正確に言えば、防御は得意ではないと初見では勘かん違ちがいをしてしまった、というべきだが。

　だが、そうではなかった。あれは、防御をする必要性がないだけだ。

「……むっ」

　避ける気配も防ぐ気配もなく、もろに巨人の腕が石田の顔面に突き刺さる。いかに強きよう靭じんなチート持ちの肉体とはいえ、ダメージなしとはいかない。ぶっと鼻血が噴き出し、肉が拉ひしやげる。頭ず蓋がい骨こつにひびでも入っていてもおかしくない。

　……が、そんなことはまったく無視して、石田は大槌を振るった。

「おぉおおおお！」

　カウンターで入った攻撃は、巨人を高々と吹き飛ばした。そうして、石田は何事もなかったかのように前に進む。歩を進めるごとに怪我けがはなくなり、血の跡あとを乱暴に拭ぬぐえばダメージの片へん鱗りんもない。異様な光景だった。そして、これこそが『堅けん忍にん不ふ抜ばつ』の力なのだった。

　窪田さんの『多重存在』とは別ベクトルの耐久性能。肉体の頑強さもさることながら、モンスターをも上回る回復力は、手足がもげれば生えてくるレベルだと聞いている。もっとも、痛みを感じないわけではないらしいので、正面から攻撃を受けておいて平気な顔をしている精神力と胆たん力りよくは、自前のものなのだろう。

　そして、その隣で戦う中嶋さんもすさまじかった。

「ははっ。この程度じゃあ、おれはとめられねえよ」

　二つ名でもある『光の剣』で作り出した『片手剣』を手にして、立ち塞ふさがる巨人を次々と斬り倒していく。大威力の『最大解放』だけではなく、白兵戦をやらせても超一流の戦士であるらしい。

　他のウォーリアと違うのは、そこに確かな技術が見て取れることだ。元の世界にいた頃には剣道部の部長だったという経歴は聞いているが、傍はた目めに見てもあれはモノが違う。特に『守護の巨人』の攻撃で最も厄やつ介かいと言える熱線については、ほぼ中嶋さんが処理していた。

「圧倒的ですね」

「ははっ、そうだろ」

　窪田さんは嬉しそうに言った。まるで自分が褒ほめられたかのようだった。

「石田のやつもなかなかすごいけど、やっぱりリーダーは別格だ。あいつはなんつーか、違うんだよな」

「違う？」

「ああ。住んでいる世界が違うんだ」

　断言する口調には、一切の躊躇ためらいがなかった。思わず、そう語る窪田さんの顔をまじまじ眺ながめてしまったくらいだった。

「同じ探索隊からしても違うものですか？」

　窪田さんはそれこそ、同じ『二つ名持ち』でもあるはずだ。そう思って尋ねてみたが、彼はまったく迷うことなかった。

「違う違う。もう全然違うね。比べものになんねえよ。というか、こっちの世界に来る前からあいつは違ったんだ。学業だろうが、スポーツだろうが、できないことなんてなかった。いや。学校での優劣なんて小さいもので測れるようなもんじゃなかったんだ。それこそ、違う世界を生きているみたいにさ」

　同じ三年生で、中嶋さんを近くで見ていたからこそ出てくる台詞せりふだった。

「こっちに来てから、ああして飛び抜けた力を手に入れても、疑問なんてひとつもなかったくらいだ。あいつが力を手に入れるんじゃなきゃ、他の誰が手に入れるんだって話だよ。実際、あのときはすごかったしな」

「あのとき？」

「この世界に転移してきた直後にな、モンスターどもが雪崩なだれを打って襲い掛かってきたことがあったんだよ。残留組は直接見てないから、実感はないだろうけどな。あれは本当に怖かった。なにせ、戦える力があることと、戦えることは別だろ？　実戦経験なんてあるわけねえし、いきなりモンスターの大群と生きるか死ぬかの殺し合いってなれば、全員びびるさ。ああいや、飯野と轟のやつだけはまともにやり合ってたけど。あいつらはあいつらで、変っつーか、例外だった」

　轟美弥のほうはわからないが、飯野のほうはなんとなくわかる。あいつのことだ。初実戦の恐怖を噛み殺して、持ち前の正義感で踏みとどまって戦ったのだろう。

「腹くくったふたりを見て、おれだって戦ったんだぜ。おれ以外にもな。だけど、どうしても腰が引けてたのは否定できねえ。情けねえけどさ、びびってたんだ。このままじゃ駄目だって思った。心が折れる。その寸前だった。リーダーが来たんだ」

　窪田さんは、ひどく大事なものを思い出す顔をしていた。

「戦況がいっぺんに引っ繰り返った。本当に、夢でも見てるみたいだった。思ったね。これが英雄なんだって」

「英雄……？」

「ああいや。恥ずかしい話をしてんのはわかってるぜ？　でも、本当のことだから仕方ねえ。あれはもう、誰だってそう思っちまうって。みんな、おれと同じ気持ちだったと思う。少なくとも、あの場にいた初期探索隊メンバーはな。だから、いまでもリーダーについてきてるのは、大体、あのときのやつらだ」

　窪田さんが本気で言っていることは、その口ぶりからよく伝わってきた。恥ずかしいと言いつつも、恥じることなく語っているのは、それだけ大事な出来事だからだろう。そして、その出来事こそが、探索隊の結成にも大きな影響を及ぼしたに違いなかった。

　考えてもみれば、探索隊の結成自体、かなり奇跡的なものではあるのだ。

　なにせ探索隊のメンバーには、我の強い者が多い。ほとんどが『こんな異世界にやってきた自分は特別に違いない』と思って力を得た者たちだ。相当なカリスマ性を持つ人物を核にして集まったところで、ほどなくして瓦が解かいしただろう。そんな彼らがここまでまがりなりにも纏まとまってこれたのは、自分が主役になるよりも誰かの下にいることに価値を見出したからだ。そこには、最初の難局で中嶋さんが資質を示したことが、大きく働いていたのだろう。

「なにがあろうと、おれはあいつについていく。そう決めてるんだ」

　先頭で道を切り開く中嶋さんの背中を見詰めて、窪田さんはつぶやく。

　その目が、こちらを向いた。

「だから、あいつが認めてるお前のことも、きっと大したやつなんだろうって思ってるぜ」

「……」

「実際、ほとんどひとりで異界を攻略してるようなもんだしな」

　返答に詰まったこちらを見て、窪田さんは小気味よく笑った。

「安心しろよ。リーダーの命令なんだ。マジでお前の身の安全は保証するさ」

　そして、どこか恥ずかしそうに、けれど、誇ほこらしげに続けたのだ。

「リーダーから『多重存在』の二つ名をもらった、このおれがな」

　そう言ったところで、山道の向こうに洞どう窟くつが見えた。第二の異界へ続く扉だった。
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　扉である洞窟に飛び込むと、その先は深い森だった。

　というより、どうやらこの魔力の感じからすると『樹海』のようだった。

「……ウッソだろ、おい」

　窪田さんが口にしたのは、第一の異界に突入した直後と同じ台詞せりふだったが、ずいぶんと調子は落ち込んでいた。

「おれ、樹海はコロニー時代と遠征隊のときで飽き飽きしてるんだけど」

　他の探索隊メンバーも同じらしく、顔を顰しかめている者が何人もいた。

　まあ、気持ちはわかる。というか、このなかだとおれが一番樹海生活が長い。コロニーから逃げ落ちたあとは樹海で暮らしていたし、アケルの開拓村だって樹海のなかにあった。気落ちしていないのは、飽きるのを通り越して、むしろこれが日常みたいなところがあるからだ。

「真島」

　先頭から戻ってきた中嶋さんが声を掛けてきた。ベルタに跨またがって少し高くなったこちらを見上げるようにする。

「そろそろ智也たちには追い付きそうか。わかりそうなら頼む」

「神宮司たちの居場所ですね。少し待ってください。異界の扉を越えたので、第二の異界の様子も把は握あくできるはずです。経路を見付けるのも兼かねて、探ってみます」

「わかった。こっちは小休止をさせてもらう」

　時間をもらって、異界に意識を接続した。抵抗は第一の異界より強い。

　少し時間がかかったが、異界から情報を得ることに成功した。

　どうやら、この樹海に道はないようだ。今度は道なき道を行くことになる。探索隊の身体能力であればなんの問題もないだろう。

　最短ルートを確認しつつ、経路にある罠わなの存在を察知。片っ端から無力化していく。

　そうして意識は遠くへ、第三の異界へと続く扉へと近付いていって……。

「……見付けた」

　自分たち以外の人間の存在を、ここに入って初めて確認した。

　神宮司と仲間たちだ。彼らの顔は知らないが、ここにいるという時点で間違いない。

　なにより、ドラゴンが一緒だった。これが『竜人』神宮司智也だろう。

　次の異界に続く扉にかなり近い場所にいるので気は抜けないが、ようやく相手の存在を確認できるところまで追い付いたのだった。

　こちらにとっては好都合なことに、どうやら神宮司と仲間たちは、罠と巨人たちの攻撃で寸断されたらしい。数人単位で散り散りになっていた。このぶんなら、第三の異界を抜ける前には接触できるのではないだろうか。

「……え？」

　そこまでを確認して、おれは小さく声をあげた。

　神宮司たちとは別に動いている者たちを見付けたからだ。

「工藤？」

　おれのつぶやきを聞いて、尻の下で狼の体が強こわ張ばった。
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「智也！　くそぉ、なんなんだよこれは！」

　神宮司智也とともに異界に侵入した青年のひとりが、息を荒らげながら毒づいた。

　一行は混乱のさなかにあった。

　どうにか攻略した第一の異界の先。第二の異界は、かつて彼らも遠征隊の一員として横断した樹海に似ていた。しかし、危険性はその比ではなかった。

　まず視界が悪いために奇襲を受ける頻ひん度どが高く、気の休まる暇がない。わらわらと寄ってくる『守護の巨人』は並みのモンスターより強く、数が多い。そのうえ、各所にちりばめられた罠の存在が嫌らしい。実際、うしろから追跡部隊が猛もう然ぜんと追い付きつつあるのは、中嶋小次郎を先頭に隔かく絶ぜつした能力者によって道を切り開いているのもあるが、それ以上に、真島孝弘の『霧きりの仮宿』によって奇襲と罠を無効化していることが大きかった。

　対して神宮司智也一行は、あまり慎重とは言い難いウォーリアが大半を占めている。進むうちに、彼らは傷を負って疲ひ弊へいしつつあった。

　なにより痛かったのは、神宮司智也が異界突入前に消しよう耗もうしていたことだった。

　本来の彼は仲間を大事にし、戦いにおいては正面に立って味方を励はげまし、危険によく気が付いて慎重にことを進められる人間だった。探索隊にいた頃は、隔絶したカリスマ性を持つ中嶋小次郎がいたために、幹部のひとりに留まっていたものの、その性質はリーダーとしての適性を持っていたといえる。しかし、いまの彼はドラゴンに身を変えたまま、まともな自意識の大半を失い、心身ともに消しよう耗もうしていた。最期の瞬間まで彼に消耗を強いた大神官ゲルト＝キューゲラーの執念が為なせる業わざだった。

　それでも、どうにか第三の異界に続く『扉』である砦とりでが見えるところまで辿り着けたのは、目的をひとつにした彼らの結束力の表れだった。

　――みんなで元の世界に戻る。

　――これ以上、誰ひとり欠けることなく帰るのだ。

　異界に侵入して『世界の礎石』を狙うこの集団は、数こそ多くはないものの、神宮司智也の思想に共感した面々によって構成されている。その共通点は『失った者』であることだ。

　彼らは全員、コロニーに大事な者を残してきてしまっていた。

　取り返しの付かない失敗をしてしまったことを知らされたとき、大半が自じ暴ぼう自じ棄きになるか、うずくまるかしてしまった。そこに声をかけて回ったのが、神宮司智也だった。

　――みんなで元の世界に戻ろう。

　――そのためになら、なんだってしてやろう。

　――おれたちみたいな思いをするやつらが、これ以上増えないように。力を貸してくれ。

　この世界にあるすべてのものに、神宮司智也は価値を認めていない。恋人を奪ったこの世界を深く恨んでいるからだ。

　だが、人間は一面だけで構成されているものではない。この世界に価値を認めない一方で、彼が仲間を想う言葉は本心からのものだった。だからこそ、同じ境きよう遇ぐうの者たちも応えた。

「智也！　お前は先に行け！」

　頭から流れてきた血を拭ぬぐいながら、青年は叫んだ。

　大規模な罠に引っ掛かり、地面が割れて大量の『守護の巨人』が飛び出してきたのは数分前のこと。一行は分断されてしまっていた。巨人の大群を挟はさんで、神宮司智也と３人の仲間たちが異界の扉側。青年を含んだ残りの３人は、逆側だった。

「すぐに追い付く！」

「だが……！」

「みんなで、おれたちの世界に帰るんだろう！　行けぇ！」

　神宮司智也を追わせないように、青年はあえて巨人たちに攻撃を仕掛けた。

　体力と魔力の温存も考えて、これまではやり過ごすことも多かったのだが、今度ばかりは全力だ。他のふたりもそれに続いた。

　神宮司智也は歯噛みして、竜の牙きばを軋きしませたものの、尻尾しつぽを翻ひるがえして異界の奥に向かった。

「お前たちはこっちだ……！」

　その背中を追わせないように、青年たち３人は暴れ回った。

　しかし、周りはすべて敵だ。いくら人並み外れた力を持っているとはいえ、正面から戦うには敵の数が多過ぎた。せめて連れん携けいを取って戦えればよかったのだが、彼らは別にそうした訓練を受けたわけでもない。個別に戦うしかなく、それでは四方八方から押し寄せる巨人たちの攻撃を捌さばききれるはずもなかった。

　それでも、わずかな時間、彼らは踏みこたえて戦った。これがたとえば、かつての偽勇者騒動を引き起こした転移者たちだったら、とっくに総崩れになって、数の暴力に踏み潰されていただろう。

「よし！　もう十分だ！　おれたちも逃げるぞ！」

　数分持ちこたえて、先に行った仲間たちがもう追い付かれることはないだろうと判断したところで、青年は撤てつ退たいを決断した。

　ただ、少しタイミングが遅かった。その時点で彼ら３人は疲ひ弊へいし過ぎていたのだ。

「ぐぁ!?」

　正面にいた巨人に一撃を加えて離脱しようとした青年は、隙を突いて飛び出してきた別の巨人に押し倒されてしまった。

　そのまま、巨人は太い腕で殴りつけようとした。これは、逃げられない。

「うわぁああああ!?」

　青年は悲鳴をあげて――その目の前で、巨人の体が斜めに切り裂かれるのを見た。

「……え？」

　呆然と目を見開く前で、切断された巨人の体がずれて崩れる。

　その向こうに立っていたのは、この場に残った４人目の人物だった。

「無事か」

　顔に仮面をかぶった男だった。奇き怪かいな剣を片手に下げている。

　この剣が、巨人の硬い体を豆腐のように切り裂いたのだった。

「た、助かった……」

「いや」

　返ってくる言葉は短い。その素そっ気けなさに、助けられた青年は苦笑を漏らした。

　この仮面の男だけは、厳密には『失った者』の仲間ではない。あくまでも協力者。素す性じようを隠したままでいるために、そのような扱いになっている。

　とはいえ、一行のなかでの彼の役割は、他の仲間となんら変わるものではなかった。

「ふんっ！」

　仮面の男の動きは、ウォーリアほど速くも強くもない。

　だが、あの剣が強い。強過ぎる。

　触れたものをなんでも切り裂く魔法道具――と聞かされていた。

　かつて探索隊では『絶対切断』の二つ名を持つ人物がよく似た能力を持っていた。

　能力の相性から白兵戦最強の座は『韋駄天』に譲りこそしたものの、対モンスターでの戦闘能力では決して引けを取るものではなかった。相手の防御を無効化するということには、それだけ大きなアドバンテージがある。まともに当たりさえすれば確実に敵に大きなダメージを与えられるのもそうだが、攻撃の際に力を込めたり勢いを付けたりする必要がなくなるため、隙がなくなることも大きい。仮面の男の持つ剣も同じだった。

　硬質な『守護の巨人』の体は、通常の剣では斬ることが難しく、ウォーリアでさえ重量武器を思い切り振りかぶって全力で打ち付けなければ有効打を与えづらい。だが、あの剣は熱したナイフでバターを切るように滑なめらかに切断してしまう。彼が協力してくれていなければ、ここまで来るのも、もっと手こずっていたに違いなかった。

　青年を助けにくる前は、他のふたりの手助けをしていたらしく、彼らはすでに巨人から離り脱だつを果たしつつあった。

　いま支援を受けている青年の周りも、仮面の男が剣を振るたびに余裕ができていく。

「これなら……！」

　逃げられる――と、続けようとした。

　実際、相手がこの異界の防衛機構だけであったのなら、どうにかなっただろう。

　しかし、青年は次の瞬間、言いかけた言葉を呑み込んで、振り返った。視界の悪い森のなか、戦いの騒乱の向こうから、なにかが近付いてくる気配を感じ取ったからだ。

「な、に……っ!?」

　そうして目にしたものに青年は絶句した。

　木々の向こうから、モンスターの大群が飛び出してきたのだ。『守護の巨人』ではない、様々な種類のモンスターからなる『軍勢』だった。

　恐るべきは、その数と密度だ。もはや群れというより、河川の氾はん濫らんに近い。青年は咄とつ嗟さに剣を振ったが、なんの意味もなかった。ここまでの数となると、準備に非常に時間がかかる第五階かい梯てい魔法や、特別な広範囲攻撃による爆撃でなければ対処はできない。なにもできずに、青年も、他のふたりの仲間も、仮面の男も、それどころか『守護の巨人』さえも呑み込まれた。

　それを見届けたのは、狼の背に乗った細面の少年だった。

　口元に酷薄な微笑が浮かんだ。

「……ようやく見付けました」

　１０００を超えるモンスターを従える『魔軍の王』工藤陸が、追跡部隊に先んじて神宮司智也一行に追いついたのだった。
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「あ、ぐ……」

　悪運の強いことに、青年は生きていた。

　モンスターの牙きばや爪に何度肉を抉えぐられたかわからない。抵抗らしい抵抗ができたのは最初の一瞬だけで、あとはもうわけがわからないまま翻ほん弄ろうされて、気付けば地面に転がっていた。

　他の仲間たちがどうなったのかはわからない。自分のことだけで手いっぱいだった。

　周りにはモンスターの群れ。仲間の姿はどこにも見えない。

「おや。生きていたのですね」

　狼に乗って近付いてくる少年の姿を見て、青年はよろよろと立ち上がった。震える手で剣を握った。

「お前は……？」

「まだ戦う気き概がいがあるのですね」

　感情の薄い視線が、青年に向けられた。

「なるほど、これが『天からの声』が言っていた、神宮司智也の率いる『失った者』たちですか。以前に偽勇者騒動の際に会った有象無象とは、少しは違うようですね」

「……なにを。というか、『天からの声』だと」

　青年は戸惑いを露あらわにした。その単語に心当たりがなかったからではない。むしろ、その逆だった。

　神宮司智也一行は『失った者』同士で集まって、元の世界へ全員で戻るために命を懸かけると誓ちかった集団だ。しかし、当然、彼らも最初からお互いの境きよう遇ぐうを知っていたわけではない。

　それでは、世界中に散らばっていた同じ境遇にある者たちが、どうやってお互いを知り、集まることができたのか。その答えは、ある者の協力にあった。




　――可哀想なお仲間を助けてあげなよ、神宮司くん。

　――それが、きみのことを最期まで呼びながら無残に死んでいったあの子の願いだろ？




　神宮司智也は『天からの声』から情報を得ていた。

　その情報をもとに、彼は仲間たちに接触した。直接やりとりをしていたのは彼だけだが、青年も『天からの声』の存在だけは聞かされていたのだった。

「『天からの声』が、魔王として知られるぼくに、あなたたちの情報を流していたのが不思議ですか？」

　青年の表情を読み取って、工藤陸は少しだけ笑みを薄れさせた。

「ああ。不思議なのでしょうね。きっと、あなたたちにしてみれば、あれは欠かすことのできない協力者なのでしょう。これまで活動してこれたのは『天からの声』の数々の情報提供があればこそ。実際、一度たりともその信頼が裏切られることはなかった。違いますか？」

　見透かすように言えるのにはわけがある。

　これは、チリア砦とりでのときと同じなのだった。

　あのとき、十文字達也の協力者だった坂さか上がみ剛ごう太たは、両者を結びつけた『天からの声』を信頼していた。それは、彼が賢いとはお世せ辞じにも言えない人間だったという理由もあったが、表面上は『天からの声』が真しん摯しであり続けたからというのが大きかった。

　しかし、その裏で『天からの声』は工藤陸と繋がっており、坂上剛太には彼が『モンスター使い』だという大嘘うそを吐いていた。

　ここにいる青年をはじめ『失った者』たちも、状況はよく似ている。有ゆう益えきな情報提供者である『天からの声』を、彼らは信用してしまっていた。リーダーである神宮司智也だけはそう簡単に信じたわけではなかったが、『世界の礎石』にまつわる真実を教えられたことで、ついにその言葉は本当なのだと判断した。

　あるいは、そうせざるをえなかったのか。

　なぜなら、世界中を飛び回って情報を探しても、それ以外に元の世界に戻る方法の手掛かりは、ひとつたりとも見付からなかったからだ。

　弱みを突き、最悪の場面で裏切るために信頼を重ねる。

　まともに耳を傾けた時点で、破滅の毒は回っている。

「『天からの声』というよりは『唆そそのかす蛇』……相変わらずのようですね」

「なあ、おい」

　ひとりごちる魔王に、意を決した様子で青年が話し掛けたのは、そのときだった。

「お前……工藤陸か？」

　自分の置かれている状況を見て、相手の正体に思い当たったのだろう。

「これだけのモンスターを操る能力。『魔軍の王』ってやつだろう。違うか？」

「ええ。そうですが、なにか？」

「やっぱりか！」

　青年は砂さ漠ばくでオアシスでも見付けたかのように、希望に満ちた笑みを浮かべた。

「知ってるぞ。お前は世界を滅ぼしたいんだってな。だからこの場にきたんだろ。だったら、おれたちは協力し合えるはずだ。目的は違っても、やることは同じなんだから」

　世界を滅ぼさんとする魔王と、この世界を滅ぼしてでも元の世界に戻ろうとする者たち。利害関係が一致するのなら、戦う必要なんてない。彼の言い分は正しいものだ。

「行き違いがあったかもしれないが、いまからでも遅くない。協力し合おう」

　ここにきて、神宮司智也一行は魔王という鬼おに札ふだを手に入れる可能性を得たことになる。

「……確かに、ぼくはここに目的とするものがあると予感してきました」

　静かに工藤陸は頷うなずき、青年は笑みを浮かべた。
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　先程よりも速度を少し上げて進む追跡部隊のなかで、ベルタは苦い想いを噛み締めていた。

　周りにいる転移者たちの表情はやや硬い。その原因は、ベルタの主である工藤陸と、神宮司智也一行が接触したことにあった。

　これまで両者は別々に『世界の礎石』を目指していた。しかし、もしも接触した彼らが手を組むことになれば、さすがにこの追跡隊の戦力であっても、優位に戦闘を進められるかどうかはわからない。そう危き惧ぐを抱いて、彼らは緊張感を高めているのだった。

　もっとも、少し違った反応をしている者もいた。

　ベルタが双頭の一方で背中の真島孝弘の様子を窺うかがってみると、強こわ張ばった顔をしているのが確認できた。なにを考えているのかはすぐにわかった。

　もともと、真島孝弘は工藤陸を説得するつもりでいたに違いない。何度となく共闘してきた彼らがこれまで築いてきた関係性と、お互いに向ける感情を考えれば、それは決して分ぶの悪い賭かけではなかったのだ。しかし、神宮司智也一行と手を組んでしまった場合、説得は難しくなるだろう。それで考え込んでいるに違いなかった。

　不意にその視線が自分のほうに向いて、ベルタはわずかに走るテンポを乱した。

「ちょっといいか、ベルタ」

「……なんだ？」

「お前の意見を聞かせてほしいんだ」

　告げられた言葉は、真しん摯しなものだった。

「工藤はどういうつもりなんだと思う？」

「それは……」

　言いよどんだのは、ここで意見を求められるとは思っていなかったからだ。

「……いいのか？　わたしの意見など聞いて」

「お前は魔王の配下だから、あえてこっちの都合の悪い方向に誘導するかもしれないって？」

　頷うなずきを返すと、真島孝弘は強こわ張ばった顔を少しだけ緩めた。温かい微笑ほほえみだった。

「お前はいい加減なことは言わないよ。工藤のためにも、おれたちのためにもな。それくらいわかってる。――どうした？」

「……いや」

　少し返事が遅れてしまったことに気付き、ベルタは短く返した。

　実際、大したことではなかった。ただ、ごく自然に仲間として扱われていることを、意識してしまっただけだ。いまの自分は、素直にその事実を認めることができていた。

　だからだろうか、自然と思い出されることがあった。

　――安心したわ。あなたには魔王の手下なんて向いてないと思っていたから。

　それは、ずっと自分のことを出来損ないだと思ってきたベルタに、飯野優奈がかけた言葉だった。

　――工藤陸はあなたの主として相応ふさわしくなかったもの。

　――真島は嫌なやつだけど、仲間をなにより大事にするやつだから。あなたには、相応しい場所だって思うわ。あいつのところでなら、あなたはきっと幸せに暮らせるでしょう。

　どちらが、どちらに相応しくないのか。それは考え方次第でしかない。

　あのとき、自分はそう気付いた。

　絶対的なものなどないのだ。だから、王に自分の在り方を選んでほしいと願った。

　ほんの少しでもいい。それこそが、ひょっとすると、救いに繋がるのではないかと。

　そして、そう期待させる出来事もあったのだ。

　――本気で行きなさい、ベルタ。

　――ここからは、姿を偽いつわることなく全力を出しなさい。

　エドガールとの戦いのなかで、主と交わした会話だった。あのとき、彼は確かに、忌き避ひしていた自分の本当の姿を認めてくれた。なにかが変わるのではないかと思えた。

　……けれど、現実はどうだろうか。

　いまは少し自信がなくなっている。

　実際、自分は遠ざけられたままで、ここにいる。

　あのときに感じた予よ兆ちようのようなものは、もはや遠い。

　やはり王は自分の気持ちなどわかってくれないのかもしれない。

　儚はかない期待だったのではないか。

　いまここで感じているような温かなものが、主との間で生まれるのではないか、なんて。

　なぜならば、彼は世界を滅ぼさんとする魔王なのだから。

　もっとも――だからといって、必ずしも世界を滅ぼさんとする神宮司一行と利害の一致を見るかといえば、それはまた別の話だが。

「王がどのようなつもりか、と訊きいたな」

　ベルタは溜め息をつき、真島孝弘の質問に答えた。

「わたしが思うに、王は――」




◆　◆　◆




「……確かに、ぼくはここに目的とするものがあると予感してきました」

　得られた答えに、青年は笑みを浮かべた。

　希望は繋がったのだ。そう思い込んだ。

「おお！　だったら……！」

「ですが」

　と、続けられた言葉が、勢い込んだ青年をとめた。

「ぼくは確かに世界を滅ぼす魔王としてここにありますが、それはあなたの言うようなものとは違います」

「……え？」

　青年の表情が凍り付いた。

　差し込んだ希望に影が差す。どうしようもない絶望の影が。

　工藤陸は冷ややかな笑みを浮かべて告げたのだ。

「冷静に考えてみてください。世界なんて壊せるわけがないでしょう？」

「……んなっ!?」

　青年が目を剥むいた。

「な、なに言ってるんだ！　実際、ここは……！」

「いえ。わかりますよ。この世界は思いのほか脆もろくて、壊そうと思えば壊せるんですよね。そこは疑っていません」

　ぱくぱくと口を開く青年に、少年は笑って認めてみせた。

「でも、それはいまになってはの話でしょう？　ぼくが言っているのは、これまでの話です。だって、普通、思わないでしょう。この世界を物理的に壊すことができるなんて」

「……」

「だったら、ぼくが言っていた『世界を滅ぼす』が、あなたの言う『世界を滅ぼす』とは違うのは当然じゃありませんか」

　少なくとも、魔王として歩み続けてきた時間、工藤陸はこの世界が滅ぼせるという事実を知らなかった。よって、その目的が『物理的にこの世界を滅ぼすこと』であるはずがないのだ。当然、神宮司一行との利害は一致しない。

　鬼札となりえた存在は、実際には、ただ致命的なだけの存在でしかなかった。

「あ……ああ……」

　自分の死を察して蒼そう白はくになった青年が、よろよろと後あと退ずさった。

　しかし、逃げ切れるはずなどない。周囲はモンスターだらけなのだ。

「ひっ……ぁあああ」

　殺される。殺される。殺されてしまう。

　追い詰められた青年の精神が弾ける――その寸前、血走った目がふとあるものを見付けた。

「……ハハッ！」

　次の瞬間、青年は弾けるように哄こう笑しようしていた。

　うしろに跳躍しつつ、その手から剣が投とう擲てきされて工藤陸を狙ねらった。

「悪わる足あ掻がきを！」

　叫んだドーラが、両手を変化させた影絵の剣で叩き落とした。

　これで青年は武器を失ったことになる。だが、それでいい。わずかに稼かせいだ時間で、青年は地面からあるものを拾い上げていた。

　奇怪な刃を持つ大剣だった。

「これさえあれば……！」

　すべてを切断する魔法の剣。仮面の男が使っていたものだった。

　先程、工藤陸にモンスターをけしかけられたときに取り落としたのだろう。白兵戦においては最強クラスのこの魔法道具を失った持ち主は無事では済まなかっただろうが、お陰で青年には生存の目ができた。純粋な戦闘能力であれば、ウォーリアとして平均的な力を持つ青年は、仮面の男より上だ。当然、同じ武器を使ったときの結果だって変わってくる。

　これならいける。確信とともに、青年は剣の柄つかを握り締めた。

　そこに襲い掛かったのは、狂獣だった。

「グルゥォオオオオ！」

「死んでたまるか！」

　雄お叫たけびをあげる獣に対して、青年は魔力を流し込んだ剣を振りかぶる。

　かつては高屋純の名で呼ばれていた最強クラスの獣の体は、刃を逸そらす剛毛に覆おおわれている。頑強極まりない筋肉の鎧よろいは、生なま半はん可かな剣など弾き返してしまう。

　だが、この剣ならそんなものは問題にもならない。絶対の窮きゆう地ちからの逆転劇に、鼻血を吹きそうな興奮を覚えながらも、青年は自分で考えられる最高の攻撃を繰り出してみせた。

「グルゥォオオ！」

　涎よだれを撒まき散らしながら、理性なき獣が飛び込んでくる。なにも知らないケダモノに哀あわれみさえ覚えながら、青年は口角を吊り上げる。

　振り下ろされる拳に合わせて、剣を振り上げる。まずは前腕を斬り飛ばして、切り返した剣で首を落とす。前衛をあっさりと倒されれば、どうしたって隙はできるだろう。その間に、工藤陸を斬り捨ててやるのだ。

「馬鹿め！」

　繰り出された振り上げの一撃は、最低限の威力しか込められていない。普通なら簡単に弾かれてしまうはずだが、この一振りに限っては例外だ。

　奇怪で凶悪な刃が、屈強極まりない獣の腕を斬り飛ばした。

　そんな光景を、青年は――幻視した。

「え？」

　そのときには、あっさりと刃は弾かれていた。

　なにが起きたのか、青年は最期の瞬間までわからなかったに違いない。狂獣の拳は、軽い一撃を弾いてなお減速することなく、青年の頭ず蓋がいを叩き潰していたからだ。

　悲鳴すらあげられない。命を失った体が背後に倒れる。それで終わりだった。

　万が一のときのため、主の警護に残っていたドーラが、ふっと息を吐いた。

「他愛ない」

　抵抗に備えていただけに、拍ひよう子し抜ぬけしてしまったのだ。

　しかし、彼女はすぐに眉を顰ひそめることになった。勝者であるはずの主の痩やせた顔から、戦意が抜けることはなかったからだ。

「……気を付けなさい。まだ終わっていません」

「え？」

　次の瞬間、周囲を覆おおい尽くしていたモンスターの一角で異変が起きた。

「散りなさい！」

「な……っ!?」

　工藤が即座に命令を下し、ドーラが絶句する。ほんの刹せつ那なの凶行だった。

　木の上から飛び降りてきた人影が、剣を振るった。そう思った瞬間には、その周囲にいたモンスターが細切れにされていた。

　剣筋は達人の流りゆう麗れいさからは程遠い。ただ剣を振り回しただけにしか見えなかった。なのに、なんの抵抗もないかのように、モンスターの肉体は骨まで切り裂かれたのだ。

「……」

　現れたのは、仮面の男だった。目のところに開いた穴の下から、油断のない視線が工藤陸の姿を映し出していた。

　異常な状況だった。なぜならば、仮面の男がもともと使っていた剣は手元にないのだ。手に下げていたのは、魔法道具でもなんでもない、ただの剣だった。それなのに、男の剣撃は恐るべき被害を生み出した。

　なにより、男から感じられる魔力量だ。背筋が凍るほどに、重々しくも冷たい。

　間違いなくチート持ちだった。それも最上位クラスの。

「……ひょっとしたらとは思っていました」

　ぽつりと、工藤陸がつぶやいた。

　その口調には驚きはあっても戸と惑まどいはない。相手の正体を看かん破ぱしていたからだ。

「こんなところで姿を隠していたんですね」

　少年の口許に、引き裂かれたような笑みが浮かんだ。

「『絶対切断』日ひ比び谷や浩こう二じ……！」
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　探索隊の『絶対切断』日比谷浩二。遠征隊出立後にコロニーに残ったふたりの二つ名持ちのうちのひとりであり、コロニー崩ほう壊かいの混乱のなかで行方不明となった人物だった。

　その能力こそが証拠である以上、今更、正体を隠す意味はない。

　男の仮面が外されると、どこか気難しげな印象の青年の顔が現れた。この印象は戦闘中という状況とは関係なく、彼は探索隊でもとっつきづらい人物として認識されていた。

　その目が、相対する少年の姿をじっと見詰めた。

　そうするのも当然だったかもしれない。工藤陸の様子は、尋じん常じようなものではなかったからだ。

「お、王？」

　それは、ドーラがうろたえるほどの激情の表れ。穏やかで冷たい微笑の仮面が砕け散る。

「やっと……やっと、見付けた！」

　笑みの仮面の裏に、ずっと隠されていた憤ふん怒ぬが露あらわになる。

　これまで工藤陸は、己の怒りや憎しみといった感情をうまく押さえつけてきた。世界を恨む負の怨おん念ねんを自身のなかで燃料に換えてきた。ごく稀まれにだけ、それらは外に現れた。

　けれど、これはそれとは違う。これは、世界を恨む魔王の怒りではない。

　探し求めていた仇をやっと見付けた『復ふく讐しゆう者しやの笑み』だった。

「……やりなさい！」

　命令が下され、魔軍が牙きばを剥むいた。
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　それは、少年がどうしようもない弱者だったときの記憶。

　魔王が生まれる、まさにその日のこと。

　暗い森のなか、少年は呆然自失としていた。目の前には少女がひとり。地面に倒れた彼女はひどく傷付いていた。特に脇わき腹ばらの傷は致命的で、内臓が零こぼれてしまっていた。

　血液はとっくに乾いて変色しており、手の施ほどこしようがなかった。

　いいや。そうでなかったとしても、少年にはなにもできなかっただろう。

　彼にはなにもできない。できなかったのだ。

　けれど、少女は違った。こんないまにも死んでしまいそうな状態で、彼女はここまで森を移動して、そのうえで戦いに身を投じたのだ。そして、ついには力尽きた。

　結果として少年は生き残り、少女の命は尽つきようとしていた。

　生き残った少年も、遠からず死ぬだろう。踏み躙にじられた彼には、生きるだけの意志力が残っていなかった。

　少女の死には意味がない。それが一番、少年にはつらかった。

「なんで、わたしが……」

　そのとき、少女が呻うめき声をあげた。

　苦しいのだろう。悲しいのだろう。憎いのだろう。呪のろいの言葉が、その口から零こぼれた。

「こんな世界、滅びちゃえ」

「――」

　少女は世界を呪い、少年はそれを聞いた。

　それは、魔王が生まれた日の話。少年と少女の出会いは、更に時を遡さかのぼる。
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　きっと少女にとっては、なんでもない日常の一幕だった。

　けれど、少年にとっては、運命を変えた出会いだった。

「なにをしてるの？」

　柔らかい印象の声が耳じ朶だを震わせたとき、彼は自分が夢を見ているのだと思った。

　口のなかには土の味。疲れて萎なえた手足には、打だ撲ぼくの痛み。

　異世界転移からしばし経ち、コロニー建設が進みつつあった頃のことだ。慣れ親しんだ世界から引き離された非常事態にあるにもかかわらず――いいや、むしろそうであればこそ、弱者にその鬱うつ憤ぷんや不安をぶつける者は現れる。運の悪いことに、そうしたグループのひとつに、彼は目を付けられてしまっていた。

　不幸だったのは、そのなかに探索隊のウォーリアがひとり含まれていたことだった。

　探索隊のメンバーに正義感の強い者が多いのは確かだが、なかにはそうではない者もいた。そうした者にとっては、弱者に鬱憤をぶつけるときに気を付けなければいけないのは、他の探索隊の仲間に知られることだけだった。なんの力も持たない者が偶然、その現場を見かけるようなことがあっても、なかなか注意することは難しい。学校という閉鎖空間では往おう々おうに起こりうる陰いん湿しつな事態が、この異常事態の特殊性も含めて、少年を追い詰めていた。

　世界は暗く澱よどんでいた。諦あきらめだけがあった。抵抗なんてもってのほか、救いなんて期待していなかった。惨みじめで苦い、地べたを這はいずる日々。そこに、奇跡のように少女は現れた。

「もう一度訊きくけど、なにをしてるのかな？」

　少年よりも年上と見える少女は、ふわふわとした笑みを浮かべて立っていた。

　女の子同士で、どこそこのスイーツが美味しいとかなんとか、お喋しやべりでもしていそうな表情だった。けれど、その前にあるのが、少年ひとりを威圧的に囲んで暴力に耽ふける５人の集団となれば、変わらない優しげな笑みは異様なものにも見えた。

「な、なんでもねえけど」

　その場にいた唯一の探索隊メンバーが、震える口調で答えた。

　動揺していたのは、ひとつには、うまく人目を避けていたのに見付かってしまったため。

　もうひとつは、目の前の少女が何者であるのかをよく知っていたからだった。

「そう？　だったら、んー、いいんだけど」

　少女はゆるやかに首を傾げてみせた。その手が、傍かたわらに座る犬の頭を撫なでた。

　形だけはシェパードに似ているが、尋常な生き物ではないことはひと目でわかった。全身が闇を固めたような真っ黒な物質で構成されていたからだ。

　獣が小さく唸うなると、その場にいる少女以外の人間が全員びくりとした。

　それは、少年も例外ではなかった。まったく、どうしようもないくらい、そのときの彼は弱かったのだ。自分を助けてくれようとする人間にさえ、怯おびえてしまうくらいに。

「悪いけど、わたし、彼に用事があるんだ」

　少女は気負った様子もなく言った。

「だから、あなたたちは行ってもらえるかなぁ？」

　もちろん、用があるなどというのは方便に過ぎなかった。そんなことはこの場の全員がわかっていた。けれど、その方便を通せるだけの力が彼女にはあった。

　集団が逃げ出すと、そこにはふたりだけが残された。

「……」

　助けられた少年は、しばし呆然としていた。

　先程まで自分をなぶっていた者たちを、あっさりと少女は追い払ってしまったのだ。その立ち振る舞いは、あまりにも颯さつ爽そうとしていた。いささか現実味がないくらいに。

　まるで夢でも見ているかのように、少年は少女に目を奪われた。

「……あ」

　たっぷり10秒ほどそうしていて、少年は我に返った。

　慌ててよろよろ立ち上がった。助けてくれた彼女に礼を言おうとして、口のなかの土が邪魔をした。げほごほと無様に咳せきが出た。だから、危うく聞き逃すところだった。

「……くだらない」

　あまりにも冷たい声。まるで、先程までのふわふわとした雰囲気など嘘うそだったかのような。

　聞き間違いかと思って顔を上げれば、そこに感情のない横顔があった。

　それは、弱い者に暴力を振るう愚おろか者に対する、怒りや嫌悪の表れだったのだろうか。それとも、他になにか理由があったのか。少年にはわからない。ただ、確かなことがひとつあるとすれば、流れるように自分に向けられた視線もまた冷たいものであったということだけだ。

　再びビクリとしてから、どうにか口を開いた。

「あ、あの……先輩。ありがとう、ございま……」

「お礼なら要らないよ。わたしは、ゆっちゃんの代わりをしただけだし」

　ゆっちゃんと言ったときだけ、ふっと表情が緩んだ。

　すると、少女は元のふわふわとした雰囲気に戻った。

　このときはまだ、少年には『ゆっちゃん』が誰のことなのかわからなかった。だが、きっと大事な人なのだろうと思った。空気が緩んだことに、ほっとして彼は頭を下げた。

「それでも、助けられましたから。ありがとうございました。お強いんですね」

「そうかな？」

　少女は首を傾げて、むしろ少年をしげしげと見詰め返した。

「そういうあなたは弱いんだね」

　天然なのか、柔らかな口調で告げられた台詞せりふは、思いのほか直球だった。

　腹は立たなかった。少女の口調に悪意がなかったのもあるが、事実として少年は弱かったからだ。それをどうしようもないと諦あきらめてもいた。そんな自分自身には、価値がないと思っていた。それを指摘されたところで、今更、悔しいとか苦しいとか思うはずもなかったのだ。

　けれど、そんな彼に少女は言ったのだ。

「だけど、それでいいの？」

「……え？」

「弱いままでいいの？」

　彼女にしてみれば何気なく。少年のこれから先を変えてしまうかもしれない言葉を。




　これがふたりの――工藤陸と轟美弥の出会いだった。

　少女にとっては、なんてことのない出来事だっただろう。だが、少年にとっては違った。

　助けられた。見み惚とれた。そして、問い掛けられた。

　言ってしまえばそれだけの話だ。だが、それだけで十分過ぎたのだ。

　気付けば、たまに見かける彼女の姿を目で探すようになっていた。

　顔を合わせれば挨あい拶さつをした。一応、顔は覚えてもらっていた。わずかにやりとりをすることもあった。もちろん、探索隊の二つ名持ちである彼女にしてみれば、彼はそのほか大勢のひとりでしかなかっただろう。だが、それでよかった。

　少女は恩人だった。そして、憧あこがれの人だった。彼女は本当に強かったから。自分自身に価値がないと思えばこそ、彼女の価値は本物だと思えた。

　その感情が、奇しくもコロニー崩ほう壊かいの日の少年の運命を変えることになった。




◆　◆　◆




「はぁ……はぁ……」

　その日、わけのわからないままに、工藤陸は崩壊するコロニーを逃げ回っていた。

　方々で悲鳴があがり、爆炎が頬ほおに吹き付けた。みんなで造ったコロニーが崩れていく。暴力が恐慌を生み、恐慌がまた暴力を生む最悪の循じゆん環かんが、なにもかもを台なしにしていった。

　ただただ、工藤陸は必死で逃げ続けた。

　気付けば、彼は深い森のなかをあてどなく彷徨さまよっていた。

　死なずに済んだのは、運が良かっただけだった。

　とはいえ、その幸運を掴んだのは少年自身だった。

　当時の彼にとって、あまりにも悲ひ惨さんなコロニー崩壊という出来事は、心が折れてしまってもおかしくないものだった。逃げ続けることを諦あきらめてしまえば、生き延びることは絶対にできなかっただろう。けれど、そうはならなかった。思い出すことがあったからだ。

　――だけど、それでいいの？

　――弱いままでいいの？

　そう過去の彼女に問われるたびに、歯を食いしばった。

　なんの力もない人間が樹海を歩くのは、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい恐怖の体験だ。歩かなければどこにも辿り着かない。けれど、歩いていればいつモンスターに遭そう遇ぐうしてしまうかわからない。それは、ひとつ弾の入った拳銃を、自分の頭に向けて引き金を引き続けるのに似ている。

　昼でも暗い森のなかでは、目に映るすべての場所にモンスターが潜ひそんでいるように見える。そして、実際に遭遇したら終わり。無残に殺される。歩いている間ずっと、脳裏には死体となって転がる自分自身の姿がちらつくのだ。この恐怖に堪たえられるのは余程に精神力が強い者か、そもそも想像力がかけらもない楽観家くらいのものだ。工藤陸はそのどちらでもなかった。

　自分がどうして頑張れるのか、彼自身にもわかってはいなかった。ただ、脳のう裏りにあの少女の姿があったことだけは確かだった。

　憧れに一歩でも近づきたかったのかもしれない。あるいは、まだ他に彼自身、自覚していない感情があったのかもしれない。正解はわからない。そのときの彼に、自分の感情を精査している余裕はなかった。ただただ、必死で歩き続けた。

　あと少し。もうちょっと。まだ頑がん張ばれる。

　そうして日は落ちて、更に次の朝がきた。

　少年は生きていた。大した怪我けがをしていたわけでもないので、それなりに距離は稼げた。

　モンスターには遭そう遇ぐうしなかった。ただし、人里にも辿り着かなかった。

　このままでは遠からず野の垂たれ死じぬだろう。そう予感した。恐ろしくて仕方なかった。

　けれど、同時にどこか満足感もあった。

　虐しいたげられるばかりの自分。価値のない自分。だけど、諦あきらめずにここまで逃げてきた。

　たとえなんの意味もなくても、少女にもらったあの言葉を切っ掛けに自分は変われたのだ。ほんの少しだけ、少年は自分にも価値があるように感じられていた。

　ここで力尽きたとしても、彼はどこかで満足して死ねたかもしれない。あるいは、このまま人里にまで辿り着いたのなら、希望を抱いて紡つむがれる物語があったかもしれない。

　けれど、そうはならなかった。彼はあまりにも運がなく、世界は残酷だった。

「こんなところで会うなんてなぁ」

「あ……あぁ……」

　遭遇したのは、モンスターでも現地の人間でもなかった。

　彼を虐げる者たちだったのだ。
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　どうにかここまで歩き抜いてきた少年の体が、地面に引き倒された。抵抗なんてできるはずがなかった。あとは、これまでとなにも変わらなかった。

　いいや。もっと酷ひどかった。コロニー崩ほう壊かいを経験したことで、周りを取り囲んだ彼らの箍たがは外れていたからだ。

　特に、ひとりだけいた探索隊のウォーリアは酷かった。彼は弱者を虐げる気質を持っていたものの、常時は殺人を嗜し好こうするほど人の道を外れているわけではなかった。しかし、いまや衣服は他人の血で汚れており、理性を失った目は刹せつ那な的てきな快楽と暴力だけを求めていた。

　たとえどれだけ強大な力を持とうと、結局、彼はどうしようもなく弱い存在だった。

　けれど、こうした人間がすべてを台なしにするのだ。

　少年の胸に芽め生ばえかけていた希望は、無残に踏み潰された。靴くつ裏うらで踏み躙にじられて、唾つばを吐きかけられた。

　変われたと思った。けれど、駄目だった。

　これから先、もはや二度と彼が希望を抱くことはないだろう。

「……」

　暴行を受けた彼は、ボロ雑巾のように打ち捨てられた。嗜し虐ぎやく的てきな楽しみを長引かせるためだけに、致ち命めい傷しようは避けられていた。とはいえ、あと数分も暴力が続けば、死んでしまうのは目に見えていた。

　意識は朦もう朧ろうとしていた。精神的には死んでいたも同然だった。

「……？」

　だから、そのとき、なにが起きたのかは曖あい昧まいだった。

　犬の鳴き声を聞いた。遠吠えも聞いた気がする。

　血が溢あふれ、絶叫が響き、暴力が駆け抜けた。

　なにかが起こったことに気付いたのは、すべてが終わったあとだった。

　少年を傷付けていた者たちは５人いたが、そのすべてが獣に喰い散らかされた無残な死体になっていた。そして、それを成し遂とげた者が、虫の息で横たわっていた。

　強烈な憧れの存在が、血と泥に塗まみれて倒れ、臓ぞう物もつを零こぼれさせていた。

「あ……ぁあああ……」

　あってはならないことだった。これだけは、絶対に。あってはならないことだったのだ。

　憧れは地に落ちた。希望は無残に潰えた。価値あるものは、なにもかもが踏み躙にじられた。

　少年の絶叫が森を震わせた。




◆　◆　◆




「そのとき、王は彼女の死体を検分した」

　周りを急ぐ探索隊メンバーに聞こえないように、抑えた声でベルタは語った。

「怪我けがは受けてから時間が経っていた。コロニー崩ほう壊かいのときに負って、重体ながら下げ手しゆ人にんから逃げ延びたのだろう。仇かたきの情報はひとつだけ。持ち物のうちのいくつかには、異様に滑らかな断面で切断されたものがあった。彼女が受けていた傷と、同じ攻撃によるものだった」

「だったら、工藤は……」

「ああ」

　ベルタは頷うなずく。

「王はいまでも、その仇を探しているはずだ」










[image: ]




　恐るべきモンスターの群れが牙きばを剥むく。

　的確に運用すれば、並みのウォーリア数人がかりでも、なにもできずに押し潰されてしまう数の暴力だ。実際、先程の３人はその物量の前に沈んだ。

　だが、むしろ表情を強こわ張ばらせていたのは、モンスターをけしかけている工藤陸のほうだった。ぐっと息を詰まらせて、彼は呻うめき声をあげた。

「……探索隊の二つ名持ち。ここまでですか」

「おい。一緒くたに扱ってくれるなよ」

　不機嫌そうに唸うなり、日比谷浩二は手にした剣を振るう。そのたびに、死が撒き散らされた。

　かつて樹海深部に築かれたコロニーにおいて、モンスター相手の戦闘においては、白兵戦最強の飯野優奈と互角と並び称された男。それが、日比谷浩二である。誰も追い付くことのできない最高の速度を誇ったのが『韋駄天』なら、誰にも防げない最高の攻撃力を誇ったのが『絶対切断』だ。振り回される剣に触れたものは例外なく切り裂かれる。硬度も靭じん性せいも関係ない。

　加えて、日比谷浩二は戦い慣れていた。単純に転移者としての戦闘能力もあるのだが、それ以上に立ち回りがうまいのだ。多数を相手取って囲まれることなく、ときには敵の陰かげに隠れて別の敵の攻撃をやり過ごし、着実に戦果をあげていく。

　転移者として手に入れた戦闘力任せではなく、身についた戦闘技能で戦うタイプだった。この手のタイプには、『光の剣』中嶋小次郎や『韋駄天』飯野優奈のように元の世界で武道を嗜たしなんでいた者や、真島孝弘や鐘木幹彦のようにこの世界にやってきてから鍛たん錬れんを積んだ者たちがいるが、日比谷浩二もそのひとりなのだった。

　ただ、その動きは武道や剣術を身に付けた者の動きではない。喧けん嘩か慣れしているというのが近いだろう。野生の獣じみた身のこなしは機き敏びんではあるものの、洗練されているとは言い難いし、実際、剣筋などは出鱈目もいいところだった。

　だが、それで十分なのだ。当たれば飛ぶ。それこそが『絶対切断』の恐ろしさなのだから。

「……ぐっ」

　工藤陸は苦しく息を詰めて、背に乗る狼に回避行動を取らせた。日比谷浩二が、襲い掛かってくるモンスターを捌さばきながら、あろうことか攻撃を仕掛けてきたからだ。

　通常のモンスターでは『絶対切断』はとめきれない。それどころか、ドーラと狂獣のふたりがかりでさえ、正面からとめるのは大きな危険を伴ともなう。司令塔である工藤陸が攻撃を仕掛けられてしまった場合、盾となるモンスターを立てたうえで、ドーラと狂獣が牽けん制せいすることで、どうにか足をとめることしかできない。

　その間に、狼の背に乗った工藤陸は退避するが、そのたびに指揮がどうしても乱れてしまう。その乱れを突いて、日比谷浩二は魔軍に更なる出血を強しいていた。

　工藤陸の『魔軍の王』とて、純粋に戦闘向けの能力だ。十分に状況が整えば『絶対切断』を倒すことは不可能ではない。だが、その状況を作らせてもらえなかった。それどころか、これだけの数のモンスターを相手取りながら、日比谷浩二には言葉を投げ掛ける余裕さえあった。

「『天からの声』から聞いているぞ」

　ぶっきらぼうにつぶやく。

「轟の仇討ちとか、なんとか。おれに復讐するために生きてきたのか？　……くだらないな」

「――っ！」

　吐き捨てるような言葉に、工藤陸の双そう眸ぼうに怒りの炎が燃え盛った。

「殺しなさい！」

　即座に『魔軍の王』による能力の首輪を操って、数匹のモンスターをけしかける。

　だが、魔軍の牙きばは届かない。見事な立ち回りで、一体、一体、斬り倒されていく。

「まったく、くだらない。だから、お前は弱いんだ」

「……っ！」

　けしかけたモンスターが骸むくろとなって転がるのを見て、悔しげに工藤陸は表情を歪ゆがめた。

　現状では拮きつ抗こうしてはいるものの、長引けば不利なのは戦力が削られる彼のほうだ。弱いと言われても、反論のしようもない状況ではあっただろう。絞り出すような声で問い掛けた。

「……やはり、あなたが轟先輩を殺したんですね」

「その言いようだと、最初から確信はしていたみたいだな」

　日比谷浩二は否定しなかった。ただ、まともに答えることもなかった。つまり、まともに取り合うつもりもなければ、その必要性も感じていないということだ。歯軋ぎしりの音が響いた。

「どうして殺したんですか」

「あいつがコロニー転てん覆ぷくを謀はかったからだ」

　そう即答する青年の態度は、ただただつまらなそうなものだった。

　感情はときに爆発的な力を生むが、下手に利用されてしまえば、実力を発揮することも難しくなる。その点、日比谷浩二は周しゆう到とうだった。優位に立って相手の感情を苛立たせつつ、冷静にことを運んでいる。こうして話に応じているのも、その間に体力を回復して、万が一の事故さえなくしてしまおうと計算しているのかもしれない。

　それに気付いた様子もない工藤陸は、雰囲気に呑まれているように見えた。

「『天からの声』と共謀して、あいつはあの日にコロニー崩ほう壊かいのトリガーを引いた。おれはコロニーを任されていた。見逃すわけにはいかなかった」

　悠然と言葉を連ねる日比谷浩二に対して、工藤陸は俯うつむき加減で拳を震わせる。

　こうなっては、魔王も終わりだった。

　――ただし、本当に我を失っていたのなら、だが。

　不意に、その表情が切り替わった。怜れい悧り極きわまりないナイフのような眼まな差ざし。魔王の貌かお。

「嘘うそですね」

「……っ」

　否定の言葉が、刃のごとく不意を突く。

　日比谷浩二は、思わずと言った様子で黙り込んだ。その隙を工藤陸は見逃さなかった。

「だとすれば、あなたはどうしてこれまで顔を隠していたんですか？　探索隊の人間に存在を知られて、根掘り葉掘りあのときのことを訊きかれると、まずいことがあったんでしょう？」

「……」

「コロニーを転覆させたのはあなたのほうだ」

　反応は時に雄ゆう弁べんに物を語る。

　事実を読み取られてしまったことを悟ったのだろう。日比谷浩二は表情を険しくした。

　対照的に、工藤陸は平静を取り戻していた。いいや。取り乱していたように見えたことが、駆け引きだったのだ。

「どうしてコロニーを潰すなんてことをしたんですか？　『天からの声』との関係は？　神宮司智也の仲間に紛まぎれ込んでいたのは、なにか企んでいるからでは？」

「……お前」

「ふふ。残念です。さすがに、これ以上、情報を抜き出すのは難しそうですね」

　少年は冷静だった。といっても、その胸に怒りがないわけではない。垣かい間ま見みせた激情は、紛れもない本物で――ただ、彼はその感情をきちんと制御できていた。

「復讐のために生きているのか、と問いましたね？　ええ。否定はしません。ですが、それはあなたごときだけに向けられるものではありません」

　復讐の炎は消えない。あの恨みと怒りを忘れたことなど一度もない。

　ゆえに、今更、取り乱すことはありえないのだ。燃え上がる激情を研とぎ澄すまし、武器に変えることで、少年は魔王としてここにあるのだから。

「コロニーでぼくは、人の弱さがいかに醜みにくいものであるのか目の当たりにしました。彼らは非常事態となれば、弱さがゆえのヒステリックな残酷さで、価値あるものを台なしにしてしまう」

　語る少年の目には、危険な輝きが宿っている。台なしにされた価値あるものが、その目に焼き付いているのかもしれなかった。

「その象しよう徴ちようこそが、チート持ちという存在です。ただ弱くて、どこまでも弱いだけの人間であればまだしも、分ぶん不ふ相そう応おうに強いくせに弱い彼らは、容よう易いに甚じん大だいな被害をもたらしてしまう」

　実際、コロニーは彼らによって壊滅した。いまの会話からすると、どうやら裏で『天からの声』や日比谷浩二が動いていたようだが、彼らが切っ掛けであったとしても、実際に手を汚した人間の罪がなくなるわけではない。

　あのときだって、どうにかしてとめようとした良識的な人間はいたのだ。しかし、その多くは常識的であるがゆえに、ウォーリアのように安易に強大な力を得ることができなかった。かといって、二つ名持ちの多くがそうであるような強烈な望みや信念ゆえの力を得ることは常人には困難であり、結果として諫かん言げんを放ったその口から血ち反吐へどを吐はいて死んでいった。

　コロニー崩ほう壊かいだけではない。そのあとにだって、同様の被害は出続けた。

　偽勇者騒動の際の、甚大な被害がいい例だろう。厳しい環境でも必死に日々を生き抜いてきた住人たちの生活が、価値あるものであったことは言うまでもない。しかし、それもまた愚おろかしい弱さによって損なわれた。現在は教会に身を寄せている河津朝日のように、自分の愚かさを償つぐなうために村を守ろうと戦った者などはまだよいほうで、自分のミスを認められない弱さで責任を転てん嫁かして、なにも学ぶことなくのうのうと次の村に向かおうとした者も多かった。

　そうした転移者のうち、多くが魔王の暗あん躍やくによって始し末まつされた。彼がそうしなければ、もっと被害は拡大していただろう。

　とはいえ、工藤陸が被害を防ぐためにそうしていたのかといえば、それもまた違う。先程、本人も認めた通り、彼の動機は『復讐』であるからだ。

「もちろん、わかっています。なにかをしでかしてしまわない限り、彼らは罪に問える存在ではありません。いずれ価値あるものを台なしにしてしまうとしても、そのときになるまでは指を咥くわえて見ていて、なにかが失われたと知ってから憤るのが正しい。世界とはそういうものだから。それが正しい。ですが……」

　双そう眸ぼうに激情が宿った。

「ぼくはどうしても、そんな世界が許せない」

　そう。許せない。

　価値あるものが、弱さと醜みにくさによって踏み躙にじられることへの怒りこそが、工藤陸を突き動かすものの正体だ。

　これは決して正義ではない。少なくとも、工藤陸自身はそう認識している。なんの価値もない、ただの復讐だと弁わきまえている。本当に価値あるものを知っているからこそ、彼自身がその行いを無価値なものと断じているのだ。

　それでも、許せない。とまれない。

　いずれ災さい禍かをもたらす弱さと醜さを、それを利用する邪悪を、すべて燃やし尽くすまで。

「だから、ぼくは悪で、魔王だ」

「お前……！」

　日比谷浩二が気付いたときには、もう遅い。

　この会話の時間は、なにも相手の体力回復を待っていてやるための時間ではなかった。

　魔王が行使する最大の一撃のひとつ――『絶対切断』では処理しきれない『群体としての最強』をぶつけるために必要な時間稼ぎだったのだ。

「呑み込みなさい、グスタフ！」

　次の瞬間、とてつもない数の魚の大群が地面を泳ぎ、猛もう烈れつな勢いで飛び込んできた。

　工藤陸がグスタフの名前を付けたのは、単一の配下ではない。世界を群れで回遊するトリップ・ドリルという、カジキマグロに似た形状のモンスター。時に何千、何万にも及ぶその大群から、一部の数十匹ほどを操ることで、後続の数百を誘導した群れこそがグスタフである。

　工藤陸の能力には支配できるモンスターの数に１０００程度という制限があるが、こうしたかたちであれば数十体を制御するだけで何百もの戦力を追加することができる。

　もっとも、操っている先頭の一部を除けば他は野放しのため、細かい制御は利かない。魔軍本隊とは切り離された別働隊として運用するほかなく、この異界を回遊させておいた彼らを、話をしているうちに呼び寄せる必要があったのだった。

「工藤……！」

　焦りと怒りの声があがり、狂乱のなかに呑み込まれる。あっという間に、周囲は狂乱するトリップ・ドリルの群れに埋め尽くされた。
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　グスタフ以外の魔軍は、異界攻略のためにも割り振っている。そのため、先程、神宮司一行にぶつけたのは、魔軍本隊のあくまで一部に過ぎなかった。

　しかし、グスタフは数が違う。魔軍本隊が約１０００の群れであるのに対して、別働隊のグスタフはおよそ７００程度。そのすべてが一息に、この場所に雪崩なだれ込んできたのだった。

　工藤陸は配下のうち必要なだけを日比谷浩二の足留めに残し、すみやかに撤てつ退たいした。

　グスタフを構成するトリップ・ドリルは大半が支配下にないため、当然、工藤陸や配下のモンスターにも襲い掛かってくる。工藤陸本人は周囲に近付いてきたものだけを適てき宜ぎ支配することで、グスタフのなかに安全地帯を作ることができるのだが、さすがに現在近くに引き連れている魔軍の一部、１００匹以上をすべて安全地帯に入れるのは、支配数の問題で不可能だ。同士討ちを避けるためには、一時撤退が必要だった。

　恐るべき数の暴力は通り過ぎ、工藤陸が戻ってきたときには、森には無残な蹂じゆう躙りんの傷きず跡あとが残されていた。異様な滑らかな断面を露あらわにしたトリップ・ドリルの死し骸がいが転がっている。

　空から一匹の大おお鷲わしのモンスターが舞い降りてくるのを見て、工藤陸は騎乗した狼に指示を出して着地地点に向かわせた。降りてきた大鷲の目の前に、大きな血だまりがある。狼が血のにおいを嗅かいで、ひとつ鳴いた。

「我が王よ。どうやらここで、あの男は深手を負ったようです」

　随ずい伴はんするドーラが声をかけると、工藤陸は頷うなずきを返した。

「そのようですね。死体は見当たりませんが……」

　目を細める。

「……殺しそびれましたか。まあ、よいでしょう」

　出血量からすれば、まともに動ける状態ではない。多少休んでどうにかなる怪我けがではないので、罠と守護者に溢あふれた異界から外に出ることは不可能だ。異界の危険性を考えれば放っておいても死ぬ可能性が高い。死ななかったとしても、外に逃げられないのなら、あとで殺してしまえばいい。激情と計算を切り離して、工藤陸はすみやかに決断を下した。

「まずは先に行った神宮司を追います。『絶対切断』の始末はそのあとでゆっくりと……」

　言いかけたところで、少年の体勢が崩れた。

「お、王!?」

　危うく狼の背中から落ちかけた彼を、慌てふためいて駆け寄ったドーラが支えた。

「……少し、無理をし過ぎましたか」

　全身に力が入らなかった。

　すでに死んでいる片腕と同じだ。他の部位にもいよいよ限界が近付いているのだった。

　もともと、工藤陸の能力の発現は、自身の力なさへの絶望と背中合わせになっている。そのため、魔王の力は当人を強化するどころか弱体化する。

　ここに来る前に、決戦を予感していた彼は更に配下の数を増やしていた。お陰で異界を進むうちに魔軍が消しよう耗もうしてもまだまだ戦力は残っているが、その代だい償しようとして、限界を超えた能力の行使は彼自身を損なっていた。終わりを予期するほどに。

　その視線がふと、控ひかえている狂獣へと向けられた。さすがの狂獣も『絶対切断』相手では無傷とはいかず、ところどころから血を流していた。

「よくやりましたね」

「……」

「ただ、あまり時間はないようです。終わりは近いのかもしれません。それが、どのようなかたちになるのかはわかりませんが……」

　当然、返事などあるはずもない。それはわかっているはずだった。しかし、少年は獣の理性のない目の奥を見詰めた。まるでそこになにかあるかのように。

「あなたもよく考えておきなさい。時間切れになる前にね」

「王……？」

　怪け訝げんそうにドーラが声をかけると、少年は肩をすくめた。

「なんでもありません。さて。行きましょうか」

　肉体に限界が近付いていようが、足をとめる理由にはならない。もとより破滅を見据えて走り抜けてきた一方通行の旅路なのだ。

　下された命令に魔軍は従い、異界の奥へと進軍を開始した。
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　魔法『霧きりの仮宿』による感知で、おれは日比谷浩二の存在を知ることになった。

　その情報を伝えると、追跡部隊に参加している探索隊メンバーは衝撃を受けたようだった。彼らにしてみれば、コロニー崩ほう壊かいで行方不明になっていた仲間のひとり……それも、幹部クラスだった二つ名持ちが、まさか追い掛けている相手のひとりとは思わなかっただろう。

　もっとも、その衝撃が動揺に変わるのは、未然に防がれた。

「ま。取っ捕まえてみれば、話は聞けるだろ」

　他でもないリーダーの中嶋さんが、なんでもないことのように軽く流したからだ。

　まったく動じた様子もないその態度を見て、探索隊メンバーは落ち着きを取り戻したようだった。お陰で、いまもたまに『守護の巨人』には遭そう遇ぐうするものの、彼らは落ち着いて対処ができている。慣れてきたらしく、周辺を『霧の仮宿』で把は握あくしているおれが警告を出すまでもないくらいだった。これなら一行の中央にいる自分たちは、案内役に専念できる。

　個人的には、日比谷の存在が脅きよう威いとならないか気になっていたのだが、それも彼が工藤の魔軍によって敗退したことで杞き憂ゆうとなった。また、神宮寺一行と工藤との間に共同戦線は張られなかったので、その点も胸を撫なで下ろす材料と言えた。ベルタがそう事前に言い当てていたので、無用の対策で時間を無駄にすることなく進むこともできた。

　もっとも、そのベルタはといえば、沈痛な雰囲気を纏まとっていた。

「そうか。工藤と日比谷にそんな事情が……」

「ああ。轟美弥の死を、我が王は忘れていないだろう」

　工藤と日比谷との間に起きた戦いは、ふたりの因いん縁ねんによるところが大きかったようだ。おれは異界の道先案内人として周囲の警戒や罠の無効化をしていたので、断片的にしかふたりの会話を聞けなかったのだが、どうやら轟はコロニー崩壊の際に死んでいて、それが日比谷の手によるものだということらしい。ベルタからも、それを裏付ける話を聞くことができていた。

　これは気になる情報だった。というのも、探索隊の『闇の獣』轟美弥と『絶対切断』日比谷浩二は、遠征隊出発後のコロニーを守る要かなめだったのだが、以前、竜淵の里のサディアスと行動をともにしていた深津明虎から聞いたところによると、コロニー崩壊時にふたりを含めた有事の対策班は、早い段階で大半が殺されて機能していなかったのだという。なにかトラブルでもあったのかと考えてもいたが、今回の情報で、それが日比谷の凶きよう行こうだったことが明らかになった。おまけに彼は、それからずっと行方をくらませていて、こんなところに現れたのだ。

　……コロニーは、ただ崩壊しただけではなかったのかもしれない。

　あの日、本当はなにがあったのか。日比谷がそのカギを握っている可能性は高い。それこそ中嶋さんの言い分ではないが、捕まえればあの日の真実を知ることができるかもしれない。

　ただ、同時にこれは扱いに注意が必要な情報でもあった。コロニー崩壊の際に幹部同士の殺し合いがあったと知らせれば、探索隊のメンバーに動揺を与える結果になりかねないからだ。さいわい、コロニー崩壊における情報は今回の異界攻略作戦に直接関係しないので、あえてここで伝える必要はない。時期を見て中嶋さんに相談して、あとは判断を委ゆだねればいいだろう。

「なんにしても、情報については助かった」

　おれが礼を言うと、ベルタは小さく笑ったようだった。

「なに、こちらも王のためにしていることだからな」

　神宮司一行と、工藤の魔軍、探索隊に、教会勢力。

　それぞれが思おも惑わくを持って動いている現状は、非常に複雑なものだ。

　探索隊や教会勢力は『世界の礎石』破壊を企くわだてる神宮司たちをとめるために動いている。

　工藤はどうやら神宮司たちに敵対しているようなので、結果的に『世界の礎石』破壊を邪魔しているという点では、利害は一致している。しかし、一方で工藤は探索隊と違って「とめる」なんて甘いことは考えていないだろう。日比谷が相手となれば尚更だ。心情的には神宮司や日比谷たちに仲間意識がある探索隊とは、この点で敵対の可能性が出てくる。

　利害の面と、感情の面とが複雑に絡み合い、現状は予断を許さない。万が一のときのことを考えるなら、なにがあっても対応できるように、おれたちが事情を理解している必要がある。そう判断して、ベルタは話をしてくれたのだった。

　ただ一点、話を聞いているなかで、不可解な部分があった。

「なあ、ベルタ。ひとつ訊きいてもいいか」

「なんだ」

「お前はどうして……轟美弥の死に際について知っていたんだ？」

　話を疑うわけではないが、おかしいと思った。

　ベルタは轟美弥の死に様を知っていた。工藤にとって轟美弥の死が核心にあるものなら、駒こまでしかない配下に対して、わざわざ話をすることはないはずだ。

「単純な話だ」

　おれが疑問に思うことを予想していたのか、落ち着いた声で返答があった。

「わたしは、その場にいたのだ。だから知っていた。ただ、それだけのことだ」

「……その場にいた？」

　一拍、理解に時間が必要だった。

　理解して、思わず息を呑んだ。その場にいたから知っているというのは、簡単な構図ではある。しかし、それは同時にひとつの重大な事実を示し唆さしていたからだ。

「じゃあ、ベルタは轟の死で魔王として覚かく醒せいした工藤が、その場で従えた配下だってことか？　つまり、ベルタが工藤の最初の配下だった……？」

　驚きはしたが、改めて考えてみればありえない話ではなかった。工藤が魔王としての能力を覚かく醒せいさせたのは、コロニー崩ほう壊かいのあと、轟美弥が死んだ前後だったはずだ。ベルタがそのときに配下となったのだとしたら、工藤と轟の間にあった出来事を知っていてもおかしくない。

　辻つじ褄つまは合うのだ。ただ、そうすると、一点、わからないことがあった。

「だが、ベルタは……２番目に名前を与えられたってことじゃなかったか？」

　フォネティック・コード。ベルタというのは、２番目の名前だと前に聞いた。

　最初の配下であること。２番目に名前を与えられたこと。それらは矛む盾じゆんした事実であるように思えたが、ベルタの答えは違っていた。

「そう難しいことでもない。王は基本的には配下に名を付けない。名前を付ける条件は、お前も知っているだろう？」

　そう尋ねられて、おれも気付いた。

「……名を付けるに値あたいするだけの力を持つこと」

「その通りだ」

「それじゃあ、ベルタは……」

「そうだ。当時のわたしには、見込みがなかったのだ。だから、名前を与えられなかった」

　工藤が従えた配下の扱いは、おれと眷けん属ぞくのそれとはまったく異なっている。むしろ工藤の場合、最初の配下と、最初に名前を与えた配下は別であるのが自然なことなのだ。ただ、ややこしいのは、名前を与えられなかった最初の配下が、のちに名前を与えられたことにあった。

「最初の配下であるわたしは、その場で名前を与えられなかった。力を得たのは、しばらく時間が経ったあとのことだ。そのときには、すでにアントンがいた。だから、わたしに与えられたのはベルタの名だったのだ」

　語る声色が、一段トーンを落とした。

「……わたしはアントンになれなかった。わたしにとってベルタという名は、自身の無力さと不ふ甲が斐いなさの証あかしのようなものだ」

　その言葉は、悔かい恨こんに満ちていた。単純に『最初に名前を与えられなかった』ということだけを言っているわけではないことは、容易に察せられた。

　そして、そこに込められた悔恨こそが、無骨で素そ朴ぼくな彼女の根幹に関わる問題だったに違いない。駆ける足はとめることなく、ベルタは口を開いた。

「真島孝弘。お前は先程、わたしが『魔王として覚醒したその場で従えたモンスター』であり、『王の最初の配下』なのかと言ったな。それは半分正解だ」

「半分？」

「後半は正しい。だが、前半は間違っているのだ」

　一瞬、混乱した。そのふたつは同じことであるように思えたからだ。

　しかし、ベルタの言い分は、おれの想像の外にあった。

「わたしが王に従ったのは、あの方が魔王となったときではない。その前のことだ」

「……なに？」

「あの方が力を得たのは、魔王として生きると決めたときではないのだ」

　ベルタは言った。

「コロニー崩ほう壊かいから逃げのびたあの方は、諦あきらめることなく樹海で生き足あ掻がいていた。そのときに、わたしは王の配下となったのだ」

「……」

　おれは数秒、黙り込んだ。語られた事実をうまく呑み込めなかったのだ。

　これまで聞いていたのと、あまりにも話が違っていたからだ。

「いや。だが、それはおかしいだろう。そもそも、工藤から聞いていた話と食い違うぞ」

　あのチリア砦とりで襲しゆう撃げき事件の際、工藤は自分自身の起源を語っている。

　工藤は人間の弱さと醜みにくさに絶望し、世界を滅ぼすという願いによって、魔王としてモンスターを従える力を得たはずだ。その前にベルタが配下となっているというのはおかしい。

　どういうことなのか。おれの疑問の視線に、ベルタは暗い声を返した。

「それは、わたしが力ちから及およばなかったためだ」

　無力さと不ふ甲が斐いなさ。

　自分の名前を、その証だと語ったときと同じ自責の念がそこにはあった。

「あのとき、ひとり足あ掻がくあの方にわたしは求められた。どうやら轟美弥との出会いが、当時のあの方を変えたらしい。まだ弱く小さく、けれど、そんな自分を変えようとあの方は歯を喰いしばっていた。その存在を感じ取ったとき、この胸に抱いた尊とうとさと喜びを覚えている。まだ不確かな繋がりを手繰り寄せ、わたしはあの方のもとに急いだ」

　思い出を語る口調が、そこでひどく苦く渋じゆうに満ちたものに変わった。

「……しかし、間に合わなかった。その直前に、あの方は同じ転移者たちに遭そう遇ぐうしてしまっていたのだ。わたしが駆け付けたときには、さんざんに痛めつけられたあとだった」

　視界の端で、リリィがこちらに目を向けるのが見えた。耳の良い彼女には聞こえてしまったのだろう。ひどく驚いた顔をしていた。おれ自身、同じ気持ちだった。




　――傷つけられて、救いを求めた。

　――応じてくれる存在があった。




　おれとリリィの出会いと、ベルタの語る工藤との始まりの話は、とてもよく似ていた。

　しかし、その顛てん末まつだけが残酷なくらいに違っていた。

　リリィはおれを救ってくれた。けれど、ベルタは工藤を救えなかった。彼らの始まりは、あまりにも状況が悪過ぎたのだ。

「わたしはあの方を守るために牙きばを剥むいた。だが、果たせなかった。呆気あつけなく、一撃で打ちのめされてしまったのだ」

　相手はウォーリア。名前を与えられなかったという事実から推測するに、当時のベルタは強大と言えるいまの彼女からはほど遠い、どこにでもいるモンスターとそう変わらない存在だったのだろう。敵かなうはずなどなかった。

「わたしは弱く、あの方を助けることができなかった。……わたしが、あの方を魔王にしてしまったのだ」

　拭ぬぐい去れない後悔の念。これが、ベルタが抱え続けてきた始まりの傷だった。

　せめてふたりの出会いが転移者たちとの遭そう遇ぐうよりも先であれば、状況は違っていただろう。狼の鋭い嗅きゆう覚かくによって彼らの接近を感知して、見付かることなくやり過ごすことだって不可能ではなかったはずだ。そうすれば、ひょっとすると、ひとりと一匹で寄り添い合って、この過酷な世界を生き抜く未来が彼女たちにもあったのかもしれない。

　そう考えてみると、工藤の配下のなかで唯一、ベルタだけがおれたち寄りの感性をしていたのも自然なことだったのかもしれない。なぜなら、魔王となる前の工藤は、世界を滅ぼすための駒など望んではいなかったはずだからだ。自分を変えて、一緒に歩んでくれる存在こそが、彼の未来に必要なものだった。

　けれど、あるべき未来は訪れなかった。踏み躙にじられて、どうしようもなく歪ゆがみ果てた。

　だからベルタは悔いている。自分はアントンになれなかった、と――当時、最初のひとりたるアントンの名を与えられるだけの力があれば、大切なものを守り切れたはずなのにと。

　おれたちと同行している間、彼女は夜な夜なモンスターを狩りに出ては、自身の強さを高めていたが、そうした強さに貪どん欲よくな部分は、魔王になる前の工藤を守り切れなかった後悔の記憶があればこそだったのだろう。

「……工藤は、そのことは？」

「気付いてはいらっしゃらない。攻撃を受けて倒れていたわたしが動けるようになり、初めて王に傅かしずいたのは、すでになにもかもが終わったあとのことだったからな。わたしが駆け付けたとき、ひどく痛めつけられた王は前後不覚に陥おちいっていたから、わたしがやられたところを目で見ていないし、直後に現れた轟美弥は『闇の獣』で猛犬を生み出して使し役えきしていたから、なにか聞こえていたとしても、その前に乱入したわたしの存在は紛れてしまったのだろう」

「自分からは言い出さなかったのか」

「言ってどうする」

　ベルタは自じ嘲ちようげに答えた。

「わたしがようやく力を手に入れ、まともな自我を得て、名を与えられたときには、王はすでに魔王としての道を歩み出したあとだった。すでになにもかもが遅かったのだ」

　魔王としての工藤の道程に、寄り添い合う存在は必要ない。かけがえのないひとりになりえた存在は、魔王の下では出来損ないの駒でしかなかった。それでも、彼女は少年を想っているのだろう。なにもできなかった後悔と、出会いのときに感じた尊いものを胸に抱きながら。

「……と、これがわたしと王の間にあった出来事だ」

　意識してのことか、ベルタは話に一区切りをつけるように、口調を普段のものに変えた。

「ここまで話したのだから、これも伝えておこう。そのときに、わたしは轟美弥の遺体を喰らっている。死しに際ぎわの彼女がそう望んだからだ」

「轟が？　どうして？」

「どうしてだろうな。親友を悲しませたくないから自分の死を伏せてほしいと言ってはいた。遺体を残したくなかったのかもしれないが……いや。どうだろうな。正直、よくわからない。どうして王を助けたのか。そもそも、王を助けるつもりがあったのかどうかも含めて」

　かといって、いまとなっては確かめるすべもない。轟美弥は死んだのだ。いまわの際きわに世界を呪う言葉を遺したという彼女にまつわるなにもかもが、もはや明かされることはない。

　もっとも、ひとつ腑ふに落ちたこともあった。

「お前のスキュラとしての姿が轟美弥によく似ているのは、その遺体を食べたからか？」

「恐らくな。とはいえ、わたしにとっても予想しない結果ではあったのだが」

　スキュラとしての本性が轟美弥の姿に似ているのも、彼女の死の現場に居合わせたからだったわけだ。もっとも、ベルタ自身が言う通り、リリィと違って擬ぎ態たい能力があるわけでもないので、このような結果になったのは不測の事態ではあったのだろう。あるいは、蟲毒によって力を得て、肉体を変化させてきたあたりが影響しているのかもしれない。

「……ありがとう、話をしてくれて」

　すべてを知ったいま、ベルタの境きよう遇ぐうは、あまりにも不幸なものに思えてならなかった。

　彼女にはどうしようもない不運により、決して報われない構図ができあがっているようにさえ感じられてしまう。あまりにも惨むごい。価値観が近いおれたちと同行する偶然がなければ、そんな不遇にさえ気付けないままだったはずで……。

「……いや、待てよ」

　ふと引っ掛かりを覚えて、おれは口のなかでつぶやいた。

　決して報われない構図のなかにいたベルタ。けれど、いまは本来あるべき彼女の在り方と近しい自分たちのもとにいる。

　これは成り行きによる偶然だ。そう思っていた。

　だが、果たして本当にそうだろうか？

　ベルタがここにいるのは、工藤の指示によるものだ。ベルタは工藤の配下で最大の戦力のひとつであり、戦いのことだけを考えるのなら、手元に置いておくのが正しい判断であるにもかかわらずだ。

　そうしなかったのを、工藤本人はベルタが出来損ないだからだと言ってきた。けれど、それは本当だろうか。ベルタから話を聞いたいまだからこそ、そこに疑問を覚えた。

　轟美弥の死は工藤にとって、現在の魔王としての彼を作るほどに大きなものであり、絶対に触れられたくないものであるはずだ。なのに、彼女の姿を継けい承しようしてしまっているベルタを、自分の近くから離すというのは、あまりにもリスクが高い。実際、ベルタはおれたちに姿を晒さらしてしまっている。もともと、工藤は彼女がおれたち寄りの感性をしているからこそ、反感を抱かれることがないだろうと護衛として派遣したのだから、旅を続けるうちに情が移って、真の姿を晒さらす事態になることだって予想ができたはずなのだ。不用意にもほどがあるだろう。

　そこには、実はなにか隠された意図があるのではないかと思ってしまうくらいに。

「真島孝弘？　どうかしたか？」

「……」

　尋ねてくるベルタを背中から見下ろしながら、脳裏にひとつの考えが過よぎった。

　もしも、もしもだ。工藤がベルタの境きよう遇ぐうについて気付いていたとしたらどうだろうか。

　もちろん、ベルタ自身が言った通り、彼女を従えたその場では気付かなかったのだろう。少なくとも、あのチリア砦とりで襲しゆう撃げき事件の頃は、本当に工藤は自分の力を魔王としてのものでしかないと思い込んでいたに違いない。

　けれど、工藤はおれという例を知った。チリア砦の事件を通して、ベルタが謀ぼう略りやくには向かない実直な性質をしており、他の駒とはなにか違うことだって気付けたはずだ。

　それらの事実と、彼女が最初の眷けん属ぞくであるということを併あわせて考えれば、真実に辿り着くことは決して不可能ではない。

　そして、もしもベルタの真実を知ったとしたら……。

　工藤にとって彼女の存在が持つ意味は大きく変わってくる。なぜなら、まだ決定的な出来事が起こる前、工藤が自分を変えようと思えたのは、他ならない轟美弥の影響だからだ。

　轟美弥のお陰で自分を変えようとした結果、魔王になる以前の工藤はモンスターを味方に付ける力を得た。そうして眷属にした唯一の存在がベルタなのだ。ベルタの存在は、轟美弥なしにはありえなかった。ある意味、轟美弥の忘わすれ形がた見みとも言えるかもしれない。

　そんなベルタを、工藤はどうしようと考えるだろうか。

　本来あるべきように、大切な仲間として扱うだろうか？

　……無理だろう。先程、ベルタも言っていたことが、そのまま工藤自身にも当てはまる。

　すなわち、すでになにもかもが遅い。

　工藤はすでに魔王としての道を歩み出したあとだった。気付いたところで、今更、失った道へは戻れない。絶望と苦痛の破滅へとひた走るほかなかったのだ。

　だとすれば、工藤はなにを思ったのか。

　どう考えて、なにを選択した結果として、いまベルタはここにいるのか。

　答えに手が届く――その寸前、同行する探索隊が歓声をあげた。

　第三の異界への扉に辿り着いたのだった。
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「おお！　あれはすごいな！」

　中嶋さんが歓声をあげ、他の追跡隊の面々も口々に感かん嘆たんの声をあげた。

　樹海を抜けた先にあったのは、巨大な大樹だった。幹みきは何十人もが手を繋ぎ合っても回り切れないほどに太く、枝葉は広く伸びて、まるで天に蓋ふたをするかのようだ。

　神々しい光景だった。そして、これこそが目指していたものだった。

「あれが次の異界への入り口です！」

　ベルタの上から指差しておれが告げると、中嶋さんは力強く頷うなずいた。

「よし！　突き進むぞ！」

　大樹の周りには、当然のごとく多くの巨人たちがいた。しかし、すでに対処に慣れた転移者たちの敵ではない。蹴散らして進む集団のなかに守られながら、おれを乗せてベルタは移動した。リリィたちはすぐ傍そばを並走して守りを固めてくれている。

　大樹の周囲には、中嶋さんたちが武器を振るうまでもなく、すでに砕けて転がっている巨人たちがいた。すでに神宮司一行と、工藤の魔軍とは通り抜けたあとなのだ。

　とはいえ、かなり追い付いた。ここを通り抜けた神宮司一行――正確には、生き残った半数だが――とは、およそ１時間ほどの差しかない。

　更に、ここでも差が詰められる。

「お、おい。これ、どこから入ればいいんだ!?」

　追跡部隊の面々から戸惑いの声があがった。

　ほとんどビルくらいの太さのある大樹の周りには、人が簡単に入れるくらい大きな洞うろが無数に開いていた。これらはすべて第三の異界への扉なのだ。

　ただし、飛ばされる位置は、扉によって違っている。下手な扉を選べば時間をロスすることになるということだ。

　逆に、きちんと選べば時間を短縮することも可能だった。

「大丈夫です！　こちらで把は握あくはできていますから！」

　動揺する面々に声をかける。

　神宮司一行は『世界の礎石』を持っているために、次の異界への入り口であるこの大樹を感知することはできただろうが、おれは更に異界に接続して情報を得ている。最奥部に一番近く繋がる入り口は、すでに見付け出していた。

「右回りに、もう少し回り込んでください！」

「真島の指示に従え！　周りの巨人を片付けろ！」

　こちらの指示を受けて、中嶋さんが集団に命令を下した。

　一行は大樹を回り込むように移動する。邪魔をする巨人を探索隊の面々が薙なぎ払い、ベルタが倒れた巨人を踏みしめて跳ちよう躍やくし、リリィとシランは護衛をこなしながら器用に魔法での援えん護ごを行った。

「ありました！　そこの根の上あたりにある、あの洞うろです！」

「よし！　飛び込むぞ！」

「……うす！」

　中嶋さんと石田を先頭にして、大樹の洞へと追跡部隊が飛び込んでいく。

　おれたちもそれに続いた。

　追跡部隊とともに、第二の異界を踏とう破はして――第三の異界に辿り着く。

　視界が開けると、そこにあったのは先程までの森とはまったく異なる光景だった。

「ここが、第三の異界か？」

　おれの腕のなかで、ロビビアが声をあげた。

「城か……？　ずいぶんと古いみたいだけど」

　彼女の言う通り、飛び出した先は城の廊下と思しき場所だった。

　ただ、スケール感がおかしい。廊下は幅広く、天井は見上げるほどに高い。巨人の居城。それも、チリア砦とりでのような要塞ではなく、豪華かつ絢けん爛らんな城といった風情だった。ただし、装飾はひどく古びていて、風化が進んでいる。打ち捨てられた古城というのがぴったりくる。

「旦那様」

「わかってる」

　サルビアに促うながされて、即座におれは魔法『霧きりの仮宿』を展開し、異界への接続を試みた。

「……これは、さすがにきついか」

　異界の奥に進むにつれて、異界のプロテクトは強固になっていたが、第三の異界はいっそう堅かたい。

「どうだ、真島」

「……プロテクトが厳しくて、すぐには情報が得られそうにないです」

　声をかけてきた中嶋さんに答えた。

「近場の罠を解除することくらいはできそうですが、これまでのように広域を把は握あくすることは難しそうです。ただ、最後の扉の位置だけはわかりました。扉の選択の時点でかなりショートカットしましたから、ここからひとつ上の階になります」

「そうか。いや、十分だ」

　中嶋さんは、くるりと光剣を回してみせた。勇ゆう猛もうな笑みが、その口許に浮かぶ。

「にしても、ひとつ上の階か。普通なら、まずは階段を探そうってなるんだろうが……」

　片手に持った光剣を天井に向けてみせる。

「その必要はないな。天井を突き破って、直通路を作ればいいんだから」

　見詰める先の天井は見るからに頑丈そうなものだ。巨人の城のスケール感を考えれば、天井も分厚いだろう。そう簡単に突き抜けそうなものではない。だが、探索隊のなかでも最強の力を持つ彼にとっては、不可能ではないのだろう。当たり前のように、探索隊のメンバーたちはその行動の先について話し始める。

「天井が高いな。おれ、魔法使い寄りだし、跳とんでも届かない気がするんだが」

「戦士寄りの脳のう筋きんなら登れるだろ。あとはロープかなにかで引き上げればいい」

「誰が脳筋だ。魔法使えるのと頭のできに関係ねーし。引き上げてやんねーぞ」

「最悪、風の魔法あたりで吹き飛ばせばいけるいける」

「げー。おれ絶対やだからな。お前やれよ」

　中嶋さんが剣をかまえるうちにも、わいわいと冗談を飛ばし合っている。この状況で余裕があるのだ。頼もしいことだった。

　……ただ、彼らはひとつ忘れていることがあった。

　それはすなわち、中嶋さんが発想した方法は、他の探索隊二つ名持ちでも思い付くということで――。

「これは」

　天井に光剣を解放しようとかまえた中嶋さんが、不意に眉を顰ひそめた。

　同時に、おれも感知した。この場所では『霧きりの仮宿』の触覚が通りづらくて、直前まで気付けなかったのだ。

　足元から、なにかが――

「――この場を離れろ！」

　咄とつ嗟さにおれが叫んだ警告に、リリィたちは即座に反応した。付き合いの長いベルタもすぐに続いた。だが、探索隊メンバーはまず戸惑いが先立った。

「退避だ！」

　異界に接続していない中嶋さんの指示は、さすがに一拍遅れた。

　驚いていた探索隊のメンバーたちが表情を変えて――直後、床が弾け飛んだ。

「わぁあああ!?」

　下の階から床を突き抜けて、魔力の奔ほん流りゆうが吹き上がったのだ。恐らく、狙われたのは中嶋さんだろう。光剣を解き放つ直前のすさまじい魔力の気配は、的まととして丁度よかったに違いない。探索隊が固まっていたあたりで床が崩れた。いくら戦闘力が高かろうと、これはどうしようもない。足場を失った探索隊メンバーが、悲鳴とともに階下に落ちていく。

　入れ替わりに、大きな翼を広げたドラゴンが姿を現した。




◆　◆　◆




　どうにか難なんを逃のがれたおれたちは、言葉を失っていた。目の前の広い廊下には、大きな穴が開いている。ほとんどの探索隊メンバーが階下に落ちてしまっていた。

　残ったのは、おれと眷けん属ぞくたち――そして、他にひとりだけだった。

「……やられた。あいつら、何階か落っこちたみたいだな」

　そうつぶやいたのは、中嶋さんだった。

　恐るべきことに、的にされたはずの彼だけは攻撃を逃れていたのだ。

　おれが見たところ、あの場面、咄とつ嗟さに反応できるだけの反射神経と判断力を持っていたのは、探索隊の二つ名持ち『光の剣』、『多重存在』、『堅忍不抜』の３人だけだった。ただ、窪田さんは下手におれの近くにいたせいで、おれの指示に従うべきかどうか迷ってしまい、その後の中嶋さんの指示に反応が遅れた。石田のほうは、反応こそできていたものの、明らかなパワーファイターである彼は機き敏びんな動きが得意ではなく、退避が間に合わなかったようだ。

　結果、リーダーである中嶋さんを除いて、全員が階下に落ちてしまった。

　ウォーリア以上の戦闘向け能力者ばかりなので、そうそう死ぬことはないだろうが、瓦礫に埋まった者もいるだろうし、上がってくるのには苦労するだろう。一時的なこととはいえ、思わぬかたちで戦力が激減してしまった。

　そして、目の前には天井を破壊してこの階まで上がってきた獰どう猛もうなドラゴンの姿があった。

「う……」

　間違いない。これが『竜人』神宮司智也だ。

　その力が尋常なものではないことは、肌で感じられた。もちろん、二つ名持ちであるからには強いことはわかっていたのだが、これはそれだけではない気がする。うまく言えないのだが、固有能力持ちとしても『外れてしまって』いるような……。

　自然と思い出されたのは、高屋純が姿を変えた『狂獣』のことだった。

　周囲を巻き込んで自滅する、道を外れたモノ特有の危うさが感じられたのだ。湧き上がる危機感に、おれは固かた唾ずを呑のんだ。

　けれど、そこで前に出る者があったのだ。

「そう緊張するな、真島」

　片手には、彼の代名詞とも言える輝く光剣。歩を進める動きには、力みなどかけらもない。

「お前は自分の仕事をしてくれた。だったら、あとはおれの仕事だ」

　この場面でも、中嶋さんは自然体だった。堂々とした立ち振る舞いに、思わず目を奪われてしまう。指の先まで充溢する自負が、その姿をひとまわりもふたまわりも大きく見せていた。

「任せてくれればいい」

　大たい言げん壮そう語ごなどでは決してない。絶大な才能と、強固な意志力。きっと、これこそがあの『韋駄天』飯野にさえ、リーダーとして絶大な信頼を寄せさせたものに違いない。

　この世界の人間でもなければ、探索隊でもないおれでさえ、目の前の男を見ていて英雄という言葉が脳のう裏りを過よぎったのだ。

「久しぶりだな、神宮司」

　そう声を掛けられて、絶大な力を持つはずのドラゴンがたじろぐ様子を見せた。

「リーダー……」

　どこかうつろな声には、明らかな動揺が現れていた。

　神宮司は、自分が追い掛けられていることを知らなかったはずだ。ましてや、それがかつて所属していた組織のリーダーだとは思いもしなかったのだろう。だが、動揺は一瞬だった。

「……あんた相手に……手加減は、できねえな」

　苦しげでどこか朦もう朧ろうとした様子ながらも、口にした言葉には覚悟が感じられた。

　元探索隊の彼は『光の剣』中嶋小次郎の力をよく知っているはずだ。そのうえ、どうやら声の調子からすると、ひどく消しよう耗もうしてもいる。大神官ゲルト＝キューゲラーの死に物狂いの防戦を破ったあと、まともに休むことさえなく異界探索を強行しては、二つ名持ちであっても疲ひ弊へいして当然だった。そんな状態では『光の剣』には敵かなわないとわかっているはずだ。

　けれど、彼は退ひかなかった。

　いや、退けないのかもしれない。見れば、彼の周りには一緒にこの場所に来たはずの仲間たちの姿はない。第二の異界でそうだったように、自分たちが囮おとりになってでもリーダーである神宮司を先に進ませたのだろう。

「おれは……みんなを、元の世界に……そのためになら……」

　なにより、敵わない相手が現れたくらいで諦あきらめるくらいなら、彼は最初からこんな暴挙に出なかったはずだ。『一緒にこの世界に飛ばされてしまった転移者たちを元の世界に戻したい』という、彼の願いと覚悟は本物だった。

　狂おしいほどに。

　だから、青年は変転することさえ厭いとわない。

「おお……オオオオオオオオ！」

　雄お叫たけびをあげるドラゴンの目の色が、血の色に染まった。

　霧きりの魔法で周囲の情報を集めていたおれには、神宮司の状態がわかってしまった。

「こいつ……!?」

　弱っていた魔力が、みるみるうちに増大する。

　その代わりに、唸うなり声をあげる姿からは理性らしきものが消失した。

　やはりこれは、あの狂獣と同じだ。

　正気を手放して、狂おしい願いに己のすべてを委ゆだねたのだ。こうなってしまっては、もはや言葉は通じない。お前は騙だまされているのだと告げたところで、なんの意味もないだろう。

「グルゥウウウ……」

　神宮司はいまや世界を壊すためだけに存在する『悪竜』と化した。

　その力は、並みの転移者など束たばでかかっても敵うものではないだろう。願いの強度が、思いのたけが、あまりにも桁外れているのだ。

　願いのために。ただただそのためだけに。悪竜が動き出した。

「グオォオオオオッ！」

　竜の口こう蓋がいから、魔力の奔ほん流りゆうが吐き出された。

　山ひとつ崩せてしまいそうな一撃だ。それが、たったひとりの人間に放たれたのだ。

　しかし、対する青年は落ち着き払っていた。

「……それがお前の選択なんだな」

　対抗するのは、一振りの剣。だが、それはただの剣ではない。探索隊最強の『光の剣』により作られた『片手剣』だ。

　振りかぶられた光剣に宿る力が、あますことなく解放される。

「カァアアアアアア――ッ！」

　竜の吐と息いきと、英雄の一撃が激突する。

　おれは思わず目を見開いた。

　押されていたのは、悪竜のほうだった。

　魔力の奔流が砕かれ、押しのけられる。その余波で壁に亀裂が走り、先程、床から飛び出した魔力の奔流によって破損していた天井が崩落を始めた。おれたちも中嶋さんのうしろにいなければ、吹き飛ばされていたかもしれない。

「グラァアアアアア!?」

　次の瞬間、悪竜が悲鳴をあげた。

　魔力の奔流を押し切った光剣が、その巨体を真っ向から弾き飛ばしたのだ。

「……嘘うそだろう」

　悪竜が城の壁に叩き付けられる轟ごう音おんが響く。竜の鱗うろこは頑丈で、深く傷付けられることこそなかったものの、焦げて煙をあげていた。冗談のような光景だった。

　剣を振り切った青年が、ゆっくりと体勢を元に戻した。

「神宮司。おれは、お前の意思を否定はしねえよ」

　新しい剣を掌てのひらに生み出して、英雄そのものの威風をもって青年が告げた。

　いつでも彼は他人の意志を尊重するのだと、飯野が言っていたことを思い出す。探索隊を離れるという人間が出たときにも、彼らの選択に任せたというが、そうした姿勢はこの場でも変わらないものらしい。

「お前がした選択。進むと決めた道だ。通せるものなら通してみろよ」

「グラァア……！」

　堂々と投げつけられた言葉に、神宮司の選択は単純なものだった。

　大きく羽ばたくと、再び魔力の奔流を吐き出したのだ。

「効くかよ」

　もちろん、先程と同じく中嶋さんの体にその攻撃は届かない。新たに生み出した光剣で迎撃する。しかし、悪竜の目的は敵の撃破ではなかった。

「違う！　中嶋さん、神宮司は――」

「――そうか！」

　中嶋さんも気付いたようだが、遅かった。彼が迎撃に動いた隙に、悪竜の巨体が天井に開いた穴へと羽ばたいたのだ。気付いた中嶋さんが、魔力の奔ほん流りゆうを迎撃していた光の剣を大きく伸ばして振り切ったが、その切っ先は竜の尻尾しつぽを切り落としただけで終わった。

　悪竜の姿が天井の穴に消える。『世界の礎石』の破壊に向かったに違いなかった。神宮司は自我を失ったように見えたが、目的だけは残っていたらしい。むしろそれしか残っていないからこそ、戦いよりも目的を優先することができたのかもしれなかった。

　とはいえ、やられてばかりの『光の剣』ではない。

「逃がすか！」

　中嶋さんは身を沈めた。

　バネのようにその長身が飛び上がって、天井の穴まで跳躍する。

　あっという間に、ふたりの姿は視界から消えていった。
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　短くも激しい戦いのあと、その場にはおれたちだけが残されていた。

「ご主人様！」

　リリィが叫んで、こちらに視線を向けてきた。

　その目が、どうするのかと問い掛けている。考えたのは一瞬だった。

「……っ！　追い掛けるぞ！」

　ここで他の探索隊メンバーや、河津たちが戻ってくるのを待っていれば安全ではある。だが、その間に悪竜は『世界の礎石』に辿り着いてしまうかもしれない。

　中嶋さんは確かに強大な力を持っているが、残念ながら『世界の礎石』を所持してもいなければ、おれのように『羅針盤』となるものを備えているわけでもない。万が一、悪竜を見失えば、そこで終わりだ。自由になった悪竜は、ゆうゆうと『世界の礎石』を破壊してしまうだろう。人任せにできる状況ではなかった。

「うん！　わかった！」

　指示を聞いたみんなの反応は早かった。

　リリィは大きく跳躍すると、その手を触手に変えて、高い天井の穴まで届かせた。

「シランさん！」

「了解です！」

　応じて跳躍したシランが、その触手をロープ代わりに上に登っていく。

　そうする間に、おれを乗せたベルタは壁に向かって跳ぶと、壁を蹴って更に高く飛び上がり、腰から伸びた触手を天井にあいた穴のふちに絡めていた。

　ベルタが天井の穴から這はい上がったのと、リリィがシランに持ち上げられたのが同時だった。全員揃って、上の階の廊下に出る。

「あの野郎、どこに行った……？」

　おれの前でベルタに跨またがるロビビアが、廊下を見回して殺気立った声をあげた。

　神宮司は里を滅ぼした仇きゆう敵てきだ。以前の探索隊との顔合わせで岡崎を相手にしていたときと違って、我慢をする理由もない。感情が昂たかぶるのも無理なかった。

　とはいえ、飛び出していったりはせず、おれの護衛をしてくれているあたり、十分に抑制は利いている。おれはその頭を撫なでてやってから、口を開いた。

「あっちのほうだな」

　異界と繋がった感覚を頼りに、中嶋さんと神宮司の位置を把は握あくした。

　ただ、そうでなくても、どちらに向かったのかは点々と残った破壊の跡あとを見ればすぐにわかることだった。どうやら激しい戦いを行いながら移動しているようで、破壊の跡を辿っていくだけでも追跡は容易だろう。

「行くか」

　同じことを考えたのか、ベルタが走り出そうとした。

「ちょっと待ってくれ」

　だが、おれは彼女をとめた。

「なんだ」

「先回りができるかもしれない」

　悪竜と化した神宮司は目的地へと向かっている。だが、それと最短ルートを使えることは同じではない。『世界の礎石』を所持しているため、目的地の方角はわかるようだが、ここが屋内である以上、ただそちらに向かうだけでは、道によっては遠回りになることもある。

　こちらが有利なのはこの点だ。先程から少し時間もあったし、少しずつ『霧きりの仮宿』による異界の侵食も進んでいる。いまなら、最奥への最短ルートは割り出せる。これまで戦闘を任せていた探索隊がいないのは問題だが、そこはリスクと割り切るしかない。

「おれが指示する道を進んでくれ」

「わかった。行くぞ」

　ベルタが応じて走り出そうとした、そのときだった。

「待ってくれ！」

　階下からひとり上がってくる人物がいた。

　駆け寄ってくる彼に、おれは声をかけた。

「窪田さん。早かったですね」

「下は他のに任せてきた」

　現れた窪田さんは、にっと笑ってみせた。

「いいんですか」

「おれは、お前らの護衛だ。リーダーにそうしろって言われたからな。ちゃんとやらねえと」

　言い切る言葉に迷いはない。探索隊のメンバーに対する中嶋さんの影響力の絶大さが感じられる返答だった。先程の英雄としか言いようのない立ち振る舞いを思い出せば、それも当然のことに思えた。

　いま探索隊に残っているメンバーは、およそリーダーである中嶋さんに心酔している者たちばかりなのだろう。そうして思い返してみると、飯野や島津さんあたりは、彼に絶大な信頼を寄せていたとはいえ、割と冷静なほうだったのかもしれない。

　窪田さんはすぐに笑みを引っ込めると、真剣な顔で問い掛けてきた。

「リーダーのやつはどうした」

「神宮司を追い掛けていきました。おれたちは別ルートで先回りしようと思っています」

「……そうか」

　窪田さんは一瞬考える様子を見せた。

「だったら、おれはお前らのほうに行ったほうがよさそうだな」

「同行してもらえるのならありがたいです」

　中嶋さんのほうに行くかなと思ったので、少し意外だった。もちろん、戦力として一級品の二つ名持ちの助勢はありがたい。

「よっし、決まりだな」

「そうと決まれば、急ぎましょう」

　窪田さんを加えて、おれたちは第三の異界を移動し始めた。
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　屋外だった第一、第二の異界と違い、古城の内部といった様相の第三の異界だが、変わらず『守護の巨人』は存在していた。相手をしている暇はないので、遭そう遇ぐうすれば蹴散らして進むように指示を出した。

　ただ、遭そう遇ぐうの頻ひん度どは低かった。さいわい、この第三の異界は『守護の巨人』の数が少ないらしい。窪田さんが前衛を引き受けてくれたこともあって、たまの戦闘も無理なくこなせた。

　彼の能力は『多重存在』。自身の存在を増やす固有能力の最大数は５人だ。ウォーリア相当の戦闘能力を持つ存在がそれだけ増えるのは大きい。対処しきれなかったぶんについては、リリィとシランで十分に処理できた。

　おれはおれで、『霧きりの仮宿』の力で第三の異界を把は握あくすることに集中した。

　結果、判明した第三の異界は、天空城とでも呼ぶべき代物のようだった。

　周囲になにもない……ひょっとしたら地表すらない空に、ぽつんと巨大な城が浮かんでいる。外観としてはひらべったい円えん盤ばんのようだが、規模が大き過ぎるので縦にも十分に大きい。恐らく、面積だけでもこの世界最大の都市である帝都と同程度はあるだろう。それだけの面積がありながら、城自体は全部で30階層にも及んでいる。

　おれたちがいるのは16階層。全体で言えば、真ん中の階に当たり、更にその中央部に目指すべきものがある。どうやら悪竜は中嶋さんと激しい戦闘を繰り広げながらも、着実に中央部へ向かっているようだった。

「どうした、孝弘」

　おれと一緒にベルタの背中にしがみついているロビビアが声をあげた。

「……いや。中嶋さんは大丈夫かと思ってな」

「ん。あの神宮司ってやつ、半はん端ぱじゃなかった」

　声色に暗いものを滲にじませつつも、冷静にロビビアは敵を評ひようした。

　おれも同じ意見だった。だから、言っておかなければいけないことがあった。

「すいません、窪田さん。中嶋さんをひとりで行かせてしまって」

「ん？」

　能力によって増えたうちの一体、おれの近くに護衛として残している窪田さんに声をかけると、彼は目を丸めた。

「ああ。そんなこと気にしてたのか？　はは。大丈夫だって」

「ですが、神宮司はなりふりかまっていませんでした。中嶋さんが相手だとわかって、全力以上を絞り出すことを決めたんだと思います」

　不安がらせたいわけではないが、状況共有はしておくべきだ。

　そう思ったのだが、窪田さんの反応は暢のん気きなものだった。

「だとしても、あのリーダーが負けるわけねえよ」

「ですが、窪田さんは、あの悪竜を見ていないでしょう？」

「ああ。だが、それがどうした？」

　返ってきたのは、不敵な笑みだった。

「言い切れるぜ。リーダーは負けねえよ」

「……いえ、ですから」

「負けねえよ。ありえねえ。お前こそ、中嶋小次郎って男を知らねえ」

　思いのほか、強い言葉で言い切られてしまった。

　おれが口を噤つぐむと、窪田さんは苦笑いをした。

「まあ、お前の気持ちもわかるけどな。だけど、あいつのことは心配するだけ無駄だぜ」

　確信を抱いている口調だった。

　もちろん、これまでも彼が中嶋さんに大きな信頼を抱いていることは知っていた。この異界に突入したあとで話をする機会もあったからだ。

　――やっぱりリーダーは別格だ。あいつはなんつーか、違うんだよな。

　――住んでいる世界が違う。

　――なにがあろうと、おれはあいつについていく。そう決めてるんだ。

　そんなふうに語っていた。

　とはいえ、状況はこれまでになかったものだ。なにせ中嶋さんは、この危険な異界にひとりでいて、同じ二つ名持ちである『竜人』神宮司智也――いまやすべてをかなぐり捨てた結果、生まれ落ちた悪竜と戦っているのだから。

　それなのに、窪田さんは欠片かけらも心配をしていない。彼のことをどうでもいいと思っているわけではなくて、心配をする必要がないと確信しているのだ。カリスマがあることは知っていたが、ここまでとはさすがに思っていなかった。

「元の世界にいた頃からすごかった……と言っていましたか」

「ああ」

　誇らしげに、窪田さんは答えた。

「すごかったぜ。できないことはないくらいのもんでな。あいつがいたからこそ、他のやつらがこの世界への転移に巻き込まれたんじゃないか……なんて言ってるやつらもいたくらいだ。もちろん、冗談半分だけどな」

「巻き込まれた？」

「ああ。そっか。真島はそういう話、あまり触れたことねえのか。にしても、本でも映画でも漫画でもアニメでも、一度くらいは見たことあるだろ。伝説の勇者が異世界に現れて、世界を救うみたいな話。そういう話だと、往おう々おうにして主人公は特殊な資格みたいなもんを持ってるもんでさ。ほら、ありがちだろ」

「はあ……」

　言われてみれば、見たことがあったかもしれない。

　ありがちといえば、ありがちか。幹彦だったら、もっと最近の流行にも詳しいので、違う意見も持っているかもしれないが。コロニー時代、チートがどうこうという話をしたときにその手のことについても聞いた気がするが、あまりきちんとは覚えていなかった。

　もっとも、おれたちの目の前にあるのは現実だ。

　窪田さんだって、そのくらいのことはわかっているだろう。それでも、そんな与太話を冗談でも思い付いてしまう人がいるくらいには、中嶋さんは特別だということなのだ。これまでおれが目の当たりにしてきた光景を思い出せば、頷うなずけるところはあった。

「信頼してるんですね。やっぱり、学校にいた頃から？」

「さすがに、いまほどではないな。距離を感じてもいたし……あいつはああいう性格だから、こっちが勝手に感じてただけなんだろうけど。転移した後は、おれも探索隊の幹部だからな。いつの間にか、距離なんて感じなくなったけどよ」

　窪田さんは割と遠慮のないタイプのように見えるので、これは少し意外な意見だった。

　いいや。これはむしろ、そんな彼でさえ距離を感じるくらいに、中嶋さんが隔絶した存在だったということだろうか。

　探索隊のリーダー。超越者のなかの超越者。世界の存亡という最悪の状況がかかっている以上、そんな彼が仲間にいることこそが最大の幸運なのかもしれない。

　もっとも、頼りきりにするわけにもいかない。なにがあってもいいように備えることには、意味があるはずだった。

「……正しよう念ねん場ばだな」

　作戦の完了は近い。そうしてついに、おれたちは目的地に辿り着いた。
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　目的地にあったのは、広いすり鉢ばち状じようの空間だった。

　空間には、人間ほどもある四つのクリスタル状の石が浮かんでおり、すり鉢の中央を中心としてゆっくりと回転していた。

「なんだあれ、魔力の気配があるけど」

「あの石が『浮遊城』を浮かばせているみたいですね」

　窪田さんの疑問に、おれは展開している『霧きりの仮宿』から得た知識で答えた。

「いかにも重要区画って感じだけど、危なくないのか。入った途端にズドンは勘弁だぜ」

「防衛システムは機能しているみたいですが、なにもしなければ大丈夫です」

「オッケー。じゃあ、先を急ぐとするか」

　四方にある出入り口から、中央部に向かって延のびる長い階段を下り始める。

　すり鉢状の空間の中心部には、小さな石造りの神殿があった。

　神殿の入り口に辿り着く。足をとめたリリィが口を開いた。

「これが目的の場所なんだよね」

「ああ。そうだ」

　世界を維持・管理する力を持つ『世界の礎石』の保管場所だった。

　今回は強引に『霧の仮宿』で侵入したために異界を越えてくる必要があったが、きちんと正規の手段を使えば、この神殿のなかに転移するらしい。

「……中嶋さんと神宮司はまだ来てないか」

　おれは小さくつぶやいた。

「ぎりぎりだったな」

　次の瞬間、おれたちが入ってきたのとは別の出入り口から、悪竜が飛び込んできた。

　途端、膨ぼう大だいな魔力の気配が、広い空間に吹き荒れる。

　しかし、その直後、悪竜の背後に光が輝いた。

「逃がすか！」

「ガァ、アア……ッ!?」

　後方から振り下ろされた光の刃が、悪竜を背中から叩き伏せる。

　探索隊のリーダーである青年も、この場に一緒にやってきたのだ。刃を伸長して振り下ろした光剣には、いったい、どれだけの威力があったものか。凶悪な力を持つはずの悪竜の巨体が、すり鉢状の床に叩き付けられる。地響きとともに、悪竜の悲鳴があがった。

「……すごい」

　おれは思わず声をあげた。

　現れた悪竜は満まん身しん創そう痍いだった。体の各所で、頑丈極まるはずの竜鱗が焼けて剥はがれている。右腕は肩から落とされて、尻尾しつぽは先がなくなっていた。先程の一撃で翼も片方が半分の大きさになってしまっており、あれではもはや飛行は不可能だろう。顔面にも痛恨の一撃を喰らったのか、右の半面が損壊している。

　対する中嶋さんは、大した怪我けがをしていない。装備が少しほつれているくらいだった。どうやら悪竜の吐と息いきも牙きばも爪も、まともに喰らいはしなかったらしい。

　この空間に飛び込んできて、豪快な一太刀を浴びせて着地する姿は、まさに威い風ふう堂どう々どう。悪竜のすごさは目の前で見て知っていただけに、これだけ一方的な結果は驚きだった。先程、窪田さんの言っていたことは、正しかったということなのだろう。

　ただし、悪竜はまだ諦あきらめてはいなかった。

「グァアアッ！」

　満身創痍の状態を無視して、即座に地面を蹴ったのだ。

　この空間の中央にある神殿に――おれたちのほうへ突っ込んでくる。

　だが、こうした事態は予測していた。おれは即座に指示を出す。

「撃て！」

「やぁあああああ――ッ！」

　リリィが黒槍やりを振りかぶる。同時に、リリィとシランはふたりで魔法陣を展開した。

　投とう擲てきされた黒槍にかけられたのは、風の魔法。リリィは投擲の威力を高めることだけに専念し、シランは暴れる軌き道どうを制御する。

　キィンと甲高い音がした。

　次の瞬間、悪竜の首が半分もげた。

　槍の穂ほ先さきにこめた一点集中。かつ、単体で転移者ともやりあえるふたりの力の合わせ技が、一本の槍を恐るべき威力の弾丸と化したのだった。

　それだけではなかった。

「よし、おれも行くぜ」

　そう言ったのは、窪田さんだった。

　３人に増えた彼は、同時に魔法陣を展開した。

　第四階かい梯ていの極大魔法。おれが事前に悪竜の到着を予測していたことで、十分な時間をかけて準備できた三重の火炎魔法が、竜の体を戦闘不能にまで燃やし尽くす。

　これにはさしもの悪竜も勢いを失って、地響きをあげて撃げき墜ついされた。

「よし、勝った！」

　地に墜ちた悪竜の姿を確認して、窪田さんが、ぐっと拳を握った。

　おれもほっと胸を撫なで下ろした。あれではもうまともに動けない。たとえ無理矢理に動いて襲い掛かってきたところで、十分に返り討ちにできるだろう。

　追跡作戦は無事に完了したのだ。あとは、この悪竜をどうするかだが、一応、生いけ捕どりにはできたことだし、判断は中嶋さんに任せればいいだろう。

　そう考えた、そのときだった。

「ガァア、アア……」

　血の滲にじむような嗄かれた鳴き声が耳に届いた。

　再起不能の傷を負いながら、悪竜は諦あきらめていなかったのだ。

　というより、そのような機能がもはや備わっていないと言うべきかもしれない。

　破れかぶれの咆ほう哮こうをあげると、悪竜は傷付いた体を押して口を開いた。破壊の奔ほん流りゆうを吐き出す前動作だが、その喉のど奥に溜まる魔力は枯れている。半死半生の様だった。

　翻ひるがえって、こちらに油断はなかった。

　魔力の奔流を吐き出されたところで避けられるし、リリィとシランなら防ぐことだってできるだろう。１秒後には、中嶋さんが光剣で叩きのめす。それで終わりのはずだった。

　だから、計算違いはひとつだけ。

　あまりにも傷付き過ぎた悪竜は、すでになにもわからなくなっていたのだ。正気であれば、絶対にそんな愚おろかなことはしなかっただろう。

「ガァアアアア！」

「な……っ!?」

　魔力の奔流は、天井を向いて吐き出された。

　まさかそんなことをするとは思わない。実際、まったく出で鱈たら目めな方向に破壊を撒き散らす攻撃に、なんの意味もあるはずがなかった。

　本来であれば。

　しかし、その攻撃は偶然にも空間を漂ただようクリスタルを撃ち抜いていた。

　作戦完了間際の、最悪の偶然。触りさえしなければ、この城を浮遊させているクリスタルは危険なものではない。逆に言えば、攻撃を仕掛けてしまえば、その限りではない。

「しまっ……!?」

　備え付けられていた防衛機構が作動する予よ兆ちように総そう毛け立だった。

　これまでの罠があくまでも『資格なき者を排除する』目的だったのに対して、これは『異界に害がい為なす者を抹まつ殺さつする』ためのものだ。殺傷力は比べものにならない。

　ここまでおれは罠をすべて事前に解除していたが、さすがに発動しないはずだった機構にまでは干渉していない。おれの干渉力では、この咄とつ嗟さの時間では発動を妨害できない。

「ご主人様！」

「孝弘殿！」

「孝弘！」

　せめておれだけでも守ろうと考えたらしい仲間たちが、思い思いの防衛手段を講じながら必死で叫んだ。

　そうして、なにもかもが反転した。
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　歴史を感じさせる古い屋や敷しきの前で馬車から降りて、加藤真菜はあたりを見回した。

　大神官ゲルト＝キューゲラーの屋敷は、大聖堂からほど近い場所にあった。

　近くに人の気配はない。ハリスンが来るからと先さき触ぶれが出され、事前に人払いがされているのだ。これは、ゲルトが生前、家族に指示していたことらしい。世界の真実に関わる知識を、不用意に広めないための措そ置ちだろう。ガーベラが同行している自分たちにしてみれば、好都合ではあった。

「それじゃ、真菜ちゃん。わたしはここで待ってるね」

「はい。お願いします」

　ここまで御手洗葵はついてきており、今度も外で待つかたちになった。さすがに申し訳ない気持ちにもなるのだが、本人はむしろ使命感に燃えているようだった。

「護衛、頑張ろうね！」

　拳を手に打ち付けて元げん気き爛らん々らん。警護に付いてきた騎士に声をかけている。

　やはり楽しそうだったので、水を差すような真似まねをするのは避けることにした。

　残りのみんなで、ゲルトの邸てい宅たくに足を踏み入れる。

　ちなみに、ハリスンが乗った車椅子は、ゴードンが押している。団長不在のなか忙しく騎士団に指示を出していたのだが、ハリスンがゲルトの屋敷を訪ねると聞いて飛んできたのだ。

　何度となく来たことがあるというハリスンの案内で、一行はゲルトの私室まで移動した。

　ただし、ここはまだ目的の場所ではなかった。

「これはゲルト様から預かっていた魔法道具だ」

　そう言って、ハリスンは鍵を取り出した。

「ゲルト様が不意の事故や病気で亡くなった際には、その知識が失われないようにわたしがあとを任されていた。これがその鍵だ。わたしが奪われたりしたときのための保険として、ゲルト様がご存命の間は使えないようになっていたのだが……」

　ハリスンは一度、故こ人じんを悼いたむように瞑めい目もくすると、手にした鍵に魔力を流した。

「ほう」

　ガーベラが小さく感嘆の声をあげた。

　部屋の床に、忽こつ然ぜんと地下に延びる階段が現れたのだ。

「なるほど、なるほど。大したものだ。これは、幻影で階段を隠していたわけではないな」

「わかるのか。その通り。これは空間を生み出す魔法道具だ」

　ハリスンが答えると、ガーベラは目を細めた。

「異界とは違うのかの？」

「原理としては同じだろう。ただ『世界の礎石』とは関係ない。歴代勇者のひとりが作り出した勇者の遺産だ。非常に限定的な力しか持たないが、極秘の資料を隠すのには十分だ」

　その言葉の通り、広大な異界と違って階段は短く、その先にあった部屋も小さかった。

　ランプを点つけると、壁面には多くの本が並んでいるのが見えた。

「これがすべて、資料なのですか？」

　見回して、ローズが言った。

「だとすると、調べ物にはずいぶんと時間がかかりそうに思えますが」

「全部に目を通していれば、そうだな。だが、恐らくその必要はあるまい」

　ハリスンはそう言うと、ゴードンに指示して、本棚を物色し始めた。

「この部屋に集められた世界の真実の記録に関して、ゲルト様は編へん纂さんをしているとおっしゃっていた。引き継ぎのことも考えて、最も必要となる資料はまとめられているはずだ」

　さほど時間をかけることなく、１冊の本が抜き出される。

「これだな」

　ハリスンは、パラパラと本に目を通した。ひとつ頷うなずいてみせる。

「ゲルト様の字だ。まだ途中ではあるが、８割方は書かれているようだな」

　ひょっとしたら、ゲルトは完成した暁あかつきには、これをハリスンに読ませるつもりだったのかもしれない。

「残りはわたしが、わかる範囲で編纂するしかなさそうだが……いまは、まず内容を確認すべきだな」

　膝のうえに置いた本に、ハリスンは目を通し始めた。

　本はそれなりに分厚い。知っている内容は読み飛ばすにしろ、少し時間はかかるだろう。

　そう考えて、なにげなく加藤真菜は周囲を見回した。そして、ふと首を傾げた。

「ローズさん？」

　彼女が不意に、いま来たばかりの部屋の扉を振り返ったからだ。

「どうかしましたか」

「いま、なにか……」

　言いながら胸元を押さえる。その姿を見て、ぴんときた。

　まだのっぺらぼうだった時代から仲が良かっただけに、パスを得てからは、お互いの考えていることが手に取るようにわかることがあるのだ。

「なにか感じましたか？　ひょっとして、先輩になにか？」

　パスが繋がって日が浅い自分や、大おお雑ざつ把ぱなガーベラは、パスの繋がりから相手の状態を汲み取るのはあまりうまくない。ローズはその点、仲間うちでパスとの親和性が高いほうだ。

　とはいえ、今回は非常に距離があるうえに、相手がいるのは異界だ。パスでなにかを感じ取るのは、現実的ではない。

「……いえ。気のせいでしょう」

「そうですか」

　ローズも結局、そう言ったのだが、少々気になってしまった。

　というのも、彼女は主を守護するという性質が非常に強いだけに、その危機に敏感であってもおかしくないように思えたからだ。ひょっとすると、彼になにかあったのではないかと不安が過った。

「……」

　遠距離通信の魔法道具を使えば、安否を確認することは不可能ではない。とはいえ、タイミングによっては作戦遂行の邪魔になりかねないため、こちらからの連絡は非常時のみにすることになっていた。

　どうしたものか。そう思案する彼女だったが、実行することはなかった。低い呻うめき声が響いたからだ。

「なんだと……」

　視線を戻すと、膝の上の本に目を落として、凍り付くハリスンの姿があった。

「信じがたい。だが、確かに、ありえることではあるのか？」

　ぼそぼそとひとりごちる。その目が何度も同じページを辿っていた。

「『前例』はある。『彼』が唯一絶対である保証など、確かにどこにもない。言われてみれば、頷うなずける。疑問に説明も付いてしまう。だが、だとすれば、それはあまりにも……」

「おい。どうしたのだ、ハリスン。話をせよ」

　要領を得ないつぶやきを聞いて、やや苛立たしげにガーベラが声をかけた。それで、ようやくハリスンは我に返ったようだった。紙面から上げた顔が、ひどく強こわ張ばっている。

　そして、乾いた唇から、その言葉は零こぼれ落ちた。

「『接続者』」

「……なんだと？」

「そう呼ばれる存在について、ここには書かれていた」

　告げる口調は掠かすれて、どこか不吉なものを感じさせた。

　接続者。そう呼ばれる存在に、ハリスンほどの人物を戦せん慄りつさせるなにがあるというのか。

「……元は仮説として提唱されていたものらしい」

　その場の全員に視線を向けられながら、彼は語った。

「初代勇者様は、世界の真実に辿り着き、そこに介入をした。現在の世界の在り方を定めたお方であり、ある意味で言えば、いまの世界をお創りになった方とも言える。ゆえに最大級の信仰の対象ともなっているわけだ。だが、この『接続者』仮説を唱えた者は、不敬を承知であえて彼を単なるひとりの能力者として見み做なした」

　この世界の住人にとって、初代勇者はあまりに特別な存在だ。神聖視するのが当然であり、たとえ世界の真実を知る者であっても、今日まで世界を支え続けた基き盤ばんを創造したその偉業を前にしては、どうしても特別視してしまうのが普通のことだ。だが、そうした認識は、時に物の見方を損なってしまう。

　希き代たいの能力と偉業を為しはしたものの、初代勇者はあくまでも能力者のひとりだ。

　この説を提唱した者は、非常に冷静な視線で世界を眺めていたに違いない。だから、その危険に気付くこともできたのだった。

「初代勇者様は世界の真実に辿り着いたのみならず、そこに介入する力を持っていた。というより、そのような力があればこそ真実に辿り着けたのだろう。そのような性質を持つ能力者を『接続者』と呼ぶ」

　ハリスンは膝の上に置いた本の紙面に指を滑らせた。

「そして、あくまで初代勇者様を転移者のひとりだと捉えるのであれば――それは、なにも彼だけの特権とは限らない」

「それはつまり、他にも同じ力を持つ者が？」

　加藤真菜は信じられない気持ちで、示し唆さされた事柄を口にした。

　ただ、考えてみれば、ありえないことではなかった。

　ウォーリアを除けば、転移者の能力に同じものはない。ただ、よく似た能力というのはありうる。たとえば、甲殻竜マルヴィナの伴はん侶りよであった勇者と、『竜人』神宮司智也は、厳密には異なる能力であるとはいえ、『ドラゴンにその身を変化させる』という意味では同じ性質の力を持っていた。同じように、初代勇者と同じく世界に接続する力を持つ能力者が、なんらかのかたちで存在してもおかしくはない。

　だとすれば……。

「……まさか」

　加藤真菜は息を呑んだ。

「『接続者』の性質を持つ能力者が、今回の転移者のなかにいたとでもいうんですか？」

　ハリスンの話は、その可能性を示し唆さするものだ。

　突とつ飛ぴな話とも思えたかもしれない。だが、彼女はそもそも、ここに来た理由を忘れてはいなかった。

「だからこそ神宮司智也に情報を与えた人間は、世界の真実について知っていた？　『世界の礎石』の場所を知っていたのも、そのせい……？」

　もともと、どうして神宮司智也が世界の真実に関わる情報を得られたのか、その情報源についての手掛かりを求めて、彼女たちはここにきた。

　これがその答え――神宮寺智也に情報を与えた者が『接続者』であれば、ハリスンとゲルトがいくら世界の真実を秘ひ匿とくしていても意味はない。なぜなら初代勇者と同様に、真実に自力で辿り着けてしまうのだから。どのような隠いん蔽ぺいの手段も意味を持たない。

　そう考えれば、今回の事件での最大の疑問は解決される。

　されるのだが……。

　そうして見えてくるのは、最悪の展開だった。

　大半の勇者を越える力を持つハリスンでさえ扱いの困難な『世界の礎石』だが、初代勇者と同じ『接続者』であれば使いこなせる可能性が高い。そして、今回の事件において神宮司智也に『世界の礎石』の情報を教えて、異界に向かわせたのは、その『接続者』なのだ。

　それが単なる愉快犯ではなかったとしたら、非常にまずいことになる。

「……先輩に、連絡を取りましょう」

　神宮司智也と『接続者』には繋がりがある。だったら『異界の扉』を強奪した場所に『接続者』が向かっているかもしれない。あるいは、すでに異界に侵入しているか。いいや。最悪、神宮司の仲間のひとりがそうだという可能性もある。

　だとすれば、早急に伝えなければならない。

　そう考えて、彼女は迷いなく遠距離通信の魔法道具を取り出して――
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　――『最悪の展開』として、ここで加藤真菜が頭に浮かべた懸け念ねんは妥当なものだ。

　たとえば『魔軍の王』工藤陸は、真島孝弘の行動に合わせて、異界への侵入に成功している。また、神宮司智也の仲間には『絶対切断』日比谷浩二が紛れ込んでいた事実もある。彼らと同じように『接続者』が異界に侵入している可能性は十分にあったのだ。

　もっとも、結論から言ってしまえば、現実にはそうではなかった。

　そうではなかったのだ。

　……そうであったらよかったのに。




　なぜなら、それは決して『最悪の展開』などではなかったのだから。




　本当の最悪はここにある。

　三つの異界をくぐり抜けて、辿り着いた目的の場所。

　神宮司智也が変じた悪竜を追い詰めたと思った、その直後だった。

「……え？」

　驚きの声をあげたのは、果たして、誰だったか。

　ほんの数秒前の出来事だった。

　想定不可能な悪竜の攻撃は、偶然にも古城を浮かばせるクリスタルを撃ち抜いて、防衛機構を発動させてしまった。

　あまりに運が悪い。そのように、真島孝弘一行の誰もが思ったはずだ。

　ただ、ここでひとつ勘違いがある。

　本来的に、偶然の出来事には良いも悪いもありはしない。偶然は偶然でしかないのだ。そこに、人が勝手に良し悪しを見出しているだけだ。だから、あとからその良し悪しが引っ繰り返ることだってありうる。

　実のところ、真島孝弘一行にしてみれば、これは『幸運な出来事』と言うべきだった。

　たとえ、それが『最悪』の扉を開くものだとしても。

「……とまった？」

　防衛機構は働かなかった。よって、誰ひとり傷付くことはなかった。

　しかし、最初から動かなかったわけではなかった。この場にいる全員を殺害すべく動き出した直後に、唐突に停止したのだった。

「……どうして」

　呆然とした真島孝弘のつぶやきが、すり鉢状の空間に吸い込まれた。

　この場で唯一、異界の機構に干かん渉しようできる彼は、なにが起こったのか把は握あくできていた。

　異界の防衛機構が停止したのは、干渉があったからだった。外部からの干渉が、恐るべき無差別攻撃の発動を未然に防いだのだ。ただし、それは異界に干渉できる唯一の存在であるはずの彼自身の手によるものではなかった。

　そもそも、あのわずかな時間では、彼の干渉力ではまるで間に合わなかった。あの瞬間に働いたのは、その何十倍も、何百倍も強力な干渉力だった。

　自分が掌てのひらの上の小人になったかのように感じられるほどの。

　隔絶した存在に対する恐れと、どうしようもない驚きよう愕がくに精神を麻ま痺ひさせられながら、彼は震える唇でその名を呼んだ。

「……中嶋さん？」

　異界への干渉力によって防衛機構を沈黙させた青年が、冷めた目でこちらを見ていた。
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　真島孝弘一行の全員が、ピンで縫ぬいとめられたかのように、遠くに立つ青年の姿を見詰めていた。

　思考の歯車がうまく噛み合わない。それも当然のことだった。

　なぜなら、もしもいま考えていることが事実なら――この場にいる仲間たちは全員死ぬ。

　真島孝弘も、リリィも、シランも、ロビビアも、あやめも、ベルタも。

　誰ひとりとして生き残れない。そう確信できてしまうくらいに、力の差があり過ぎる。

　返答次第で、すべてが終わる。あるいは、下手に動いただけでも。

　だから、全員が身動き取れずに息を詰めている。

《……先輩？　先輩？　どうしたんですか、先輩!?》

　そうする間にも、遠距離通信用の魔法道具から、加藤真菜の声が届いていた。

　独自に動いていた彼女は、とある可能性を伝えてくれていたのだ。

　この事件の裏で暗あん躍やくしていた『接続者』――世界に干渉する能力者の存在を。

　しかし、応える余裕はない。どころか、突然、ブツリと通信が切れた。

　とめられたのだ。真島孝弘も以前に、異界で鐘木幹彦の『エアリアル・ナイツ』に干渉したことがあるが、こちらはより自然だった。

　当たり前のことのようにそれを為してみせた青年が、くしゃりと前髪を掴つかむようにした。

「……なんてことだ」

　しわぶきひとつない沈黙のなか、そのつぶやきは奇妙なくらいクリアに耳に届いた。

「最悪だ」

　本気の嘆なげきがそこにはあった。なぜだか、聞いているだけで背筋が粟あわ立だった。

「こんなつまらない幕引きがあるかよ」

　なにを嘆いているのかわからない。それどころか、なにひとつ意図が掴めない。

　どうして神宮司を唆そそのかしたのか。それでいて、どうしてその邪魔をしたのか。あの好意的な態度は嘘うそだったのか。どこまでが本当で、なにが偽いつわりなのか。

　なにもかもがわからない。

　だが、そこはこの際、問題ではない。

　中嶋小次郎は否定しなかった。それこそが重要なこと。

「お前が、黒幕……！」

　この瞬間、なにもかもが反転する。

　英雄は災さい厄やくに。

　希望は絶望に。

　生は死に。

　全員が対応しようとした。だが、無駄だった。

「ああ。つまらねえ」

　光の剣が振りかぶられる。

「終わりだ。なにもかも」

　その存在が反転したところで変わらない。

　それこそは、この世界で最強の輝ける一撃。

「――」

　そうして、なにもかもが光に塗り潰された。
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　これで、なにもかもがおしまいだ。

　真島孝弘がここまで歩んできた道程も。

　連れん綿めんと続いてきた、この世界の歴史も。

　どちらも等しく、強い光に焼き尽くされる。

　事情は不明。経緯も不明。

　なにもかもがわからないままに、唐突に終わってしまう。

　きっと理不尽だと感じるだろう。怒りさえ覚えるかもしれない。

　だが、世の中はそんなものだ。これが現実であり、世界というものなのだ。

　そんなことは、この世界を歩き始めたそのとき、惨みじめに洞窟に転がり込んだあの日から重々承知の事実であるはずだ。

　……だから、そう。

　守りたいものがあるのであれば――世界を変えなければならない。

　その覚悟があるのなら、目覚めるがいい。

　仲間を、世界を、救いたまえ。
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「旦那様！」

「……っ!?」

　飛び起きた。

「な、なんだ……？」

　状況がわからない。混乱したまま、あたりを見回そうとして、抱き付かれた。

「ああ。よかった、旦那様。目を覚ましたのね」

「サルビア……？」

　上体を起こしたところを、横からぎゅっと抱き締められている。

　どうやらサルビアは泣いているようだった。その抱ほう擁ようを無防備に受け入れながら、おれは呆然としていた。

「ここは……おれの内面世界か？」

　灯ともし火びの世界。あるいは、パスそのもの。

　もはや高校の敷しき地ちひとつを残すばかりになった自分自身の世界だった。

「なにが……？」

　校庭の真ん中でサルビアに抱き付かれながら、おれは混乱せずにはいられなかった。

　ここにいることもそうだが、その前にあった出来事もだ。

　だって、そうだろう。探索隊の英雄、『光の剣』中嶋小次郎がすべての黒くろ幕まくだったのだ。

　……正直言えば、信じられない。

　いまから思い返してみても、わからないのだ。

　彼は本気で今回の追跡作戦を遂すい行こうしていたように見えた。

　探索隊の仲間たちに対しては、真ま心ごころと信頼を以もつて接しているように感じられた。

　モンスターを仲間にした自分たちにさえ、好意的な態度で接していた。

　一度たりとも、そこに嘘うそは感じられなかった。

　それなのに……。

　……いや。

　けれど、事実は事実だった。

「……認めなければ、次に進めない」

　意識的に呼吸をして、おれは考えを切り替えた。

　とりあえず、動機その他の疑問はわきに置いておく。まずは現状把は握あくから。理由はわからないが、中嶋小次郎は敵だった。おれは正体を現した彼に攻撃を受けた。どうやらこのぶんだと、その際に意識を失ったらしい。そうして、自分自身の世界に来てしまった……。

「……いや、待て。だけど、その間のことはどうだ？」

「旦那様？」

　攻撃を受けて気を失ったあと、この世界で目覚める前に、なにかを聞いたような気がした。

　――仲間を、世界を、救いたまえ。

　確か、そう言われた。気のせいだろうか。いや、しかし……。

「……悪い、サルビア。どいてくれるか」

　なんとなく、予感があった。

　サルビアに離れてもらい、おれは立ち上がった。

　ここまで目覚めてから10秒ほどだろうか。唐突に殺されかけて、思いもしない場所で目覚めた直後にあった不ふ可か避ひの混乱からは、すぐ立て直すことができた。自慢できるようなことではまったくないが、このあたりは経験の為なせる業わざだろう。死にかけたのは、なにもこれが初めてのことではない。

「ゴシュ、サマ！」

「ああ。わかってるよ」

　鳴き声をあげたアサリナに頷うなずいてみせて、振り返った。

　そこに、焦げ茶色の髪をした名も知らぬ青年がいた。

　これまでに二度、この世界で遭そう遇ぐうした謎の人物だった。ただ、今回はなにか違うことは、すぐにわかった。

　なぜなら目が合ったからだ。三度目の邂かい逅こうにして、初めてのことだった。

　言い換えれば、それはようやく彼がおれの存在を認識したということに他ならなかった。

　そして、相手を認識するということは、意い思し疎そ通つうを成立させるために絶対必要な一要素でもあったのだ。

「やあ」

　おれの目を見て、青年が話し掛けてきた。

「ようやく繋がった。どうにか間に合ったみたいだね」
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「まずは安心するといい」

　青年は言った。

「ここでは時間の経過を気にする必要はない。きみたちの仲間も、とりあえず死んではいない。ここで話をしていても、しばらくは大丈夫だ」

「……」

　青年の声は、どこか聞く者の背筋を冷たくするものを含んでいた。

　以前はこれで警戒心を覚えた。

　だが、今回は少し違っていた。底の見えない深い穴を覗き込んだような、ぞっとした感覚こそ覚えるものの、青年が敵意を持っていないのはわかったからだ。

　恐らくこの違いは、前回まで感じていた『意思疎通ができない不気味さ』がなくなっているのが大きい。底冷えのする雰囲気は、悪意や敵意の類ではなくて、どうやら青年の存在そのものに付ふ随ずいする性質であるらしい。いまはきちんと誤解なく相手を見ることができていた。

　こちらに対する姿勢には、むしろ誠意が感じられた。

　時間の経過を気にする必要がないという発言も、恐らく嘘うそではない。先程から、おれ自身でもあるこの世界になんらかの干渉を受けている感覚があるからだ。

　どうやら青年は敵ではないらしい。これがどういう状況なのかはまだわからないが……少なくとも、話をする価値はありそうだった。

　寄り添ってくるサルビアと視線を交わしてから、おれは青年に話しかけた。

「よく喋しやべるんだな。前とはずいぶん雰囲気が違うじゃないか」

　こちらとしては当然の指摘だったのだが、青年は首を横に振った。

「いいや。わたしはなにも変わっていないよ。変わったのは、きみのほうだ」

「……おれが？」

　身に覚えのないことを言われて、戸惑う。

「おれのなにが変わったっていうんだ」

「わかりやすくいえば、そうだな。存在のステージが変化したとでも言えばいいのかな。きみは世界の核かくに近付いた。だから、わたしともこうして話ができている」

「……いや。全然わかりやすくない。わけがわからないんだが」

「いいや。きみはわかっているはずだ」

　断言されて、口を噤つぐんだ。そうさせる不思議な説得力が、青年の言葉にはあった。

「頭で理解はできなくとも、その魂たましいは知っているはずだ。きみ自身でもあるこの世界は、『深いところ』に沈み続けているのだと」

　途端、すぐ傍そばで話を聞いていたサルビアが、はっと息を呑むのがわかった。

　おれも否定する言葉を持たなかった。いつもここに来るときには『深いところに沈む』ように感じていたからだ。そして、この世界そのものもまた、おれの能力が深まるたびに、どんどん『深いところに沈んで』いた。

「では、沈んだその先に、なにがあるのか。考えたことはあるかな？」

　その問い掛けこそが、おれたちを深淵に誘うかのようだった。

　これまで考えたこともなかったが、確かに。本当にこの世界が沈んでいるのなら、いつか底に辿り着くのは道理だろう。

　この世界が沈み込む先。それはすなわち、おれの能力が最後に辿り着く場所ということでもある。すなわち、それこそが――

「――『無意識の海』。そこにあるのは、人の無意識の混ざった広大な海だ。きみたちの世界の概がい念ねんでは、『集合的無意識』とも言うね」

「『集合的無意識』……？」

「人の意識は、無意識の深いところで繋がっている。その階層を『集合的無意識』という。ほら、いまのきみにならわかるのではないかな」

　そう促うながされて、おれは自然と意識をこの世界の外に向けていた。

　能力が深められるたびに、この世界が沈降していった先。まだ遠いその向こうにあるもの。深い奥底にあるものを感じ取って――

「うっ、あ……っ!?」

　――途端、これまで感じたことのない恐怖が、全身を襲った。

　頭蓋骨が溶けて、脳のう髄ずいが零こぼれ出す。そんな錯さつ覚かく。あるいは、実感。

　この瞬間、自分自身の存在がほどけかけたことを自覚する。

　根源的な存在の危機に怖おぞ気けが走り、意識が吹き飛ばされかけた。

「旦那様!?」

「サマ!?」

　驚き慌てた声があがった。

　気付けば、おれは膝を突いていた。

　朦もう朧ろうとしたまま、地面に手をついてかろうじて昏こん倒とうを防ぐ。ぐらぐらと世界が揺れている。ほんの一瞬だったのに、衝撃が抜けてくれない。

「うっ、あ……」

　思い出しただけでも冷や汗が噴き出る。

　確かにあれは、混こん沌とんとした無意識の海としか言いようがないものだった。良いとか悪いではなく、その膨ぼう大だいな海のなかでは、人間の意識なんて墨ぼく汁じゆうの一いつ滴てきに等しい。あっという間に希き釈しやくされて、自分なんてものはなくなってしまう。

　おれがどうにか意識を繋ごうと努めていると、肩を抱いていたサルビアが眦まなじりを吊り上げた。

「あなたは、なにを……！」

　青年を怒鳴りつける。穏やかな彼女にしては珍しく殺気立っていた。

　だが、青年は意にも介かいした様子もなかった。

「安心したまえ。何事もなかっただろう。ただ見るだけなら、大した危険はない」

　それどころか、どこか親しみを込めた目で彼女を見返したのだ。

「常人であれば、ちょっと廃人になっていたかもしれないが」

「あなたは……！」

「落ち着きなさい。大丈夫だ。彼ならね。そうでなければ、そもそも、こんなところにまで降りてきて、わたしと話をすることなんてできないんだ。まあ、このぶんだと、彼の場合は少し早かったらしいが、資格ある者であることには変わりない。あれくらいなら平気だとも」

「お前は……」

　自分の存在を脅かされる恐怖を噛み殺しながら、悪意のない青年におれは尋ねた。

「お前は、なんだ」

　言葉を交わすことさえも、『世界の核』であり『集合的無意識』とも呼べる『無意識の海』に近い場所に降りてきたことでやっとできたような者が、尋常な存在であるはずもなく。

「ああ。そろそろ、その疑問に答えるべきかな」

　青年は名乗った。

「わたしは、初代勇者。いまはこの世界の管理者をやっている者だよ」
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「……初代勇者？」

　謎の人物の思わぬ正体に、おれは驚きを隠せなかった。

　初代勇者。それは、この世界の真実を突き止め、現在に至るまで世界を維持する機構を組み上げた人物だ。何千年も前の、伝説のなかの偉人である。

「ちょ、ちょっと待て。どうして初代勇者がまだ生きている？」

　呑み込み切れずに尋ねると、青年は穏やかに返した。

「わたしが世界の在り方を変えたことは知っているね。わたしは『接続者』だ。しかし、なにぶん、才能も時間も足りなくてね。接続した際に無意識の海に取り込まれてしまったんだ」

　滔とう々とうと語られるのは、伝説では触れられることのない初代勇者の最期だった。

「お陰で計画が狂った。『世界の礎石』による管理は、時代に合わせて柔じゆう軟なんに行えるようにするつもりだったんだがね。そのための体制を整える前にわたしは世界に取り込まれてしまい、知識を断片的にしか残せなかった。どころか、わたしがいなくなり戦力が低下した結果、厳しい戦いのなかで必要な知識が散さん逸いつしてしまう始末だ。いくつか保険は用意していたんだが、不ふ慮りよの事故のせいで準備はまだ十分ではなく、ほとんどが機能しなかった」

　この世界の仕組みは、それなりに安定はしているものの、盤ばん石じやくなものとは言い難い。そのため、ハリスンたち聖堂教会は、必死に世界を維持しなければならなかった。しかし、どうやらそうした世界の仕組みは、作り上げた初代勇者にとっても不本意なものだったらしい。

「ただ、無意識の海に取り込まれたのも、悪いことばかりではなかった。期せずして、わたしは空席だった世界の管理者となり、こうしてきみに接触することもできたのだからね」

「おれに……？」

「そうだとも」

　初代勇者は深く頷うなずいた。

「現在、世界は未み曽ぞ有うの危機にある」

「中嶋小次郎のことか？　……『接続者』とか言っていたか。あんたもそうなんだよな」

「そうだ。『接続者』は、場合に拠よっては、恐るべき災厄となる。あれは、もはや『災厄の王』とでも呼ばれるべき存在だ」

「……『災厄の王』」

　この世界を安定化させる機構を創り出した最初の『接続者』であればこそ、その脅きよう威いを理解しているのかもしれない。初代勇者は、重々しく告げた。

「『接続者』とは独立したひとつの『世界の礎石』に等しい。より正確に言えば、『世界の礎石』のほうが『接続者』と同じ力を持たせた魔法道具なのだがね。いまは『世界の礎石』と、そこに敷いたわたしの法があるために勝手はできないが、もしも『世界の礎石』が中嶋小次郎の手に渡るか、すべて破壊されてしまえば、あっという間に世界は『災厄の王』の玩具おもちやに成り下がるだろう」

「玩具って、そんな……」

「別に大おお袈げ裟さに言っているわけじゃない。あの男はそれだけの力を持っているんだよ」

　この世界の在り方を定めた青年の言葉は重かった。

「もっとわかりやすく言おうか？　『災厄の王』は、この世界の神になるんだ。完成した『接続者』にできないことはないからね。無論、世界のバランスや人々の被害さえ考えなければの話だが」

「……神になる、だって？」

　背筋がぞっと粟あわ立だった。

　まだわからないことは多いが、神宮司を操っていたのが『天からの声』であった可能性が高い以上、『接続者』と『天からの声』は同一人物、もしくは協力関係にあるものと考えられる。あの工藤が『破滅を求める愉快犯』と称したくらいなのだ。そんな人間が世界を好きなままにできるようになったら、どうなるのかわかったものではない。少なくとも、世界のバランスや人々の被害なんてものを考えるとは思えなかった。

「どうにかできないのか」

　絶対に中嶋小次郎はとめなければいけない。

　世界のためにも、仲間たちが生きていくためにもだ。

　……だが、神にさえ喩たとえられる存在を、誰がとめられるというのだろうか。

「同じ『接続者』であるあんたなら、中嶋小次郎をどうにかできないのか」

「残念ながら、わたしには無理だ」

　唯一の心当たりに問い掛けたが、初代勇者は首を横に振った。

「もともと、事故で管理者になっただけの男だからね。生前に十分な力を持っていたとは言いがたいし、無意識の海に取り込まれてからは自分を保つためにも力を使っている。大したことはできないんだ」

「そんな……」

　返ってきたのは、絶望的な答えだった。

　しかし、初代勇者はこうも続けたのだ。

「だが、『災厄の王』に対抗できる人間は他にいる」

「本当か!?」

　勢い込んで尋ねた。

「教えてくれ。どんなことでもする」

　仲間たちが弄もてあそばれて破滅する未来を回避するためなら、なんだってできる。口にした言葉に一切の嘘うそはなかった。

「いったい、誰が……」

「わからないかな？」

　そう問われて、口を噤つぐんだ。

　初代勇者は真っ直ぐにおれを――おれだけを見詰めていたからだ。

　こうして、この場所で彼と言葉を交わしているおれのことを。

「そう。きみだよ。なぜなら、きみこそがもうひとりの『接続者』なのだから」










[image: ]




「おれが……『接続者』？」

　告げられた事柄は、咄とつ嗟さには呑み込みがたいものだった。

　だが、初代勇者の口調は当たり前のことを語るものだった。

「そう驚くほどのことではないだろう。先程、中嶋小次郎は異界の防衛機構に干渉してとめてみせたが、きみにも同じことはできるはずだ。世界への干渉力。規模が違うとしても、本質は変わらない。それこそが『接続者』の力だ」

「だが、それは……おれの能力じゃない」

「異界を創る力を持つ、そちらの彼女の力だと？」

　サルビアを示す初代勇者に対して、おれは首しゆ肯こうを返した。

　あくまで、異界に介入する力は『霧きりの仮宿』サルビアのもの。自分のものではない。

「違うな。勘違いだよ、もうひとりの『接続者』」

　その理解を、青年は否定した。

「そちらの彼女の契約者だというだけでは、世界に干渉することまではできない。できたとしても、非常に時間がかかるだろう。『世界の礎石』を使った場合と同じように」

　言われて、ハリスンが『世界の礎石』を使っていたときのことを思い出した。

　あれほどの男でも、異界の介入は力ずくだった。けれど、おれはそうではなかった。

「これまで霧の魔法を使った際に、感じたことがあったはずだがね。『自分たちは相性が良い』と。当たり前だ、同じ能力を持っているのだから。元来、きみにはこの世界に干渉する力があるんだよ」

　確かに、おれとサルビアの相性は良かった。

　お陰で、魔法『霧の仮宿』の習得は早かった。

　他の魔法はからっきしなのに――それだけは異様なくらいに。

「無論、『霧の仮宿』の存在は補ほ助じよ輪りんにはなったのだろう。だが、それは元来きみ自身の力だ」

「……」

　確かにその言い分には、一いち理りあるように思えた。

　とはいえ、まだ受け入れるには疑問があった。

「お前の言い分が正しいとして……どうして、そんな力がおれにあるんだ？　おれの力は『他者と心を繋げる』もののはずだ」

「もっともな疑問だ」

　理解を示してみせてから、青年は答えた。

「ゆえに、わたしはこう答えよう。それはね、きみが『他者と心を繋げる』能力者だからだ」

「……」

　禅ぜん問もん答どうのようだった。

　だが、青年は冗談を言っているわけでも、煙に巻こうとしているわけでもなかった。

「順を追って話そう。『接続者』には、大別して２種類いるんだ」

　そう言って、２本の指を立ててみせる。

「ひとつは『世界を自分の意のままにする能力』を持つ者だ。ただし、通常であればこれは、きみたちがウォーリアと呼ぶ存在にしかならない。そのような焦点の合わない力では、相当の資質があったとしても、せいぜい自分自身にしか効力を適用できないからだ。この方向で『接続者』となるためには、類たぐい稀まれなる資質と、人の域を超える願望、絶大なる自我を併せ持たなければならない……」

　青年は溜め息をついた。

「そんなものはありえない。ありえないはずだった。だが、現れてしまった」

「それが、中嶋小次郎？」

「そう。『災厄の王』だ。空前の規模の転移により現れた、想定外のイレギュラー。この世界に転移者は平均して、１００年でせいぜい多く見積もってもふたり程度しか現れないことを考えれば、１０００人の転移者は５００００年もの試行を繰り返したにも等しい。とはいえ、次の５００００年で同格の存在が現れることはまずないだろう。あれはそれくらいの存在なんだ」

　なるほど。まさに人の想定することのできない、未曽有の災害というわけだ。

「しかし、『接続者』にはもうひとつある。それは、この世界の仕組みに根差したものだ」

　青年は続けた。

「きみも知っての通り、この世界は、この世界に生きる者すべての無意識の認識によって成立している。『この世界があるのは当たり前だ』という共通した無意識の認識を、現実にすることでね。全人類に共通した無意識。すなわち、それこそが無意識の海なのだ」

「無意識の海……」

　つい先程、聞いたばかりの単語だった。

　ついでに言えば、おれを溶かしかけたものでもある。全人類に共通した無意識の領域。おれたちの世界の言葉では、集合的無意識とか言っていたか。

「無意識の海が、この世界を成立させている？　……いや、待て。ということは」

　おれは無意識の海に溶かされかけた。

　とりもなおさず、それは無意識の海に接触できたということではないだろうか。

　示し唆さされた事実に息を呑んだおれに向けて、青年は頷うなずいてみせた。

「そうだ。他者と心を繋げる能力者は、当然、人の心がある次元に接続し、干渉することが可能だ。ゆくゆくは、その奥底にある無意識の海にもね。ゆえに、無意識の海を介することで、世界を変えることもできる」

　この世界特有の現象というべきだろう。人の認識が世界を創っているから、その認識に関わる力は、世界そのものに干渉できるのだ。

　その実例も、おれは知っている。いまもおれの傍かたわらに立つサルビアのことだ。

　最高位の幻惑の魔法によって世界を欺あざむく白い霧きり――初代勇者の言い分を借りるなら無意識の海の認識さえも幻惑することで、異界を創り出しているのが『霧の仮宿』なのだ。

　おれも同様に、無意識の海に接触できる。だったら、世界を変容させることができてもおかしくはない……。

　そこまで考えて、おれは眉を寄せた。

「だが、おれには世界を書き換えるようなことはできないぞ？」

「そうだね。無理だろう」

　初代勇者は、あっさりと認めた。

「そこまで行き着くのは、恐ろしく難しい。わたし自身、30年かかったうえに、結局は取り込まれてしまった。きみはどうやら戦闘ではなく『心を繋ぐ』ことに特化しているようだが、それでも届きうるかどうか。ひょっとしたら、人の身では不可能なのかもしれない」

「それじゃあ……駄目じゃないのか」

　不可能であるならもちろん、30年かかるとしても同じことだ。まさか中嶋小次郎に30年も待ってもらうわけにもいかない。

「必要なのは、いまここで使える力だろう」

「もっともな指摘だ。わたしも、なにもきみに自由自在に世界に干渉できるようになれと言っているわけじゃないよ。いま必要なのは、あくまで『災厄の王』の妨ぼう害がいだからね」

「策はあると？」

　青年は微笑を浮かべ、頷うなずいた。

「単純な話だ。わたしが遺した『世界の礎石』を使えばいい。そうすれば、世界に対するきみの干渉能力を増強することができる」

「……なるほど」

　おれだけでは足りていない。初代勇者が『世界の礎石』に残した力でも足りない。だから、ふたつを合わせてしまえというわけだ。

「これ以外に方法はない。だから、本当に危ないところだったんだよ。よくぞここまで辿り着いてくれた。間に合わないかと思っていたとも」

　そういえば、さっきもそんなことを言っていたか。

　――やあ。

　――ようやく繋がった。どうにか間に合ったみたいだね。

　あれは、おれがこの領域にまで到達することが、『災厄の王』に抵抗する唯一の方法であったから出た言葉だったのだろう。

　思い返してみれば、予兆もあった。

　この異界に侵入するときに、異界への干渉力が強くなっていることに気付いて驚いたことは、まだ記憶に新しい。いまから思えば、あれは『接続者』としての成長の表れだったのだろう。そして、どうして成長したのかも、いまになれば理解できる。

　おれはあのとき『どうして異界への干渉力が強まったのか』と疑問に思った。『自分の身に起きた新たな出来事といえば、加藤さんとパスを繋いだことだけなのに』と。だが、それこそが答えだったのだ。『接続者』としての力が『心を繋ぐ力』に依存しているのであれば、加藤さんと――人とパスを繋いだことこそが成長の要因だったことは、むしろ納得がいく。

「人々の無意識は滅ほろびることをよしとはしないし、わたしが世界に打ち込んだ法則も生きている。すべてはきみに味方するだろう。それで――どうにか一時的にでも、『災厄の王』の干渉に、かろうじて抵抗できるはずだ」

「そこまでしても『一時的』で『かろうじて』程度なんだな」

　厳しい見立てだった。それだけ、中嶋小次郎という人物が――『災厄の王』がすさまじいということなのだろう。

　とはいえ、可能性がないわけではない。初代勇者は言う。

「一時的であろうと、かろうじてであろうと、抵抗はできる。この場はどうにか逃げ出して、態勢を整えるんだ」

　追跡作戦の最さい中ちゆうでの不意打ちだったせいで、いまはまともな戦力がない。おれの眷けん属ぞくでさえ揃っていないのだ。敵は非常に強大であり、味方を集めたところで勝てるかどうかはわからないが、少なくとも、いまここで戦って勝つことは不可能だ。

　初代勇者の言い分は、間違っていない。しかし――

「――待ちなさい」

　そこで、サルビアが硬い声で割って入った。

「妨害だろうとなんだろうと、旦那様が『世界の核』である無意識の海に接続することには変わりないでしょう」

　彼女はおれの服の腕のあたりを掴むと、庇かばうように前に出た。

　初めて見るような敵意と怒りに満ちた表情をしていた。

「そんなことをしたら、旦那様がどうなってしまうか！」

　睨にらみ付ける先には、かつて無意識の海に取り込まれた男がいた。

「ただでさえ、いまの旦那様は限界なのよ」

「無論、危険だ。非常にね」

　青年は言葉を弄すことなく危険を認めた。そのうえで、言い切った。

「だが、他に方法はない。彼にしかできないんだ。『災厄の王』はまずありえない存在だったが、無意識の海に接続する資質を持つ者も十分に希少だ。今回の大規模な転移においてさえ、可能性があったのは３人しかいなかった」

　そう言って、初代勇者はこちらに視線を向けた。

「残りのふたりのうちひとりは、まるで見込みがない。あれには、無意識の海に近付くだけの強度がない。とはいえ、なくてよかったというべきだろうが」

「よかった？」

「『天からの声』と、きみたちが呼んでいる人物だからだ。『災厄の王』の協力者でもある」

「ああ……」

　言われてみれば、いわゆる精神感応能力者が『接続者』の資格を持つのであれば、確かに『天からの声』も条件には該当するのか。それでは、さすがに頼れない。

　サルビアもそれはわかったのだろう、苦い顔をしていた。

「あとひとりは？」

　それでも彼女は問い掛けた。

　そこには、縋すがるような響きがある。指先は強くおれの服を掴んでいた。

　そんな自分自身にすら気付いていないくらい、必死なようだった。

　おれのことを心配してくれているのだ。姉が弟を思うように。あるいは、それこそ……。

「……」

　青年はそんな彼女を不思議そうな顔で見詰めたあとで、問い掛けに答えようとした。

　だが、その前にアサリナがぴくりと頭をもたげた。

「サマ？」

　どうしたのかと思ったところで、おれも気付いた。

　校庭の真ん中に、気配が生まれようとしていたのだ。

「なにが……？」

　そうしておれたちが警戒する一方で、初代勇者は平然としていた。恐らく、彼にはなにが起きているのかわかっていたのだろう。現れたのは、意外な人物だった。

「まさか……工藤？」

　なにかの間違いかと思ったが、そうではなかった。確かに、そこにいたのは顔見知りの少年だったのだ。

　追い掛けていた少年との、思いがけない再会だった。
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「せ、先輩……？」

　向こうもこちらに気付いたようだった。

　ただ、明らかに様子がおかしい。虚うつろな目をしていて、ひどく苦しげに見えた。

「うう……」

　細い体が揺れて、膝ひざを突く。

「工藤！」

　すぐに近寄ってその肩を支えようとしたところで、ぎょっとした。

　差し出した手が、工藤の体をすり抜けたからだ。

「これは……」

「残念ながら、彼はここにいるわけではないよ」

　驚くおれに、初代勇者が声を掛けてきた。

「姿が投影されているだけだ。少しでも可能性がある人間には接触をしておいたんだよ」

「なにを……」

「だから、彼が資質を持つ３人目なんだよ」

「――」

　こともなげに告げられた言葉に、おれは硬直した。

「工藤が？」

　意外だった。

　配下を駒こまとして扱う魔王の力と、心に作用する力とは、相あい容いれないものに思えたからだ。

　だが、直後に思い出した。ベルタの話だ。

　――あの方が力を得たのは、魔王として生きると決めたときではないのだ。

　――コロニー崩ほう壊かいから逃げのびたあの方は、諦あきらめることなく樹海で生き足あ掻がいていた。そのときに、わたしは王の配下となったのだ。

　工藤の能力は、魔王になる前から持っていたものだ。魔王としての彼の力は心の繋がりを拒絶するが、それ以前はそうではない。資質があったとしても不思議はなかった。

　とはいえ、その資質はすでに、花開くことなく失われてしまっている。あったかもしれない可能性。踏み躙にじられて訪れることのなかった、未来の残ざん骸がいでしかなかった。

「さすが先輩ですね。こんなところで平然としていられるなんて」

　工藤はひどく苦しげにしていた。

　初代勇者が引き寄せただけで、本来であれば、ここに来ることはできないのだろう。

「さっきから話だけは聞こえていたんですが、どうにもお手伝いはできそうにありませんね」

　自じ嘲ちようするように笑って、膝を突いた工藤がこちらを見上げてくる。

「すみません」

「気にするな。ベルタを回してくれているだけでも十分だよ」

「そうですか。……彼女はよくやっていますか」

　弱っているためなのか、工藤は普段より少しだけ無防備だった。

　いつも浮かべている感情の見えない笑みと違って、ほころぶように口くち許もとが緩んだ。

　その目に、なにかしらの決意のようなものが宿ったように見えた。

　そんな彼の姿を見て、なぜだろうか。言いようのない不安が胸に過よぎった。

「工藤……」

　異界を追いかけてきて、やっと会えたのだ。

　話したいことがたくさんあった。訊ききたいことがあった。

　ここ異界で、おれはベルタから、これまで知らなかった工藤の話を聞いた。

　ベルタは自分が魔王になる前の眷属であることを、工藤に伏せていると言っていた。けれど、彼女は嘘うそがうまくない。誤ご魔ま化かすことのできない朴ぼく訥とつな性質をしている。だから、疑問に思ったのだ。

　――本当に工藤はなにも知らないのだろうか？

　――ベルタをこちらに寄よ越こした理由はなんだ？

　――なにを考えて、なにを願っている……？

　時間さえあれば、言葉を交わし合いたい。だが、そのための時間がなかった。

　声をかけるよりも前に、背後から呼び掛けられた。

「そろそろいいかな。こうして時間を作るのも限界だ」

　時間切れだった。

　途端、工藤の姿が掻かき消えた。初代勇者が、この階層に留めきれなくなったのだった。

　おれの世界にかかっていた干渉も、ほころび始めているのが感じ取れた。

　立ち上がって、振り返る。初代勇者は静かにたたずんでいた。

「覚悟はいいかな。きみはこれから『災厄の王』の手を逃れなければならない」

「……簡単に言ってくれるな」

　酷ひどい話だった。

　相手は探索隊の英雄『光の剣』だ。いまや『災厄の王』としての本性を露あらわにしてもいる。

　ただ逃げることだけでも困難なのに、『世界の礎石』を奪えと言う。

　……正直、たとえ命を懸けたところで、成功の確率はゼロに近いだろう。こんなのは、可能性がないわけではないというだけの話だ。あまりにも無む謀ぼう過ぎる。

　それでもやらなければ、みんなが死ぬのだ。やりきるしかなかった。

「最後にひとつだけ。気になったことがあるんだが」

「なにかな」

「中嶋小次郎はどうしてこんなことをしたんだ？」

　尋ねてみたのは、どうにも腑ふに落ちなかったからだ。

「あいつが『接続者』なら、わざわざ『竜人』を追って、おれと一緒に異界を攻略する必要なんてないだろう」

　こと異界に対しておれができるようなことは、彼にもできるはずだからだ。

「わたしにもわからない」

　初代勇者も首を横に振った。

「ただ、必要があるかないかはどうでもいいのかもしれないね」

「……なに？」

「まっとうな考えでは理解できないかもしれないということだよ。くれぐれも心に置いておくことだ。きみがこれから敵対するのは、真の意味で世界を脅おびやかさんとする異常なのだということに」

「……」

　脳裏に思い出されたのは、英雄のなかの英雄たる青年の輝かしい姿だった。

　仲間である探索隊の誰もに気を掛けていた。心から応援しているように見えた。自分たちにだって、どこまでも好意的だった。

　あれがもしも見せかけではなかったのだとしたら、むしろそれはなんて――……。

「世界を頼んだよ」

　――それでも、抗あらがわなければならない。

　初代勇者の言葉を最後に、おれは自身の世界を浮上した。
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　意識が肉体に戻ってくる。

　おれは仰向けに倒れていた。全身がにぶく痛む。火傷と打撲。意識を失う前、光剣の攻撃を受けたためだろう。命に関わるようなものではないのはさいわいだった。

　喰らったのは多分、『光の剣』の第二段階『片手剣』の解放だ。神殿を中心としたすり鉢状の広大な空間が、４分の１ほど瓦が礫れきの山と化していた。小さな町くらいなら吹き飛ばせてしまう威力だった。知っていたことではあったが、改めて戦せん慄りつを覚えた。

　むしろ自分がこうも軽傷なのはどうしてなのか。

　疑問に思ったところで、覆おおいかぶさるようにして小さな体が上に乗っているのに気付いた。

「無事か、孝弘」

「ロビビア……？」

　どうやらおれのことを庇かばってくれたらしい。ロビビアは右腕に酷ひどい火傷を負っていた。

　すぐ傍そばには、ベルタとあやめも転がっている。いずれも怪我けがは負っているものの、『光の剣』の威力を考えれば、程度はそう深刻なものではない。直撃を受けずに済んだからだろう。それはつまり、代わりに攻撃を引き受けた者がいたということだった。

「リリィ……シラン……」

　倒れていたふたりが、全身から煙けむりを立てながら立ち上がろうとしていた。

　あの瞬間、彼女たちが我が身を盾に全力で防御をしてくれたのだ。そのお陰で、うしろにいたおれたちのダメージは少なくて済んだ。

　しかし、それは一撃を防いだということでしかなかった。

　中嶋小次郎は、新しい光剣をすでに作り出してこちらを眺めていた。即座に追撃をしてこなかったのは、単に急ぐ必要を認めていないからだろう。

　実力差は明白。ダメージも大きい。不確定要素であった悪竜は沈黙し、窪田さんはまだ状況を理解できずに尻しり餅もちをついている。援軍が来ることは期待できそうにない。

　わかっていたことではあるが、絶望的だった。

　傷付いたリリィたちのうしろ姿を見て、おれは奥歯を噛み締めた。

　彼女たちに、これ以上の負担はかけたくない。代われるものなら代わりたい。だが、全員を生かすためには、ここで彼女たちに頑張ってもらうしかなかった。

「足留め、頼んだ！」

　詳しく説明をする時間はない。血を吐く気持ちで短く指示を出して、おれは動いた。

　中嶋小次郎に背を向けて、『世界の礎石』のある神殿へと駆け出していく。

「……逃げるのか？」

　張り巡らせた『霧きりの仮宿』の認識能力が、中嶋小次郎のつぶやきを聞き取った。

「仲間たちを捨て駒にして？」

　つまらなそうな口調だった。どこか嘆なげくようでさえあった。

　なんとでも言え。わからないのなら、むしろ好都合だ。

　伝わるべき者に伝わればそれでいい。

　怯おびえて逃げ出したわけではなく、まだ希望を捨てていないことは、確実にみんなには伝わった。事実、突然の危機を前に行動を決めかねていた仲間たちが、ひとつの目的のために動き出したのだ。

　瞬間、突っ込んだのはシランだった。

　遠距離戦での撃ち合いでは圧倒的に不利、というより、次に撃たれたらそれで終わる。だから近接戦にしか望みはない。

　精霊によるブーストには時間がかかる。ならば騎士としてより、アンデッドの――半ばグールとしての特性のほうが、この場は相応ふさわしいと判断したのだろう。

「ガァアアアアア――ッ！」

　先の『光の剣』の一撃を喰らったことで鎧よろいは溶けかけて、手足は一部炭化さえしていたが、そんなことは関係ない。魔力の大消費と引き換えの出鱈目な修復力を発揮しながら、治りつつある体が壊れかねないほどの勢いで彼女はひた走る。あれなら、距離を詰めて斬りかかるまで２秒もかかるまい。

　だが、それは『光の剣』にしてみれば迎撃するのに十分な時間だ。

　光剣を振りかぶった――ところで、彼は残った片手を振り払った。

「やあぁああ！」

　リリィが黒こく槍そうを投げ付けていたのだ。

　魔法の付加をするほどの時間はなかったが、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めた一撃は、鉄板くらいなら貫通する威力はあっただろう。

　投とう擲てきされた槍はあっさりと片手で弾かれてしまう。ただ、それは逆に言えば、片手で防がせるだけの時間稼ぎはできたということでもある。シランが辿り着くにはまだ足りないが、そこに、後衛のロビビア、あやめ、ベルタの吐き出した火炎と氷雪の吐と息いきが襲い掛かった。

「……ふむ」

　これも届かない。鼻を鳴らした中嶋小次郎が刃を伸ばした光剣を軽く振り払えば、襲い掛かる火炎と氷雪の吐息はあっさりと霧散させられた。

　だが、それでいい。

　その直後、薄くなった火炎の吐息を突き破って、シランが斬り込んだ。

「ガァアアアア――ッ！」

　荒々しく、けれど、確かな技術に裏打ちされた連撃が放たれる。相当の手て練だれであっても、なにもできずに斬り倒されるだろう攻撃だが――

「――悪くない」

　恐るべきことに、中嶋小次郎はこれをすべて打ち払ってみせた。

　アンデッドとしてのシランの身体能力は、意図した暴走状態にあることを加味すると、精霊によるブーストなしでウォーリアに近い。中嶋小次郎の肉体能力は、これよりも少し上のようだが、その程度であれば、十分に技術で逆転しうる範はん疇ちゆうだ。それなのに互ご角かくということは、信じがたいことに、中嶋小次郎は剣の腕でもシランと互角近いということになる。

「なるほど」

　そうして切り結びながら、中嶋小次郎は小さくつぶやいた。

「なにか策があるってことか？」

「――ッ!?」

　中嶋小次郎の目は、直接戦闘をしているシランではなく、神殿へと急ぐおれのほうを向いていた。そこに失望の色はすでにない。むしろ嬉しそうでさえあって、本当に彼が敵なのかどうか疑いそうになる。

　もちろん、敵は敵だ。

「よっと」

「嘘うそ!?」

　リリィが悲鳴をあげた。

　シランと切り結びながらも、中嶋小次郎がもう一方の手で『短剣』を作り出し、こちらに向けて解放したのだ。この予想しない攻撃は、リリィたちにも対処できなかった。

　駆けるおれに向けて、地面を削けずって広い範囲を薙なぎ払う光線が迫ってくる。人ひとりを絶命させるのに十分過ぎる一撃だった。

　さいわい、距離はあった。これなら十分に避けられる。進行方向を変えて大きく迂う回かいすれば……代わりに、時間をロスするが。

　駄目だ。みんなが命懸けで時間稼ぎをしているいま、１秒だって無駄にはできない。

「――っ、おお！」

「サマァ！」

　咄とつ嗟さにおれは跳躍に加えて、アサリナに地面を叩いてもらうことで、高く飛び上がった。

「……ぐっ」

　かろうじて光の奔ほん流りゆうは、眼下を過ぎ去っていった。

　回避した一撃は、そのまま神殿の入り口を粉砕した。直撃を喰らっていれば、おれも同じ目に遭っていただろう。音を立てて瓦が礫れきが落ちてくるが、躊ちゆう躇ちよしている暇はなかった。

「おおおおおっ」

　ブレーキはかけずに、そのまま思い切って入り口に飛び込んだ。

　投げ入れられた石のように床を転がっていく。

　拳こぶし大だいの石が全身を打つ衝撃と痛みを無視して、起き上がって走った。

「ここが……！」

　その先にあったのは、聖堂だった。

　正面には祭さい壇だんが設けられ、壁一面に宝玉が並んでいた。

　全部で１００以上はあるだろうか。間違いない。すべて『世界の礎石』だった。

　額ひたいに垂れてきた血を乱暴に拭ぬぐって、おれは壁まで走った。

　駆け出してから、ここまで10秒程度は経っただろうか。人生で一番長い10秒だ。

　壁に取り付く。

　直後、すさまじい勢いで人間がひとり吹き飛んできて、すぐ横の壁に激突した。

「っきゃあああ!?」

「リリィ!?」

　壁に叩き付けられたリリィの体が、跳ね返って転がった。崩れた壁から、いくつかの『世界の礎石』が地面に落ちる。反射的に、来た方向を振り返った。

　飛び込んでくる青年の姿が見えた。

「追い付いたぞ」

「――」

　血の気が引いた。

　この短い時間で、シランを撃破したうえで、リリィをも倒して追い掛けてきたのか。ふたりとも初撃を喰らって消しよう耗もうしていたにせよ、あまりにも早過ぎる。

　突破されたらしいロビビアたちが追い掛けてくる気配があったが、それよりも中嶋小次郎が攻撃を仕掛けてくるほうが早い。

　だが、十分だ。十分に彼女たちはやってくれた。

　あとは、おれの仕事だ。

　剣を振り上げた敵の姿に怖おぞ気け立だちながら、おれは手の中にあるものに意識を向けた。

　壁に取り付いて、引き剥はがした宝玉がそこにある。リリィたちの必死の抵抗のお陰で、もう『世界の礎石』には手をかけていたのだった。

　つい先程の初代勇者との邂かい逅こうでイメージは掴めている。

　あの暗く混こん沌とんとした無意識の海に――接続する。

「……ぐ、お」

　途端、すさまじい眩暈めまいと倦けん怠たい感かんが全身を襲った。

　命の危険すら感じるほどの不快感だ。一応、『世界の礎石』の補助があるはずなのに、それでも意識が端はしからほどけていく悪寒があった。

　予想していたが、これはまずい。ぐらぐらと世界が揺らぎ、気が遠くなりかけるのを歯を食いしばって堪たえて……。

「……？」

　だが、そんな体感は刹せつ那なで過ぎ去った。

　あとは平常通り――意外だ。覚悟していたより、負担は重くない。これなら即座にどうこうなるということはないだろう。

　一瞬だけ、死ぬかと思うほどにきつかったのだが、こんなものなのだろうか。

　いや、悠ゆう長ちように考えている暇はない。

　おれは接続した『世界の礎石』を介して、思いっきり異界に干渉した。

「弾き出せ！」

　思い出していたのは、ハリスンとの闘争の最後だ。

　異界をほどけさせることで、あいつは全員を弾き出した。少なくとも、いまこの瞬間だけは第三の異界の支配権はおれにある。だったら、同じことをできないはずがない。

「これは……そうか」

　中嶋小次郎の顔に理解の色が広がった。

　おれと同じく世界への干渉力を……おれなど比べものにならないくらいに完成された力を持っているのなら、なにが起こっているのか理解するのは簡単なことだっただろう。

　この場はこれで凌しのぐことができた。

　そう思った瞬間、おれは意外なものを見た。

「これを狙ってやがったのか！」

「……！」

　中嶋小次郎が口にしたのは、感嘆の言葉だった。

　そこには、出し抜かれた者の苛いら立だちなどかけらもなかった。

　おぞましいことに。

　そこには、混じり気のない剥むき出しの歓喜の感情があったのだった。

「素晴らしい……っ！」

　掛かけ値ねなしの称賛の言葉。勇者に向けられる羨せん望ぼうの眼まな差ざし。これが普段のことであれば『他の誰かを素直に認めることのできる気持ちの良い態度』と取れたかもしれない。

　しかし、いまは違う。

　その称賛を向けている対象は、理り不ふ尽じんに殺そうとしている相手なのだ。

　時と場所と場合のすべてが狂っている。ぞっとせずにはいられない。そのとき、おれは初めて、完かん璧ぺきに見えた中嶋小次郎という人間の異常性に触れたのかもしれなかった。

「――ッ！　この！」

　呑まれるな。そう自分に言い聞かせて、危うく切れかけていた集中力を持続させた。

　異界をほどけさせる。

　その最後の瞬間まで、歓喜と興味の眼まな差ざしはおれの姿を映し続けていた。
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　時間がなかったので、異界の操作はかなり乱暴なものになった。

　対象を選択するような暇はない。全員纏まとめて弾き出す。おれ自身も例外ではない。

　異界から強制排出されて、『異界の扉』が放置された森のなかに転移した。

「あ、あれ？　これ、外……？」

　倒れたままの状態で異界から弾き出されたリリィが、状況に気付いて身を起こした。

　だが、その問い掛けに応える余裕はなかった。

「ご主人様？」

「……」

　息が荒い。どくどくと心臓が脈打っている。そのくせ汗は冷たく、腹の奥に氷塊でも呑み込んだような気持ちがする。最後の瞬間、こちらに向けられた中嶋小次郎の眼差しが、そこに込められた感情が、全身に怖おぞ気けを走らせていたのだった。

「なんだったんだ……？」

　驚き。喜び。嘘うそのない純粋な感情の表れ。だからこそ、おぞましいもの。

　中嶋小次郎がこちらに向ける好意は、正体を知られた前と後とで、なにひとつ変わっていなかった。

　異常だった。理解できないし、意味がわからないから恐ろしい……。

　……いや。

　あまり囚とらわれていても仕方がない。

　脳裏に焼き付いてしまったものを、おれは無理矢理に振り払った。

　とにかく、目的は果たしたのだ。手のなかには『世界の礎石』の硬質な感触がある。これをおれが手にしている限り、わずかな時間ではあるにせよ、世界は『災厄の王』の魔の手を逃れられる。

「ご主人様？」

「ああ、悪い。リリィ」

　呼び掛けてくるリリィに応えた。

「説明をしたいのはやまやまなんだが、その前に合流しないとな」

　とにかく、いまは仲間たちと合流することだ。そのうえで、近くにいるだろう竜淵の里のドラゴンたちと連絡を取り、一刻も早く帝都に戻る。

　さいわい、霧きりの魔法で感知する限り、近くに敵はいない。

　振り向けば、パスを手繰って集まってくる仲間たちの姿があった。彼女たちを異界から弾き出したあの瞬間、なるべく近くにいるように細工をしておいたのだ。

「みんな来たね」

「孝弘殿！　ああ、よかった。ご無事でしたか！」

「孝弘！　孝弘！」

「くーぅ！」

「おい、真島孝弘。これはなにが……」

　リリィ、シラン、ロビビア、あやめ、ベルタ。

　傷の大小はあれ、全員が傷付いていた。けれど、こうして顔を揃えることができた。おれは、ほっと胸を撫なで下ろした。危ないところだったが、どうにか切り抜けることができた。全員がベストを尽くしたお陰だ。ひとりでも欠けていたら逃れることはできなかっただろう。

　……そう。ベストは尽くしたのだ。

　だから、これはもうどうしようもない帰結だった。

　彼を敵に回した時点で、どう足あ掻がこうとも、この終末は決まっていたのだから。

「――ッ!?」

　轟ごう音おんが迫ったのは一瞬。異変を感じ取ったときには、もう手遅れだった。

　周囲、おれたちが集まっていた場所を含めて――世界が壊れた。

　そうとしか考えられないような攻撃が襲い掛かってきたのだった。

「お……おぉおぉおおお!?」

　木々が吹き飛び、引き千切れ、地表がめくれ上がる。見違えようのない輝ける光の奔ほん流りゆうが、なにもかもを砕きながら迫る。

　そんな馬鹿な。

　疲れ果てていたとはいえ、魔法『霧きりの仮宿』は解いていない。感知範囲は２００メートルをゆうに超えていたはずだ。つまり、攻撃はそのはるか向こう側からきたということになる。

　超長距離。超広範囲。逃げ場などないし、逃げ出すような時間もない。なにもかもを破壊し尽くす、まさに絶望の光景が迫って――

「駄目――ッ！」

　それでも、眷けん属ぞく最強格のふたりは反応した。

　リリィは両腕を鈍にぶい鋼はがねの光こう沢たくを持つ大亀の甲こう羅らに変えて、誰よりも前に飛び出した。

　シランは尽きかけた魔力を総動員して、待機させてあった精霊４体の魔法で迎撃した。

「――」

　そして、そのすべてが強烈過ぎる光の奔流に呑み込まれた。

　ふたりの決死の献けん身しんでさえ、敵かなわなかったのだ。

　もうなにもわからない。

　わからなくなってしまった。
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　意識を保っていられたのは、この際、奇跡に近かった。

　全身が粉々になってしまったかと思ったが、どうにか手も足も付いている。リリィたちの必死の献身の賜たま物ものだった。

　とはいえ、それにも限界はあった。

「あ……ぐ……」

　ローズから受け取って、懐ふところに収めておいた魔法道具『薔薇ばらの懐かい剣けん』が、これまでにない熱を持っている。主の危機に反応して、微弱ながらダメージを軽減する効果を発揮しているのだ。その熱は、どうにかして持ち主を守り抜こうとしているようにも、逃げるように訴えかけているようにも思えた。

　だが、どちらにしても、もう体が言うことを聞かなかった。

　そこに、絶望の足音がした。

「見付けたぜ、真島」

　地盤ごと引っ繰り返された破壊の跡に足を踏み入れたのは、他でもない中嶋小次郎だった。

「……どうして」

　信じられなかった。異界をほどいた際に、彼のことはかなり遠くに弾き飛ばしたはずなのだ。それなのに、どうやって、おれたちの居場所を知ったのか。そもそも、おれは『霧きりの仮宿』で周辺の警戒は怠おこたっていなかったのに……。

　……いや。

　もしかして――と、思い付いて、戦せん慄りつした。

　中嶋小次郎は、おれと同じ『接続者』だ。であれば、虎の子の魔法『霧の仮宿』と同様の感知能力を持っていてもおかしくないのではないだろうか。それも、おれより広く。だからこそ、彼は対象を察知して攻撃を叩き込むことができたのだ。

　甘いマスクの青年は、おれたちから距離を取って立ち止まった。

　こちらにとっては攻撃の届かない距離。『光の剣』の異能にとっては、必殺の間合いだ。

　とはいえ、そんな小さなことを気にして、足をとめたわけではないだろう。そう確信できてしまうくらいに、そのたたずまいは英雄然としていた。

　輝ける姿に、曇くもりはかけらもない。後ろ暗いことなど、なにもないと言わんばかりに。

　どこか人を惹き付ける自然体のままで、彼は話しかけてきた。

「まさか、あのタイミングで逃げられるとは思わなかったぜ。おまけに『接続』ができない。はは。これ、お前の仕業だろ？」

　彼の手には『世界の礎石』のひとつが握られていた。異界から弾き出されたあの瞬間に、ひとつくすねていたらしい。

　本来であれば、彼がそれを手にした時点で終わりだっただろう。いまは、かろうじて『接続者』としてのおれの力と、初代勇者が遺した意思とがストッパーとなっているから、まだ『災厄の王』は世界を手にしていない。

　いまは、まだ。

　……だが、それがなんだというのだろうか。

　この状況は詰んでいる。そして、おれがいなくなれば『災厄の王』を妨害する者はいなくなるのだ。

　終わりだ。

　おれたちも。世界も。

　そう思っていたから――




「さすがだ、真島」




　――おれは、この男が理解できない。

「やっぱ、お前はいいよ。最高だ」

　そう言った声には、わずかな興奮があった。

　敵対関係は決定的なものであり、生死さえも握っている。だというのに、この期ごに及およんで、こちらに向ける視線には、混じりけのない好意が宿っていた。

「正直、今回は完全に失敗だったんだ。戦力が揃っていない状態の真島と戦うつもりはなかった。今回に限っていえば、おれは、すべてをかなぐり捨てた限界値の神宮寺と――『竜人』と全力で戦えれば、それでよかったんだ」

　……やはり、わからない。

「『竜人』は良い線いってたが、満足できるレベルじゃなかった。まあ、それはいいんだ。予想の範はん疇ちゆうだ。最悪だったのは、あんなくだらない偶然ですべてが露ろ見けんしたことだ。異界の防衛機構の暴走。おれだけなら生き残れたんだが、真島が死ぬかと思ったら咄とつ嗟さに守っちまった。それで正体がバレたんだから世話がねえよな。本当につまらない展開だ。心底、がっかりした」

　本当に、わからない。

「だけど、お前はあの場をくぐり抜けてくれた。ああ。やっぱり、お前は本物だ」

「……どうして」

　ようやく、おれは口を挟んだ。

「どうして、こんなことを？　それほどの力があるなら、なんだってできたはずだ」

　心底、不思議だった。

　いつだって余裕があり、なにひとつ思い悩むようなことはなく、問題をなんでも解決してくれて、目に映るすべてを救う力のあるリーダー。かつておれ自身憧れたような、ある種の理想。やはりどう考えても、悪意以外の理由で彼がすべてを台なしにする理由はない。そして、その悪意が感じられないのだから、もうどうしたって理解できなかった。

　……逆に言えば、理解できればこの状況をどうにかできる可能性もあるのかもしれないが。

　少なくとも、会話は成立しているのだ。ここまで追い詰められてしまった以上、会話の先に希望を見出すしかない。血の味のする唾だ液えきを呑み込んで、おれは疑問を投げかけた。

「神様にでもなりたかったのか？　いいや。だとしても、あんたなら……こんなことをしなくても、正攻法でそう苦労もなく、なんにだってなれたんじゃないのか？」

　それだけのポテンシャルが、中嶋小次郎という男にはある。

　転移によって得られた人知を絶する力によって、さしたる苦労もなく英雄として世界を席せつ巻けんすることはできるはずだ。探索隊を完全に掌しよう握あくしてみせたカリスマ性と、少なくとも統率下にある限りは彼らに問題を起こさせなかった統率力を考えれば、ゆくゆくは聖堂教会から世界の管理権を委ねられる展開だって、冗談ではなくありえた。そうでなくても、こんな強引な手段を取らずに、もっとこっそりと秘ひ密みつ裏りにことを進めることだってできただろう。

　本気でそう思った。

　もっとも、だからこそ――

「だって、そんなのつまらねえだろ？」

　――この答えは、想像の埒らち外がいにあったのだ。

「……つまら、ない？」

　答えが返ってきたというのに、理解ができない。

　わからない。わからない。わからない。わからない。

　なんだ、これは。

　もはやおれには、目の前の男が人のカタチをした化け物にしか見えなかった。

　そして、多分、それは勘違いではなかったのだ。

「なあ。真島はいま、おれにはなんでもできるって言ったよな。うん。否定はしねえよ。おれはさ、やろうと思えばなんでもできるんだよ。物心ついたときからそうだった」

　思えば、その事実を当人の口から聞くのはこれが初めてだった。

　彼をよく知る窪田さんは『世界が違う』と言っていた。彼がいたからこそ異世界に転移されて、他はみんな巻き込まれただけでしかないのではないかとさえ語っていた。

　また、初代勇者は彼を『想定外のイレギュラー』と評した。５００００年分の試行を繰り返したに等しい結果の産物であり、次の５００００年で同格の存在が現れることはまずないとさえ言っていた。

　なにも知らなければ、大おお袈げ裟さな言いようだと思える。

　馬鹿なことをいうなとも思えるかもしれない。

　だが、違う。そうではないのだ。

　それはまったくの事実でしかなくて……。

　けれど、そうだ。『その事実を当人がどのように受けとめているのか』という視線については、これまで欠けていた。

　いま思えば、そこをもう少しよく考えるべきだったのかもしれない。

　なぜなら、『生きている世界が違う』のに『同じ世界にいる』ということは……『生まれた世界を間違えた』ということに他ならないのだから。

「つまらないんだよ。生きている実感がないんだ」

　口にされた言葉は、ぞっとするほど乾いていた。

「おれはさ、ひとつ疑っていることがあるんだ。世界の真実を知る者にとってこの世界は不安定だ。不完全で、出来損ないのようにさえ思える。けどさ、おれたちが元いた世界がそうでなかった保証はどこにあるんだ？」

「……なんだって？」

「おれたちはなぜ、この世界に来た？　ひょっとしたら、それは、元いたあの世界が出来損ないだったからじゃないのか？　滅びに抗う聖堂教会のような組織がなく、破は綻たんしつつあるあの世界から、おれたちはこの世界に落ちてきた。そういう可能性だってあるんじゃないか。だとすれば……あの世界はこの世界以上の出来損ないだ。だから、おれみたいなのが生まれたんじゃないのか？」

　確かに、おれたちがこの世界にやってくることになった原因は不明だ。解明されることもないように思える。

　これまでには様々な意見があった。たとえば『誰かこの世界に召喚主がいる』とか『滅びるこの世界が救世主を呼び出したのだ』とか、そういう話だ。けれど、『元いた世界のほうに問題があった』という意見を聞くのは、これが初めてだった。

　だからだろうか。おれはひとつ、ひどく恐ろしいことを考えてしまった。

　不ふ世せい出しゆつの天才。万能の英雄。誰もが中嶋小次郎をそのように評した。

　しかし、ひょっとすると、目の前の青年は『それどころではなかった』のではないだろうか。

　それ以上のなにかおぞましいもの。元いたあの世界が生み出してしまったバグ。それこそが、中嶋小次郎という名の怪物だったのだとしたら……。

　否定するだけの根拠はない。

　肯定するだけの根拠も。

　確かなのは、目の前の怪物が自分をそのような存在だと考えているということだけだ。

「だからおれは、別の世界に行きたかったんだよ」

「……別の、世界？」

「ファンタジーだよ。っていっても、お気楽な転移チートじゃないぜ？　だって、つまんないだろ、そんなの。現実ではありえないような困難。立ち塞がる怪物たち。努力して、歯を喰いしばって、ようやく勝ち取れるものにこそ価値があるんだ」

　なんでもできるからこそ、困難を克こく服ふくして得られるものに焦がれたのか。

「ああ、いや。もちろん、そんなこと現実にはありえないってわからないわけじゃない。だけど、おれは望んでた。望んだんだ。望み続けた。そして――ああ。奇跡が起こった。ありえないことが現実になった。おれは、異世界にやってこれたんだ」

「……」

　おれたちにとっては、異世界転移は災害でしかなかった。その結果として、リリィたちと出会えたものの、それはそれだ。異世界転移自体は災わざわい以外の何物でもなかった。

　だが、目の前の男にとってはそうではなかったのだろう。むしろその逆。思いがけない幸運な出来事だったのだ。

　あるいは……それ以外の可能性も考えられた。

　おれたちの元いた『あの世界』は、願いが力を持つ『この世界』と同じ法則では動いていないと思い込んでいたが、確かに彼の言う通り、そのような保証はどこにもない。とすれば、ひょっとして、目の前の怪物の『別の世界に行きたい』という願いこそが、あの大規模転移を引き起こした可能性すらある。すべては、ありえない夢を現実にするために。

「そう。おれは異世界に来たんだ。これから冒険が始まるんだ。そう思ったんだ」

　その結果、彼はなにを得たのか。

　焦こがれ続けた望みの成じよう就じゆか。希望を得られたのか。

　……いいや。どちらでもなかったはずだ。

　なぜなら、ここは『願いの強さが力になる世界』であるからだ。

「はは。お笑いぐさだよな。むしろ状況は悪化した。おれは『接続者』なんてものになっちまった。そんな力、おれには必要なかったのに。全力を出して、困難を乗り越えられれば、おれはそれでよかったんだ」

　そもそもの資質が破格なのだ。そのうえ、願い続けた莫ばく大だいな望みの丈こそが、皮肉なことに、この世界で彼を万能の存在にしてしまった。誰にとっても絶望的なことに。

「……」

　理解はできた。だが、共感はできなかった。

　できるはずがない。おれはそれこそ、できないことばかりの凡人だからだ。

　ただ、心の底から願い続けたことが台なしになったという事実だけを切り取って、そこにあった絶望を想像すれば……同情くらいはできたかもしれない。

　とはいえ、そのような感情、目の前の男は必要とはしていなかった。どんな絶望であれ、覆くつがえしてしまうからこその英雄だとすれば、彼はその称号に相応ふさわしい。良くも、悪くもだ。

「だからおれは、逆に考えることにしたんだよ。自分はもうどうしようもない。希望はない。でも、ないのなら作ればいい。簡単なことだったんだ」

「……え？」

　血の気がひいた。

　ひどく不吉な予感がした。これ以上、聞きたくない。

　だが、そんなことは許されなかった。

「みんなはおれを特別だって言うけど、おれはみんなを信じてるぜ。おれは特別なんかじゃない。みんなきっと、いつかここまで辿り着いてくれる。たとえ、いまは見込みがなくても見捨てたりなんてしない。誰だってできる。応援してる。目的を見据えて、真剣に考えて、物事を決断して、果か断だんに動く。そうしていれば、誰でもいつかは辿り着ける。みんなにだったらできる。そう信じてるから」

　良いことを言っている。そのはずだ。

　それなのに、なにか酷ひどい話を聞かされている気がしてならない。

「もちろん、ただ漫まん然ぜんと暮らしているだけじゃ駄目だ。なんでもそうだが、高みに辿り着くためには、それ相そう応おうのステップが要る。そのための方法は知ってる。ああ。よく知ってるさ。それこそがおれが焦がれたものなんだからな。わかるだろう？」

　男が笑う。

「そう。困難だ。立ち塞がる困難こそが人を高みに引き上げる。険しければ険しいだけ。恐ろしければ恐ろしいだけ。無残であれば無残であるだけ。困難を乗り越えたやつは上にいける。だから、そうした」

　浮かべた笑みには、他者への期待と好意しかなく、それゆえに禍まが々まがしく――




「能力を発揮できなかった可哀想な７００人の生徒たち。全員を地じ獄ごくに叩き落とせば、きっと這はい上がって輝ける者がいるはずだろう？」




　――すべての元凶が、そこにいた。

「実際、真島は数々の困難を乗り越えた。言っただろ、おれはお前のファンだって。ずっと注目していたんだ。ずっとな」

「お、前……」

　意識が白く染まる。

　どくどくと心臓が血液を送り出して、頭がぐらぐら煮立つような心地がした。

　怒ど濤とうのように思い出される悲劇の記憶が、人が人以下の存在に堕ちる地獄の光景が脳裏に押し寄せてきて、爆発する。

「お前が！　コロニー崩ほう壊かいの元凶……ッ！」
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　いまわかった。ようやくわかった。

　中嶋小次郎は、常におれたちに好意的でいた。他人を信じているように見えた。

　それは、決して嘘うそではなかったのだ。ただ、想像さえ及ばないような、おぞましい価値観の違いがそこにはあった。

　そして、もうひとつ理解せざるをえないことがあった。

　それは、この男を会話で説得するのは不可能だということだ。

　こちらに好意を抱いているから見逃してくれる――なんてことはありえない。むしろ好意を抱いているからこそ、この男は全力で敵対するだろう。そして、潰れたあとで嘆くのだ。

　叩き潰すのに全力を出したかっただけで、潰れてほしいわけではなかったのに、と。

「理解してもらえて嬉しいぜ」

「……ぐ」

　ようやくおれは、状況を把は握あくできた。しかし、事態が絶望的であることも同時に思い知らされていた。

　諦あきらめるわけにはいかない。だが、どうすればいいのか。

　そう考えたところで、声があがった。

「ここまで……かな」

　ずるり、と音を立てながら立ち上がる者がいたのだった。

「ありが、と。ご主人様……お陰で、時間稼ぎ、できたね」

「くだらねえ話……聞いた甲か斐いは、あったな」

　リリィが言ったのと同時に、ロビビアも身を起こした。

　おれが話をしている間に、どうにか動けるようになったらしい。とはいえ、礼を言うリリィの姿は、すでに少女のものを保てていなかった。半ばスライム状の体は、擬ぎ態たいすらできなくなっていることの現れであり、戦闘などまともにはできまい。

　後衛でおれを守っていたロビビアのほうはマシだが、それも五十歩百歩でしかない。だくだくと頭から血が流れており、視線は定まらずに朦もう朧ろうとしていた。

　他はおれも含めて、身動き取れないか気絶しているかのどちらかだ。

　それでも、彼女たちは可能性を諦めない。

「わたしが、足留め……あとは、ロビビア……」

「……ああ」

　槍やりを引きずるようにして動き出したリリィが、決死の覚悟で地面を蹴った。ふらふらと頭を揺らしながらも、ロビビアは倒れている仲間を引っ掴んで逃げるべく腰を落とした。

「待て、リリィ。まだだ……！」

　おれはどうにか全員で逃げられないか、目め眩くらましの霧きりの魔法を使うために、なけなしの魔力を集めようとした。

　最後まで諦めない。諦められるはずがない。

　だけど……ああ、これは駄目だ。

　必死の抵抗をしようとするおれたちを、中嶋小次郎がひどく嬉しげな顔で見ている。負けるな、挫くじけるな、と言わんばかりに。

　応援すると同時に、その片手は必殺の光剣を振りかぶっている。一片の呵か責しやくもなく、手加減もなく、さあ生き残ってみせろと笑っている。

　一瞬あとには、光の奔ほん流りゆうがリリィを消し飛ばし、そのまま自分たちを蹂じゆう躙りんするだろう。

　想いは踏み躙にじられる。決意は無為に帰す。切なる願いは届かない。

　それが、現実というものだ。

　これこそが、残酷なこの世界なのだった。

　……であればこそ。

　そんな世界を滅ぼすと誓った魔王が、黙って見ているはずがなかったのだ。




「させませんよ」




　静かなつぶやきを聞いた。

　このときのことを、おれは一生忘れられないことになる。
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　あの日、少年は魔王になった。

　魂たましいをひび割れさせるほどの絶望が、それ以外の道を彼に許さなかった。

　とはいえ、もともと、彼はその器うつわではない。

　弱くて、弱くて、弱くて、弱い。

　そう自分を評価しているのは、いまになっても変わらない。

　あるいは、そんな自分を変えられた可能性もあったのかもしれない。けれど、そのような未来の可能性は無残にも踏ふみ躙にじられて、魔王としての道を行くことになった。

　器に合わないことをしている以上、足りない部分は自身を費やすしかない。燃料が足りないのであれば、この身を薪たきぎにして前に進む。破滅は必然の終着だった。

　ただ、望みがあるとすれば……

「……できれば、死ぬときは先輩の手にかかりたかったんですけどね」

　ぽつりと言ったあとで、少年は失笑した。

　それは違う。自分に相応ふさわしい末路ではない。

　叶かなう希望なんてない。絶望だけを抱いて、自分は死ぬ。それこそが、悪として犠牲をかえりみず振る舞ってきた自分に相応しい死に様だ。

　そのように覚悟してきたから、心残りはない。

　……心残りになりえたかもしれないことは、ひとつだけあったけれど。

　だが、それもきっと大丈夫。あの人に任せたから、もう大丈夫だ。

　だから、さあ。行こう。みじめで救いのない、絶望の結末へと。




◆　◆　◆




　かくして、魔王は戦場に乱入した。

　さいわいなことに、初代勇者によって『無意識の海』近くの領域まで引きずり込まれたために、事情は把は握あくできている。また、異界から弾き出された結果、大軍を従えて駆け付けるための地形的障害もなくなっていた。

　魔軍は進撃する。

　無論、その一番槍やりは魔王に最大の忠義を尽くす影の娘ドーラ――ではなかった。

　命令を下される前から、猛もう然ぜんと動き出していた３体の配下たちがいたからだ。

　間に合え、間に合え、間に合え、と――魔王の首くび輪わさえも引き千切って。

　首輪を引き千切られた以上、工藤陸には彼らをとめる手段はない。

　もとより、とめるつもりもなかった。

「契約は果たさなければなりませんからね」

　工藤陸は人間の弱さ醜みにくさに追い詰められて魔王に堕おちた。ゆえに、弱さ醜さには容よう赦しやしない。強大な力を持つくせに心の弱い典型的な転移者たちなど、最も唾だ棄きすべきものだ。

　だが、その逆であれば、彼はきちんと評価する。

　実際、これまでも何人か彼が手を出さなかった者がいるが、それは評価に値あたいすると認めていたからだ。真島孝弘などは、わかりやすい例と言えるだろう。

　だから、いまもそうだった。

　たとえ間違ったとしても、守り切れなかったとしても。

　そこにある望みを思い出し、そのためにすべてを賭ける強さがあるのであれば……。

「いまがそのときです。己の本当の望みを果たしなさい」

　そうして、ひとつの終わりへと至る、すべてが動き出した。
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　真島孝弘一行を消し炭に変えるだろう光の攻撃を繰り出した、その次の瞬間だった。

「なに……っ!?」

　驚きの声をあげて、中嶋小次郎は大きく飛び退すさっていた。

　足元の影が少女の姿を得て飛び上がり、両腕を剣に変じて斬りかかったからだ。

「お前は……」

「王命だ。おとなしく死ね！」

　影絵の娘。魔王の配下で４番目に名前を与えられた彼女の名はドーラ。

　影から影へと移動して不意を打つ能力は、彼女の切り札だ。さすがの『光の剣』も、攻撃を繰り出した直後を待って不意打ちをされては分が悪かった。

「はは！　そんな力もあったのか。これは驚かされた！」

　体勢を崩しながらも楽しげに笑う青年に、この千せん載ざい一いち遇ぐうの有利を逃のがしてなるものかと、縦じゆう横おう無む尽じんに影絵の剣が襲い掛かる。ドーラだけではない。狼や熊などの足の速いモンスターが駆け付けると、次々と青年に襲い掛かった。

　とはいえ、これで倒し切れるかどうかはわからない。

　――と、『彼』は理性ではなく、野生の本能によって判断した。

「……」

　むしろ勝算は低いというべきだ。

　けれど、その一方で『自分』にとって十分な時間は稼げている。いまのうちに、為なすべきことを為さねばならない。

　そう認識して、魔王の首輪を引き千切った最初の一体である『彼』――狂獣は、目の前の少女を見下ろした。

「……嘘うそ」

　つぶやく彼女は、酷ひどい有様だった。

　擬ぎ態たいしていた半液体状の体組織が露出して、まともに少女としての姿を保てていない。

　とはいえ、まだ生きている。中嶋小次郎の光剣の一撃は確かに放たれていたのに、体は消けし炭ずみになっていなかった。




　光の奔ほん流りゆうに呑み込まれる直前に、狂える獣がその身を盾にして割り込んでいたからだ。




　ドーラが奇襲を仕掛ける前に、最も早く動き出した一体こそが狂獣だった。

　無論、そのようなことをして、無事であるはずもない。

「……ァ、ガ」

　ごぶごぶと嫌な音を立てて、口こう蓋がいから涎よだれ混まじりの血液が大量に零こぼれ落ちた。

　放たれた光剣の一撃は、すさまじい威力だった。だが、狂獣の膨ふくれ上がった筋肉の鎧よろいは、かろうじてその破壊力を受け止め切っていた。代わりに肉は引き裂かれ、内臓は焼けただれ、背中は骨まで露出していたが、それでも攻撃を通すことだけはなかったのだ。

　首輪を繋いだ主に命令されたわけではない。これは彼自身の意思による行おこないだった。

「……どう、して」

　呆然とした少女が疑問を紡つむいだ。

　それに答えるだけの理性を、狂獣は持たない。けれど、かつて首輪の主と交わした約束だけは覚えていた。

　――約束しましょう。ぼくのものになって働けば、いずれきみの望みは叶かなうと。

　いまが、そのときだった。

　片方だけ残った屈くつ強きような腕で、狂獣は少女の体を掴み取った。死に直結しかねない傷を負っているとは思えないほど強い力に、いまの少女は抵抗できない。

　ここからどうするかは、狂獣の望み次第ということだ。だから、この瞬間だけかすかに戻った理性で彼は疑問した。果たして自分の望みとはなんだったのかと。

　思い出すのは、首輪の主と契約を交わしたときのやりとりだった。

　――……王よ。なにを考えている？

　――もうひとりの王、真島孝弘には自分は敵ではないと言う一方で、水みず島しま美み穂ほを求める狂獣には、願いを叶えると約束をする。いったい、どれが本当なんだ？

　アントンはそのように疑問を呈ていした。実際、それは妥当な疑問だった。狂える獣となる前の自分は、水島美穂の存在を求めて暴走したのだから。

　とすると、目の前の少女を『手に入れる』ことが、自分の望みだったのだろうか。

　……いいや。

　違う。そうではない。

　死に瀕ひんした彼女の前に、身を盾にして飛び出した瞬間、彼はそう確信できたのだ。

　――あなたもよく考えておきなさい。

　この異界のなかで、首輪の主は狂獣にそう言った。その言葉の真意はなんだったのか、いまの彼には理解できていた。

　なぜなら、死に至るほどの激痛でさえ……目の前の少女が無事であったことの安あん堵どに比べれば、なんてことはなかったのだから。

　――いまがそのときです。己の本当の望みを果たしなさい。

　恐怖に慄おののき、狂気に堕ちて、見失っていた本当の望み。

　かつて高屋純という名の少年は、初恋の人である水島美穂を守ろうとした。

　けれど、それは紛い物の恋だった。異世界に転移してきてしまった不安から、自分自身を守るための無意識の欺ぎ瞞まんでしかなかった。

　人は理由があれば頑張れるが、彼は頑張るために理由を作ってしまった。自分の力は、初恋の人を守るために授さずかったものなのだと思い込んだ。幼馴染の少女に恋をしていたから、守ろうとしたのではない。守るための理由が必要だったから、彼女を好きになったのだ。

　あの初恋は嘘うそだった。確かにそれは、否定しようのない事実だった。

　だが、だからといって、幼馴染の少女を大事に想う気持ちのすべてが嘘うそかといえば――そんなことはなかったのだ。

　なぜなら、高屋純はそれほど強くない。そんな偽物の想いだけでは、崩ほう壊かいしたコロニーから助けを呼ぶために遠征隊を追って、たったひとりで飢うえと恐怖に堪たえ抜いて、樹海を越えるなんてことできなかった。

　初恋を理由にする前。不安に押し潰されてしまう前。

　そこには狂える獣になる前の少年がいて、姉のような幼馴染がいた。

　――美穂姉ちゃんのことは、おれが守るよ。

　思い出した、その言葉。

　そこにあった想いだけは、決して偽物などではないのだと。

　そうわかったから、これでお別れだった。

「ォオ……オォオオオオッ！」

　血塗まみれの咆ほう哮こう。最後に残った命を振り絞って、獣は少女を放り投げた。

　彼女のことを大事にしてくれる仲間のもとへと。

「純……っ」

　懐かしい呼び声が聞こえた。

　涙ながらに、少女が手を伸ばした。その指先が遠ざかっていく。

　けれど、きっと、これでいい。今度こそ、自分は彼女を守れたのだから。

「……」

　最後の力が抜けていく。

　幼馴染の少女が、まだ自分の死に泣いてくれることに満足して。

　直後に響いた『竜の咆哮』を聞いて、あとは任せたと安あん堵どして。

　最期に大事なものを取り戻した獣は、大地に倒れ伏した。
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　竜の咆哮が、森に大きく響き渡った。

「こいつは……！」

　モンスターの群れをすさまじい勢いで切り殺しつつも、中嶋小次郎は目を見開いた。

　見上げる先に、天を覆おおうほどの巨体が降りてきていた。

　一方で、戦慄おののく声をあげたのは、ロビビアだった。

「あ、あああ……！」

　翼の生み出す風に赤髪を吹き散らかされながら、少女はその存在を目の当たりにする。

　屍竜イーダ。生前の名を、甲殻竜マルヴィナ。

　かつての勇者の伴はん侶りよたる、偉大な竜だった。

　しかし、いまの彼女は、里を滅ぼし、我が子を殺した者に報復するアンデッドと化している。もはや恨みと憎しみを以て、破壊を振りまく存在でしかない。目の前に、彼女の里を滅ぼしたのと同じ転移者が戦意を撒き散らしていれば、尚更だった。

　しかし、予想に反して彼女は、着陸後、即座にその場を離脱した。目的は瞭りよう然ぜんだった。彼女はその巨大な手で、地面ごと真島孝弘一行を拾い上げていたからだ。

「はは！　真島たちを逃がすつもりか！」

　その光景を見て、中嶋小次郎の顔に喜色が浮かんだ。

　あまりにも純粋で、それがゆえにおぞましい喜びの感情の発露。

　もう少しで殺せるところだったのに逃げられる。そんな状況を喜んでいるのだ。

　その一方で、彼には真島孝弘たちを逃がすつもりは毛頭ない。彼らを殺すことに全力を尽くせるのが、嬉しくて堪らないからだ。

　よって、恐るべき災厄の主は、全身全霊を以て逃げる屍竜を殺しにかかる。

「があ……っ!?」

　直後、中嶋小次郎と交戦していたドーラが、不意打ちに顎あごを蹴りあげられた。

　すでに奇襲の優位は失われて、一緒に襲い掛かったモンスターも、あっという間に数が削られていた。中嶋小次郎を抑え続けるには戦力が足りていなかったのだ。

「しまっ……」

　顎を押さえたドーラが立ち上がったときには、もう遅かった。

　自由に動けるようになった瞬間、中嶋小次郎は剣を振るっていた。

「カァアアアアアア――ッ！」

　気合いが迸ほとばしる。

　光の奔ほん流りゆうは大地から天へと立ち昇り、屍竜を呑み込まんとした。

　だが、そこで中嶋小次郎は射線に割り込む巨体を見た。

「……なに!?」

　首のない屍竜ハインリッヒ。生前の名はレックス。

　かつての『里の守護者』の体は、今度こそ完かん膚ぷなきまでに爆散する。引き換えに、光剣を先に通すことなく。

「……ああ」

　顎を蹴り上げられて揺れる頭を抑えて立ち上がったドーラは、その光景を目撃して、低く声を漏らしていた。

　わけもなく、胸を突くものがあった。

　普通に考えれば、いまの光景は王が必要な処置として、ハインリッヒを使い捨てたと見るべきだろう。だが、どうしてもそうとは思えなかった。ドーラの目には、意思なきアンデッドであるはずの屍竜の片割れの行動が、逃げ出そうとする者たちを庇かばったように見えたのだ。

　真実を知る当人は、死肉の一片に至るまで燃え尽きて、すでに答えは得られない。

　いずれにしても、これで屍竜の片割れは逃げられる――

「まだ終わりじゃねえぞ！」

　――と、思ったドーラの予測を、災厄そのものの男は当たり前のように凌りよう駕がした。

　ふたつ同時には出せないはずの『光の剣』の制約。ひとつ凌しのげば、一呼吸は間が開くはずだった。しかし、すでに青年の手のなかには、新たな剣が握られていたのだ。

「馬鹿な……!?」

　ドーラは驚きよう愕がくに目を剥むいた。

　ふたつ同時に出せないというのは、嘘うそだったのか。

　いいや。そうではない。なぜなら、そこにあったのは『光剣』ではなかったからだ。

「なんだ、あれは……っ!?」

　その手に握られていたのは、彼の代名詞である『光の剣』とは真逆の――いいや、むしろ見た目としては対を成しているようにさえ見える漆黒の剣だった。

　すなわち、光を呑み込む『闇の剣』。

　そう。一対になる光と闇の剣こそが、『接続者』中嶋小次郎が戦闘用に準備した能力の、真の姿だったのだ。

　全力を尽くすと決めていたから、その力は呵か責しやくなく屍竜に絶対の牙きばを剥いた。

「カァアアアアアア――ッ！」

　再び、その手にある剣が解放された。

　今度こそ、盾となる存在はない。屍竜の50メートルにもなる巨体が、後方から大きく突き上げられた。
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「ぉおおおおおお!?」

　竜の掌てのひらの上で、真島孝弘たちが悲鳴をあげる。

　だが、攻撃を直接受けた屍竜はそれどころでは済まなかった。

　その光景は、あたかも屍竜の巨体が闇に喰われるようでさえあったのだ。

「ア、アア……」

　永遠にも感じられる闇の奔ほん流りゆうが過ぎ去ると、頑強極まりないはずの甲殻に覆おおわれた巨きよ躯くは、うしろ半分を完全に喪失していた。当然、消滅しなかった上半身にも余波は及んでいる。甲殻は砕け散り、肉は断絶し、ぼろぼろと体の各部が落ちていく。致命的な一撃だった。

「……ァ、アア……」

　屍竜が低く呻うめいた。

　壊れる。砕ける。存在が保てなくなる。

　当然の結果として、それは墜落という結果に帰結する――そのはずだったのだ。

「まさか……」

　見上げた中嶋小次郎が、驚きの声を零こぼした。

　屍竜が落ちることなく、そのまま空を逃げ去っていく。こればかりは、彼であっても予想できない展開だった。

「……ア、アアア」

　体が端はしからボロボロと崩れていくのに。

　もはや全身が崩ほう壊かいしていないほうがおかしいのに。

　それでも、崩れかけた体を内側から支えるものがあった。

　とはいえ、状況は狂獣のときとはずいぶん違っている。

　ここにいる屍竜は、すでにマルヴィナではない。宿っていた魂たましいは朽くち果はてて、意識など残ってはいない。アンデッド・モンスターとなった屍の体を動かしていたのは、あくまで里を滅ぼした人間たちに対する呪いと怒りの感情だった。

　ただ、それは見方を変えれば『屍の体に感情の残ざん滓しだけは残っていた』とも言える。

　強烈な負の感情である怒りと恨み。だが、その奥底には、もうひとつの強い情念が眠っていたのだ。

　他のなにを喪うしなったとしても、それだけはなくならなかった。なぜなら、その感情こそが、常に彼女を突き動かしてきたものだからだ。

　転移者に竜淵の里が襲しゆう撃げきされた、あの日だってそうだ。彼女が理性を手放してまで、憎悪と狂気に身を委ねて死ぬまで暴れ回ったのは、我が子をひとりでも多く逃すためだった。

　本当に望んでいたのは、憎い敵の抹まつ殺さつなどではなかった。

　子供たちを守り抜くことが、母である彼女の望みだった。そして、この場にはそのひとりがいた。すれ違い続けた末すえの娘が。

　――里を出るというのなら、お前さんは他人だよ、ロビビア。

　――てめえの顔なんて、二度と見るもんか！

　ふたりの最後は喧けん嘩か別れ。マルヴィナがロビビアを突き放して、自分が嫌われてでも里から出したのは、未来のない自分たちと一緒にいるべきではないという想いからだった。

　それでも、いつか遠い未来で和解することを願っていた。

　愛していると伝えられる日が来ることを望んでいた。

　その願いは叶かなうことはなく、死が親子を引き裂いた。

　けれど、それでも、残されたものがあったのだ。

「ア、アア……ァアアアァアアアアア！」

　屍竜が吼ほえる。

　それは、憎悪の呻うめきでもなければ、憤怒の唸うなりでもない。

　子を想う母の愛を告げる咆ほう哮こうだった。

「母様……！」

　すれ違い続けた末の娘が、初めてその言葉を口にする。

　母竜の残骸は、闇の奔ほん流りゆうを逃れて戦域を離脱した。
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「……逃げられた、か」

　中嶋小次郎は、半壊した竜の背中が遠ざかっていくのを見送った。

　追い掛けたい欲求が湧いてくるが……。

「……まあいい」

　ふっと吐と息いきが零こぼれた。

「これでいい。いや、これがいい。また会うときが楽しみだ……」

　口のなかだけでそうつぶやいたのは、確信があったからだ。

　現状は、絶対的な力を持つ『災厄の王』中嶋小次郎に対して、同じ『接続者』の真島孝弘が、初代勇者の意思と『世界の礎石』の協力を得ることで拮抗している。両者の力関係を考えれば、これは真島孝弘の勝利と言って差し支えない。

　とはいえ、この拮きつ抗こうは長くは続かない。力関係が絶対的なものである以上、遠からず破は綻たんは訪れる。そのときになれば、真島孝弘は逃げずに立ち向かわずにはいられない。この世界がなくなれば愛する者たちが死んでしまうのだから、それ以外の選択肢はありえないのだ。

　持てる限りのすべての力で敵対してくる――してくれるはずだった。

「だからいまは、目の前のことだな」

　視線を地上に引き戻す。

　戦いの余波で荒地となった大地に、狼のモンスターの背に乗った少年の姿があった。

「楽しませてくれよ、魔王」
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　工藤陸は硬い表情で、距離を隔へだてて向かい合う中嶋小次郎を見据えていた。

　攻撃の手は一時、とまっていた。最初に襲い掛かった一群が、ほぼ全滅させられてしまったからだ。

　ただし、そのうち半数ほどは中嶋小次郎の手による損害ではない。彼を守るようにして、その場に乱入してきた者たちがいたのだった。

「王よ！」

　ドーラが危機感も露あらわに下がってくる。

　乱入してきた者たちは、全員が強力な魔力を放っていた。転移者であることは間違いない。

　神宮寺智也を追跡するために異界に突入していた探索隊メンバーだろうか。

　しかし、だとすれば、追跡部隊として仲間同士だった中嶋小次郎から、真島孝弘が逃げ出すところを見ていたはずの彼らは少なからず戸惑うはずだ。だが、彼らに動揺はない。

　それもそのはず。彼らは追跡部隊に参加していたメンバーではなかったのだ。

「……なるほど、そういうことですか」

　工藤陸は、淡々とつぶやいた。

「日比谷浩二だけではなく、他にも協力者がいたのですね」

　コロニー崩ほう壊かいは中嶋小次郎によって意図的に起こされたものだった。ということは、なかでも致命的な出来事であった『絶対切断』日比谷浩二による『闇の獣』轟美弥の殺害は、中嶋小次郎に指示を受けていたと考えられる。つまり、中嶋小次郎と日比谷浩二は、コロニー崩壊において協力関係にあったのだ。

　崩壊を容易にするために、中嶋小次郎は遠征隊不参加のメンバーを調整していただろう。だが、自然に崩壊するのを待つだけでは確実ではない。崩壊の引き金を確実に引くためには、ある程度以上の混乱をもたらす必要があった。当時残った探索隊のなかで数少ない幹部の日比谷浩二が実行犯であったことは致命的だったが、更に複数人が意図的に混乱を起こせば確実だ。それが、いまここに駆け付けた彼らなのだった。

　工藤陸にしてみれば、ただでさえ絶望的な相手に援軍が現れたかたちになる。ただ、その割に彼は落ち着いていた。そうした態度が気になったのか、中嶋小次郎が尋ねた。

「慌てないんだな」

「今更ですからね」

　肩をすくめた。

　死ぬとわかっていて、この場に介入したのだ。今更、恐れるものはない。

　そうした態度は中嶋小次郎の求めるものではなかったのだろう。

「諦あきらめたのか？」

　肩かた透すかしを喰らったように言った。どうやら必死で抵抗してほしいらしい。そこには、わずかに不満の色さえあって、工藤陸は冷笑を浮かべた。

「諦めた？　まさか。そんなはずがないでしょう」

　この男はなにもわかっていない。目の前に、すべての元凶がいるのだ。いまでも胸を焦がす暗い炎が、諦めることを許すはずがなかった。

　呪わしいのだ。許せないのだ。

　敵わないとわかっていても。

　最大の怨おん敵てきに殺されることになるとしても。

　その屈辱と怨おん念ねんが晴らされることはないのだとしても。

　とまらない。とまれない。

　あの日から、工藤陸は壊れている。

　壊れ果てて、別のモノに成り下がった。

「ぼくは、魔王です。とまりませんよ。虚無と絶望のなかで、破滅するそのときまで」

「ははっ！　そうか。悪くないぜ、お前」

　この返答に対して、中嶋小次郎はいかにも楽しげに笑った。

　あの日、彼が引き金を引いた混乱のなかで死んでいて当然だった、ちっぽけな命。その成長を寿ことほぐように、好意しかないがゆえに、邪悪な笑みを浮かべて。

　そのおぞましい笑顔を見て――心の片隅で、工藤陸は安あん堵どする。

　本質的に、中嶋小次郎の性質は快楽主義者だ。なんだかんだ言ってはいても、少しでも隙すきができれば、この場を他の者に任せて真島孝弘を追い掛ける可能性も考えられた。だが、いまの彼は工藤陸という存在に注目している。そのあたりを心配する必要はないだろう。

　そう考えたのを最後に、工藤陸は頭を切り替えた。

　ここから先は殺し合いだ。その前に、自身の戦力を確認する。

　自軍の戦力は確実に低下している。名前を与えた配下では、狂獣が死亡。母子の屍竜は、一体が完全消滅。もう一体は戦線離脱した。彼ら以外の魔軍の駒は、異界での消しよう耗もうに加えて、この場で殺されたものが２００近く。とはいえ、それでもなお、通常の転移者程度であればまとめて葬ほうむり去る程度の力はある。

「ドーラ、ツェーザー、フリードリヒ」

　呼び掛けに応えて、影絵の少女が両腕の剣を構える。

　魔王の背中には無機質な羽が展開して、周囲を汚お泥でいの防御壁が浮遊した。

「グスタフ」

　話をしている間に呼び寄せておいたのは、魔軍の本隊と同規模の別動隊だ。この世界で災害とされる陸上魚の群れにして、一度動き始めれば魔王でさえ制御のできない暴力の波だ。

「アントン」

　更に、影の女王は魔軍を率いて参戦した。制御のきかない別動隊グスタフとの同士討ちを避けるために、あえて時間差をつけて突撃をかける構えだった。

　現状の戦力のすべて。総勢２０００近い魔王の軍勢だ。出し惜しみはしない。

「行きなさい！」

　下された命令に従って、魔軍は進撃を開始した。
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　恐るべきモンスターの群れが大地を揺らした。

　誰が見ても蒼あお褪ざめずにはいられないような光景だ。

　工藤陸の『魔軍の王』は、特性上、戦力増強に時間を費やせば費やすほどに強くなる。いまの魔軍であれば、一度に限れば、探索隊とも正面からやり合えるだろう。

　……ただし、それは『光の剣』の存在を考慮しなければの話だが。

「素晴らしい」

　そうつぶやいた中嶋小次郎が、大きく腕を振り上げた。

　その掌てのひらに強大な魔力が集まった。

　転移者たちのなかでさえ規格外の、身の毛がよだつほどの魔力量だった。

「だから、これはお返しだ」

「……これは」

　ゆっくりと時間をかけて生み出されたのは、これまで見せたことのない巨大な光剣だった。

　５回の制限付きの切り札『大剣』。この規格外の怪物が、１本に10日という長い時間を費やして込めた魔力は、それひとつで災害にも匹敵する。

　まず個人が所有してよい火力ではない。

　だからというわけではないが、ほぼ彼はこの力を使わない。発動まで少し時間がかかるし、小回りが利かないというのもあるが、普段はこれを使わなくても敵を倒せてしまうからだ。

　切り札を使うに値あたいするだけの相手だと、工藤陸は認められたとも言えた。

　無論、それはこの世のなにより恐ろしいことでもある。

　最強を誇る光剣の、最大解放。放たれた先は、魔軍の別動隊であるグスタフだった。

「――ッ！」

　次の瞬間、森の一角が消滅した。

　すさまじいほどの熱量は、地上に太陽が生まれたかと錯さつ覚かくするほどだった。

　森の面おも影かげなど、跡形も残らない。ましてや、そこにいた者など。

「これほどまでですか……」

　工藤陸は呻うめいた。

　別動隊であるグスタフは、群れの７割近くが一瞬で焼失していた。残り３割も半数以上が重傷を負っている。

　痛かったのは、トリップ・ドリルの群れは先頭の一握りを除いて『魔軍の王』の能力の制御下にないため、散開することもできずにまともに大剣の一撃を喰らってしまったことだ。

　というより、それを見抜いて中嶋小次郎はグスタフを狙ったのだろう。

「お、王よ……」

　ドーラが表情を歪ゆがめた。

　たった一撃だ。それだけで、本隊と同規模の別動隊が壊滅してしまったのだ。狂信に生きる彼女でさえ、畏おそれを抱かずにはいられなかったのだろう。

　しかし、少年は恐怖で判断を間違えなかった。

「……怯ひるんではいけません。散開して突撃しなさい」

　そう指示を出したうえで、自分はドーラに抱えられて、影から影へと移動を開始する。

　初手で明白となった事実。遠距離での撃ち合いでは『光の剣』に対して相手にもならない。よって、突撃して近接戦闘に持っていく以外に道はないのだ。

　その判断は正しい。だが、正しいからといって通用するとは限らない。

　まず敵のもとに辿り着くことが困難だ。光剣が振るわれるたび、また、取り巻きから魔法が放たれるたび、魔軍を構成するモンスターは木こつ端ぱのように拉ひしやげて吹き飛ばされる。

　そして、敵のもとまで辿り着いたところで、転移者が複数名で守りを固めているのだ。どうにか１匹、２匹程度が襲い掛かったところで瞬殺されてしまう。

　無論、そうしている間に中嶋小次郎とその仲間たちが大人しく迎え撃つばかりでいるわけもない。光剣や魔法による攻撃が、工藤陸目掛けて飛んでいく。ドーラに連れられて影から影へと飛び回り、フリードリヒの魔法とツェーザーの防御壁とを駆使して凌しのいでいるが、そんなものはいつまでも続かない。

　正しい判断をしても敵わない。

　端的にいって、工藤陸は詰んでいる。これは一方的な鏖おう殺さつだ。

　そう理解しているのだろう中嶋小次郎の取り巻きたちは、まるで作業のように粛しゆく々しゆくと高位の魔法を放ち、魔軍のモンスターを殺していく。

　忌いまわしい破滅の足音が聞こえ始めていた。
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　ベルタが目を覚ましたのは、屍竜が離脱した直後のことだった。

　脳のう震しん盪とうでまだ朦もう朧ろうとしたままの頭を振って、うめき声をあげる。意識を失ってしまっていたらしい。探索隊と同行する作戦には真の姿を隠して参加していたために、本来の実力を発揮できなかったとはいえ、不覚だった。

「なにが……？」

　状況がわからない。誰ともなしに問い掛けると、こちらを向いた者があった。

「……ベルタ」

　同行者たちのリーダーである真島孝弘だった。

　彼は身を起こすのがやっとというほどの怪我けがを負っていた。

　周りにいる仲間たちも、酷ひどい有様だった。

　リリィはダメージが大き過ぎて、スライムの本性を隠せていない。ロビビアは頭から流れた大量の血液と滂ぼう沱だと流れる涙で、ぐしゃぐしゃの顔をしていた。シランは倒れたままで意識が戻らず、ただの死体のようだ。あやめは足が折れているらしく弱々しく横たわっていた。

　なにか酷い出来事があったことは明らかだった。

　しかし、意識を失う前のことはすぐに思い出せない。

「ここは……」

　言いかけたところで、ベルタはいま自分たちが、自身の王の駒である屍竜の掌てのひらの上にいることに気付いた。

　いったい、自分が気を失っている間になにがあったのか。

　ますます混乱するベルタに、真島孝弘が答えた。

「異界から脱出した直後に、中嶋小次郎が攻撃を仕掛けてきたんだ」

「……攻撃？」

　言われてベルタは記憶を探った。

　異界から解放されたあと、この場の全員が集まったところで記憶は途切れていた。だが、その瞬間に、強烈な光を見た気がした。

　恐らく、あれが光剣の一撃だったのだろう。それで自分は意識を失い、同行者である彼らは戦闘続行不可能な重傷を負ったらしい。

　しかし、それならどうしてこのように逃げられたのか。

　それに、屍竜の上に乗せられたこの状況は、いったい。

　そう疑問に思ったとき、蒼あお褪ざめた顔をした真島孝弘が言った。

「工藤のやつが割って入ってきたんだ」

「……え？」

「いまは、代わりにあいつが残ってる」

「それはつまり……我が王と、あの『光の剣』が戦っているということか？」

　理解した瞬間、ぼけていた意識が明瞭なものになった。

　言いようのない悪お寒かんに背筋が粟あわ立だつ。

　いかに王の魔軍が強力とはいえ、あの『光の剣』は相手が悪過ぎた。

「王……！」

　このままでは王の命が危ない。そう思ったときには、ベルタは普段は隠すように命令されている自身の真の力を発揮していた。

　狼の腰のあたりから、ずるりと少女の体が生えてくる。少しの時間、無防備になってしまうので、先程の戦いの間には咄とつ嗟さには本性を現すことができなかったのだが、いまは近くに敵の気配はない。それも王が戦っているからだと思えば、焦りはますます募つのった。

「ま……待て。ベルタ！」

　飛び出していこうとしたことはすぐにわかったらしい。肉体を変化させている途中で、真島孝弘が声をあげた。

「とめるな！」

「ただ行っても死ぬだけだろう！　せめて、おれたちも……」

　そう言って身を乗り出した、その膝が折れる。バランスを失った彼は、両手を床に突いて倒れてしまった。

　慌てたリリィが駆け寄ろうとするが、ずるずると体をひきずる動きはにぶい。彼らはもう、まともに動けるような状態ではなかった。

「ベルタ……」

　それでも、こちらに必死な目を向けていた。

　その眼まな差ざしは、仲間に向けられるものなのだと、いまのベルタにはわかった。

　仲間だから、確実に死ぬ場所に向かおうとしているのを黙って見てなどいられないのだ。

「……真島孝弘」

　そこでベルタは、確かに逡しゆん巡じゆんを覚えた。

　その事実は、彼女自身も彼らを仲間だと感じていることの表れに他ならなかった。

　とはいえ、足をとめるまでにはいたらない。そうするためには、あまりにも王の存在はベルタのなかで大き過ぎた。

　しかし、そのときだった。

「待て」

　第三者の冷たい声が、今度こそベルタの足を完全にとめた。

　なぜなら、その声は彼女をとめられる唯一の存在の、代弁者であったからだ。

「王のもとへ行くことは許されない。それが王の命令だ」

　そう言ったのは、精せい悍かんな顔に似合わない無機質な表情をした青年だった。

　正確には、その紛まがい物ものだった。

「アントン!?」

　十文字達也の姿をコピーした、アントンの分体がそこにいたのだ。

「いつの間に……」

「最初から乗り込んでいた」

　驚き尋ねる真島孝弘に、アントンが答える。同じ王の配下である以上、屍竜に分体をあらかじめ乗り込ませておくことは簡単だっただろう。

　だが、そんなことよりも、いまは伝えられた内容だった。

「お、王の命令だと……!?」

　ベルタは大きく動揺した。

　王命と言われてしまえば、首輪をかけられた彼女には無視することはできない。

「そんな、馬鹿な……王の命が危ないのだぞ！　いますぐに撤てつ回かいを……！」

「無駄だ。撤回などあるはずがない」

　必死で抗議するが、アントンの表情は変わらない。実際、王の『魔軍の王』による無形の首輪の強制力もまた、それが事実であることを伝えてきていた。

　意味がわからなかった。

　王が自分を遠ざけているのは知っていたし、時に合理的とは思えない判断を下すこともあった。だが、いまはそんなことを言っている場合ではなかった。

　王が死んでしまうかもしれないのだ。

　真島孝弘のもとで様々なことを知ったとはいえ、自分にとって王の価値がなくなったわけではない。

　絶望の破滅に向かう王。ならばせめて、その終わりに救いがあってほしいと願った。

　なのに、どうしても伝わらない。わかってもらえない。

　受け入れてもらえるのではないかと感じたことでさえも、いまはあまりにも遠い。

　そのまま、永遠に手の届かない場所に行ってしまおうとしている。

　それだけでも堪たえがたいほどだというのに、とどめを刺すようにアントンは言うのだ。

「お前が来ることを、王は望んでおられない」

　まるで機械のように、口にされる言葉に感情は含まれない。

　王が望んだ完全なる配下。これこそが、自分がなりたくてもなれなかったものなのだ。

　けれど、そう思い知らされたからこそ、ベルタは歯を喰いしばった。

「それでも、わたしは行くのだ」

「……ベルタ、貴様」

「行かねばならないのだ」

　自分は出来損ないだ。王の望む完全な駒にはなれない。

　だから、そうだ。

　ここでだって、大人しく退くことなんてできるはずもない。

　首輪の強制力はすでに痛みを伴ともなっていた。ここで食い下がることが、王の駒として失格なのだとまざまざと思い知らせるように。しかし、それでも――。

「アントン！」

　ベルタは訴えかける。

　アントンとベルタ。魔王の配下、最さい古こ参さんの眼まな差ざしが交差した。

　向けられる眼差しに感情は含まれない。説得の余地などありえない。

　……そのはず、だったのだが。

「やはり、こうなるか」

　アントンは、不意に目を伏せた。

「愚おろかしいな。わたしには、理解できない」

　感情を持たない王の忠実な駒にしてみれば、それは当然の感想だった。だが、聞いたベルタは戸惑った。いまのアントンの言葉は、ただそれだけではないように感じられたからだ。

「ああ。理解はできないのだ。だが、わかることもある」

　そんな彼女に、再び無機質な視線が向けられた。

「ベルタ。お前はここに留まるべきだ」

「……アントン？」

　先程とはニュアンスが違っていることに気付かないほど、ベルタは鈍感ではなかった。

　行くことを許されないのと、ここにいるべきだと言われるのとでは、話が違う。

　実際、淡々とアントンは続けた。

「いい加減、気付くべきだろう。いいや。どこかで気付いているのではないか。最初から、お前は居場所を間違えているだけだ。我が王のもとは、お前に相応ふさわしい場所ではなかった」

　酷ひどいことを言われている。

　それは、王の配下として生きてきた自分の全否定と言ってよかった。

　怒ってもいいはずだ。

　なのに、咄とつ嗟さの反論が出なかったのは、その言葉が正しかったからだ。

　そうだ。自分でも気付いてはいた。

　王に自分が相応しくないのか、王が自分に相応しくないのか。そんなものは考え方次第だ。そして、王のほうが自分に相応しくないのであれば……自分はずっと居場所を間違えていたことになる。

　認めたくない事実を、アントンは淡々と言葉にする。

「お前は間違えていた。だが、それはつまり、本来いるべき場所があるということでもある」

　そう結論付けたアントンの視線が、ベルタの背後にいる真島孝弘たちに向けられた。

「お前は、自分を受け入れる者のもとにいるべきだ。ふさわしい仲間と、新しい場所で。きっと、そこでなら……」

　言葉を探すように一瞬、口ごもってから、アントンは告げたのだ。

「お前は幸せになれるのだろうから」
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　ふさわしい仲間と、新しい場所で幸せになる。

　考えたこともない選択肢が、そこにあった。

「――」

　言葉を失う。思考が停止する。

　確かに自分は、いまや彼らを仲間だと感じている。

　そして、彼らのほうがどう思ってくれているのかということだが――

《ベルタ》

　――呼び掛けられて、ベルタは振り返った。

　立ち上がれない怪我けがを負ったあやめが、身を起こしてこちらを見ていた。

《行っちゃ駄目だよ、ベルタ》

　くーっと鼻を鳴らす。

《駄目。駄目。一緒にいよう》

　その訴えが、アントンの言葉を肯定する。

　思い出したのは、あやめとふたりでまるくなって寝転がった、あの陽ひだまりの温かさ。

　優しくて、穏やかで。

　力を求めて夜よな夜よなモンスターを狩っては、血みどろの時間を過ごすよりも、こうして生きるほうがよっぽど性に合っているのかもしれないと、感じたことがないといえば嘘うそになる。

　これまでの日々があればこそ、アントンに言われた「幸せになれる」という言葉には実感が伴った。それは妄想などではなく、手を伸ばせば確実に手に入る未来だった。

　そして、とっくの昔に、それを阻はばむものは力を失っていた。

「わたしは……」

　自身の首にかかり、全身にからまった無形の鎖を意識する。

　配下を戒め、従え、堪たえがたい苦痛さえ与えられる『魔軍の王』の能力だが、その強度自体はいまのベルタを繋ぎとめられるほどのものではない。皮肉なことに、王のために求め続けた力が、王から離れることを可能にしていた。これまでこの鎖くさりが維持されていたのは、ベルタ自身があの少年の下にあることを良しとしていたからというだけの話に過ぎない。

　だから、ほら。

　こんなふうに、いまの自分が牙きばを立ててしまえば、それだけで砕けてしまう……。

「心を決めたか、ベルタ」

　砕けた鎖が、体を滑り落ちる幻聴が聞こえた。

　同じ王の配下ということで、アントンには感じ取れるものがあったようだった。

「これで、お前は自由だ」

「……ああ」

　思っていたよりも呆気ない。いざやってみれば、こんなものなのかもしれない。

　改めてベルタは、真島孝弘に視線を向けた。

「ベルタ……」

「礼を言う、真島孝弘」

　その言葉に、万感の想いを込めた。

　本当に感謝していた。ここで選択肢をくれたのは、間違いなく彼らだった。

　誰かを想う尊さも、願いを諦あきらめない大切さも、陽だまりの温かささえ。

　彼らと同行することで、自分は様々なことを知ったのだ。

　お陰で、自分はこの選択ができるのだと言い切れる。

　だから、これで――




「――さよならだ」




「……え？」

　虚を突かれた声は置き去りに。とめる暇なんて与えない。

　いいや。とめることなんて、誰にもできなかっただろう。

　全力のベルタをとめられる者は、この場にはいなかった。とめられたのは王の命令だけで、すでにその鎖は砕け落ちている。

　竜の掌てのひらから身を投げる。

「ベルタ！」

　声だけが追いかけてきた。仔狐の悲痛な鳴き声も聞こえた。それも、一瞬で遠ざかる。

　もう届かないことはわかっていたけれど、「ありがとう」と再び告げる。

　これが彼女の選択だった。




◆　◆　◆




　壊れかけている屍竜に、高く飛ぶだけの力は残されていない。その掌から飛び出したベルタは、木々を足場にして地面に降りると即座に駆け出した。

　屍竜は速度を出せていなかったので、距離はそれほど離れていない。いまの自分の全速力であれば、元いた場所にはすぐに戻ることができる。

　規格外の狼の肢が地を踏み、すさまじい速度が生まれた。

　あっという間に、屍竜が遠くなった。温かなものが遠ざかる。それが、ひどく寂しい。

　けれど、後悔はない。それもまた、彼らのお陰だと思えた。

　選択肢を提示されたあのとき、確かにその先にある穏やかな幸せが見えた。

　けれど、そこに王の姿はなかった。

　だから……だからだった。

　ベルタは駆け出すことに決めた。穏やかで幸せな日々を捨てることになろうとも、王のもとへ行きたいと願った。結局のところ、それが自分の真実だった。

　そして、選択肢を得られたからこそ、自分の想いに確信を持てた。その確信こそが、絶対のものだった王の縛ばく鎖さを砕くという決断に繋がり、命令を振り切る結果になったのは、やや皮肉めいた成り行きではあったかもしれない。

　もちろん、ベルタは理解している。王のもとに自分ひとりが駆け付けたところで、どれほどの意味もないだろう。『光の剣』の二つ名で知られた男は、そういう次元の存在ではない。

　王は死ぬ。仇かたきとも言うべき存在を前にして、復讐を遂げられずに無む為いな死を迎える。やがて訪れるとわかっていた絶望の破滅がそこにある。

　これまでずっと、王にはせめて穏やかな終わりを迎えてほしいと願ってきた。だが、それもここまでだ。自分では、この状況をどうすることもできない。駆け付けたところで、死体がひとつ増えるだけだ。そんなことはわかっている。

　それでも、ベルタは駆けることをやめなかった。

　ここで想いを捨ててしまえば、自分から願いを捨ててしまうことになる。

　傷付いたあの少年を見捨てることになってしまう。

　それだけはできない。

　自分はあの少年の傍そばにいる。なにがあろうと、どうなろうとも。

　ベルタは一心に駆け続けた。最期の瞬間まで、この想いを貫つらぬき通すと決めていた。

　命を懸けて、想いの炎を絶やさない。そうすれば、あるいは、奇跡が起こるだろうか？




　……いいや。

　そんなことは、ありえない。




「――っ!?」

　いつだって現実は残酷だ。それは、ひとりと一匹が出会ったそのときからわかりきっていたことだった。

　いまもまた、現実は彼女に牙きばを剥むいた。なにもかもを切り裂く白刃として。




◆　◆　◆




　避けるのが一瞬でも遅ければ、両断されていただろう。

　全力疾走をしていたベルタは、ぎりぎりのところで攻撃から身を翻ひるがえした。

　腰から伸びた触手が、纏まとめて何本も撥はね飛ばされる。強きよう靭じんな筋繊維からなる触手は、本来であればそう簡単に切断できるものではない。斬線の持つ異様な鋭さの為なせる業わざだった。

「……これは、驚いた」

　どうにか生き延びた彼女に、男の声がかけられた。

「どういうことだ。まさか、こんなところで死人の顔を見るなんてな」

「お前は……」

　遭そう遇ぐうしたのは、ベルタにとって恐ろしく因いん縁ねんある人間だった。

「『絶対切断』日比谷浩二……！」

　彼もまた、異界から弾き出されていたのだった。

　しかし、中嶋小次郎と工藤陸との戦いに加勢はしていなかった。他に加勢する者がいたので必要性が薄かったのと、彼自身が異界での工藤陸との戦闘でかなりの深手を負っていたからだ。結果、ここでベルタと鉢はち合あわせをすることになったというわけだった。

　その場には、他にもふたりの転移者がいた。中嶋小次郎の加勢に行かなかった彼らは、回復魔法で日比谷浩二の傷を癒いやしていたのだ。完調には程遠いにせよ、異界を出てからいままで治療を受けていた日比谷浩二は、戦闘行為が可能な程度には回復していた。

　実際、その手に下げられたなんの変哲もない剣は、あまりにも危険な気配を放っている。

　ベルタの目の前に、最大の因縁が立ち塞がっていた。

「この先に行かせたところで、中嶋さんの敵になるとも思えないが……あえて行かせる理由もないな」

　日比谷浩二は、ゆらりと剣をかまえた。

「同じ顔の女を二度斬ることになるとは思わなかったが……」

　冷たい殺意が押し寄せてきて、ベルタは全身の血が凍るような悪寒を覚えた。

　死だ。目の前に、己の死が立っている。

「これも因果か。今度こそ、迷って出ないように確実に始末をつけてやる」

　脇腹に痛みを覚えた。

　かつて日比谷浩二によって、轟美弥が死に至るほどの深手を受けた箇所だった。

　その死に際して、屍を食べたことが影響したのか、ベルタが手に入れた少女の上半身は彼女によく似ている。ほとんど生き写しと言っていい。

　だからこそ、この最期は避けられない運命のようにも感じられて――

「……ふざけるな」

　――その感覚を、ベルタは牙きばを鳴らして噛み砕いた。

「わたしは、轟美弥ではない」

　脇腹の痛みなど錯さつ覚かくだ。それは自分の経験ではない。

　これは運命などではない。目の前の男は、自分の死ではない。なぜならば……。

「わたしはベルタ！　王に名前を与えられた第二の配下だ！」

　それは、自身の不甲斐がいなさの象徴であり、呪いのようにさえ感じられた名。

　けれど、そんな自分だからこそ、ここまで来れたのだ。ただ付き従うだけではない。悩み、苦しみ、出会い、選択をした結果として、自分はいまここにいる。

　たとえ報われることがなくても、そのすべてに価値があった。そう信じられた。だからこそ、ここで彼女は臆おくすることなく牙を剥むいた。

「そこをどけ！　わたしは王のもとへ向かわねばならないのだ！」







[image: ]










[image: ]




　蹂じゆう躙りんは続いていた。

　中嶋小次郎が操る光剣と闇剣を避けるために、魔軍は散開して敵に近付こうとする。

　特に、『大剣』は最悪だ。下手をすれば、一撃で魔軍殲せん滅めつさえありえる。

　しかし、散開した魔軍に対して、今度は小回りの利く『小剣』が襲い掛かった。

　威力の落ちる『小剣』による範囲攻撃だったが、それでも数匹単位で散開したモンスターをまとめて吹き飛ばして、相当のダメージを与える程度の威力はある。無論、他の転移者たちの放つ高位の魔法攻撃だって侮あなどれるものではない。

　そうして魔軍が迎撃されている合間にも、ドーラに抱えられて戦場を高速で移動し続ける工藤陸に対して攻撃が与えられる。

　彼の存在は囮おとりである。狙われているだけ、魔軍の被害を減らすことができるからだ。

　だが、これはあまりにも危険な采配だ。ドーラは高い戦闘能力を持ち、影から影に移る移動術はこの状況に適したものだが、それにも限界がある。

「ぐ……っ」

「王!?　ご無事ですか!?」

　直撃は避けたものの、余波で飛んできた石が偶然額ひたいを抉えぐった。

　工藤陸の肉体は脆ぜい弱じやくな一般人のものだ。額から派手に血が滴る。

「……気にせずともかまいません。いまは、敵を」

「ッ！　御意に！」

　そうするうちにも、魔軍の操作はとめていない。

　とめた時点で、すべてが終わる。

　だが、とめなかったところで、なにが変わるというのだろうか。

　魔軍の攻撃は届いていない。散発的に反撃で放っているフリードリヒの魔法も、あえなく防がれている。狙われ続けるうちに、少しずつ少年は傷付いていく。誰が見ても認めるほかない、圧倒的に不利な状況だ。絶望的な戦いに、魔王は身を投じてしまっていた。

　対して、転移者たちには余裕があった。

　とはいっても、油断していたわけではない。ただ、これは一方的な蹂じゆう躙りんだと認識していた。作業のように淡々と処理していくだけだと。

　それが自然な認識だった。

　……普通に考えるのであれば、だが。

　ただ、この場面においては、彼らは少し考えが足りなかったかもしれない。

　あるいは、『まともだった』というべきかもしれないが。

　ここで他とは違う認識をしていた者がいたとすれば、それは、うしろで光剣を振るう中嶋小次郎その人くらいのものだった。襲い掛かる魔軍を蹴け散ちらし続ける彼の顔には、単なる作業に従事しているというには、あまりにも楽しげな笑みが浮かんでいた。

「……あ？」

　最初はかすかな違和感だった。

　積み重なって、気付いたときには無視できなくなっていた。

「おい。なんだか……」

　徐々に。だが、確実に。

　彼らのもとに辿り着くモンスターの数が、増えていたのだ。

　原因は、単純なものだった。

「お、追い付かない……!?」

　ただ、物量。それだけである。

　光剣は数匹単位で押し寄せるモンスターを吹き飛ばしている。

　転移者たちも高位の魔法を放っては甚じん大だいな被害を与えている。

　けれど、それがどうした。

　血を、肉を、屍の山を。魔軍の王はどこまでも、ひたすらに物量を積み上げる。敵の処理が追い付かなくなるそのときまで。

　とはいえ、当然、代償は大きい。魔軍の被害はすでに無視できない数になりつつあった。

　残存６割。隔絶した力を持つ敵に対して、唯一頼れるものが数である以上、それは操り手である工藤陸自身の命の残量に等しい。

　蝋ろう燭そくを激しく燃やせば、確かに脅きよう威いにはなるだろう。だが、それは自身の命を縮める行為だ。後先を考えていれば、こんな無む謀ぼうな攻撃を命じるはずもない。

　そのはずなのに――どうして、こうも躊躇ためらうことがないのか。

「お、おい。ふざけるなよ！」

　遠距離攻撃をくぐり抜けて、攻撃を仕掛けてくるモンスターの数が増えていく。

　最初は、ふたりがかりで瞬殺すればよかった。

　少し前は、ひとりが攻撃を二度叩き込んで殺せた。

　さっきは、殺し切れなかった。

　どんどん対処は厳しくなっていく。中嶋小次郎が温存していた『片手剣』を使うことで、定期的に立て直しているものの、逆に言えば、散開した相手に対しては費用対効果が悪い『片手剣』を使わざるをえなくなっているということだ。

　本来であれば戦場に出るべきではない脆弱な体を囮にして、ボロボロになりつつある少年が、絶大な力を与えられたはずの英雄の一団を追い詰めつつあるのだ。

　ありえない。

　あってはならない。

「怖くないのか」

　こんなのは異常だと、気付いた者の顔から余裕が消えた。

　恐怖さえ浮かんだ。それも道理だ。常人には理解できるはずなどないのだ。

　工藤陸は壊れている。

　とまらない。

　とめられない。

　だから、とめない。

　魔軍の総軍が消え去るまで。

　それはすなわち、ここまで積み重ねてきた工藤陸という存在のすべてが消えることだとわかっていても、ひとかけらだって躊躇わない。

　相対する転移者たちは、いまこそ知る。固有能力である『魔軍の王』の凶悪さはもちろんのこと、それを駆使する少年の在り方こそが、魔王の最も恐るべき武器なのだと。

　そして、知ったときには、もう遅い。

「ひとりめ」

「あ、ああっ、助け……！」

　ついに転移者のひとりが突撃を受け止めきれず、押し寄せる魔軍に呑み込まれた。

　あっという間に、その姿はモンスターの波の向こうに消えて見えなくなった。

　周囲の者が蒼あお褪ざめる。彼らの耳に、忌まわしい破滅の足音が聞こえ始めていた。

　それはずっと、あの崩ほう壊かいの日から工藤陸を蝕むしばみ続けていたものだ。いまは、その元凶であった転移者たちの足をも、死の淵ふちへと引きずり込もうとしていた。

「ふたりめ」

「こ、このっ、死にぞこない、死にぞこないが……ああ、ああああああ!?」

　恐怖にわめく少年が、またひとり魔軍に呑み込まれた。

「……死にぞこない？　なにを今更」

　怨えん嗟さに暗く瞳ひとみを凍らせながら、工藤陸はその言い分を切り捨てる。

　死にぞこないというのであれば、あの日からずっとそうだった。破滅の足音は、ずっとずっと聞こえていた。ある意味では、自分は死に続けているようなものだったのだ。

　いまは、かつてなく破滅が近付くにある。もう手が届く距離にまで。

　魔軍の残存、４割。

　だけど、まだだ。

　すべての元凶を殺すまでは死ねない。

　そう思えばこそ――

「……いいぜ、工藤。お前、面白いよ」

　――元凶の青年が浮かべるいかにも楽しげな笑みは、あまりにも遠く、呪わしい。

「３人目……」

「お、王よ！」

　影から影へと工藤陸を連れて逃げ回るドーラが、うろたえた声をあげた。

　確実に被害は与えている。だが、この期に及んでも中嶋小次郎だけは余裕を失うことなく、攻めかかる魔軍に対処しつつも彼らを的確に狙い続けていた。

　闇の小剣が解放され、離れた距離にいるモンスター数体を吹き飛ばす。そこに襲い掛かった熊のモンスターは、もう一方の手に握られた光の小剣で首を落とされる。間髪入れずに翻ひるがえった剣先は遠距離の工藤陸を的確に捉えて、解放された光のエネルギーが撃ち放たれる。

「ぐっ……！」

　魔軍の数が減ったせいで、回避と防御が間に合わない。

　迎撃に失敗して、背中で展開するフリードリヒの右半分の羽が打ち砕かれた。

　盾であるツェーザーは、すでに大部分が焦げている。

　工藤陸自身、体中に大小の傷を負っていた。

　単純な被害以上に大きかったのが、中嶋小次郎という絶対の柱がいるせいで、他の転移者たちが潰走まで至らないことだ。中嶋小次郎さえいなければ、とっくに魔軍は転移者たちを呑み込んで勝利していただろう。

　魔軍も無尽蔵ではない。死し屍し累るい々るいと横たわる残骸を乗り越えるモンスターの群れは、目に見えて減っていた。

　残存、２割。

　このままのペースであれば、あと数分で尽きるだろう。

「楽しかったが……底が見えたな、魔王」

「くっ」

　ここにきて、凍り付いたようだった工藤陸の表情に苦く渋じゆうが滲にじんだ。

　やはり、あまりにも中嶋小次郎は強過ぎた。

　もとより不利な形勢だったのだ。一時的にでも圧倒できたことこそが異常というべきで、こうなればもう崩ほう壊かいの一途を辿るしかない。もはや指揮をくだす彼自身、いつ光剣の餌え食じきになってもおかしくなかった。

「まだ……！」

　それでも、諦あきらめることだけはできなかった。

　すべての元凶の手にかかって、おとなしく殺されるなんて受け入れられるはずがない。

「まだです！」

　残存、１割を切った。

　魔軍で司令塔の役割を担っていたアントンが、ついに前線に出てこざるをえない末期的状況だった。真島孝弘一行の代わりにこの場に残った時点で逃げることなどできなかったが、ここまで戦力がなくなれば、尚更後退には意味がない。

「ドーラ！　前へ！」

　だから、選んだのは前進だった。

　残った魔軍の攻撃に合わせて、距離を詰めるべく指示を出したのだ。

　このままでは、いずれ来る終わりを先延ばしにすることしかできない。だったら、呪いと恨みの牙きばを突き刺すために前に出る。どれだけ無む謀ぼうであったとしても。

「中嶋小次郎、お前だけは……！」

　このままでは死ねない。思い知らせてやらねばならない。

　自分たちを呑み込んだのと同量の絶望をぶつけてやらなければ、死にきれない。

　ここにきて、工藤陸を抱えて突貫するドーラの動きは、主の執念が乗り移ったかのように、すさまじいしぶとさを発揮した。転移者たちの魔法攻撃を躱かわし、迎撃し、防御して前へ。

　鬼気迫るその姿を見て、災厄そのものの男が笑った。

「素晴らしい……！」

　いかにも愉たのしげに、どこか羨うらやましそうに、純粋な好意を向けて。

　悪魔的なまでに的確なタイミングで、解放した闇剣を薙なぎ払った。

「……あ」

　これは、避けきれない。

「王よ！」

「ぎっ!?」

　工藤陸の片腕が、闇に喰われた。

　それもドーラが庇かばったからその程度で済んだのだ。代わりに彼女自身は、直撃に近いダメージを受けていた。

「王よ、申し……訳、ありま……」

　致ち命めい傷しようを受けた彼女の謝罪が、宙に消える。

　結果、移動手段を失って、工藤陸は無様に地面に転がった。

「終わりだ」

「……っ！」

　すでに中嶋小次郎は、もう一方の手に握った光剣をかまえていた。

　もはや為すすべがない。そうわかっていてもなお、工藤陸は怨敵に手を伸ばした。

「……っ、あああああ！」

　そして、当然、届かなかった。

　救いのない破滅が、ついに彼に追いついたのだ。

「――」

　莫大な光が、視界を埋め尽くした。
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　モンスターの最後の一体が、断末魔の叫びをあげて倒れた。

　戦場に静けさが戻ってくる。血の臭いで満ちた空間では、その静けさはむしろ不気味なものにさえ感じられた。

「終わった……のか」

　転移者のひとりが、恐々とつぶやいた。

　魔軍は壊滅した。魔王は光剣に消し飛ばされた。勝利と言っていいはずだった。

　しかし、転移者たちの顔に勝利の喜びはなかった。

　ただただ、自分が生き残れたことに対する、ほの暗い安あん堵どだけがあった。

　探索隊においてさえ突出した力を持つ『光の剣』に加えて、10名の転移者たち。これだけの戦力があれば、どんな相手でも一方的に蹂じゆう躙りん可能なはずだった。それが、たったひとりの転移者を相手取って、３名もの犠牲者を出したのだ。そのうえ、中嶋小次郎の『光の剣』のストックも、ずいぶんと消しよう耗もうさせられてしまった。これが果たして、勝利と言っていいものか。

　もっとも、そんな視点を持つ余裕もあればこそ、彼らはとにかく生き延びたことに胸を撫なで下ろしていた。その次の瞬間だった。

「……えっ!?」

　彼らは残らず、ぞっと肌を粟立たせた。すぐ背後で、膨ぼう大だいな魔力が励れい起きされたからだ。

「中嶋さん……!?」

　振り返った彼らが見たのは、光剣を生成して振りかぶった中嶋小次郎の姿だった。

「伏せろ」

「ひっ」

　疑問の声を発した転移者たちが慌てふためいて頭を下げた直後、解放された光剣が空気を焼いて通過した。轟ごう音おんをあげて、森の一角が破壊される。

「……」

　唖あ然ぜんとした視線が集まる先で、中嶋小次郎はいまの蛮ばん行こうなどなかったかのようにたたずんでいる。しばらくして、ぽつりと彼はつぶやいた。

「……信じられねえ。間違いなく、致ち命めい傷しようだったんだけどな」

　唇の端が吊り上がった。

　そこに込められた感情は屈辱であり、まぎれもない賞賛と歓喜だった。

　工藤陸にとどめを刺そうとしたあの瞬間に起きた出来事を、彼だけは把は握あくしていたのだ。

「逃げられた」
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「……まさか、抜かれるとはな」

　日比谷浩二は小さくつぶやいた。

　その手には、血ち塗まみれの剣が握られている。先程まで、ここではベルタとの激しい戦闘が行われていたのだ。しかし、ベルタの姿はすでにない。

　取り逃がしてしまったのだ。

　ありえないことだった。

　主人のもとへ向かわんとするベルタは、確かにすさまじい力を発揮していた。ウォーリアひとりくらいなら、倒せてしまえたかもしれない。しかし、『絶対切断』の二つ名持ちを含めた複数のチート持ちは相手が悪かった。日比谷浩二は触手を撥はね飛ばし、狼の腹を裂いて、最後には少女の上半身を胴体で断ち切った。

　殺したと思った。しかし、その隙を突いて、ベルタは脇をすり抜けたのだ。

　そこで攻撃を仕掛けていれば、日比谷浩二にかなりのダメージを与えることも可能だっただろう。刺し違えることさえできたかもしれない。けれど、彼女の目的は立ち塞がる敵ではなかった。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃がすことなく、その場を駆け抜けようとしたのだ。致命傷を受けながら、ただ王のもとへ向かうためだけに。すさまじい執念だった。

　それでも、そこで振り返りざまに日比谷浩二が剣を振るえば、斬り捨てることは可能だったはずだ。だが、できなかった。その理由へと、彼は視線を向けた。

　そこにあったのは、彼自身が切断してのけた少女の上半身だった。

「……なんだったんだ、あれは」

　あの瞬間、胴体で切り離された少女の上半身が、まるで独立した生き物のように襲い掛かってきたのだ。まったく思いもしない攻撃に、さしもの日比谷浩二も思考を凍り付かせた。それはまるで、斬り捨てた轟美弥が蘇よみがえってきたようにさえ見えたのだ。

　反射的に斬り捨てたあとも、状況が理解できずにしばらく剣を向けていたくらいだった。

　結局、それ以上、少女の上半身が動くことはなく、日比谷浩二はベルタを取り逃がした。

「……まあ、いい」

　意味のわからない現象は気味が悪いが、あまり考えていても仕方ない。

　いまとなってはどうでもいいことだと言い換えてもいい。

　確かに、狼をここで仕留めることはできなかった。彼女は主のもとへと駆けていった。しかし、そんなことにはなんの意味もないのだ。

　なぜなら、彼女を斬った日比谷浩二には確信があったからだ。

「どうせ、長くはない」
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　頼りない足取りで、ベルタは森を進んでいた。

　意識は朦もう朧ろうとしている。

　鉄さびのにおいが混じった呼吸は苦しく、体は鉛なまりを流し込んだかのように重い。

　もう休みたい。

　眠りたい。

　そう訴えかける体を、使命感で無理矢理に動かす。

　日比谷浩二を突破した彼女は、ぎりぎりのところで主の戦場に駆け付けて、その直後に離脱していた。

　どうにか敵の追撃からは逃げおおせていた。敵対したのがあの『光の剣』と『絶対切断』であることを考えれば、それは偉業といっても過言ではなかっただろう。

　とはいえ、代償は大きかった。

　歩くたびに、ぐっしょりと血に濡ぬれた足が湿った音を立てる。

　腹は『絶対切断』の魔剣に裂かれていた。主要な臓器がいくつか破壊されていて、臓物の一部は零こぼれてなくなっている始末だった。少女の上半身は失われており、狼の腰からうしろは『光の剣』の最後の追撃をやり過ごした際に、避けきれず一部が炭化していた。

　最高位の回復魔法でも、手の施ほどこしようがない致ち命めい傷しようだった。いますぐにでも呼吸は途と絶だえ、心臓が停まってしまっておかしくない。にもかかわらず、ベルタは移動を続けていた。意志力だけが、その肉体を突き動かしていた。

　そうして、かなりの距離を移動した。

　どうやら追っ手はないようだった。

　そう判断したところで、とっくに越えていた限界に足を取られた。

　ベルタは最後の力で『荷物』をそっと木の根元に置くと、横倒しに倒れた。

　この状態では、一度倒れれば、もう二度とは立ち上がれないことはわかっていた。

「……」

　深い森のなか、ふと思い出したのは、主である少年との出会いだった。

　辿り着いた終わりの地は、すべての始まりである出会いの場所とどこか似ていた。

　あの日、ベルタは少年を守ることができなかった。それからというもの、彼が深い失意と後悔を胸に抱き、魔王へと堕ちて足あ掻がくさまを見てきた。

　せめてその終わりに救いがあってほしいと願った。

　願いを抱えて歩き続けてきた。

　だが、それもここまでらしい。

　あとはもう意識を失い、そのまま永遠の眠りについてしまうだけ。

　そうならなかったのは、そんな彼女に話しかける者があったからだった。

「……どうして戻ってきたのですか」

　命を賭してベルタがここまで運んできた大事な『荷物』――工藤陸その人が口を開いていた。

　彼は木の根元にぐったりと座り込んだまま、身じろぎもせずにいた。そうするだけの力が、もう残っていないのだった。

「無意味なことをするものですね」

　話した口から血が零こぼれた。顔には死相が浮いている。固有能力の副作用で弱体化した少年の肉体は、普通の人間に比べても脆弱だ。あのまま光剣の一撃を喰らっていれば蒸発していただろうが、それを免まぬがれたところで余波だけでも致命的だった。命懸けでベルタは主を戦場から離脱させたが、その命までは助けることはできなかったのだ。

「なぜ、このようなことをしたのです。こんなことに、なんの意味があるのですか」

「……」

　珍しいことだなとベルタは思った。いままで彼女の王は突き放すばかりで、こんなふうに個人的な考えを訊きくようなことはあまりなかったからだ。

　そして、ふと気付いた。これが、想いを伝える初めての機会であるということに。

　気付けば、口を開いていた。

「意味などありません」

　そう答えるだけで、ずいぶんと気力が必要だった。

　すでに痛みさえ遠ざかりつつあり、代わりにひどく体が冷たい。血を流し過ぎたせいか、目はとっくに見えなくなっている。いっそ眠ってしまいたいくらいだったが、どうにか意識を保った。最初で最後のこの機会をふいにするなんて、考えられなかったからだ。

「意味などないのです、王よ。それでも、わたしは諦あきらめられなかった」

　無意味であることなど、重々承知だった。

　別に、この場に限った話ではない。自分の望みは叶かなわず、ただ無為に死んでいくだけだと最初から知っていた。それでも、望まずにはいられなかった。だから今回だって、これまで通りにしただけだった。

「心から望むなら、そうせずにはいられない。意味があるかないかは問題ではないのです」

　嘘うそ偽いつわりなく想いを告げると、沈黙があった。

　主がどんな表情をしているのか、すでに目の見えないベルタには確認できない。きっと、理解不能だと呆れているのだろうと思った。あるいは、冷たい無関心か。

　どちらでもなかった。

「……望み、ですか」

　少年は、ぽつりとつぶやいたのだ。

「愚おろかですね。ぼくに救いをなんて」

「……なぜ、それを」

　驚きの声が出た。主の口にしたのは、確かに彼女の望みに他ならなかったからだ。

　ただ、それを主に語ったことは一度もなかった。

　少し驚いた彼女だったが、すぐにことの成り行きに気が付いた。

「ひょっとして、真島孝弘が……？」

　実際、その推測は正しい。異界で共闘した際に、工藤陸は彼から話を聞いていたからだ。

　それ自体はありそうなことだとベルタは思った。だから彼女にとって意外だったのは、それを王が心に留めていて、ここで口に出したことだった。

「本当に、愚おろかです」

　想いを口にする少年の声には、隠しきれない失意があった。

「あなたはいつだって、首に掛かった鎖なんて引き千切れたはずでしょうに」

「……」

　そこで、ベルタはもうひとつ気付いた。

　初めてというのなら、主の想いを聞かせてもらえるのも、そうなのだということに。

「鎖なんて引き千切ってしまえばよかったんです。どこへなりとも行ってしまえばよかったでしょう。あなたが不幸になることなんてなかったんですから」

　深い失望を込めて、彼は言った。

　しかし、彼がなにをどう考えてそのような発言に至ったのかが、ベルタにはわからない。

　たとえば、ここに真島孝弘がいれば、話は違っただろう。工藤陸が抱え続けた真実に、ただひとり彼は辿り着きかけていたからだ。

　魔王として歩き始める前に付き従った眷けん属ぞくであるベルタが、命の恩人である轟美弥の忘れ形見とも言える存在であることを、工藤陸は知っているのではないか――と、真島孝弘は疑問した。そうであれば、すでに魔王としての破滅の道を歩み始めてしまっていた少年が、唯一の例外である彼女を受け入れることはできなかっただろう。

　だとすれば、どうするのか？

　どうしたのか。

　工藤陸はベルタに対して、常に突き放した態度を取っていた。真島孝弘のもとに護衛として派遣して、自分の命が危なくなっても呼び戻そうとはしなかった。

　破滅に向かう自分のもとから離して、居場所となりえる人間のもとへ預けたのだ。

　あとは鎖を引き千切って、どこへなりと行ってしまえばいい。

　……自由になって、幸せになればいい。

　それが唯一、魔王としてではなく、彼が望んだことだった。

　決して、こんなふうに目の前で絶望のなか死んでいく彼女の姿を見たいわけではなかった。

　……もう二度と、見たくなんてなかったのだ。

「ぼくの救いなんて望むべきではなかった。そうすれば、あなたは幸せになれたのに」

　いまの彼の心には失意しかない。結局、彼は魔王としての果たすと誓った復讐も、少年としてのただひとつ抱いた願いも、叶えることができなかったのだから。

　とはいえ、それも当然のことだったかもしれない。

　――自分にはなにもできない。

　その認識は、工藤陸の根幹にある呪いと言っていい。

　いずれ絶望のなかで破滅するのが、彼の運命だった。この結末が必然として辿り着いたものだとしたら、もう彼は絶望に呑み込まれるほかになかった。

　だから、そう。

　この結末を覆くつがえすことができる者がもしもいるとすれば。

　きっと、同じほどの熱量でその逆を願い続けてきた者だけで。

「王よ。それは違います」

　はっきりと、ベルタは否定の言葉を口にしたのだった。
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　このとき、ベルタは主の気持ちを正確に理解できていたわけではなかった。そうするためには、あまりにも彼女には隠されていたことが多過ぎたからだ。

　しかし、そこはこの際、大きな問題ではなかった。

　そんなことは、どうでもいい。

　少なくとも、いまの主の発言は間違っていると、彼女には言い切れたからだ。

　誤解されていると感じた。正しく自分の想いを告げなければならないと思った。

　そうすることを、いまの彼女は躊躇ためらいはしなかった。

「望まなければよかったなどということはありません」

　はっきりと、言い切った。

「願いが果たせなかったことは心残りです。しかし、そう望んだことに後悔などありません。わたしは幸せになりたかったのではありません。かつて守り切れなかったものを、どうしても救いたかったのです」

　幸せになれるとわかっていた道を捨ててでも、ここに来ることを選択した。それは誰かに決められたことではなく、自分自身が選んだことだ。後悔などあるはずがなかった。

「ですが……」

　工藤陸はなにか言おうとしたようだった。

　けれど、続く言葉は出てこない。それくらいに、ベルタの言葉には迷いがなかった。

　――工藤陸にとって、最大の誤算がここにあった。

　真島孝弘のもとに送り出したベルタは、ただ漫まん然ぜんと時を過ごしていたわけではなかった。

　様々なことを知って、成長していた。主である少年の思おも惑わくを上回るくらいに。

「それに、王は勘違いをなされています」

　もはや怖おじることはない。伝えるべきことを伝えよう。

「鎖を引き千切ってしまえばよかったなんて、どうかおっしゃらないでください」

　穏やかに告げた。

「わたしは、あなたに繋がれていたかったのですから」

「――」

　破滅することよりも、突き放されるほうがよほどつらい。

　だから、この状況に絶望なんか、これっぽっちもしていない。

　それに、なにもかも悪いことばかりでもなかったとベルタは思う。少なくとも、死の間際に辿り着いたこの場所で、こうして想いを伝えることはできたのだから。

　これほど苦痛に堪たえたにもかかわらず、ただ想いを伝えただけというのは、あまりにもささやかな報酬と言うべきかもしれない。けれど、彼女にとっては、それだけで十分だった。誰がなんと言おうと関係ない。だから、こう言い切れたのだ。

「わたしは絶望に引きずり込まれたのではありません。希望を目指して、この場所に辿り着いたのです」
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「……」

　工藤陸は、しばらく言葉を失っていた。

　その目は、いまにも息を引き取ろうとしている１匹の狼に引き寄せられて離れない。

　彼が魔王になる前に得ていた唯一のもの。

　そう気付いたときにはもう手遅れだった、かつての希望のひとかけら。

　折角、離れさせたのに、戻ってきてしまった。

　いまこそ、彼は正しく理解したのだ。

　突き放して距離を取って、あるべき場所で過ごさせれば、自由になってくれるだろうと思っていた。けれど、それは酷ひどい思い違いだった。自分がどうしようとベルタは離れない。そう確信させるのに、いまの告白は十分だったのだ。

「……はは。なんですか、それは」

　少年は、小さく笑った。折れず曲がらぬ想いを前に、観念するように。

「そんなの、もうどうしようもないじゃないですか」

　それは、ある種の敗北宣言にほかならなかった。

　これまでベルタを突き放そうとしていた試みは失敗だった。結局、自分にはなにもできなかった。そう思い知らされた。

　工藤陸という存在の根幹にある呪い。弱い自分にはなにもできない。それを、こんな最後の最後で思い知らされるなんて、あまりに酷い。けれど――

「まったく、あなたは本当に」

　――そう口にした言葉に、影はなかった。

　この瞬間に、気付いたからだ。

　もうどうしようもないと認めたいまだからこそ、ひとつだけ自分にはまだできることが残っているのだと。

　だから、焼き焦げた腕に力を込めた。自分自身を縛っていた呪いを振り切るように。

　まともに動かない腕を持ち上げて、差し伸べる。

　突き放す理由は、もはやなかった。




◆　◆　◆




「わかりました」

「王？」

　ベルタは疑問の声をあげた。

　彼女はきちんと主の考えを理解できていたわけではない。だが、それでも、自分がその意図に反する行動を取っていることは認識していた。きっと機嫌を損ねてしまうだろうと思っていたし、罵ののしられ拒絶されることも覚悟していた。

　しかし、いまの主の声はそんなふうではなかった。決して、そうではなかったのだ。

「ぼくの負けです。あなたの望みを叶かなえましょう」

「……え？」

　ベルタは自身の身に懐かしい感覚が戻ってくるのを感じた。

　魔王としての従属の力――彼女を繋ぐ首輪だった。

　無論、いまとなっては従属の力そのものに価値はない。一度は引き千切られたものであるし、なにより、死を前にして強制力なんてなんの意味もあるはずないのだから。

　だから、これはいまや、ただふたりを繋ぐだけのもので。

「あなたが望む限り、傍にいればいい」

　それが自分を受け入れる言葉だと理解するのに、一拍の時間が必要だった。

　理解した瞬間、大きな衝動が胸を震わせた。

「……あ」

　うまく声が出てこない。

　想いを伝えられる機会を得ただけでも十分だった。

　だから、まさか受け入れられるとは思っていなかったのだ。

「王……？」

　なにかの間違いではないだろうか？

　自分は死ぬ寸前に、都合の良い夢でも見ているのでは？

　そんな疑念を否定するように、伸びてきた手が頭に触れた。ひどくぎこちない手つきで、首筋までを撫なでられる。

　それこそ都合の良い夢でも見ているようだった。

　けれど、その存在感は本物だったから――すべてが報むくわれたのだと確信できたのだ。

「ああ……」

　死の感触に冷え切っていた体に、初めてのぬくもりを感じた。

　とろけてしまいそうなくらいに、あたたかなものに満たされる。

　確信する。

　きっと、これが幸せというものなのだ。

　もしも悲劇が起こることなく、この異世界でふたりで生きていけたなら、得られていたはずのもの。出会ったあの日に、失われた可能性。あったかもしれない、ふたりで歩む未来を、たとえ、最期のほんの短い時間であったとしても取り戻すことができたのだ。

　そう感じられることが、堪たまらなく嬉しい。

　いや。これが終わりではない。

　だって、望む限り傍にいていいと言われたのだから。

　死がふたりを分かとうとも、たとえ地獄に堕ちたとしても離れたりしない。

　一緒にいる。これからはずっと。

「……いつまでも、お傍に」

　つぶやいた言葉が声になったかどうか、もうわからない。

　声を出すだけの力はなかった。

　けれど、想いは伝わった。

　この瞬間、ふたり繋がるものが確かにあったからだ。

　甘えるように鼻を鳴らすと、ベルタは触れられた手に頭を押し付ける。

　胸に感じるぬくもりを噛み締める。

　力なくもゆったりと尻尾しつぽが揺れる。

　最期にひとつ息を吐いて――彼女は二度と醒さめない温かな眠りに落ちた。
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　日比谷浩二は、足音も荒々しく地面を蹴って歩いていた。その表情は厳しい。とっつきづらく、やや傍ぼう若じやく無ぶ人じんなふうさえある彼にしては珍しく、どこか焦った様子さえあった。

　早足で歩く先に、空を見上げる端整な顔立ちの青年の姿が現れた。

「……中嶋さん」

「おお、浩二。来たのか」

　声をかけると、中嶋小次郎は気さくに笑って振り返った。

　その普段通りの物腰に苛立つように、日比谷浩二は舌打ちをした。

「どういうことだ」

「ん？　なんの話だ？」

「とぼけるのはやめてくれ。あんたがいながら、あのていたらくはなんだ。たったひとりを相手にして、３人も死んだと聞いたぞ」

　工藤陸の魔軍による、中嶋小次郎の腹心の死亡者のことだった。生き残った者に重傷者がいないのは不幸中の幸いだったが、被害は直接的なものだけではなかった。

「残ったやつらは腑ふ抜ぬけちまってる。ああなったら、もう信用はできねえ」

　腹心のうち、日比谷浩二と一緒にいた２名を除き、生き残ったのは８名。全員が魔王の狂気と死の恐怖から逃れられたことに、ただただ安あん堵どするばかりの生き物に成り下がっていた。

　心を折られてしまったのだ。休息を取って落ち着けば、表面上取とり繕つくろって戦うことはできるだろう。だが、いざ苦境に再び立てば、歯を食いしばるだけの精神力は失われている。

　つまりは、腹心たちは全滅させられたにも等しい。たかだかひとりの能力者相手にだ。

　加えて言えば、中嶋小次郎の戦闘用の固有能力のうち、切り札たる『大剣』も消しよう耗もうさせられている。残数は『光の剣』が２発、『闇の剣』が４発だ。隠していた『闇の剣』を解禁することで『大剣』の使用可能回数は元の２倍になっているとはいえ、あまりにも手痛い。

「……手を抜いていたんじゃないだろうな」

　じろりと日比谷浩二は睨にらみ付ける。裏の計画に加担していた彼は、目の前の人間の性質について詳しかった。また、彼には手を抜かれては困る理由があった。

　元の世界に戻ること。それが、日比谷浩二の動機である。ただし、たとえば不安と恐怖から元の世界に戻ることを望んだ十文字達也や、仲間たちを元の世界に戻そうとした神宮寺智也とは、少し事情が違っていた。

　日比谷浩二の母が外に男を作って家を出て行ったのは、彼がまだ幼い頃のことだった。以来、彼は父親のもとで育った。父は冴さえない男だった。けれど、子供がひどく荒れていた時期も、見捨てずにいてくれた良い父親だった。

　そんな父が病気で倒れたのは、転移の２週間前のことだった。すぐに高校をやめて働くことを考えたが、手続きと父の説得に時間がかかった。失敗だった。学校なんてさっさとやめていればよかったのだ。そうすれば、こんな世界に飛ばされるようなこともなかったのだから。

　いまも病床で父はひとりだ。後悔しなかった日はない。だから、手段を選ぶつもりはなかった。たとえ悪魔より厄やつ介かいな存在と手を結んだとしても。

「心外だな」

　中嶋小次郎は肩をすくめてみせた。

「手なんて抜いているわけないだろ。工藤のやつが強かったんだ」

「コロニーで死にかけた程度のやつが？」

「人は成長するものだぜ、浩二。実際、おれもあそこまで化けるとは思わなかったけどさ」

　そう語る口調に嘘うそはなかった。

「あいつと同じ能力を持ち合わせた人間がいたとしても、あそこまで研とぎ澄すませることはできなかっただろう。たとえ研ぎ澄ませたとしても、これだけの被害を出すことはできなかっただろう。良い覚悟で、良い生き様だった」

　過去と現在、そして恐らくは未来のすべての転移者の頂点に立つ青年は、惜しみない賛辞を工藤陸に送った。かつて自身の弱さに絶望し、憎しみの泥に塗まみれて足あ掻がきつづけた少年には、それだけの力が確かにあったのだと。

　気に入らないとばかりに日比谷浩二は眉を顰ひそめた。

「周囲を全部更さら地ちにするつもりでやれば違ったんじゃねえのか」

「……否定はしないけど、無茶言うなって。仲間ごと吹っ飛ばすことになりかねないだろ。おれの消しよう耗もうだって、もっと激しかっただろうしな」

「それじゃ、本末転倒だ」

「だろう？」

　中嶋小次郎は肩をすくめてみせた。

「まあ、実際……そうだな、浩二がいれば話は違っただろうけどな」

「……」

　中嶋小次郎の裏の腹心十余名のなかでも『絶対切断』は別格だ。近接戦特化という相性の問題で、遠距離攻撃でも最強の『光の剣』、第五階かい梯ていの魔法砲台『疾しつ風ぷう怒ど濤とう』や、その力を模も倣ほうできる『万能の器』あたりには分が悪いものの、それ以外で正面からやりあえるのは『韋駄天』くらいのものだろう。

　そして、その遠距離特化のメンバーについては、すでに始末が付いている。

　探索隊を出てから所在の掴めない『疾風怒濤』柚ゆず木き園その瑠る衣い。

　そして、異界で惨殺されていた『万能の器』岡崎琢磨。

　どちらも、日比谷浩二の手によって、すでに殺害されている。

　彼にはやるべきことがあり、そのためには戦いは避けられなかった。絶対に死ぬわけにはいかない以上、冷徹に一番確実な手を取った。すなわち、敵になる前に殺しておいたのだ。

　特に、岡崎琢磨の死体は、タイミング的に『竜人』神宮司智也の犯行とも思わせられたので都合がよかった。実際のところ、転移者みんなで元の世界に戻ることを目的としていた神宮司智也であれば、たとえ自分が不利になっても岡崎琢磨を殺すことはなかっただろう。

　日比谷浩二にとって脅きよう威いになりうるのは、もはや『光の剣』中嶋小次郎くらいのものだが、彼は元の世界に戻るために必要な人物であり、敵対関係になることを考えても意味がない。

　いまや日比谷浩二の力は転移者のなかでも、特に際立っている。いるといないのとでは、話がまったく変わってきてしまうくらいに。

　そんな彼が、中嶋小次郎一党と工藤陸の戦闘に参加できなかったのは、その前に単騎で魔軍と戦う羽目になって、重傷を負っていたからだ。加えて、回復したところで様子を見に行くこともできたのに、ベルタを仕留めるのに手間取ったせいでそれも叶かなわなかった。

　こうなれば、誰だって認めざるをえない。

　確かに、工藤陸はすべての元凶を前にして、恨みを晴らすことができなかった。しかし、たったひとりで、中嶋小次郎の陣営に大打撃を与えてみせたのだった。

「……どうするつもりだ」

　押し殺した声で日比谷浩二は尋ねる。これに、中嶋小次郎は笑みで返した。

「どうもしない」

「……あんたは」

「そう睨にらむなって」

　余裕は崩れなかった。

「逆に訊きくが、なにか問題があるのか？　おれはここに、こうして無事にいる。なんの問題もない。違うか？」

「それは……確かに、そうだが」

　目的を果たすために大事なのは『光の剣』が健在であることだ。この世界を書き換え可能な『接続者』である彼さえいればいい。あとの人員は、ただその消しよう耗もうを減らすためだけにあるようなものだ。想定をはるかに上回る被害が出たとはいえ、そこは本質ではなかった。

「それに、戦力は増えもしたしな」

　黙り込んだ日比谷浩二に対して、中嶋小次郎はそう言うと、視線を動かした。

「……リーダー」

　そこに現れたのは、『多重存在』窪田陽介だった。異界での戦闘のさなかに離ればなれになってしまった彼だったが、他の追跡部隊のメンバーとともに合流していたのだった。

「さっきの話が本当なのか訊きにきたんだ」

　そういう彼は、思い詰めた顔をしていた。合流後に聞かされた話のためだった。

「おれたちが、この世界に都合よく使われる歯車だってのは、本当のことなんだよな？」

「ああ、そうだ」

　頼れるリーダーの風格はそのままに、中嶋小次郎はもっともらしく頷うなずいた。

「おれたちがいなければ、この世界は存在を維持できない。想いが叶かなう世界にある陥かん穽せいってやつだな。だから、この世界はおれたちを拉致したんだ」

　窪田陽介は世界の真実について知らされていた。ただし、事実を一部分改変されて。

「陽介。おれたちは、元いた世界での慣れ親しんだ生活から拉ら致ちされた被害者なんだよ。この世界の人間はそれをおれたちに黙っていた。言ってしまえば、加害者だ。そんな相手を気遣わなければいけない理由なんてないだろう？」

「そう、だな」

「もちろん、そうした事情を知らなかった人間たちが大半だ。責めるのは可哀想かもしれない。だが、彼らにもまったく責任がないとは言えない。違うか？」

「違わない」

「元の世界に帰る権利が、おれたちにはある。それとも、陽介は帰りたくはないか？」

「いや。おれだって、帰りたい。帰りたいに決まってる」

「手段はあるんだ。今回の作戦の鍵でもあった『世界の礎石』を使用して、世界の在り方を変えることで、おれたちは帰れる。世界の在り方を変える以上、この世界にはちょっとした影響が出るが、『世界の礎石』を破壊しようとしていた神宮司と違って、致命的なものじゃない。少しくらいの影響は、自業自得だろう。責任を取ってもらうだけだ」

「……ああ。全部、お前の言う通りだ」

　織り交ぜられた真実は、嘘うそに説得力を与える。

　なにより、話をしている人物には、長い時間をかけて培つちかわれた信頼があった。それは、ほとんど洗脳にも近い。こういうときのために、中嶋小次郎は下準備を済ませていた。

「おれは、お前についていくって決めてるんだ」

　そう言って、窪田陽介は踵きびすを返した。この世界の敵に回ることを決断したのだった。

　彼だけではない。もともと、帝都まで探索隊から離れなかったメンバーは、中嶋小次郎を慕したう者ばかりが残っていたが、そのなかでも更に選別した面々を追跡部隊には採用していた。遠からず、そのほぼすべてが説得されてしまうだろう。

　戦力は十分過ぎるほど。敵対する者にしてみれば絶望せざるをえない状況だ。

　しかし、真島孝弘は諦あきらめないだろう。可能な限りの戦力を揃えて、世界の危機に立ち向かうはずだ。守るべきもののためなら、彼はどんな困難にだって屈することはない。

　そうに違いないと、その強さを中嶋小次郎は信じている。心の底から、掛け値なしに。

　だから、すべての元凶たる青年は、決戦のときを思って熱い吐と息いきを零こぼすのだ。

「ああ。楽しみだ」
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「……」

　湿った地面に転がって、わたしは細い息をただ繋げている。

　体の感覚は失われている。暑さも寒さも感じない。触れているはずの地面の感触も、それどころか天地の感覚さえもなくなってしまったことに、鈍にぶい恐怖を覚える。

　けれど、この状態はきっと幸運なことなのだろう。なにしろ腹部を裂いた傷からは内臓が零こぼれてしまっており、時間が経過したせいで腐りかけている。感覚がないおかげで、痛みも苦しみも感じない。

　ここに至るまでの自分自身の歩みを、ぼんやりとわたしは――轟美弥は思い返す。こんなときでも冷えたままの心と、どこか他人事めいた思考を持て余しながら。




◆　◆　◆




「遠征隊の編制は以上で決まりだ。みんな、大変だとは思うが希望を捨てずにいこう」

　リーダーである中嶋小次郎の言葉を最後に、長かった会合は終了した。

　探索隊の幹部クラスのみを集めた会合に、わたしは二つ名持ちのひとりとして参加していた。異世界への転移なんていう想像もできない災害からおよそ半月。コロニーでの原始的な共同体を形成した探索隊は、ついに第一次遠征隊と銘めい打うった部隊を送り出そうとしていた。

「着々と準備が進んでいるわね。気を引き締めてかからないと」

　小屋を出たところで、一緒にいたゆっちゃん――飯野優奈が生真面目きまじめな調子で言った。

　その彼女らしい姿に好感を覚えつつ、わたしはいつものようにふわふわと笑ってみせた。

「あは。ゆっちゃんらしいねえ」

「もう。他人事みたいに。トドちゃんも、うかうかしてたら駄目なのよ？」

　叱るように言われてしまった。ただ、向けられた表情はこちらを深く慮おもんぱかるものだ。

「コロニーには十分な戦力は残しているから大丈夫だと思うけど、絶対はないんだし。わたしは傍そばにいられないんだからね？」

「はぁい」

　作戦に際して、わたしたちふたりは分かれることになっている。ゆっちゃんは遠征隊に参加する一方で、自分はコロニーに残るのだ。異世界に転移してきてからはずっとタッグを組んでいたので、遠く離れるのは初めてのことだった。

「心配ね。トドちゃんがもうちょっと、しゃきっとしていたら安心なんだけど」

「ええー。わたしは、ゆっちゃんのほうが心配なんだけど」

「あら。わたしは、しっかりしているほうだと思うけれど」

「うん。それはそうなんだけど。でも、それを上回って運が悪かったり、タイミングが悪かったりするじゃない」

「そんなことは……そんなことはない、と思うのだけれど。え？　なにその目？」

　友人同士、他た愛あいのない会話を交わす。

　こんなふうに話をするのも、しばらくはお預けだ。予定では、なにも見付からなかった場合、遠征隊の帰還は最短でも１ヶ月以上先ということになっている。スマホが通じればいいのだけれど、残念ながら、この世界ではそれも叶かなわない。

　内心名残なごり惜しみつつも、ふたりでやりとりをしていると、うしろから話しかけられた。

「楽しそうだな、ふたりとも。なんの話だ」

　探索隊のリーダーをしている中嶋さんだった。

　話し合いのあとで岡崎くんに捕まっていたはずだけれど、わたしたちがゆっくり話をしながら歩いていたので、追い付かれてしまったようだ。

　人の枠を超えた力を持つ３００人ものメンバーを纏め上げ、実質的にコロニーを統とう括かつしている彼ではあるが、物腰は気さくだった。それでいて、立ち振る舞いには自信と自負を備え、それらを調和させている。まさしくリーダーに相応ふさわしい人物だ。誰もが、そう言っている。

　ぱっと顔を明るくしたゆっちゃんが口を開いた。

「あ。リーダー。良いところに。やっぱり、わたしも残るわけにはいきませんか？　もしくは、トドちゃんをこっちに連れていくか……」

「悪いけど、それはできない。もう編成は決まってるからな。混乱させるわけにはいかない」

　気遣うようではあるが、それでもきっぱりと中嶋さんは返した。

　気さくではあるが、決断力に優れており相手を納得させるだけの力もある。感情面に流されがちな能力者たち――チート持ち、とかいうわたしにはよくわからない呼ばれ方をすることに少し前に決まった――を率いるにあたって、この能力こそが彼をリーダーたらしめている最も大きなものかもしれない。

　そんな彼のことを、ほとんどの者が慕したっている。ゆっちゃんもそのひとりであり、こうまで言われては引き下がらざるをえないようだった。

「わかりました。ごめんなさい、リーダー。我わが儘ままを言って」

「いや。謝る必要はない。わかってくれてありがとう」

　満足そうに頷うなずく中嶋小次郎が、視線をこちらに向けた。

　温かな眼まな差ざし。ふたつの眼球。その瞳ひとみの奥にあるモノが、わたしを覗き込んでいる。

「轟もわかってくれるか」

　一拍、返答が遅れてしまった。

「……はい。頑張りますねー」

　これはいけないと、わたしはいつものように返した。

　多分、いつものようにできたはずだ。あまり自信はないけれど。

「ああ。ふたりとも、頼りにしてるぞ」

　包容力のある笑みを浮かべてくる彼に、こちらも無邪気に頷きを返した。ただ、内心は表情ほどに穏やかではなかった。

「……」

　中嶋さんのことを、リーダーに相応ふさわしい人物だと誰もが言っている。ほとんどの人間が慕っている。これらは事実だ。けれど、それはわたしの意見ではないし、そのほとんどのなかにわたし自身は入っていない。

　……わたしには、目の前の彼が人間以外の『なにか』にしか見えないからだ。

　恐ろしい、おぞましいモノとしか思えない。彼が仲間に抱いている親しみも慈いつくしみも、人間がその名で呼ぶ感情とは違うものだとしか感じられない。人間が小さな蟻ありに向けるような――むしろ巨大な蟻がこちらを見下ろして観察しているような、気持ち悪さと恐ろしさを感じる。

　あれは異端だ。そう確信している。だけど、それをわたしは口にしない。

　できるはずがない。なぜなら――わたしもまた、異端であるからだ。目の前のおぞましい存在とは、また別の意味で。だから気付けたし、だから打ち明けられない。ひょっとしたら、誰かにこのことを話せていたら、このあとのすべては変わっていたかもしれない。




◆　◆　◆




　昔から、わたしは他人に共感することのできない子供だった。

　他人が自分と同じ人間であると思えない。宇宙人のなかに、ひとり混ざっているような気持ちがする。理解できないし、共感できない。

　なぜだかはわからない。多分、理由なんてないのだと思っている。生まれついてのもの。きっと、魂たましいがそういうカタチをしているのだ。

　ただ、だからといって、わたしは他人を蔑ないがしろにするつもりはなかった。

　自分には理解ができないけれど、そこに価値があることは理解していた。ただ、どうしても自分は、その輪のなかに入ることができなかったというだけのことだった。

　だから、そう。わたしが抱いていたのは疎そ外がい感かんだった。何物にも価値を見いだせない自分自身がコンプレックスだった。

　唯一、そんなわたしが執着したのが、家で飼っていた愛犬たちだった。素直に大切だと思えたし、愛おしいと感じられた。人間を大事に思えないのに奇妙なことだと思われるかもしれないけれど、わたしにしてみれば人が人を大事に思うほうがわからないので、そこはきっとお互い様というものなのだと思う。

　実際、人間の最良の友とも言われる彼らの存在が、かろうじてわたしと人間を繋いでいた。人間ではない存在でありながら、人とわかり合えるように見える彼らが、わたしに人間というものの価値を教えてくれた。生まれ変わったら犬になりたいと思うくらいに。彼らは仲間だった。だから多分、わたしの『闇の獣』の異能は、そうした一面の現れだったのだと思う。

　ともあれ、とにかくわたしには人間というものがわからなかった。けれど、観察することで表面上、振る舞いを真似まねることは可能だった。そうして、この歳まで生きてきた。そして、この一点だけ、あの中嶋小次郎とわたしは似ていた。

　あれもまた、異物だ。わたしと同じ――ではない。わたしとは別の異物。恐らくはまったく別の理由で、他者に対する共感を持ち合わせていない。ただ、共感を欠いているという部分だけはわたしも共通していたから、気付くことができたのだと思う。恐らく、コロニーで彼の異常性に自分から気付けたのは、わたしだけだっただろう。

　逆に、向こうがわたしに気付いているのかどうかはわからない。異端同士と言っても、考えを理解できるわけではないのだ。人間という存在を理解できないのと同じように、わたしは中嶋小次郎という存在を理解できない。それがどういう種類の異端なのかもわからない。ただ、彼と接するたびに、恐ろしい破滅の淵を覗き込むような気持ちがすることだけは確かだった。

　あれはきっと、とても恐ろしいものだ。

　もしも、わたしが気付いていることに、彼が気付いてしまったとしたら……。

　そう考えると、背筋が凍るような気持ちが湧き上がる。ぶるりと震えがきて、血の気が引く。ひとりだけで抱え込んでいることに、堪たえきれなくなりそうになる。

　ぽんと肩を叩かれて、びくりとした。

「どうしたの、トドちゃん？」

「……ゆっちゃん」

　心配そうな顔で、ゆっちゃんが顔を覗き込んできていた。

　温かな眼まな差ざしに、わたしの心と体は熱を取り戻す。だから迷いなく、返すことができた。

「ううん。なんでもない。なんでもないんだよ、ゆっちゃん」
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　わたしにとって、ゆっちゃんは特別な存在だった。

　ゆっちゃんのことを一言で表すなら『正義の人』だ。多分、誰に聞いても同じ印象を持つと思う。彼女はいつだって真っ直ぐで、正しくあろうとしている。人として立派なことだ。

　ただ、ゆっちゃんの正しさは、人間としてはいささか正し過ぎるきらいがあった。

　正し過ぎるせいで、少し他人とは外れている。はっきり言って、普通ではない。異端といってもいいかもしれない。

　ただ、勘違いしてほしくはないのだけれど、ゆっちゃんは、わたしと違って正しく人間だ。というか、驚くほどに普通の女の子だ。気が強くて、繊せん細さいなところもあって、面倒見がよく、こっそり怖がりな女の子。だからこそ、おかしい。

　わかりやすい例が、転移直後のモンスターの大群との戦いだろう。

　あの戦いでゆっちゃんは、震えながらも踏みとどまって戦った。調子に乗ったウォーリアたちのように恐れを忘れるのでもなければ、わたしのように感性が死んでいるわけでもない。恐怖を呑み込み、覚悟を決めて、襲いくる怪物たちと勇敢に戦ったのだ。断言するが、普通の女の子にそんな歴戦の戦士めいた真似できるはずがない。

　そんな彼女は強くて、輝かしくて――だからこそ、少し危うい。人一倍強きよう靱じんであったとしても、駆け抜ける道が人の何十倍も険しいものであれば、折れてしまうように思うから。

　彼女のそうした部分を、わたしはこの世界に転移してくる前から認識していた。というより、そんな危うげでいながら強いところを知って惹ひかれたからこそ、彼女と親友になったのだ。

　そんなゆっちゃんのことだから、すべてを打ち明ければ、力になってくれただろうと思う。

　けれど、わたしは自分のなかの不安について彼女に語ることはなかった。このときもそうだった。笑って誤ご魔ま化かして、ゆっちゃんと別れた。そうして、コロニーの端へと移動した。

　人気のない場所に辿り着いたわたしは、込み上げてくる不安をひとり呑み込んだ。

　そこで、ふと目についたものに眉を寄せた。

　威圧的に立つ少年たち。彼らに囲まれた細ほそ面おもての少年。ゆっちゃんが一番嫌う光景だった。いまの気持ちのささくれ立ったわたしにとっては、非常に不愉快に感じられるものだった。

　わたしは、柔らかな声で問い掛けた。

「なにをしてるの？」
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　そのときのことを思い返すと、わたしは赤面してしまいそうになる。

　――弱いままでいいの？

　あんなタイミングでなければ、問い掛けたりはしなかった言葉だった。

　なにせ、自分だって別に強い人間というわけではない。本当に強い人間というのは、ゆっちゃんみたいな人のことを言うのだ。強くて、輝かしくて、価値がある。わたしとは違う。

　まったく、我がことながら意地の悪いことだったと思うのだ。

　けれど、あのときに会った少年は、特に気にした様子もないようだった。むしろ何度かわたしに話しかけてきたくらいだった。

　奇妙な子だった。こちらを見る目が、なぜだか印象的だった。

　彼がなにを考えているのかは、どうしてもわからなかった。わたしは人間が理解できないので、当たり前といえば当たり前のことではあるのだけれど、これはなにか少し違う気がした。

　少しだけ、そんな彼に興味を持った。

　これは、わたしにとって、かなり珍しいことだった。胸のなかの不安についてゆっちゃんに口を噤つぐんだ結果として、他の誰かとの間に新しいなにかが生まれたのだとしたら、巡り合わせというのは不思議なものだと思う。あるいは、もう少し時間があれば、なにか発展するものもあったのかもしれない。

　結局、わたしは遠征隊が出発するまで、ゆっちゃんに不安を告げることはしなかった。

　彼女のことを信じていなかったわけではない。むしろ、助けようとしてくれるだろうことは誰よりも信じていた。だからこそ、巻き込むわけにはいかなかった。たとえ、わたし『闇の獣』と彼女『韋駄天』が全力で立ち向かおうとも、あの怪物に敵かなうとは到底思えない。

　多分、その選択は正解だったと思う。そう確信したのは『絶対切断』日比谷浩二に、不意打ちで腹を裂かれた瞬間のことだった。

　日比谷浩二は、わたしと一緒にコロニーに残ることになった二つ名持ちだった。優秀な人間であり、周到でもあった。良い意味でも、悪い意味でも。

　彼は一番厄やつ介かいなわたしを斬り捨てると、コロニー残留組の他の中核メンバーが動揺から立ち直る前に、次々と討ち取っていった。まったく嫌になるくらいに、効率的な手て管くだだった。

　ただ、そんな彼もひとつだけ失敗を犯した。

　その場でわたしを殺しそびれたことだ。

　不意打ちを喰らったものの、ぎりぎりわたしは生きていた。死んでいなかっただけというほうが正しい状態だったが、なんにしても、もう動けない体を『闇の獣』で作りだした眷属の猟りよう犬けんに乗せて、その場を逃げ出すことには成功した。

　迂う闊かつなことに、日比谷浩二は中嶋小次郎が主犯であることを死にゆくメンバーに告げていた。まあ、動揺を誘う手の一端であり、実際にそれを聞いた人たちは全員始末したのだから迂闊でもないのだが、ほとんど死んでいたわたしが逃げ出したのだけは想定外だったのだろう。犯人を知っているわたしの存在は大問題だ。執しつ拗ように追い掛けてきた。

　残念ながら、彼に呼応した人間の扇せん動どうと工作によって、わたしが助けを求めようにも、コロニーは大混乱にあった。瀕ひん死しのわたしは森に逃れ、日比谷浩二は追い掛けてきた。

　それから半日近く、命懸けの鬼ごっこが続いた。言い換えるなら、その間、『絶対切断』に殺される人間はいなかったということになる。ゆっちゃんには、コロニーを頼むと言われていたので、これで少しは頼まれ事を果たしたことになればいいと思う。

　わたしは頑張った。頑張ったと、思う。

「……にしても、こんな手に、出るなんてね」

　てっきり、中嶋さんがわたしを同行させなかったのは、彼の正体に気付いているのが目め障ざわりだからだと予測していた。それなら距離を取るのもいいかと思っていた。まさか、コロニーを崩ほう壊かいさせるついでに始末されてしまうとは思いもしなかった。

　やはり、あれは恐ろしい存在だった。ゆっちゃんを巻き込んでしまわなくてよかったと思えた。彼女が味方してくれれば、自分が生き残れる確率は数パーセント上がったかもしれないけれど、代わりにゆっちゃんが死んでしまう可能性は激増したはずだ。それでは駄目なのだ。

　ただ、ゆっちゃんを巻き込まずにはいられたものの、これで終わりではない。中嶋さんがなにを考えているのかはわからないけれど、ゆっちゃんがいずれ危険に晒さらされるのは間違いないだろう。これから先、ゆっちゃんが生きている間に、あれに対抗できるような存在が現れることを願わずにはいられない。わたしはもう、駄目だから。

「あ、ぐ……」

　気付けば、日比谷浩二の姿はなくなっていた。

　とはいえ、わたしは死から逃れられない。

　負った傷はあまりにも深かった。逃げ回っている間に、腹から零こぼれた内臓は、一部どこかへ行ってしまっている。この世界にやってきて頑丈になった体が無理矢理命を繋いでいるだけで、どんな回復魔法でも治ち癒ゆはできないだろう。こうなれば、この世界にやってきて手に入れた人並み外れた生命力は、むしろ拷ごう問もんの道具みたいなものだった。

「ぐふ……げふっ」

　苦しさと痛みが、わたしという肉袋を飽和させている。嘔吐えずくたびに、破れた内臓が口から出そうな気持ちがした。がくがくと手が震えて、何度となく意識が飛びかける。

「……あ」

　そして、ぷつんと糸が切れるように能力が消えた。

　力によって生み出した猟犬が姿を消し、わたしは地面に体を投げ出された。痛みが全身を引き裂き、意識が混濁した。急速になにもかもが遠ざかっていった。体の感覚は消失し、ぼんやりと息を繋ぐだけしかできない。そんな自分を醒さめた意識が眺めていた。

　価値のない自分。価値のない人生。なにも報むくわれない最期。

　ああ。自分のような非人間には相応ふさわしい末期だ。

　そう思って、ついに意識を手放してしまおうとした。けれど、そのときだった。

　必死な犬の吼ほえ声ごえが聞こえた。続いて、悲鳴が。

　それが、わたしの――多くの者の運命を変えることになった。

「……なに？」

　こんなときだというのに、思わずわたしは目を開いていた。

　草木の向こうに、複数人から暴行を受ける少年と、その脇で痙けい攣れんしている巨大な犬が見えた。どうやら先程の悲鳴はあの犬の――違う、あれは狼だ。狼のモンスターが、蹴り飛ばされた悲鳴だったらしい。

　そこでわたしは、倒れている少年が顔見知りであることに気付いた。

　最近、知り合った彼だった。

「……嘘うそ」

　正直、驚いた。こんなところで彼の顔を見るとは思わなかったからだ。

　ここはかなりコロニーから離れている。辿り着くためには、モンスターが跋ばつ扈こする森を進まなければいけない。死の恐怖と戦いながら、歩き続けなければいけないのだ。あの少年が辿り着けるはずがなかった。

　だって、彼はあんなに弱かった。わたしが、あんな問い掛けをしてしまうくらいに。

　――弱いままでいいの？

「……あ」

　そこで、わたしは自分の口にした言葉を思い出した。

　目の前の光景こそが、その答えだった。

　本当に今更だけれど、出会ってからの彼がどうして自分に何度となく話し掛けてきたのかをわたしはようやく理解したのだ。こちらに向けられる彼の目を思い出した。そこに自分の姿がどのように映っていたのかを想った。

　わたしはゆっちゃんとは違う。彼女は強くて、輝かしくて、価値がある。わたしは異端で、闇を抱えていて、価値なんてない。けれど、彼にとっては違ったのだろう。だからこそ、彼に投げ掛けたわたしのあの問い掛けには、きっとわたし自身にはわからない価値があったのだ。

「困った、なぁ……」

　本当に困ってしまう。だって、そのために彼がここまで頑張ったのだとすれば――自分はあのとき口にした言葉の責任を取らなければいけないではないか。

「ぐ、ぐ……っ」

　奥歯を噛み締めて、わたしは薄れかけていた意識を取り戻した。

　途端に痛みが戻ってきた。

　がんがんと脳のう味み噌そをハンマーで叩かれるような痛みをとっかかりにして、体の感覚を取り戻した。呆れるくらい頑丈な体は、ほとんど心臓がとまりかけていてもまだ動いた。少しおかしく思えてきて笑みが出た。誰かのために立ち上がるなんて、まるでわたし、人間みたいだ。

「もう……少しだけ、頑張っ……みよ……かな」
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　そうしてわたしは『闇の獣』の力で、その場にいた愚おろか者たちを皆殺しにした。

　ウォーリアも混ざっていたが、そんなものは関係ない。最後の力で生み出した大量の獣をけしかけて、一片の慈じ悲ひもなく喰い殺した。彼らの死体をあとで見付ける者がいたとすれば、チート持ちをも殺しうるような強大なモンスターが彼らを殺して、立ち去ったと勘違いしたかもしれない。実際は立ち去ったのではなく『闇の獣』の力が解除されると眷けん属ぞくは消えてしまうというだけのことだった。

　これで、当面の脅きよう威いは排除した。けれど、それだけでは片手落ちだった。

　少年の心は、完かん膚ぷなきまでに踏み躙にじられてしまっていた。わたしの死が、その最後の一押しになってしまった。

　このままでは彼は生きる気力を失ったままだ。方法はひとつしかなかった。

　希望では、彼は生かせない。なら、絶望の先にあるものを道みち標しるべにする。

　堪たえがたい痛みと苦しみから逃避しようとする意識を、わたしは無理矢理に引き戻した。苦く悶もんをあえて抱え込むのは地獄のようだった。けれど、そうでなければ遺のこせないものがあった。

「なんで、わたしが……」

　そうして吐き出したのは、呪いの言葉。

　あるいは、ここで終わるはずだった少年に道を与える、血ち塗ぬられた祝福の言葉だ。

「こんな世界、滅びちゃえ」

　これで彼が歩き出すかどうかはわからない。どこまで行けるのかもわからない。自分は切っ掛けを与えただけだ。あとは、彼次第だった。

　少年が、無言のまま立ち上がった。そこに、先程の狼が近付いてくる。

　最期にひとつ我わが儘ままを言って、わたしは吐と息いきをとめた。
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　苦しみに満ちた生が閉じる。それで終わり。そう思った。

　しかし、その先にあるものに、思いがけずわたしという存在は溶け込んでいた。

　原因はわかる。最期に告げた我わが儘まま――あの狼に、死後に体を摂とり込んでもらったことだ。どういう仕組みかはわからない。あるいは、昔から生まれ変わったら犬になりたいと思っていたことが、なにか影響したのかもしれない。

　誰にも知られることなくひっそりと、わたしは彼女とともにいた。最初は名前さえ持たず、２番目に名前を与えられた彼女の歩む物語の片隅に。

　もちろん、彼女とわたしは違うものだ。けれど、同じ視点を共有していた。ずっと見ていた。彼女が彼を想うところを。その感情を共有した。皮肉なことに、人ではなくなることで、わたしはこれまでどうしてもわからなかった人がましい感情というものを知ることができた。

　だから、その瞬間、迷いなく身を擲なげうった。

　少年のもとに駆け付けようとする彼女と、『絶対切断』日比谷浩二との戦いの最後。完全に胴体を輪切りにされた刹せつ那な、彼女から自我を分離させて、切り離された上半身に宿った。

　いまのわたしはヤドリギのようなもの。宿主を失っては、長くはもたない。上半身だけの体で日比谷浩二に飛びかかった。

　そして、あえなく斬り倒された。

　だが、かまわない。その隙に、彼女は少年のところへと駆けていったからだ。

　それを見届けて、わたしは地面に叩き付けられた。

　今度こそ終わりだった。いつかと同じように、なにもかもが遠ざかっていった。

　けれど、あのときとは違って、いまは胸に温かなものがあった。

　これまでの苦しみも頑張りも、報われたと感じられた。それだけの価値が、わたしが見てきたひとりと１匹の道行きにはあったのだ。

　もちろん、心残りはあった。親友のゆっちゃんの今後も、宿主だった彼女の最期も気がかりだった。だけど、自分にできることはやりきったとも思った。

　あとは、信じて任せるべきだ。

　宿主である彼女を通して知った、ふたりの少年のことを想った。

　そのひとり、真島孝弘はきっと諦あきらめない。

　彼こそが、わたしが求めていたモノ。あの恐ろしい存在に対抗しうる唯一の可能性だ。

　そして、もうひとり、工藤陸。

　宿主だった彼女の想いは、きっと彼に届くだろう。彼女ならやり遂げるはずだ。

　そう確信を持って、わたしは瞼まぶたを落とした。
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　とある少女の怨えん嗟さの声から始まり、魔王として歩み続けてきた道の果て。

　最期まで自分のことを想ってくれた彼女を見送って、ぼくは小さく苦笑を零こぼした。

「……まったく、仕方がありませんね」

　血の気配がする声は掠れてしまって、かすかに苦痛が滲にじみ出るのを隠せない。ただ、それでも先に逝いったこのけなげな狼を撫なでる手をとめるつもりにはならなかった。

　もっとも、それもせいぜいあと数分のことだ。自分の道程はここで終わる。これはもう覆しようがないことだった。

　ただ、その前にひとつ確認しておかなければいけないことがあった。

「もういいですよ、アントン。あなたも限界でしょう」

　この場にいた、もうひとりの配下に呼び掛ける。

「……王よ」

　ずるりと、地面に落ちていたぼくの影から、影絵の上半身が生み出された。

　ドッペル・クイーンのアントンの本体だ。しかし、見上げるほどだったその体は、いまや子供ほどの体積もない。そんな小さな体ですら、すかすかに透けてしまっていた。

　壊滅した魔軍の例に漏れず、彼女も『光の剣』によって影の肉体の大部分を失ってしまったのだ。もはや消滅は免まぬがれない。

　そんな彼女が、感情を感じさせない乾いた声で言った。

「ベルタは逝きましたか」

「ええ」

「……理解ができませんね。やつは無為に命を費やしました」

　切って捨てる言葉は淡々としていた。

　酷ひどい、とは言うまい。これが、アントンという存在なのだから。

　自分が魔王として欲した完かん璧ぺきな駒。それに相応ふさわしい台詞せりふ。

　そう言ってしまうことは、ああ、容よう易いではあるのだけれど――。

「だけど、それはあなただって同じでしょう」

　彼女たちの王として、ひとつ指摘してやらなければいけなかった。

「このタイミングで、あなたがぼくを生かすとは思いませんでしたよ」

　視線を落とした先、破れた服の下で、自分の体が半分ほど黒く染まっているのを見る。

　正確に言えば、これは体が染まっているのではなく、欠損が埋められているのだ。アントンの肉体組織で、吹き飛ばされた肉体が代替されていた。『光の剣』による消滅を免れさせてくれたのがベルタなら、ここまで命を繋げてくれたのがアントンだった。

　ただ、自分はそんなこと命令していない。これはアントンが自分からしたことだった。そして、もちろん、それはわずかな延命でしかなく、なんら意味なんてなかった。少なくとも、彼女自身が口にするような意味は。それを、当人も自覚していたようだった。

「そうですね。王のおっしゃる通りだ」

「なら、どうしてですか」

　尋ねると、短い沈黙があった。

　それが、彼女が結論を得るために必要な時間だった。

「……わたしが延命をしたところで、全滅する結果はなにも変わりませんでした。せいぜい、そうですね、ベルタが王と言葉を交わせたくらいのもの。意味などありません」

　機械的な言葉だった。そうであることしか、魔王の駒である彼女にはできなかった。

「ええ。そんなことに意味はない。わたしのしたことには、なんら意味などなかった」

　最後まであくまで機械のように、合理的に彼女はその結論に達したのだ。

「だからつまり、わたしはベルタを王と語らわせたかったのでしょう」

「――」

「ああ。わかりません。わかりませんね。まったく。無意味なことをしたものです」

　淡々としたいつもの口調は、どこか満足げなものだった。

　そして、アントンはどろりと形を失った。

　駒として求められ、駒として生きた彼女の、どこか人間めいた最期だった。

「……お疲れ様でした、アントン」

　最初に名を与えられた魔王の配下。常にベルタに疑問を投げ掛けていたアントンは、王である自分を除けば、彼女と最も古い付き合いだった。

　こうなってから思い返してみれば、ベルタを遠ざけたいという自分の真意に、どうもアントンは前々から気付いていたふしがある。ふたりの間にこれまであったやりとりのすべてを把は握あくしているわけではないけれど、自分の知らないところで、アントンは動いていたのかもしれない。だからこそ、駆け付けてきてしまったベルタを見て、こうして最後に時間を作ってくれたのだろう。

　それはつまり、最も完成した魔王の駒だと思われていたアントンもまた、ベルタが備えていたような素質を知らず持ち合わせていたということだ。

　だとすれば、それは彼女を生み出した人間の内面の反映でもあって。

「……結局のところ、ぼくは魔王に徹てつし切きれなかったということですか」

　苦笑とともに、その事実を呑み込んだ。

　恨みと怒りで生きてきて、最期はこうして破滅することになった。それも、よりによって、すべての元凶の手にかかってだ。魔王にも徹し切れず、巻き込むまいと思った唯一の存在すらついてきてしまった。無念で、無様で、無力で、無為で。だからきっと、この結末は覚悟していた絶望の終着点に相応ふさわしい。自分が歩んだ悪逆の道の、当然の報いだった。

　けれど。

　そこには予想もしなかったものが、確かに存在したのだった。

　これがベルタが望んだこと。怨嗟によって始まった道ではあったけれど、あのときに死なずに歩み続けたからこそ、自分はここに辿り着いた。

「……もう十分です。あなたも好きにしなさい」

　そう告げると、肉体を維持するために最後まで残っていた影絵の擬ぎ態たいが溶けていった。

　肉体の機能が停止していく。息が停まり、心臓が停まる。最期の瞬間まで撫なでていた手が、動かなくなる。意識が遠のく。白く、白く――……




　そうして、ぼくは目を開けた。

　どこまでも真っ白な世界のなか、こちらに尻尾しつぽを振る１匹の狼とひとりの少女の姿がある。他にもモノ好きの姿が何人か。ぼくは微笑ほほえみ、彼女たちに向けて歩き出す。
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